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本書に誤りがありました。お詫びを申し上げ、下記のとおり訂正します。
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発刊にあたって

長崎県松浦市は、長崎県本士北部に位置し、伊万里湾を介して松浦市・北松浦郡福島町・同鷹島町

の一市＝町で、平成18年 1月1日に合併した県内で11番目の市です。市の面積は130.13km、人口規模

は約28,000人で、県内でも最も人口が少ない市となっています。年齢別人口をみると、 65歳以上の老

年人口が25.3%となるなど長崎県平均の20.8%を上厠る高齢化率となっています。平成27年における

総人口の目標を若年層の人口流出が合併後長崎県並に抑制されることを前提として、 15歳から24歳の

6年目以降の社会移動率を県全体の水準に設定して約24,000人としています。

松浦市は、海を挟み朝鮮半島や中国をはじめとしたアジア地域にも近い位置にあることから古くか

ら大陸との交流が盛んでありました。それは、市内各地に所在する遺跡からの出土品が物語っていま

す。特に鷹島町には海底遺跡もあります。

本報告書は、旧鷹島町で平成13年度と 14年度に実施した神崎港改修工事に伴う鷹島海底遺跡発掘調

査の報告書です。これまで調査の概報は刊行されていましたが、諸般の事由により本報告はなされて

いませんでした。

松浦市教育委員会では、鷹島海底遺跡は文永・弘安の役（元寇）の蒙古襲来に関連した遺跡である

こと及び国内はもとより世界的にも注目されている遺跡であり、鷹島海底遺跡の国の史跡指定及び出

土遺物の重要文化財指定を目指して取組むためにも本報告書の刊行は必要不可欠のものであるとの認

識から、文化庁のご理解と承認を得て国庫補助事業の一環としていただくことができました。

本報告書の作成にあたっては、平成18年度から文部科学省科学研究費補助金基盤研究 (s)r長崎

県北松浦郡鷹島周辺海底に眠る元寇関連遺跡・遺物の把握と解明Jの代表者である琉球大学池田榮史

教授には多大なご協力をいただきました。ここに記して感謝申し上げます。また、長崎県教育委員会、

鷹島海底遺跡調査指導委員会をはじめ多くの関係者の方々のご協力により本報告書を刊行することが

できましたことに対し、心から感謝を申し上げます。

最後になりましたが、本報告書が埋蔵文化財保護への理解と認識を深める一助となり、学術研究の

資料として広く活用されることを願って発刊のご挨拶といたします。

平成20年3月31日

長崎県松浦市教育委員会

教育長松尾 紘



例 言

1 . 本書は、長崎県県北振興局田平士木事務所の委託を受けて旧鷹島町教育委員会が調査主体となり

平成13年度と平成14年度に実施した鷹島町神崎港改修工事に伴う鷹島海底遺跡の緊急発掘調査の

報告書である。その成果は概報として平成14年 3 月• 平成15年 3月にそれぞれ刊行している。本

書の作成は、平成18年 1月1日に 1市 2町で合併し、松浦市教育委員会生涯学習課が主体となっ

て平成19年度の国庫補助事業として実施した。

2. 調査にあたっては、文化庁及び長崎県教育庁学芸文化課をはじめ九州・沖縄水中考古学協会（現

特定非営利活動法人アジア水中考古学研究所等多くの方にご協力を賜った。

3. 遺物の実測及び写貞撮影等については文部科学省科学研究費補助金基盤研究 (s) (以下「科研

費Jという。）の代表者である琉球大学法文学部池田榮史教授に全面的ご協カ・ご支援をいただ

いている。ここに記して感謝を申し上げます。

4. 本書で使用した図面・写真の記録類については、市立鷹島埋蔵文化財センターで保管している。

5. 本書で報告した遺物のうち一部は、松浦市立鷹島歴史民俗資料館及び埋蔵文化財センターで展示

公開している。

6. 遺物の写真撮影は、科研費で行った調査分と金沢大学大学院博士課程考古学専攻の小川光彦氏撮

影分、生涯学習課課長補佐兼文化財室文化財係長兼社会教育係長の中田敦之撮影分がある。なお、

図版の縮尺は統一していない。

7. 本書の執筆は、琉球大学池田榮史教授が第III章 2の球状土製品・ 4~8、早稲田大学客員准教授

山本信夫氏が第III章 2陶磁器、 11その他の遺物、第V章を、第 I章及び第III章 1・3・9・10と

11の一部を中田が、第II章と第III章12を同課学芸員松尾昭子があたった。なお、第W章 1~3の

出土遺物の保存処理の報告は、平成17年度・ 18年度の特定非営利活動法人文化財保存支援機構か

ら提出された『鷹島海底遺物を中心とした引ぎ上げ遺物の保存と活用 平成18年度事業報告書』

に一部加筆して掲載した。第W章4樹種同定の項は、京都大学名誉教授伊東隆夫氏より玉稿をい

ただいた。陶磁器に関しては、山本信夫氏より玉稿をいただき中田が一部編集を行い掲載した。

記して感謝申し上げます。なお、本文中の遺物説明では図版との関係で同じ箇所で説明していな

いことを予めご了承下さい。

8. 出土状況固作成後に取り上げた遺物と、出土位置の確認を行った遺物は、通し番号で 1から1900

まで「No.」を付し、リフトからの遺物については、その出土順に陶磁器は「RC」(Retrieved

Ceramics)、金属製品は「RM」(RetrievedMetal Objects)、木製品は「RW」(RetrievedWoode 

n Artifacts)、漆製品は「RL」 (RetrievedLacquer Wares)、骨は「RB」 (RetrievedBones) の

種別略号に分けて番号を付して遺物に注記をした。なお、通し番号では543~600と1507~1600ま

では整理の都合上欠番としている。

（例）海底出士遺物・・・・ 「五五五．旦 No. 1」 2001年（平成13) 海底出士遺物番号

リフト出土陶磁器・・ 「KZK 巴 RC6」 2002年（平成14) リフト出士陶磁器番号

9. 本書の編集は、中田があたった。
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第 1章はじめに

1 . 鷹島海底遺跡の調査

鷹島海底遺跡は、長崎県松浦市鷹島町南岸の東側に位置する干上鼻から西側の雷岬までの約7.5km、

汀線から沖合約200mまでの範囲、約150万面の海域に所在している。鷹島海底遺跡として昭和56年に

周知されるようになったことから、当該範囲内におけるあらゆる開発行為は文化財保護法によって規

制されることになり、各種開発の前には事前に発掘調介が必要となっている。

鷹島海底遺跡の発見に至った要因は、昭和55年度から 3カ年計画で総括研究代表者であった江上波

夫東京大学名誉教授を中心として、文部省科学研究費特定研究 I古文化財に関する保存科学と人文・

自然科学」の一部として「水中考古学に関する基礎的研究」による実験調査地として長崎県北松浦郡

鷹島町が選ばれたことに起因している。この調査では音響測探機のソノストレーター及びサイド・ス
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第2函 鷹島海底遺跡調査地点位置図 (1/45,000) (アミ掛けは遺跡範囲）
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キャン・ソナーを使用した海底下の情況調査やダイバーによる碇石・石製砲弾・陶器片等の遺物が引

き上げられ、その特徴・年代からこの伊万里港湾に元の大軍が襲来し、台風を避けて限島の南岸に避

難したものの、その大半が壊滅した場所であることとの史実が考古学的知見によって確認されたこと

による。遺跡内には、地方港湾である床浪港・神崎港、 56条港湾の三里港・原港がある。

2. 床浪地区での調査

〇昭和58年7月25日~9月23日

床浪港における防波堤建設工事は遺跡が周知される以前から計画があり、遺跡の保存のための協議

が長崎県港湾課と長崎県県北振興局田平土木事務所と長崎県教育委員会及び旧鷹島町教育委員会の間

で行われた。しかし、工事の中止や設計変更は困難であることから工事区域内の緊急発掘調査を実施

することなり、調在は旧應島町教育委員会が主体となり荒木伸介埼玉大学講師を代表とする床浪海底

遺跡発掘調査団によるも のである。この調杏で出土した遺物は調介面積に比べて稀少であったが、蠣

殻等の付着物も無く 、摩滅も認められない ことか ら早い段階で包含層である細粒砂層に埋没したこと

が予想されている。

第3図～第5図はこの緊急発掘調査で出士した遺物である 。

1は壷の胴部から底部にかけての破片である。中世の陶磁器の可能性は薄い。2は舶載の雑器で浅

鉢の口縁部である。口縁部は厚く、内側に落し蓋のためか一段凸起のかかりを有している。 3は朝鮮

系の青磁碗の底部である。 4は青磁で陰刻蓮弁文碗である。整形や陰刻も雑で器形にゆがみがみられ

る。色調は黄褐色に変化しており、青磁本来の色調は胴部の一部に見られる程度である。 5~7は褐

釉の瓶と壷である。 5は褐釉瓶で色調は暗茶褐色である。口縁部は短く、肩は張らず胴部中央からゆ

るやかに上下に内反している。口縁部と底部はほぼ同径である。外面底部は回転ヘラ削りである。 6

は黒褐釉壷で、内面が黒茶褐色、外面が暗茶褐色で、一部灰茶褐色を呈している。口縁部は短く、ロ

唇部は水平に仕上げているがやや凹みがみられる。肩部から胴部にかけてはゆるやかな張りをみせ、

底部にかけてすぽまっている。外面底部には回転ヘラ削りが認められる。 7も黒褐釉壷である。色調

は黒茶褐色で釉は全面にかけられている。整形はやや雑で、器形にゆがみがみられる。 5は12世紀後

半から13世紀前半のもの。6・7は元代の雑器類であ ろう。

〇昭和63年7月25日~9月23日

床浪港の防波堤建設に続く 一連の工事として護岸工事に伴う一部海岸埋立てと浚渫工事に伴う試掘

調査を実施している。調査は旧鷹島町教育委員会が事業主体となり県教育委員会が調査主体で行って

いる。調査では、包含層をエアーリフトで精査し、工事予定区域内の1,400m'に遺物の埋蔵が推定さ

れたことから本調査の必要性が改めて指摘されている。

〇平成元年6月8日~8月6日

床浪港改修工事埋立て・浚渫に伴う緊急発掘調査を実施している。この調査では、地層探査機で異

物の反応があった地点を併せて潜水調究で確認するという方法がとられている。また、海底のシルト
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層をエアーリフトにより吸い上げる排土作業を伴った本格的な発掘調査となっている。調介区の海底

下シルトの中でも遺物の移動があっており、さらに時期的に新しい遺物に蠣殻が付着せずに本来下層

にある古い遺物に蠣殻が付着している例があることから海底下のシルトの堆積が一様ではなく、時に

はかなり攪乱状態にあったことを推測させることとなった。

第6図～第9図はこの緊急発掘訓査で出土した遺物である。

8~10は青磁碗である。 8は口径16.6cm、器高 7cm、底径5.8cmを測る。見込みに重ね焼きの砂目跡

が付着している。 9は口径16cm、器高6.5cm、底径6.5cmを測る。外面にロクロ整形の痕跡を残してい

る。一部高台まで施釉されている。高台部分は回転ヘラ削りである。 10は鏑蓮弁文で釉は暗黄緑褐色

を呈している。ただし釉の表面には気泡があり、貰入も 一部見られる。 11は白磁皿である。口径15.2

cm、器高4.9cm、底径6.5cmでやや高い高台を有している。施釉は全面に施されているが見込み部分は

蛇ノ目釉ハギである。 12は白磁碗である。口径15.5cm、器高6.55cm、底径5.4cmを測る。内面口縁部直

下に一条の沈線を有する。口縁端部が釉ハギされ、見込み部分も蛇ノ目釉ハギである。 13は白磁小皿

である。 D径8.9cm、器高3.2cm、底径4.1cmの完形品である。内面口縁部直下に沈線を有する。施釉は

口縁部から胴部下位まで施され、 下位から高台部分にかけては無釉で、底部は砂目を有する。 14も白

磁小皿である。外面口縁直下には凸帯白線の平行線が巡り、内外面は二重白線で器形を 6区画に分け

ている。口縁端部は釉ハギで、内面にヘラによる調整痕を有している。

15~35は褐釉壷・瓶類である。

37は高麗系青磁の小壷である。

第8図～第9図は舶載陶磁器以外の出土遺物である。

1~6は縄文土器である。 1は器表面に 3条のミミズばれ状の微隆起線を貼付した轟B式に比定さ

れる深鉢の口縁部である。 2も深鉢の口縁部である。器表面には右斜め下方向に、内面には横方向の

短い凹線を施文し、 D唇部には楕円形の剌突を施している。 3も深鉢の口縁部で、器表面には縦方向

の浅い沈線を施し、内面には横方向の凹線を巡らしている。 2と3は曽畑式に比定される。 4は鉢の

口縁部である。胴部から急速に内湾する器形である。器表面には凹位の平行沈線を施している。口唇

部は肥厚させ、 2条の平行沈線を巡らしている。鐘ヶ崎式に比定される。 5・6は晩期の深鉢の底部

である。 7~9は粗製深鉢の口縁部で、胎土に貝殻を含んでいる。 7・8の内外面には荒い貝殻条痕

が施されている。 9の内面はナデ調整である。 10は弥生中期末から後期にかけての弥生土器の壷口縁

部である。 11は土師器で如意形口縁を呈し、胴部がやや膨らむ器形である。 11世紀頃の製塩土器と思

われる。 12・13は8世紀から 9世紀の土師器の甕である。 14は8世紀後半頃の土師器の杯身である。

15は黒色土器B類である。16は土師器の杯で11世紀前後に比定されている。 17も土師器の杯で12世紀

前後に比定されている。 18は瓦器塊である。 19は土師器杯で底部は回転糸切りである。 20は陶器であ

る。 21は体部が八角形をした瓦器の鉢である。 22は陶器の捏鉢である。 20と22は舶載資料の可能性が

ある。 23~30は方形をした煉瓦状の博である。形状により 3タイプに分類できる。 23・24のように幅

が8cm前後と狭く、原さが6cm程と方形に近い厚みを有するタイプ、 25~28のように幅が15cm以上で、
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厚さも 5cmから 6cm程のタイプ、 29・30のよう

に輻が10cmから15cmの中間で、原みが3cmから

4.5cmの厚みを有するタイプに分けられる。 31

~33は石弾である。 34は用途不明の玄武岩製の

丸底を呈する石製品である。 35は長さ52cm、輻

20.7cm、厚さ 10.4cm、重量25.4kgを測る碇石で

ある。 36は2箇所に耳がついた片口の乳鉢であ

る。 37・38は石製の竃である。 39は石臼。 40は

日乾し寵であろう。

その他では鉄製品・銅製品・木製品が若干出

土している。

〇平成4年7月20日~9月5日

床浪港改修工事（護岸）に伴う緊急発掘調査を

実施。

この調査では、水深25mから26mの地点から縄

文時代早期の遺物包含層を確認した。この深さで

の縄文早期の遺物の検出は日本でも初めてのこと

であり、鷹島は水中考古学にとって元寇関係遺物

ばかりでなく、縄文の遺跡までも海底に包括する

「鷹島海底遺跡Jとして知られることとなった。

第10図はこの調在で出土した遺物である。 488点

の出土遺物のうち縄文土器は251点で、時期的に

は早期232点・前期 3点・晩期 l点である。早期

の資料では、押型文が多

く出土土器全体の73%を

占めている。押型文土器

でも楕円文土器が約50%、

山形文土器が約20%、格

子目文土器が約2%であっ

た。 1~4は山形文、 5

~8は楕円文、 9・10は
5
 

第3図 床浪地区出土遺物①

第4図 床浪地区出土遺物②
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撚糸文である。 11は前期 第5図床浪地区出土遺物③

後半の前葉頃の曽畑 II式土器で、外面は上位に横引きの沈線施文後に 2本の沈線を山形状に押し引い

ている。中位には数条の沈線による三角組み合わせ文が施されている。胎土には結晶片岩粒を多く含
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第10図 床浪地区出土遺物⑧ (1/4) (12から19は6/1)

んでいる。 12は晩期前半の前葉から中葉にかけての粗製深鉢である。器面の調整は全て貝殻腹縁によ

る条痕文で、口唇部には刻み目を有している。そのほかの遺物では、 13の回転糸切底の土師器杯。14

は13世紀末頃の天目碗である。 15は黄褐釉壷の胴部で、 13世紀後半から14世紀初頭の時期のものであ

る。 16~19は木製品で、 17~19には四角の釘目を有している。

3. 遺跡内の範囲確認調査

以上のように鷹島海底遺跡に関しては、床浪地区を中心に試掘調査・緊急調査が行われ次第に遺跡

の性格等が明らかになってきた。このような状況下において旧隠島町教育委員会では文化財包蔵地内

の規模・範囲や性格、元寇に関する遺物の有無を確認するため発掘を伴わない海底の目視による潜水

調査を町単独事業で行うこととし、調査地点は、昭和55年から57年まで行われた調査で多数の遺物が

引き上げられた神崎地区を中心に九朴1・沖縄水中考古学協会の協力を得て神崎港周辺から島の南東、

遺跡の東側に位置する「南ケ崎Jまでの海域で平成4年度から11年度まで実施している。その後、平

成12年度からは国庫補助事業として神崎港での確認調査を平成17年度まで実施している。
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4. 神崎地区での調査（第11図）

〇平成4年6月27日・ 6月28日

神崎地区で目視による範囲確認調査。遺物の確認はできなかった。

〇平成5年7月23日~7月25日（町単独事業）

神崎地区で目視による範囲確認調査。施釉陶器の壷片・鉢片を確認。

〇平成6年7月22日~7月23日（町単独事業）

神崎地区で目視による範囲確認調査。欠損した 2本の碇石を確認。

〇平成7年 6月30日~7月2日（町単独事業）

神崎地区で目視による範囲確認調査。褐釉陶器四耳壷を検出。

〇平成8年6月28日~6月30日（町単独事業）

神崎地区で目視による範囲確認調資。用途・年代が不明の石製品を検出。

〇平成9年10月24日~10月26日（町単独事業）

神崎地区で目視による範囲確認調査。碇石と褐釉陶器を検出。

〇平成10年 7月17日~7月20日（町単独事業）

神崎地区で目視による範囲確認調査。青磁碗・ 陶器と碑を検出。碑は浅い水深で検出。

〇平成11年7月16日~7月18日（町単独事業）

神崎地区で目視による範囲確認調査。黒釉碗・褐釉壷と碑を検出。肥前系染付碗も検出。

〇平成12年7月29日~8月7日（国庫補助事業）

神崎地区で神崎港の改修工事に先躯けて範囲確認調査。碑・ 褐釉陶器が出土。

〇平成13年8月1日~8月10日（国庫補助事業）

神崎地区で範囲確認調査。褐釉四耳壷・矢束等が出土。

〇平成14年12月9日~12月20日（国庫補助事業）

第11図 神崎港周辺における年度別調査区域図 (1/20,000) 
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第13図 神崎地区出土遺物② (1 /30) 

神崎地区で範囲確認調査。漆椀 ・銅銭・縄・鞘等が出土。

〇平成15年7月19日~8月6日（国庫補助事業）

神崎地区で範囲確認調査。 船の部材・褐釉陶器壷 ．碑・縄等が出土。

〇平成16年7月17日~8月7日（国庫補助事業）

神崎地区で範囲確認調査。隔壁板 ・褐釉陶器・縄・鉄製冑 ・人骨等が出土。

〇平成17年10月31日~11月6日（国庫補助事業）

- 13 -

6号碇石



神崎地区で範囲確認調奎。船材・木製品・弓の先端部が出土。

平成 6年度から神崎地区においても床浪地区と同様に神崎港で緊急調査を実施している。

〇平成6年11月3日~12月12日

神崎港防波堤建設工事に伴う緊急発掘調査。木製掟と碇石をセットで検出。掟の構造が判明。

〇平成7年7月17日~9月7日

神崎港防波堤建設工事に伴う緊急発掘調査。船材の可能性がある板材を検出。

第12図は平成 6年度に行った緊急調査で検出した掟である。調介では、掟 4門がほほ列をなして水

面下20~22mの地点で検出している。この 4門とも主軸方向はほぼ南北をさしている。掟の構造は掟

身とその先端につけられた 2本の掟歯及び掟歯と直交する方向で掟身の中ほど左右に取り付けられた

掟石 2個によって構成されている。ただし、船舶とその間を結ぶ綱（竹索） を掟に取り付ける掟身部

上端が欠損しており、残っていなかった。小型の 1・2・4号は、現存の掟身はそれぞれ120cm・260

cm・210cmを測り、

＇ ー2 

H
3
 ＇ 

~ 

これに 2号及び4号掟では長さ52cm、

¥Jd 
第14図

□ W],, 

＼ 

1号掟には長さ約70cmの掟石が2個ずつ取

＼
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神崎地区出土遺物③ (1 /6) 
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第16図 神崎地区出土遺物⑤ (1 /6) 
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り付けられている。掟の歯先方向や検出状況から想定すればこれらの掟は掟と鷹島海岸線までの間に

停泊していた船舶が沖合いに打つ掟として投下したものと考えられる。しかし、 4門の掟は細部にお

いても違いがあるため、これを基に掟を投下した船舶数を推定することは困難である。

3号掟は大型で掟身（アカガシ亜属） ．掟歯・ 掟櫓・掟石・竹索からなり、掟身は一辺30cmの角材

で、掟身の長さは274cmが残存していた。この掟身の両側に長さ130cm余りの掟石をほぼ左右対称にな

るように 1個ずつ取り付けている。掟身と掟歯の接合部分は上下二段に幅80cmX 100cm、原さ 4cmと

輻25cmX50cm、厚さ 5cmの台形状の板材（クスノキ）を両側から鉄釘で固定している。掟歯の先端部

には柄穴を通し、楔（アカガシ亜属）や根で固定している。更に楔の部分には竹索を巻いて補強して

いる。

第13図は調在で検出した掟石で、合計16個ある。この調在で掟身の両側には 2個の掟石を取り付け、

その上下に直径 4~5cmの丸太材を通して掟石を縛って固定しているため、従来の博多湾等から見つ

かっている長さ 2~3mの角柱状の掟石と区別するため「鷹島型掟石」と呼ばれるようになっている。

なお、 1号掟の掟石の長さは70.5cmと68cm、2号掟の掟石の長さは52.5cmと52cm、3号掟の掟石の長

さは132cmと131cm、4号掟の掟石の長さは52cmと52.5cm、 5号掟の掟石の長さは47cmと74.5cm、 6号

掟の掟石の長さは62cmと42cm、 7号掟の掟石の長さは90cmと87.5cm、 8号掟の掟石の長さは57cmと57

cmである。

第14図は平成 6年度と 7年度の緊急調査で出土した遺物で、褐釉陶器・青磁及び土師器である。こ

れらの中で大半を占めるのが褐釉陶器である。 1は士師質土器、 2は土師器の甕の服部である。 12は

青磁筒形香炉で、その他は全て褐釉陶器である。 4は短く外反する口縁部で、内面に釉薬がたれてい

る。 5・6・14・15は四耳壷である。 6は口縁部の一部と四耳の一つを欠くがほぼ完形品である。器

高21.5cm、口径5.2cm、胴部最大径12.1cm、底径7.1cmを測る。筒形の胴部から口縁部が短く細く、断面

が三角形状を呈している。桐部下位はヘラ削りによる調整痕を有している。 13は完形の壷で、器高

22.1cm、口縁外径8.3cm、内径6.1cm、胴部最大径14.7cm、底径7.6cmを測る。器形は楕円形の胴部に逆

三角形状の口縁部と上げ底気味でやや厚めの底部からとなっている。 9~11は壷の胴部から下位の底

部にかけての資料である。 16~20は底部である。

〇平成12年10月15日~11月21日

神崎港改修工事（護岸）に伴う緊急、発掘調壺。大型木製品（船材？） ・真鍮製帯金具等が出土。

第15図～第17図はこの調査で出土した195点のうちの遺物である。ただし、 19匪紀の前半の肥前系

磁器染付網目文小杯と 19世紀から幕末の波佐見徳利は除いている。

33~44は舶載陶磁器で、 3~10以外は貯蔵用の褐釉陶器壷で、 38は水注、 44は長胴壷か瓶である。

3~5は青磁碗で、 6~8は白磁碗である。 6は外面に叉状工具による蓮弁文を有している。 8はD

縁端部の釉を削り取った口禿げの小碗で内面見込みと高台にそれぞれ3箇所に目跡を残している。 9

は黒褐釉の天目碗である。 10は高麓青磁で象嵌蓮花文碗である。蓮花文の茎のみ黒土で他は白土の象

嵌が施されている。 11は胴部中位に最大径を持ち底部の高台を削りだしている。 12は最大径を肩部に
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持ち胴部中位から底部にかけてはヘラ削りである。 13~36は口縁部が外下方に張り出し、断面が三角

形を星する縁帯を持つ四耳壷である。全体の器形や口縁部の形態・ 耳の取り付け方・外面の調整等に

共通するものがある。縦の四つの耳は直交する位置ではなく、近接した二つの耳を対置させている。

胴郎の器肉は薄く、肩部から胴部中位にかけてはナデ調整を行い、胴部下位から底部付近にかけては

粗くヘラ削りを施している。 13~26は長い胴部を持ち、器読ぬcm前後で、 LJ径は ticm前後、底径は 7

cmのものが多い。 27~36は13~26に比べて器高は低く、胴径が大きい資料である。 34は口唇部を平坦

に丸く仕上げている。 38は横位の耳を有する水注である。 D縁は「く」の字状に外反し、耳は注口か

ら90度の位置にあり、下位に一条の沈線を有している。 39~43は比較的大型の壷である。 45は長方形

の縛である。全長26.0cm、幅8.4~8.6cm、厚さ4.4cm、重量1840gの完形品である。この碑は付着して

いる漆喰の状況から竃の資材として使用されたものと考えられている。 46はクスノキを使用した現存

長195.0cm、現存幅61.5cm、現存厚29.0cmある船体の部材の一部と考えられている。 47もクスノキを使

用した船体の部材の一部で、現存長184.0cm、現存幅47.0cm、現存厚21.0cmを有する。材の中軸線上に

削り出しによる突起を持ち、断面が方形を呈する穿孔が施されている。突起の幅は10cm内外で幅は

28.5cmを有する。方形の穿孔は 7cmX8cmのやや隅丸の長方形で明瞭な擦痕が確認できる。現在この

音IS材は複材例舟中央船底材の船尾側の一部である可能性が高いと考えられている。 48は板材の一部で、

49は構造船の隔壁材端部付近の一部と者えられている。いずれの材もクスノキである。

50~56は黄銅製帯金具である。 50・54は鮫具と言われるバックルに相当する帯金具である。 51・56

は銚．鑽、 52は帯鉤、 53は蛇尾、 55は刺金の一部と思われる部分が現存しており、鮫具の一部と思わ

れる。 57~67は鉄製品である。 57~63は鉄製品集中区より出土しているうちの 7点である。 64・65は

形状から鎚と思われる。

〇平成13年8月17日~10月25日（本報告）

神崎港改修工事（船着場 ・浚渫）に伴う緊急発掘調査。船材・隔壁板・碇石・てつはう・陶磁器 ・

銅銭等多くの遺物が出土。

〇平成14年7月8日~12月10日（本報告）

神崎港改修工事（防波堤・荷揚げ場）に伴う緊急発掘調査。

大型船の隔壁板・ 「王百戸」銘墨書青磁碗．漆椀・鉄製冑・矢束・ 朱塗櫛等多くの遺物が出土。

上記以外では、平成元年度から 3カ年計画で九州大学西谷正教授を中心に文部省科学研究費補助金

（総合研究A) による「鷹島海底における元寇関係遺跡の調査・研究・保存方法に関する基礎的研究」

の学術調査が行われている。
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第II章平成13・14年度の調責

1 . 調査に至る経緯

隅島南岸の海底からは以前より地元の漁師によって壺類や碗類、碇石等の遺物が数多く引き揚げ

られており、また当地は以前から蒙古襲来におけるいわゆる「弘安の役」の際の暴風雨によって元軍

の大部分の軍船が沈没遭難した場所であるとの通説があった。

昭和55年から昭和57年にかけて行われた、文部省の科学研究費特定研究「古文化財に関する保存科

学と人文・自然科学」（総括研究代表者：故江上波夫東京大学名誉教授）の一部である「水中考古学

の基礎的研究一水中遺構・遺物等の探査および保存に関する研究ー」（代表者：茂在寅男東海大学教

授）の実験調介地として鷹島が選ばれ尺その結果、鷹島南岸東側の干上鼻から西側の雷岬までの延

長約7.5km、汀線より沖合に200mに至る約150万面の範囲が、元寇関係遺物を包蔵する周知の遺跡と

して昭和57年に遺跡台帳に登録された。遺物が採集される範囲は鷹島南岸全域にわたっており、汀線

から沖合200mというのは開発工事が及ぶと予想される海岸からの距離であり、水深は20~30mほど

のラインである。以来、当該地における各種の開発に伴う緊急の発掘調壺を行ってきた。

ちなみに調査を実施した神崎港付近には、昭和49年春、地元神崎免の迎国市氏が貝掘り中に、元軍

が所持していた青銅製の「管軍総把印」と印面にパスパ文字で刻まれた印鑑を採集した地点がある。

調査は、地元の強い要望により実施された神崎地区の漁港の改修工事に伴う緊急調査として始まり、

これまでに、本報告をあわせて 3回の改修工事が行われたのに伴い、発掘調査を実施してきた。

最初に長崎県県北振典局田平土木事務所により神崎港の改修工事（離岸堤建設）の計画が提出され、

長崎県教育庁文化課（当時）、鷹島町教育委員会（当時）の 3者で協議を行い、周知の遺跡の範囲で

もあることから、発掘調査を行うこととなった。まず平成 2年の浦下浦での地質調査の結果をもとに、

平成 6年に2,000面の区域の地層探査を行い、反応地点を確認するため浚渫作業を慎重に行い、元寇

関係遺物を確認した場合には浚渫を中止してエアーリフトによる発掘調査を行うという方法をとった。

このときの地層探査の結果は、現海底面から 1~2m下に異常反応が4箇所認められたが、それまで

の調査知見では元寇関係の遺物包含層はゆるいシルト層から更に数m下であると考えられていた。そ

の後、浚渫作業中に現海底下 1~2mのシルト層から碇石と木片が発見されたことにより認識が改め

られ、大型の木製掟等が発見されている。この調査では、探査による地層の状況は一致したが、異常

反応ポイントと実際の遺物の出土地点とは必ずしも重ならないという結果となってしまった。このと

きの調査は、次年度の平成 7年の 2ヵ年にわたって調査を実施しているが、 6,000面という広大な調

査対象区域のう ち浚渫作業ができたのがl,200m2、そのうち発掘調壺ができた面積が900m勺ことどまり、

残りの部分を全面発掘できずに、平成 9年に離岸堤建設の実施に至ったことは、非常に残念であり、

籠舌に尽く し難いものがある 。

次に調査を行ったのは、平成12年である。このときは、この沖合の離岸堤を東側に延長する計画で

あり、長崎県県北振興局田平土木事務所と鷹島町教育委員会（当時）との協議においても、平成 6年
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から 7年にかけて行った調査の結果からも元寇関係遺物を包蔵していることが十分に予想されるため、

事前の調査が必要であるという結論に達した。このときの調査では、前回の調資の結果を踏まえ、発

掘元寇関係遺物の包含層を的確に捉えることができたことが、大きな成果の一つといえる。また、構

造船の一部と見られる部材や、それまでバラストとして積載されていたと考えられていた礁が、カマ

ドの材料として使用されていたことが判明し、史に兵士が身に着けていたベルトのバックル、武器で

ある矢束等が出土してきたことなどで、船の構造だけでなく兵士の姿や船上での具体的な生活が見え

はじめたことが、成果として挙げられる。

次に、今回報告する調査は、神崎港の主体部分である船揚場、荷揚場及び防波堤工事に伴う発掘調

査である。長崎県県北振興局田平土木事務所と鷹島町教育委員会（当時）との協議において、前年度

の離岸堤の延長工事に伴う発掘調究の範囲の北側に接する範囲も含まれることから、前年度 (H12) 

の調査結果からも元寇関係遺物の出土が予想されたため、発掘調査を行うこととなった。当初、平成

13年度内に調査を終了し、引き続き工事が着手される予定であったが、予想を上回る遣物の質と量で

あったために、予定していた期間を延長して調資を行った。そして、引き続き次年度の平成14年に調

査を実施することとなった。

調査期間

平成13年度調査 平成13年 8月17日から10月25日まで

平成14年度調壺 平成14年 7月11日から12月7日まで

※「松浦党」研究者である伊万里市出身の故古賀稔康氏により江上先生に鷹島が紹介されたことが契機となった。

参考文献

1 . 図録應島 蒙古襲来• そして神風の島贋島町教育委員会 2001

2. 陽島町文化財調壺報告書 第 2集 應島海底遺跡rn ー長崎県北松浦郡鷹島町神崎港改修工事に伴う緊急発掘調

査報告書ー 1996 長崎県鷹島町教育委員会

3. 鷹島町文化財調壺報告害 第4集 鷹島海底遺跡v ―長崎県北松浦郡鷹島町神崎港改修工事に伴う緊急発掘調

査報告書R- 2001 長崎県鷹島町教育委員会

4. 鷹島町文化財調査報告書 第 6集 鷹島海底遠跡Vll —長崎県北松浦郡慮島町神崎港改修工事に伴う発掘調査概

報ー 2002 長崎県鷹島町教育委員会

2. 調査方法

今厠の調査は船揚場、荷揚場部分となる潮間帯区域の調査と防波堤部分にあたる海底区域とに分け

て行った。潮間帯区域については、幅 2mX長さ15mのトレンチを設定して調査した。このトレンチ

調査では、遺物の包含層の無いことを確認するにとどまり、汀線から沖にむかっての層序を掴むには

至らなかった。本来であれば、汀線から沖合に向かってのトレンチ設定が理想である。しかし、 Om
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地点より標高の高い範囲の調究は比較的容易であるが、逆に低い範囲は大潮の干潮時以外は水没して

いる状況にあるため、常に波の影響を受ける環境にある。矢板を打ち込み、海水の浸入をストップさ

せての調査も積極的に考慮すべきであった。

海底区域については調査区を設定するにあたり、調査区域のグリッド表示は、離岸堤の上部構造南

縁（沖側）を基準線とする、平成 6年以来の表ホ法を踏襲し、これに基づき調査に域の設定を行った。

前匝の離岸堤延長工事に伴う発掘調介では、水深が深いのでエアーリフト 1)を使用したが、今回の海

底での発掘はサンド・ポンプを利用したドレッジ（水中掘削機） ーサンド・ポンプリフト”を使用し

た。調査中に視界が不良となり遺物の確認が困難な場合や、遺物が小さく軽量な場合には、誤って遺

物を吸い込むこともあるが、リフトの排水口は海上の筏に設置して回収可能であり、遺物の回収が確

認された時点で、吸口側の作業ダイバーとの水中有線電話による連絡で、おおよその出土位置と水深

を確認できる。

発掘は堆積層の確認をしながら掘り進めたが、これまでの出土状況より、堆積層の上部からの遺物

出土はほとんど無く、砂層中では層内に含まれる貝殻破片が大きくなり、礫混じりの貝層に移行しは

じめるところから遺物が出土する傾向にあるため、それより上の部分の層については、効率的に掘削

を進めた。出土した遺物は、出土位置を保持するため速やかにピンポールや砂を入れた土嚢で保護し、

調査員による確認の後、遺物の周辺部を慎重に掘り進めている。更にナンバーリングの後、出土状況

をカラーネガフィルム、カラーポジフィルム、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラで記録撮影し、

遺物の集中して出土した地点では、 25cm間隔でメッシュを入れた 2mX2mの鉄製枠をグリッド表示

に対応する位置で水平に固定して写真測量用写真を撮影し、出土状況平面図の作成とレベリングを行っ

た。水中では陸上に比べて平衡感覚が鈍るため、測点用のピンポールと標尺（スタッフ）には、縦付

け式の水平器を取り付けて使用した。その他の散発的に確認された遺物は、出土位置、標高の数値確

認後に回収を行った。海底における標高については、サンドポンプリフトからの遺物に関しては、 10

cm間隔で表示される圧力感知式の水深計（ダイバーズウォッチ）と、離岸堤に設置した潮位確認用の

標尺の数値から標高を算出し、海底出土の遺物に関しては、予め海底に打ち込んだ鋼管へ移動した標

高を利用し、任意の標高で水糸に通した可動式簡易水平器と標尺（スタッフ）を使用し、求めたもの

である。なお、海底で出土状況図の作成を行った遺物と、出土位置の数値の記録を行った遺物に関し

ては、遺物の種別にかかわらず、通し番号で「N叫を付し、サンドポンプリフトからの遺物について

は、その出土順に陶磁器は「RC」、金属製品は「RM」、木製品は「RW」、漆製品は「RLJ、骨は

「RB」の種別略号に分けて番号を付した。

平成13年度は、調査対象面積と調杏期間を考慮すると全範囲を完掘するのは困難であると予想され

たため、潜水時間との関係で、水深が浅く効率の良い陸側の 7-C区 ・8-C区・ 9-C区を中心に

進め、その後沖側のN40ラインに沿って東西方向のトレンチ調杏を行い、 N25ライン及びN45ライン

においても東西方向のトレンチで出土状況の確認を行い次年度の調査につなげた。

平成13年度において一旦、調介を終了する際に、フナクイムシやキクイムシ等の海中生物から木製

-24-



品を保護するため、遺物に鋼製の網をかぶせて砂を入れた土嚢で押さえて終了した。その後、汀線付

近のトレンチ調査の結果、荷揚場・船揚場区域及び防波堤の一部については遣物包含層が無いものと

判断して建設工事がなされたが、浚渫工事の際に舞い上がったシルトが海底の調査区域にも 10~30cm

の厚さで再堆積していた。次年度に発掘調杏を再開したときは、この再堆積シルトの除去から始まっ

たが、海底の表層に含まれていたビニールなどのゴミが多く含まれており、これらがサンドポンプの

スクリュ一部に絡まるために、再堆積シルトの除去には予想外の時間を費やす結果となった。

7-C 区 •8-C 区・ 9-C 区は、前年度の調杏で陶磁器を中心とする遺物が多数出土したが、検

出面の遺物を回収した後、再度掘削を行い検出面の下位からの遺物出士の有無を確認するまでには至

らなかったため、まず、 7-C区 ・8-C区・ 9-C区と N25・N 40・N 45の3つの東西トレンチに

再堆積していたシルトを除去した後、 W30南北ラインの堆積層断面の観察記録を行い、次いでN25東

西ラインと N40東西ラインの堆積層断面の観察のため、現海底面での幅約 3m、検出面での幅約 Sm

前後のベルトを残して残りの区域の掘削を暫時行い、 2本のベルトの断面観察と記録の後、調査区全

体を検出面まで掘削した。砂層を堆積層とする調査区域の東半分（陸側）は、 ドレッジによる掘削も

容易で、出土遺物も陶磁器を中心とする遺物に限られる傾向にあるため、発掘作業も順調であったが、

西半分（沖側）は粘着性を持ち比較的締まった砂質シルトが主体になる上に、陶磁器をはじめ、加工

木材、鉄製品、銅製品、漆製品等が面的に検出されたため、掘削時間の多くを西側調査区に費やした。

遺物出土状況の記録は、陶磁器、鉄製品の点在する東側調査区においては、位置と標高の数値の記

録にとどめて、遺物出土状況の実測は西側調査区を中心に行ったが、調査に終盤は時間的な制約もあ

り、 7-B区では最初に実測を行った大型木製品 (No.601) と隔壁梁材 (No.1439・1440)周辺を除い

て実測は行わず、また、最終的に残った 7-A区は、ほとんどの遺物は出土地点の記録のみに終始し、

大型の木製品のみ、遺物の数箇所の位置を計測し、回収後に遺物出土状況の実測図を補足した。

水中の遺跡調在では、海底での活動時間が制限されるため、遺物出土状況の実測などには陸上に比

べてはるかに時間を要する。今回は、その実測時間の短縮を目的に、写貞測量による図化の導人を積

極的に試みたが、鷹島海底遺跡は透明度が低いため、狭い範囲しか撮影できないことや、一般の撮影

用のカメラで撮影した写真は、引き伸ばしたときの歪みを修正することができないので、写真実測を

行うには測量用の大型のカメラが必要であり、水中での撮影のために更にそのカメラのハウジングを

製作しないといけないなど、多くの間題が生じ、今のところ、人力による実測にはおよばない結果と

なった。しかし、このような透明度の低い海域での写真測量は今後の研究課題でもある。

註 1)海底の吸口直径15cmのホースに、台船上から空気を送り込み、圧力差と空気の浮力による膨張作用を利用し

て、海底の土砂を海水ごと吸い上げる掘削用の機材。

2) モーターでスクリューが回転することにより吸引力が発生することを利用して、海底の士砂を海水ごと吸い

上げる掘削用の機材。原理は掃除機と同じ。
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報@- 2003 長崎県鷹島町教育委員会

3. 報告書作成に至る経緯

應島海底遺跡の発掘調査は、長崎県県北振興局田平土木事務所から鹿島町が委託を受けて、麿島町

教育委員会が調査を実施した。

当初は、平成13年度で調査が終了する予定であったので、当然、報告書にかかる印刷代、人件費な

ども予算に含まれていた。そのため、平成13年度調査報告書の刊行については、調査は終了していな

いが、調介の状況を広く知ってもらうために概報を刊行することとなった。

平成14年度調査の報告書については、 13年度分とまとめて本報告をする方向で協議を進めたが、開

発事業者である長崎県県北振輿局田平土木事務所側を説得できなかった。出土した遺物の量と質を考

えると、 12月の初旬に調査を終了して、 2ヵ年分の資料を年度内に整理を終えて本報告書を刊行する

ことはとても無理であったので、次年度 1年間の整理期間をいただいて、概報ではなく、本報告書を

刊行できるようにお願いをしたところであったが、事業計画が平成14年度で終了するため、次年度に

報告書を刊行する予算は確保できないとの回答であり、報告書は年度内に刊行してもらいたいとの回

答であった。また、年度内に報告書を刊行するには、概要報告しかできず、学術的な報告書としての

詳細な報告ができないため、再度、次年度の予算確保をお顧いしたが、田平土木事務所では概要報告

で充分であるとの回答であった。当時の町の財政状況では、単独予算を確保しての報告害の刊行はで

きない状況にあり、やむなく、概要報告にとどまった。新年度に入った時点で鷹島町のほうから田平

土木事務所へ本報告書刊行の予算確保のお願いをしたが、概要報告書の刊行を持って事業の完結とみ

なし、神崎港の改修工事の事業も完了をしているので、予算計上はできないとの回答であった。（こ

れまでにも何度か報告書刊行のための予算計上のお願いをしたが、同様の回答であった。）

平成18年に合併し松浦市となって、今回、文化庁の保存活用事業により報告書刊行の運びとなった

ことは、偏に文化庁、松浦市をはじめ、関係者皆様の深いご理解の賜によるものと信じている。
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4. 平成13・14年度の調査関係者・協力者 （所属名は当時のもの）

調査主体 鷹島町教育委員会

教育長 安部恭一（平成13年度）

教育長 小田嘉和（平成14年度）

事務局長 門畑勉（平成13年度）

事務局長 神田稔（平成14年度）

調査担当 学芸員 松尾昭子

調壺主任 林田憲三 九朴1・沖縄水中考古学協会会長

調資員 小川光彦・横田浩・山本祐司・加藤隆也• 本田浩二郎・野上建紀・

林原利明 （以上 九州・沖縄水中考古学協会会員）

片桐千亜紀 沖縄県立埋蔵文化財センター調査課専門貝

調査補助貝 木村淳 東海大学文学部史学科学生

調査指導 西谷正 九州大学名誉教授

荒木伸介 跡見学園女子大学教授

池田榮史 琉球大学法文学音闘教授

太田弘毅

鎌田泰彦

佐伯弘次

中島楽章

山形欣哉

石原渉

田川肇

高野晋司

折尾學

塩屋勝利

柳田純孝

東北女子大学教授

長崎大学名誉教授

九州大学文学郭助教授

九州大学文学部助教授

日本海事史学会理事

（財） H本習字教育財団

長崎県教育庁学芸文化課文化財指導監

長崎県教育庁原の辻遺跡調査事務所長

福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課鴻館調査担当課長

福岡市埋蔵文化財センター所長

福岡市教育委員会文化財部長

調査作業 小野田康久• 石本 清・三浦清文・越智正明・福寿健太郎• 福島憲樹・岩永憲樹・

西畑 徹• 清岡智行・武藤隆史・嶋田克海・新家弘晃・岩永勝・土井国廣・

町村 剛・ 堤ー哲•松元清人・中村 一・溝上弘志• 森山良雄・山口秀明・

橋本宗春・松尾忠雄・松尾 洋• 松本政広・梶村末吉・金子 守・近藤己喜男・

近藤ミチェ・坂ミチョ・坂米七

整理作業 揺井香織・内田比加里
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報告書作成（平成19年度）

調査主体 松浦市教育委員会

教育長 松尾紘

生涯学習課長神田稔

課長補佐 中田敦之（兼社会教育係長・兼社会教育主事・兼学芸員）

報告書作成担当文化財係長 中田敦之学芸員松尾昭子

報告書作成庶務文化財係 木村大輔

整理補助員 宮崎朝美 ・吉野貴子

最後に、平成13・14年度の 2ヶ年間にわたって実施した発掘調壺の結果、予想以上に多くの遺物が

出土したため概報として報告していた。その整理に 5年間を費やし報告書の刊行となった。しかし、

まだ一部の遺物に保存処理が終了していないという課題がある。そのため、松浦市教育委員会では、

文化庁の協力及び承認を得て、平成19年度からの国庫補助事業の一環として鷹島海底遺跡調査指導委

員会に保存処理専門部会を設置して、遺物の処理方法について専門的な立場から指導・助言を得て最

良な方法で保存処理にあたっている。

今回の調壺報告書作成にあたっては、文化庁• 長崎県教育庁学芸文化課・独立行政法人国立文化財

機構九州国立博物館・独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所埋蔵文化財センター・ （財）元

興寺文化財研究所・琉球大学法文学部池田榮史教授をはじめ多くの関係機関及び関係各位には、多大

な尽力とともに親身なご指導・ご鞭撻を賜りました。ここに記して謝意を申し上げます。
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第rn章 出土遺物について

1 . 出土状況について

平成13年度の調介では、 N40東西トレンチのW35付近において、堆積層が砂層から砂質シルト層に

変化することを確認し、 14年度の調査では 2箇所の堆積層断面において、砂層（第 II層）と砂質シル

ト層（第1II層）との関係を確認することができた。 N40ラインにおいては、W35付近で第II層の砂層

が立ち上がり、第1II層の砂質シルトヘと移行する。また、 N25ラインにおいては、 W41.5付近におい

て同様の堆積状況が確認された。この両層の境界は判然としないものの、急な角度で立ち上がりを見

せており、一般的な自然堆積とは様相を異にしている。神崎付近の海岸部では、砂粒を移動させるほ

どの潮流の動きは無く、陸側の砂層の堆積は波の影響によるものと思われ、この 2箇所で確認した砂

層の立ち上がりは、同海域で発生した最大の波の痕跡をとどめている可能性がある。

調査区域東側の汀線付近から落ち込む埋没谷の斜面は、遺物検出面よりさらに深く続いている。し

かし、遺物検出面より下位の砂層（第 II,層）では遺物の出土は無く、砂層下部の遺物検出面は、そ

のまま砂質シルト下部の遺物検出面へと続いている 。13年度の調査で陶磁器・鉄製品を中心とする遺

物が多く出土した 7-C区・ 8-C区 ・9-C区は埋没谷斜面の旧地形に近い傾斜を反映しており、

同区域で細片化した陶磁器が多量に出土するのは、非日常的な波の作用で打ちよせられ、駆け上がり

斜面の下方で集積した結果と考えられる。同区域で砂層下位に死貝層が形成されているのも同様な自

然条件によるものであろう。陶磁器以外では、鉄製品が多く見られるが、これらの多くは船材に使用

されていた鉄釘が、木質部が海中生物の蚕食を受けた結果、金属部位のみが遺存したものと思われる。

W30ライン付近より西側では、 厚い死貝層の形成はないものの、ラミナ状の堆積が確認さ れた 9-B

区で出土した外板（第69図7・8)は明らかに砂層中の出土であるが、遺物の取り上げ時にその下位

から遺物の形状の範囲で、砂質シルトの痕跡が確認されている。これは、本来砂質シルト中に埋没し

ていた遺物が、波の作用で陸側に移動した際に、遺物の底面に付着していた砂質シルトが遺存したも

のと考えられる。しかし、比較的早い時期に砂層中に埋没した木製品と違い金属部の銹の進行が進ん

でおり、その分、蚕食の影審が少なく、比較的形状を保っているものと思われる。

堆積層漸変ラインより 西側は、砂質シルトの堆積範囲であり、木製品の遺存状況が比較的良好で、

甲葉 （小札）も含めて漆製品のほとんどは、砂質シルト層から の出土である。 金属製品の腐食の進行

も砂層中とは違いが見られ、砂層中出土のものは赤錆の状態であるのに対して、砂質シルト中では酸

素供給量の違いからか灰色を呈し、銹の進行も砂層中出土のものに比べれば進んでいない。木製品の

出土状況で興味深いことは、規則性が見受けられることである。木製品の殆どは細長い形状を呈して

いるが、その長軸方向が堆積層の漸変ラインと一致している。このことは、砂質シルト中の遺物出土

状況の評価に深く関係するものと思われる。前述のとおり、砂層中では非日常的な波の影響により、

現在に至るまでに撹乱を受けており、縄文土器から近世陶磁器までが混在している状態であるが、砂

質シル ト中では元寇関連と思われる遺物がほとんどである。問題は、砂質シルト中の遺物検出状況が、
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第19図 陶磁器出土状況図 (1/20) 
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第20図 出土遺物釣窯系陶磁 (1/3) 

「弘安の役J当時の暴風雨直後の状態を維持しているかどうかである。

第71図は砂質シルト中出土の大型構造船の部材であり、南東側が船底方向である。第69図2と第69

図1の二つの板材が多数の鉄釘で固定されていた様子が確認できるが、 2つの材は若干開いた状態で

検出している。また、外板と接触していた斜めの小口面には、 一部の鉄釘は遺存するが、釘の穴の痕

跡のみを遺すものが多い。鉄釘の腐食が進行した後であれば、釘は容易に折れていたものと推測され

るため、 2材の開き及び外板の遊離とそれに伴う鉄釘の抜けは、これらの鉄釘の腐食が進行する前に

生じたものと想定できる。第69図2の南西側には、さらに船底に近い側の隔壁梁材と結合させていた

鉄釘が遺存しているが、この材との遊離も鉄釘の腐食の進行以前に生じたものと思われる。したがっ

て、この隔壁梁材の検出状況は、少なくとも鉄釘の腐食進行以前の状態を示すものであり、「弘安の

役」の暴風雨直後から、鉄釘の腐食が進行するまでの期間に限定することが可能である。よって、北

北東ー南南西方向に規則性を持って検出された木製品やその他の遺物も、同様な埋没条件が想定され

ることから、堆積層漸変ラインより西側の砂質シルト中出土の遺物に関しては、「弘安の役」直後の

状態に比較的近い時期の埋没状況を保持している可能性が高いものと考える。

なお、 8-A区の南西部と 9-A区の西半部は離岸堤の建設に伴い浚渫を受けており、浚渫船のバ

ケットの加圧のために破砕した陶磁器や、折れた木製品、バケットで直接切断された縄など、人為的

な撹乱を受けている遺物も、検出状況から明瞭に区別が可能であった。

海底出土で「No.J を付した遺物は、 1つの「No.」で複数の遺物を取り上げたものがあるため13年

度の調査では676点、 14年度の調査では1,328点である。これに、 SPリフトを通して、筏上で確認さ

れた遺物と海底面で採集した遺物及び浚渫の際に出土した遺物を含めると緊急調査時における総遺物

点数は2,423点である。この調査で出土した遺物は、一覧表を作成しているのでそれぞれの遺物に関

しては、 一覧表を参照していただきたい。出土遺物は多岐にわたり、陶磁器や武器類以外にも、船材
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第21図出土遺物白磁 (1/3) 

をはじめ漆椀や櫛、文字資料が出土している。多くの遺物がまだ保存処理中であり、詳細な観察や分

析は継続調査中であるが、以下、種別ごとに概要を述べることとする。

2. 陶磁器・球状土製品（第21図～第39図）

以下に示す分類記号及び編年については次の文献によるものとする。

(1)山本1言夫ほか「大宰府条坊跡XV 陶磁器分類編」『大宰府の文化財第29集』 2000 

太宰府市教育委貝会 8世紀後半~14世紀前半の貿易陶磁、型式分類と編年。

(2)森田勉「14~16世紀の白磁の分類と編年J『貿易陶磁研究No.2 J 1982 

白磁14~16世紀、 A~E群の分類、時代順にA・B・C・D・Eの5群に分類。

白磁（第21図）

碗 (5~13) 

6~12は口縁部を掻き取る碗1X類に属し、 6・8・9・12は体部下位以下が露胎となる IX-2類で

ある。胎士は灰色味を帯びてやや粗く少量の黒斑を含むものが多い。釉は不透明で灰褐、灰黄、灰緑

などやや濁った色調である。 7・9・10の口縁断面は藩くならず、肥厚して角ばる例で鈍化傾向が見

- 32 -



↑
 

／
 

ふ
Y
各

＼ 
~ <l 

-― - -

—·-一ー ・
18 

-==-----=-
一

20 

-~---; / • -=ロー／

ロミ□ ［ 

19 

ヽ

二口／

＠
 

~ -~; 
30 

V I I I I I I I I I や

第22図 出土遺物青磁① (1 /3) 

-33 -



ヽvヽ."

＇を
J

シプ'
 

ニーローロ／

噂
》
ー

恩瞬―

~ 炉
•
i
,

“ I cc丁'"――~,_,,, 
,J 

． 
..... = 

瓜ジ.--
...... ,. ・ 38 口

一

一

~ —--

ー

ー

・

／
 

＼
 

／
 

＼
 

／
 

[
 

—•/>>

. \
.

／

、

＼
 

／
 

／

王
t
s

＼
 

ノ
．
 

'f" 

第23図出土遺物青磁② (1 /3) 
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られる。高台は断面方形で畳付は水平となる。 8・9・12の内面見込みには一段窪む段や深い圏線が

入る。 9は内底に目跡が3個付く。

13は幅の広い高台を持つ。イ本部は直線的で下位が肉厚となり、内面見込みが凹む。胎土は淡灰褐色

で気孔が多い。内面から外面下位まで施釉され釉は灰色味が強い。 IX-2類または元タイプかと思わ

れる。 5は森田c類のD縁部である。

皿 (14・15)

15は皿IX-2 c類。底部外面は露胎である。 14は青白磁系のlIII.で森田B'類に近い。他の白磁に比べ

て一段上質である。釉は淡黄灰色味で全面に薄く施釉され、口縁部と高台畳付の釉を掻き取る。胎土

は淡黄灰色でややざらつき、イ本部は器肉が薄い。

龍泉窯系青磁（第23図）

碗 (31~34) 

31はI-1 a類、 32はII-b類、 33はII-C類で内底に細線の陽刻印花文がある。この手の II-C類は

一般的には陰刻文が多い。 34はIII類の中では作行が鈍く、高台畳付がやや広めの平坦面をなし器肉は

厚めで施釉がやや痺い点で典型的なIII類とは異なり、皿'-1Ab類に分類される。口縁は 6輪花で内

底は圏線を有し浅く段状になる。中央に貼花文がある。胎士は淡茶灰色でやや粗い。釉色はオリーブ

色に近く下半は茶色味が強いことからいわゆる米色系の釉と見る意見もある。

小碗 (39)

39は全面施釉後口縁部と高台悦付の釉を掻き取る。 34と同様にやや鈍化傾向の見られる III類で、

皿'-1A類に分けられる。器肉は厚く釉色がやや劣り、高台畳付が平坦面をなす。

坪、盤 (36~38)

38は杯W類の体部と思われ、胎土は淡灰色、釉は水色味のある淡緑色でW類の中では良質といえる。

器肉、釉の厚いタイプに属する。外面は無文、内面には幅広のヘラ彫りによる凹面の花弁状文を人れ

る。 37は杯または大杯のIII-3b類で内面に38と同様の花弁状文を有す。 36は上記の小型杯と相似形

をなす大形のもので口径は21.4cmあり、小盤皿類に分ける。無文で発色は良く、鋭利な作りである。

福建省産青磁（第22・23図）

碗 (16~ 30・35・40・41) 

16~30、35・40・41は従来名称の同安窯系青磁に属するものであるが、櫛描文を多用した例は見当

たらず後出型を含むことから、より広く福建省産とする方が適切であろう。胎土は粘性が強く緻密で

あるがやや軟質のものが多く、色調は淡灰色、淡黄灰色である。釉は淡灰緑色、黄灰色など色味がや

や簿く、体部外面下半は露胎となる。体部下半は内湾気味であるが上半は直線的に開く。体部外面に

は口縁部近くまで回転ヘラケズリの痕跡が見られる。口縁端部は断面方形または鋭角の三角形状で、

外反するものはない。内面見込みには高台幅と同じかやや径の小さい太い圏線状の段を持つ。高台は

低く粗雑で、高台を削り出した後に見込み中央部を再度削るものが多い。 17・40などは I-1 a類と

の区別がやや困難であるが、口縁部処理方など I類とは異なる点もある。また、口縁部は II、III類と
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も類似するが外反せず、類は特定し難い。総じて I、II類の退化形として把握される類である。

16、40は体部外面下位に墨書が見られる。 40は I王百戸Jと記される。 28・30は体部外面に粗くへ

ラ彫りの蓮弁文が入る。 28の高台内には黒書が残る。 25は青磁または白磁の椀で灰白色の緻密な胎土

に緑灰色の透明釉が掛かる。内面にヘラ彫りまたはクシ描き文のようなものがみられるが小片で詳細

が不明なため文様とは断定できない。

鉤窯系陶磁（第20図）

碗 (1~4) 

1~4は鉤窯系の澱青釉陶器の大碗（鉢）である。口径に比べて浅形で、体部上位は内湾味が強く

全体に丸みを持つ。体部の器肉は厚<o縁端部断面は丸味を持つ。底部内面見込み部分が凹面をなす

のも特徴的で高台内を深く削るため底部の器肉が薄くなる。高台は高く断面台形で内側が斜行する。

端部の削りはT寧で鋭利さを持つ。胎土は灰白色で緻密だがやや粉味または粘性があり、わずかに黒

斑が混入する例もある。釉は厚く外面高台付近まで施釉される。色調は青紫を基調とするが青白色や

黄濁化した部分が多い。 1~3には内面に紫紅斑文が見られる。

高麗青磁（第23図）

碗 (42)

42は粗質の高麗青磁の碗と思われる。胎土は淡橙灰色でやや粗く白色砂粒が少鼠混入する。釉は濁

化した淡黄緑色を呈し、薄くムラがある。全面に施釉され高台僻付は露胎で釉を掻き取った可能性が

ある。内面見込みが一段窪む。

陶器（第24図～第36図）

壷

38~41、43~47、63、70、72、73、75、76はB群に属する。 47は口縁部で、内外面に施釉されるが

黄濁化している。胎土は淡灰色で黒色粒、白色粒を少凪含む。「く」字形の口縁で作りは鈍く、 W類

の後出するタイプと考えられる。 76はN-1類の底部である。器肉は厚く歪みが生じている。底部外

面を除く内外面に灰緑色釉が掛かる。 72・73・75はN-3b類の底部と思われるが、他の類である可

能性もある。 73・75は削り出しの輪高台を持つ。 75は内外面全体に暗茶色の釉が薄く掛かり、高台畳

付には目土が付着する。胎土は橙灰色で褐色粒を含む。 73は内外面に薄く暗茶色の釉が掛かる。 72は

底部をわずかに高台状に削り出す。全面に黒茶色の釉が掛かり、胎士は暗茶色で褐色粒子が混入する。

38~41、43~45はV類の亜種であるが比較的精製されている典型的なV類に比べて一歩鈍い感じがあ

る。ただし上記した同様な平底を持つW類よりは丁寧な作りである。今回の調査でまとまりのある点

数が得られているため、仮にV'-1、2類に分類しておく。 V'-1類は口縁上面が丸みを帯び、外端

部はやや下方に引き出される特徴を有しており、 44・45がその例である。口縁端部は水平に近い形状

で桐部中央よりやや上に最大径を持つ。 V'-2類は口縁部上面が平坦面をなし断面三角形状となるも

ので、 38~41・43がこれに該当する。ただし40は口縁上面が凹面をなすためN-3類の可能性もある。

胴部はV-1、2類よりも短胴で樽形に近い。
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43は黒灰釉が全体に掛かり、良色である。胎土は灰色で黒色粒を含む。 41は暗茶色の釉が全面に薄

く掛かり、胎土は灰色で黒色粒を含む他、白色粒が少量混入する。 39の胎士はやや粗く、黒色粒の他

白色粒が若干混入する。 38は内外に施釉され、内面は濁灰茶色、外面は濁灰色から濁灰緑色に発色す

る。 40は光沢のない黒褐色の釉が内外面に掛かる。胎土は風化して淡茶色となるがもとは灰色であっ

たと思われる。茶褐色粒が多く混入する。 44・45は胴部中央付近に最大径を持つ。 44は灰緑色の簿い

釉が内外面に掛かり、胎士は緻密で灰色を呈し黒色粒を含む。 45は上げ底気味の平底で底部外周囲に

大きく 3~4個の目跡が残る。底部外面を除く内外面に藩く暗茶釉が掛かる。胎士は44と同様の特徴

を有す。 63・70はW類またはV類の体部と考えられる。底部は上げ底または上げ底気味で 3~4箇所

に目跡が残る。底部外面を除く内外面に施釉される。 63は暗茶色の釉が薄く掛かり、胎土は粘質で黄

灰色を呈し黒色粒が混入する。 70は茶灰釉が薄く掛かるがほとんど剥落している。胎土は緻密で灰白

色を呈し、黒色粒が混入する。

81はA-2群の小壷または水注と思われる。頸部内面に黒茶色の釉が掛かり、外面には黄褐色の釉

がわずかに残存する。胎土は緻密で濃赤褐色を呈す。 46はB群の小壷で幅の狭い高台を削りだす。内

面から外面下位まで灰褐色の釉が掛かる。胎土は粘質で淡橙色を呈し、赤褐色粒が多く混入する。 65

は光沢のある黒褐色の釉がやや厚く均ーに掛かり、体部外面下位は露胎である。胎土は明黄灰色を呈

し黒色粒、茶褐色粒が若干混入する。焼成はやや甘い。類例に乏しく、中国華南産かと考えるが不明

である。

77~80はC群の壷で、博多分類では小口瓶に相当し「大宰府条坊跡XV」では（仮） XV類とした類

である。底径は5.0cm程度、体部は細長く肩が張り、口径は2.0cm程度と狭い。底部は上底気味の平底

でケズリ後底面全体または一部にナデ調整を加える。施釉は局部的で、口縁部内面から肩部外面上位

の狭い範囲に黒茶色で艶のない釉が掛かり、以下は露胎とする。内面には横ナデによる細かい凹凸が

顕著に見られる。器肉は薄く、胎土は緻密で粘性が強く淡灰色を呈し、黒色の細粒がやや多く混入す

る。

53・54・57・58は胴部が膨らむ厚手の中型壷で、 54・57・58はC群に近い。 53は内面中位から外面

下位まで黄褐色の釉が掛かり、胎士は硬質で小豆色を呈し白色粒が多く混入する。肩部上位に水平方

向の重ね焼き痕が見られる。底部は上底気味の平底で外面に砂が溶着する。 57は内面から外面下位ま

でやや光沢のある茶褐色釉が掛かる。胎土は黄灰色で粗く、白色粒、黒色粒がやや多く混入する。肩

部に沈線、 D縁部と体部の境に段を有し、口縁端部は外に折り曲げ角ばった縁帯をなし、上面は凹面

をなす。後述する35(C群耳壷XI)のD縁と類似する。底部は上げ底で端部がわずかに外に張り出し

円盤状をなす。胴部内面に楕円形に窪んだ当て具痕が残る。 58は内面から外面下位まで暗黄茶色の釉

が掛かる。胎土は黄灰色で粗く白色粒、黒色粒がやや多く混入する。肩部に沈線、休部と口縁部の境

に鈍い段を有す。底部は上げ底で端部が外に張り出し円盤状をなす。胴部内面に円形の当て具痕が残

る。 54は口縁部内面から外面に暗黄緑褐色の釉が掛かる。胎土は灰色で粗く、白色粒を多く含む他黒

色粒が混入する。肩部上位に沈線、体部と D縁部の境に鈍い段を有す。休部外面に平行タタキ痕が残

-41 -
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る。 55は群外で、内外面に暗灰緑色で鈍い光沢のある釉が掛かる。胎士は淡灰色～灰色で、黒色粒を

含む他少量の白色粒が混入する 。体部と口縁部の境に鈍い段を有し、口縁端部は肥厚して断面三角形

をなし、角が外に突き出る。内外面の器表には不明瞭な円形の凹凸が見られ、タタキ痕と思われる。

耳壷

1 ~ 28・30・31・60 ~ 62・64・68・69は耳壷X皿ー2類である。器形や釉調に差は少ないが胎士に

より 2分され、 1・2・4・5・8・9・15~20・64・68及び7は大宰府分類A-2群と同質でXIII-

2A類とする。 3・6・10~14及び21~28・30・31・60~69はB群に属し XIII-2 B類とする。 X皿一

2A類は体部が細長く上半は薄手で口縁部は肥厚する長い縁帯を有す。口縁上端は尖り気味となる。

底部は上げ底または上げ底気味の平底である。暗茶色の釉が底部外面を除く全面に薄く掛かり底部外

面にも釉が圃る例が多く、はみ出た釉をなで付けた痕跡がある。底部外面は外周に円形の剥離痕が見

られ、その径は口径とほぼ等しい。胎土は緻密で暗茶色や暗紫灰色を呈し白色の細粒が混入する。ロ

縁下には 2個を一対とする縦耳が2箇所に付き四耳となる例が多い。32~34は下部のみ残存するが胎

土から見て同類と考え られる。

XIII -2 B類は精粗にばらつきはあるが全般にA-2群よりも質が落ち、胎土は灰色、橙灰色な どを

呈し白色粒、黒色粒が混入する。器形にはXIII-2 A類と同様の長胴形の他に短胴形のものがある。

22~28・30・31・60~62は短胴形で、体部は樽形をなし暗茶色の釉が底部外面を含む全面に掛かる。

底部は上げ底または上げ底気味の平底で、 XIII-2 A類と同じく外面には底径より 一回り径の小さい

輪状の剥離痕が残ることが多い。耳は縦耳で 2個を 1対とし 2箇所対称に付く。 23・27の口縁断面で

は接合痕が観察され、肥厚部は粘土帯を別に貼り付けて製作したことが分かる。

3・6・10~14・21・69はXIII-2 A類と同形の長胴形で、耳の付き方も同じであ る。暗茶色の釉

が底部外面を含む全面に薄く掛かり、胎土は灰色、暗茶色などで白色粒を含む他黒色粒をやや多く含

む。3は茶灰色の釉を二度掛けしている。 内面の一部は釉が回らず露胎となっている。12は他に比し

て一段小型であり、そのためか三耳となっている。底部は平底で外面の一部が露胎となる。口縁婿部

には目跡がある。 21・69は体部下半のみ残存するが同類のものである。

29・32・34は壷V'-1類の口縁と類似し、それに耳をつけた形状でB群に属する。暗茶色の釉が全

体に薄く掛かり、底部外面は釉をなで付けする。胎土は灰褐色、暗紫色、淡橙灰色などで黒色粒が混

入する。口縁端部外面を外に引き出し、上面は平らに近いがやや丸みを持つ形状となる。 2個を一対

とする縦耳が2箇所に付く。 34は底部外面に 3個の目跡が残る。

35・48~50・52・71・93はC群の耳壷である。 48・50・52はW類で、 48・52は口縁部を外に折り曲

げ、端部は肥原して丸みを持つ。外面に条線及び低い凸線が入る。頸部内面から外面にかけて施釉さ

れ、 52の内面頸部以下は釉を拭き取る。釉は48が濃茶色、 52は暗黄緑色に発色する。胎土はやや硬質

で灰色を呈し、白色粒、黒色粒が混入する。肩部内面上位に円形の当て具痕が見られる。 50の口縁部

は48・52と異なり端部を上向きに作る。濁黄灰色の釉が口縁部内面から外面にかけて掛かるが、外面

の釉は剥落している。胎土はやや軟質で灰色を呈し、黒色粒がやや多く混入する。耳は 1個のみ残存
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するが双耳と思われる。

35・49・71・94はXI類で無釉陶器の一群であるが、一部には化粧土の見られるものもある。 IV類の

胎土は焼成不良のため軟質で淡橙色を呈し、黒色粒が混入する。 35は四耳壷で肩が張り、口縁部は断

面が角ばり上面は凹面をなす。口縁部内面から外面にかけて薄く化粧上が掛かり、茶色味に発色する。

胎土は軟質で灰色を呈し白色粒、黒色粒が混入する。体部内面に円形当て具痕、外面に平行タタキ痕

が残る。 71の胎土は粘性があり淡橙色を呈す。白色粒、黒色粒を含み、大粒のものも見られる。 94の

外面には体部下位まで薄く化粧土が掛かり、黄茶色に発色する。胎土は淡橙色で大粒の白色粒が疎ら

に混入する。外面の一部に平行タタキ痕がある。

51は双耳壷または水注で内外面に暗茶褐色の釉が掛かる。胎土はやや軟質で灰色を呈し、黒色粒が

多く混人する。器肉は薄く、口縁部は小さく鋭利である。 B群と C群の中間的特徴を有し区別し難い

が、 C群により近い。

水注

56・95・96は水注である。 56はA-2群の水注VI類または耳壷XIV類に相当し、体部形及び口径か

ら見て水注VI類になる可能性がより高い。耳の有無については破片のため明らかでない。口縁部内外

面を除き暗茶色の釉が掛かる。胎土は茶褐色で白色の細粒が混入する。

96はB-3群の小形水注VIII類である。内外面に暗灰褐色の釉が薄く掛かる。胎土は茶灰色で黒色粒

が混人する。口縁部は「く」字形に外反し、内面は凹面をなす。横耳が2箇所に付き、欠損している

が把手が付くと思われる。 95はC-2群に属する水注で、未分類である。注口は欠損している。内面

から外面下位に暗茶黄色の釉が掛かり、以下を露胎とする。胎土は暗灰色から黒紫灰色を呈し白色粒

の他少量の黒色粒が混人する。肩部上位に段を有す。縦耳が2箇所に付く。把手はないが内面体部の

把手位置相当部分には指 2本を押さえつけた突起があり、本来把手をつけようとしたものと考えられ

る。

鉢

85・87・88は鉢である。 85は胎士及び釉調から A-2群に属すると思われる。内面口縁部下から外

面に暗灰緑茶色の釉が掛かるが、口縁部内外面は釉を拭き取ったためか黄白濁化している。胎土は暗

茶色で白色粒が混入する。口縁部は「<J字状に屈曲し、端部はやや肥厚して角ばり、平らな端面を

持つ。 88は大形のもので胎土はB群に近似するが、平底で器形はA群に近い。内外面に茶色の釉が掛

かるがほとんど剥落している。イ本部上位に黒釉が装飾的に掛けられている。胎土は粘質で橙灰色から

灰色を呈し、黒色粒が混入する。口縁端部は肥厚して上端は水平となり、白色の目跡が残る。口縁部

外面は中央に凹線のある縁帯状となる。体部上位に沈線を有し、ここに 2個を一対とする縦耳が2箇

所対称に付き四耳となる。 87はA-2群の1V類に属する。口縁部内面から体部外面中位に暗茶黄色の

釉が掛かる。胎土は赤灰色で白色粒が混入する。体部上位は内湾し口縁端部は玉縁状となる。口縁部

下に沈線を有し、ここに縦耳が付くが耳の数は不明である。
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甕

89~93は甕である。 92はI類の小片で内外面に施釉されるが黄灰濁化している。胎士は黒褐色で白

色の砂粒が多く混人する。口縁部は内湾し外面に稜線を有す。外面口縁部下にハケ状の調整痕が残る。

89はII類の亜種と考えられる。内外面に暗茶褐色味の釉が掛かるが黄濁化している。胎土は粗く黒灰

色を呈し白色の小礫が混入する。口縁部は内側に屈曲し上面がほぼ水平となる。内外面口縁部以下に

タタキ痕が残り、内面は不明瞭であるが青海波状と思われ、外面は縦条線状に叩き板の痕跡が残る。

90・91はW類で、体部から口縁部にかけて急に内湾する無頸形の甕である。大形壷に分類されること

もある。 91は外面口縁部以下に暗黄緑色の釉が掛かる。胎土はやや粗く茶灰色を呈し、白色粒が少量

混入する。内面に円形の当て具痕、外面に平行タタキ痕が残る。欠損しているが耳の痕跡があり、個

数は不明である。 90は暗黄緑色の釉が口縁部内面から外面に掛かり、 D縁部外面の釉は拭き取る。胎

土は茶灰色から灰色で白色粒を多く含む他黒色粒が混人する。内面に円形当て具痕、外面に平行タタ

キ痕が残る。 93はV類である。釉は刺落しているため不明で、胎土は茶色から灰色を呈し白色粒を多

く含む他黒色粒が混入する。口縁部断面はT字形をなす。内外面に張り出し上面はほぼ水平となる。

59は口縁部付近が欠落するため確定できないが甕v類の可能性がある。内面上位に釉または化粧土状

の痕跡が残るが他は露胎で、無釉または剥離した可能性がある。胎土は灰色から暗灰茶色で白色粒、

黒色粒がやや多く混入する。内面上位に青海波状の当て具痕が残る。

その他の陶器

98は琉球大の池田教授によると高麗時代のチャペギ（鍋）の一種である。胎土は灰色で粘性が強く、

混入物を含まない。本来黒色であったと思われるが被熱のため変色している。内面口縁部と体部の境

に段を有し口縁端部を外に丸く折り曲げる。内面の調整は劣化のため不明であり、外面はイ本部下半が

厠転ヘラケズリ、上半が手持ちヘラケズリで、口縁部内面から体部外面上半を回転ヘラミガキで再調

整する。 97は朝鮮製と考えられる陶器の甕または壷で内外面に暗茶褐色の釉が薄く掛かる。胎土は灰

紫茶色で白色粒が多く混入する。肩の張りは弱く、頸部は外反気味に直立する。口縁端部は外面が肥

厚する玉縁状となる。体部内面に青海波状の当て具痕、外面に平行タタキ痕が残る。

82~84は小型の中国陶器である。 83はlIIl.形をなし、灯皿の一種と考えられる。内面から外面中位に

施釉され、光沢のない茶色釉の上に緑灰色の釉が掛かる。器肉は薄く、胎土は緻密で赤褐色を呈し混

入物は見られない。 A-2群に近いが類例は乏しい。 82はC群の壷蓋と思われ、内面のみに淡黄緑色

の釉が掛かる。胎土は硬質で淡黄灰色から黄灰色を呈し、黒灰色の細粒が少拡混入する。口縁部外面

は中央に凹線のある縁帯状となる。外面に横ナデの痕跡が残る。 84は作りの粗い小形杯で、完形品で

ある。口縁部から釉が流し掛けされ、釉は灰白色化している。胎土には白色粒、黒色粒が混人する。

体部はコップ形でD縁は外面が肥厚する予縁状となる。底部外面は一方向のケズリ、他は回転（ヨコ）

ナデで調整する。
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球状士製品（第38図• 第39図）

概報では『蒙古襲来絵詞jに描かれた Iてつはう」と推測した資料である。ここでは破片資料を含

め、 21点を図化した。この中に、ほぼ完全な形で残存したものが3点ある。第38図4は高さ12.8cm、

最大径15.1cm、第38図5は高さ12.8cm、最大径15.6cm、第38図1は高さ12.2cm、最大径15.0cmを測るこ

とからすれば、高さ 13cm、径15cmほどが平均的な大きさであったと考えられる。ほぼ球状をなすが、

lケ所に穴を開け、ここから内部にものを詰める。製作の際には基本的に粘土紐を輪積みして成形し、

最後に穴の部分を作る。器表面は回転を利用したナデ仕上げするが、仕上げは雑である。器壁は厚く、

平均すると 1.5cmほどであるが、底部近くでは 3cmほどに作るものもある。やや厚めの底部から次第

に厚みを減じ、開口部の厚みを 1cm程に作るものが一般的である。開口部が残る資料をみると、穴の

大きさは最小で第38図5の直径 3cm、平均すると直径4.5cm前後（第38図4・6・7)、最大で直径6.0

cm (第38図 1)のものがある。開口部は端部に丸みを持たせて仕上げるのが一般的であるが、直径6.0

cmの資料は口縁部断面を二枚舌状に作る。開口部の残る資料が少ない中、今のところ他に類例はない。

どちらの開口部が一般的であったか、断言はできない。胎土は粗く、黒色粒を多く含み、気泡が弾け

たようなアバタ状のざらつきが見られる。焼成温度は低いと見られるが、器表面の焼き上がりはしつ

かりしている。

3. 石製品（第41図～第43図）

第41図1は碇石で 9-C区の表層の緩いシルト層から出土。碇石は長さ90.5cm、中央部の厚さ24cm

Xl3crn、先端部は16.5cmX 8.2cm、装着部の深さ0.5cm、残存輻は 6cmで、分離型である。第41図2は

砂岩の石碇で、長さ48.6cm、幅10.5cm、厚さ6.0g、重さ5910gを測る。部分的な加工を施して長方形

に整形している。第41図3も碇石で、長さ40.6cm、輻12.6cm、厚さ7.6cm、重さ5900gを測る。全面に

ノミ状工具による加工が施され、断面は長方形を呈している。第41図4は石碇の端部片で、現存長

20.4cm、幅12.3cm、中程に紐をかけるための幅 1cmの溝が切られている。第41図5は花尚岩製の石製

錘である。器高36cm、幅28.2cm、重さ42.7kgを測る。輻5.5cmの穿孔が両側から施されている。加工は

粗＜、側面は平面を意識して加工している。第42図6は白至製の獅子像である。器高3.3cm、幅2.7cm、

厚さ 1.3cm、重さ 16gを測る。石材は玉髄に類するものであろうか。獅子をモチーフにする置物で、

頭部背面に直線的な沈線による髪を表現している。底面は平担で、中央には「U」字状の溝を掘り込

んでいる。第42図7は青玉製の雌雄の鹿像である。器高3.45cm、輻1.6cm、厚さ 1.8cm、重さ18gを測

る。鹿をモチーフにした置物で、底面は平坦に仕上げている。部分的に断面円錐形状の小さな穿孔が

残されている。素材の数箇所に穿孔をした施した後に精緻な透かし彫りの加工を行って両面にそれぞ

れ樹下の牡鹿と牝鹿を削りだしている。第43図8は硯で、長さ11.15cm、輻7.2cm、厚さ2.3cm、重さ338

gを測る。海部は長軸に沿って擦過状の傷が認められる。陸部は海部に比べてT寧に磨きが施されて

いる。第43図9も硯で第43図8より小型である。長さ7.3cm、幅4.7cm、厚さ1.3cm、重さ93gを測る。

側面・裏面は丁寧に面取りが施されている。
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4. 金属製品（第45図～第61図）

青銅製品

青銅製品には武器・武具の付属品と考えられる金具類（絞具や飾金具など）と、鈴をはじめとする

装飾（日用）具、匙などの食器、船舶や船舶の中に設えられた調度品に施されていたと考えられる飾

金具、銭貨である銅銭がある。

この中でもっとも多いものは武器・武具の付属品と考えられる金具類である。大きさは 4cmほどの

ものから、 10cmに及ぶものがある。同一形状のものが複数認められることからすれば、鋳造製品と考

えられる。基本的に 3mmほどの厚さを持った平たい製品と、やや肉原の丸みをもった製品に二分され

る。平たい製品にはのっぺりとした面と周縁を削り落として装飾的な加工を施した面が見られる。縁

辺部分に小孔を穿ったものが多いことからすれば、加工を施した面が表面であり、縁辺部の小孔にリ

ベット状のものを打ち込んで、他の素材に装着されていたと考えられる。やや肉厚の丸みをもった製

品は一定の幅を持ったベルトに装着されたと考えられる。これらの金具類は胡禄や刀剣などの武具、

あるいはこれを身休に装着するための帯紐、腰帯などに着けられた絞具や留め金、吊り金具と考えら

れる。多くの金具に施された文様モチーフは唐草文様の変形したものであるが、なかには八弁花の中

に龍と思われる透かしを施したもの（第47図30) も認められる。

鈴は武器・武具類の装飾具として用いられる他、日常生活の中での呼鈴と用いられた可能性がある。

直径3~ 5 cmほどのものがいくつか（第47図34・35)検出されている。上半部と下半部を別作りし、

内部に鈴至を入れて接合する。上半部には吊り手の孔が施された突出部があり、下半部には鈴の音色

を出すための切り込みが認められる。この他、装身具と考えられる製品に鏡があり、円鏡（第47図37)

と多角銚（第58図32)が見られる。共に破損しているが、円鏡には鏡背の紐部分が残り、直径 8cmほ

どに復元される。多角鏡とした製品は破損と錆膨れが激しい。あるいは鏡ではないかもしれない。

食器の匙（第49図43~45)は長さ約20cmほどであり、把手郭は幅約 1cm、匙部の長さ約 6cm、幅最

大部で3.2cm、厚さ 2mm程度である。匙部分の長さがやや長めの印象を持つ。把手端部に小孔を穿ち、

銅環を付したものもある。この他、食器と思われる資料には鋼椀（胡銅器、佐波理、さはり）の口縁

部破片（第49図46)がある。口径約15cmを測り、口縁端部を丸く滑らかに仕上げる。器体の厚さは 1

mmほどである。また、厚さl~2 mmほどの腎曲し、内湾した銅板の破片（第48図42・ 第49図46) もい

くつか得られているが、これらについては本来の形状が良く解らない。破片からすれば、銅鍋の破片

とも考えられる。

調度品の飾金具と考えられる製品には数点がある。 1点（第47図31)は固縁部分を花弁状に加工し

た一辺 7cmほどの方形銅板の中央部裏面に直径3.5cmほどの円筒部分を組み合わせて鋳造した製品で

ある。厚さは方形板の中央部分で 3mm、周縁部と円筒部で 1mmほどを測る。円筒部分を取り付けてい

ない方形銅板の表面には四つの角部に向かって花丹文が施される。また、裏面に付された円筒部分の

表面にも何らかの文様が鋳出されているが、図柄については良く解らない。円筒の部分は空洞であり、

内面には鋳造の際のバリが残る。したがって、ここに木材などを挿入して用いていたものではない可
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能性が高い。その他には、直径 5cmほどの円盤状製品（第47図32)がある。原さ 1mmほどで、中央部

分に直径 8mmほどの穴が開いており、周縁の一部が折れ曲がっている。穴の周縁に打ち出し加工によ

ると考えられる蓮華文とその花弁部に 1mmほどの珠文が施される。蓮華文の外周に円圏を二重に巡り、

この間に雲文とも見える円文が打ち出されている。また、高さ12cm、下端部直径9.3cm、宝珠部直径7.5

cm、原さ 2mmを測る内部空洞の疑宝珠状製品（第48図41)がある。外面下端部には二段の輪条突帯が

観察され、同様な輪状突帯は宝珠を支える基部の中央と上端部にも施されていた様相が観察される。

しかし、表面腐蝕と砂粒付着のため、明確ではない。基部に 2mmほどの小孔が穿たれており、ここを

釘留めして固定したものと考えられる。船に設えた欄干などの飾りであろう。
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第50図 出土遺物銅銭 (1/ 1) 
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銅銭

銅銭には大銭の崇寧通賓（北宋1102年）および崇寧重賓（北宋1103年）と平銭の開元通費（唐銭）、

咸平元賓（北宋998年）景徳元賓（北宋1004年）、祥符元賓（北宋1008年）、皇宋通賓（北宋1038年）、

元豊通窮 （北宋1078年）、正隆元賓 （金1157年）などと厭勝銭の福禄壽昌がある。大銭の崇寧通賓

（第50図8)および崇寧重賓（第50図9) は当十銭であり、 宋銭の当十銭では崇寧重賓の検出例がもっ

とも多いという。開元通賓（第50図 1) は唐代の銭貨であり、宋代以降にも多く用いられたことが知

られている。咸平元賽 （第50図2)、景徳元賓（第50図3)、祥符元賓（第50図4)、元豊通賓 （第50

図6・7)は総べて北宋代に鋳造された銭貨であり、南宋でも広く用いられた。出士した銅銭のなか

で 1点であるが金の正隆元賓（第50図10)がある。

厭勝銭の福禄壽昌 （第50図12~14) は実用銭ではなく、中国において、縁起物や護符とする銭であ

る。日本ではこれまでに鷹島海底遺跡のみから出土 している。

この他、直径 5cm、高さ 4cm前後のロートを伏せたような形状の青銅製品（第48図38・39) がある。

素材銅板の厚さは 1nun程度で、径 1cmほどの筒状部の下にラッパ状の裾部分が広がる。ラッパ状の裾

部分に二つを 1単位、あるいは単独の小孔が三方あるいは四方に施されており、この小孔によって別

の素材に作り着けられていたものと 考えられる。筒状部分が空洞となっていることからすれば、兜の

頂部に着けられた飾りの留金具とも考えられる。

表 1 出土銅銭一覧表 （単位mm)

挿図番号
遺物

銅銭名 初鋳年
銭径(A)/銭径(B) 内径(C)/内径(D)

銭厚
量目 出土

備考
番 号 （左右） （上下） （左右） （上下） (g) 地 区

第50図 l 1088-C 開元通賓 621 24.7 24.7 21.0 20.6 1.3 3.39 8-A  唐

第50図 2 1255 咸平元賓 998 24.5 24.5 19.3 19.0 1.1 2.81 8-A 北宋

第50図 3 1088-b 景徳元賓 1004 24.5 24.5 18.9 18.9 1.2 3.59 8-A 北宋

第50図 4 1088-d 祥符元賓 1009 25.5 25.5 19.3 19.5 1.3 3.62 8-A 北宋

第50図 5 RM6 皇宋通賓 1038 24.3 24.3 19.6 19.6 1.5 3.58 8-A 北宋

第50図 6 1642 元豊通賓 1078 25.5 25.6 18.1 19.0 1.1 2.58 7-B 北宋

第50図 7 1088-a 元豊通賓 1078 24.5 24.5 18.5 18.9 1.2 3.68 8-A 北宋

第50図 8 RM9 崇寧通賓 1102 33.3 33.0 30.7 31.0 2.5 10.22 8-A 北宋

第50図 9 1823 崇寧重賓 1103 33.0 33.2 29.8 30.5 2.5 8.83 8-A 北宋

第50図10 RM8 正隆元賓 1157 24.3 24.l 21.8 21.8 1.1 2.06 7-A 金

第50図11 RM7 口口元賓 1241? 25.0 25.0 20.4 20.4 1.2 3.19 8-A 淳祐？

第50図12 1148-a 福禄壽昌 23.9 23.8 21.1 20.5 1.4 3.19 8-A 

第50図13 1148-b 福禄壽昌 23.8 23.5 21.1 20.5 1.2 3.24 8-A 

第50図14 176-a 福禄壽昌 23.4 23.4 21.0 20.4 1.2 3.32 3-A 
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鉄製品

鉄製品には刀剣や矢束、胄などの武器・武具類と、鎖や釘などのエ具類がある。刀剣は鞘や柄に装

着された状態、冑は皮革や繊維製品と組み合わせて実用に耐える状態、矢束は矢柄に装着され胡録な

どの収納具に納められた状態、鎖や釘はそれぞれの用途に応じて実際に使用された状態で海底に没し

たものと考えられる。しかしながら、調査によって海底で検出された時点では、海水による鉄の腐蝕

が進行したことに加えて、鉄錆と海底の砂泥が溶着し、本来の形状を保持しているものはほとんどな

い状況であった。また、調査による引揚げ後、保存処理方法の検討のために、鉄成分の残存状況を確

認することを目的として磁石を用いた磁性の有無の確認を行なったが、ほとんどの資料では磁性反応

が全くなかった。加えて、 X線写真の撮影を試みた結果でも、ほとんど鉄成分は残存していない。こ

のため、本来の形状を復元できたのは、刀剣類が装着されていた鞘や柄の木質が残っている例や、こ

れに施された漆の残存状況が確認される例がある場合が多かった。また、冑の場合には、周辺に付着

した砂泥が鉄錆と反応して硬化した状態で検出されており、この硬化状況から本来の形状を窺い知る

こととなった。したがって、ここで実測図を掲載した鉄製品については、良好に残存した鉄製品本体

を実測したのではなく、これに付属していた他の素材や腐蝕の過程で付着して砂泥の存在によって、

鉄製品と判断される形状について、復元的に実測した例が多いことを予め断っておぎたい。

武器・武具の中で、刀剣類には直刀、太刀、その他がある。直刀は全形を窺い知ることができる 3

例があり、現況で86cm、83cm、85cmを測る。前二者は柄尻を素環頭に作り、残りの一例は柄部分を茎

に作る。これらの直刀に鞘と柄を装着すれば、 90cm前後のオ仔えになると推測される。現存長さ86cmの

素環頭直刀（第54図8) は素環頭部分が径 6cm前後、茎部分の長さ18cm、幅 3cm、厚さ 1cm前後、刀

身部分の長さ62cm、幅 5cm、峰幅 8mn1前後と推測されるが、錆膨れが激しく、判然としない。柄音防分

の形状はあまり観察できないが、ここに着装のための部材が作り付けられていた形跡が残る。もう 一

本の現存長83cmの素環頭直刀（第55図10) は環頭部分の環が観察され、やや横長となる。幅 7cm、長

さ6cmほどで、茎部分は長さ15cm前後、幅 3cmほどである。刀身部分は幅 5cm、長さ63cmほどであり、

鋒部が方形に残ることからすれば、鞘尻が残存しているのかもしれない。全体に錆で被われており、

細部については不詳である。柄部分を茎に作る現存長85cmの直刀（第56図15) は、茎部分の長さ13cm、

幅3cmほどで、茎尻が確認できる。刀身部分は長さ70cm、身幅 5cmほどで、鋒部の反りが観察される。

ただし、峰幅などについては良くわからない。

全形が確認できる太刀は 1振（第53図7)あり、全長95cmほどを測る、柄の長さ約15cm、幅4cmほ

どで、目釘らしい 2個所の釘痕が観察される。刀身は柄に近い部分は比較的直線的で、鋒に近づくは

ど次第に反りを増す。鋒部は方形となることからすれば、やはり鋒を被う形で鞘尻が残っているもの

と考えられる。刀身部分の幅は柄部近くで 5cm、鞘尻部分で 4cmを測る。柄部分の錆膨れが大きいこ

とからすれば、ここに着装のための部材があったことも考えられる。この他の刀剣類と考えられる資

料については、錆膨れが激しく、細かい観察が難しい。

その他としたものは、漆塗の木質部分やこれに装着された金具の一部が観察される製品である。直
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刀や太刀ではなく、あるいは細長いサーベルのような武

器の鞘および鞘金具とも考えられるが、残存状況からは

良くわからない。 1点（第63図6)は現存長27cmほどで、

幅3.7cmから2.0cmへと次第に幅を減じる。もっとも細く

なった部分に幅3cmの錫または銅製の金具が被っており、

太くなった部分の途中にも幅 8mmほどの金具が見られる。

また、長軸方向に沿って、幅 5mmほどの金属板が施され

る状況も観察される。木質の表面には部分的に黒漆が残

る。木質部断面に空洞は見られないことからすれば、鞘

ではない他の用途も考えられる。他の 1点（第56図18)

も木質部の一部に黒漆が残り、これに金具の痕跡が観察

できる資料である。現存長33cmほどで細長く、幅は 5cm 

から 3cmへと次第に細くなる。幅広い端部から 5cmほど

の位置に幅 1cmほどの金具が巻かれ、ここから長軸に沿っ

て幅 1cmほどの金属板が施される。鞘状にも見えるが、

やはり他の用途に用いられたものかもしれない。もう 1

点（第55図11) は現存長37cmの内部に鉄身をもつ鞘状の

資料であるが、内部の鉄身の断面が長方形状を呈してお

り、刃部は観察できない。幅は 5cmから 3cmへと次第に

細くなる点では前者に類似する。また、中ほどに金具が

巡り、ここから長軸に沿って金属板が取り着けられてい

ることも類似する。しかし、用途についてはやはり不詳

である。

冑

胄は 5例とその他の破片および部材について図化した。

冑は現況で半球状を呈し、直径23~23cm、高さ 12~15cm 

を測り、その頂部に突起部がある。突起部は高さ4.5cm

ほどで、錆膨れしたものが多い。冑の内部は当然のこと

ながら空洞となる。冑の周縁部分を見ると、下端部を浅

く台形状に切り上げたように見える部分を持つ例（第51

図 1. 第52図4・5)があり、ここが冑の前面である可

能性が考えられる。その場合、この中の 1例（第52図4)

では後頭部に当たる位置に幅12cm、長さ 5cmほどの張り

出し部分が認められる。しかし、このような張り出し部
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第53図 出土遺物鉄製品③ (1 /4) 
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分は、他の冑には認められない。また、実測したそれぞれの冑について、原況で観察される冑周縁部

分を目安に据えてみると、冑頂部の突起部分が冑の円球中心部からずれるものがある。したがって、

錆膨れした現況を前提として、冑の構造を推測することにはかなり無理が認められる。なお、後頭部

に張り出しが見られた 1例（第52図4) については、九州国立博物館においてX線CTスキャン装置

による解析を行なった。この結果、後頭部の張り出しについてはしっかりとした構造であることが確

認された。また、頂部の突起についても逆ロート状の部材を接合したものであることが確認されてい

る。実測図を掲載したもう一つの破片（第48図40)は、逆ロート状の鉄製品であり、冑頂部の破片と

考えられる。直径 7cmはどの円盤状をなし、中央部分が突出するが、現況では折れて径 2cmほどの穴

が開いているのみである。現存高 4cmほどを測る。内面にリベットの先端が残っており、これによっ

て冑頂部に取り付けられていたと考えられる。しかし、内面を見ると、絞具の辻金具のような構造に

見えないこともなく、その可能性もすてられない。今後のX線CTスキャン装置による分析を含めた

詳細調査が望まれる。

鎖や釘等のエ具類も大罷に出土している。しかし、錆膨れや砂泥の付着によって、全体の形状が判
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別できる例や使用部位が確認できる例は少ない。

ここでは形の判別がある程度可能な例を図化し

た。鎖と考えられる例は 2点（第57図27・28)

あり、ともに環状を呈する。環径はそれぞれ 7

cm、9cmほどであるが、かなり折れ曲がってい

る。兵庫鎖の一部かと考えられる。その他のエ

具では鉤（やりがんな）あるいは槍先と考えら

れる例（第56図16)がある。長さ23cm、幅 4cm 

ほどに復元される。他には輻 6cm、厚さ 2cm余

りの平たい鉄板にほぼ同様の鉄板を直角に交差

させて接合し、先端を尖らせた例（第57図26)

がある。接合部の状況や本来の形状が不明であ

り、その用途についても良くわからない。方柱

状鉄材を直角に折り曲げた例（第57図29)は方

柱の一辺が太い部分で1.7cm、細い部分で1.0cm

ほどとなる。鎚かと思われる。鉄釘と思われる

例（第57図20・22・24・25・30)は基本的に方

柱状の釘であり、釘先部分に向けて次第に細く

なる状況が観察されるが、途中で欠損している

ものが多く、全体形を把握できない。ただし、

2例（第57図20・22) については、先端部分の

状況が良く観察できる。

矢束

矢束は数十本を束とする矢の鏃部分が溶着し

たものである。やはり大量に出土するが、錆膨

れの上に、砂泥が多く付着し、保存処理前およ

び保存処理後においても安定した位置に固定し

て実測することが難しいため、ここでは比較的

保存状況の良い数例を図化した。大量の鏃が溶

着し、矢束となって出土すること、また、中に

は矢束の外側を被う漆幕が認められる資料（第

60図4)が見られることなどから、これらを携

帯する容器に入れられていたことが確認できる。

このような出土状況と『蒙古襲来絵詞』に見ら

6
 

I四

第61図出土遺物矢束③ (1 /4) 
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れる絵画を踏まえれば、これらの矢束は鏃部分を下にして収納する胡録に入れた状態で海底に沈み、

鏃部分が錆びて溶着したものと推測される。矢束の外側に環状の金具らしきものが付着して観察され

る例（第59図2・ 第61図6・ 第60図5)があり、これらは人が胡録を着用する際の部材である可能性

を持つ。矢の個体については、鉄鏃部分の長さが15cmほどであり、この中で矢柄に挿入する茎部は10

cmに近いことが看取される。また、鏃頭は柳葉あるいは士頭で、その最大幅は1.0~1.5cm程度と考え

られる。茎が挿入された矢柄の部分には漆を塗った可能性が認められる例（第59図2) もある。なお、

矢束の中には、矢だけではなく、「丁」字状の鉄製品が入っている例（第60図3)がある。これにつ

いては、胡録の中には矢だけでなく、弓や弩の調整を行なうためのエ具を入れていた可能性が考えら

れる。矢束について、九州1国立博物館で実験的に行なっ たX線CTスキャン装置による断層データ

（第60図4)では、一塊の矢束の中に、 60本ほどの矢柄に装着された茎や、平面三角形状を呈する鏃

の先端部、幅の狭い菱形の先端部断面などの映像が確認される。これによって、この胡録には50~60

本はどの矢が収納されていたことが知れるが、その他の多くの矢束については、実測化あるいはX線

CTスキャン装置による解析を行なった例が少なく、今後の作業の進捗が望まれる。

5. 漆製品（第63図～第66図）

漆製品には多くの資料が検出されている。しかし、漆製品であったにもかかわらず、生地をなして

いた木素材や鉄素材、皮革素材が船喰い虫による侵食や海水による腐蝕などによって失われ、破片化

した漆膜となったものが大半を占める。海底調査時には一定のまとまりをもって確認され、本来の製

品の形状が推測されたものもあったが、取り上げ後では砕片化した漆膜を接合することは極めて難し

い。このため、本報告書ではこれらの資料を除き、現況で実測が可能な資料、およびすでに保存処理

が終了して実測が可能となった資料について、 実測図を作成した。

このような選択によ って、実測できた漆製品には食器の漆椀、装身具の櫛、用途不詳の漆塗木板、

武器の弩あるいは弓と考えられる木製品がある。

食器漆椀は 3点を実測した。口縁部が残る 1点（第66図12)は口径約19cm、器高 7cm程度、高台外

径 7cm、高台高 9rrun を視lj る。ほぼ直立する高台に腰音〖から口縁部にかけてやや内湾気味に立ち上がり、

口唇部を外反気味に作る。口縁部は一部が破損しており、ほぽ完存する底部との間は接合できない。

しかし、出土状況によ って同一個体であることが確認される。漆は下地に黒漆を塗り、口唇部と高台

内を除いて朱漆を塗り重ねる。なお、高台内には朱書き文字があり、さらにその左右に線刻で書き加

えた「張」と思う一文字が刻まれている。概報では「張」を除く朱書き文字とその後に書き加えた線

刻の一文字について、花押とする。他の 2点は底部のみの破片で、それぞれ高台外径 6cm、 8cmほど

に復元される。前者（第66図10)は黒漆を塗った高台内に赤みの強い朱漆で「辛酉四明諸二郎造」、

後者（第66図11)はやはり黒漆を塗った高台内に朱漆で「庚□・・南如・・」の銘が書かれている国）。

装身具の櫛は 3点を掲げた。 1点（第66図13)は一部を欠くが、ほぼ完形に近い。 最大幅10.4cm、

高さ5.4cmの蒲鉾形を呈している。 1.4cmほどの幅で台部がめぐり、厚みは 8mmほどで、虫害の影響に
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より保存処理時に収縮している。

また、台部と櫛歯の間にめぐる沈

線が留めとなり、櫛歯が表方向か

らと、裏方向から削り出されてい

ることがわかる。 1点（第66図14)

は二つに折れている。腰高の蒲鉾

形を呈し、最大幅10cm、高 さ4.9

cmを測る。蒲鉾形の周縁部に幅1.5

cmほどの台部が巡り、ここから 2

mmおきに櫛歯が削り出される。台

部の厚みは 8mmほどで、背は丸み

をもって仕上げられ、台部と櫛歯

との間には沈線が巡る。台部から

櫛歯にかけては逆二等辺三角形状

に細まる 。折れた 1/ 3部分の櫛

歯はすべて欠損する。漆は朱色で

あり、木地の樹種同定はツブラジ

イとされている。 もう 1点（第66

図15) は大型品であるが、 一部を

欠く。現存幅11.4cm、高さ6.3cmで

あり、復元幅は13.5cmほどである

と考えられる。やはり全体の形状

は蒲鉾形をなすが、大型品である

ことから、周縁部に幅 1cmほどの

やや丸みをもつ台部を巡らすとと

もに、櫛歯の削り出し位置を歯先

と平行に揃え、直線状に作る 。し

たがって歯の長さはほば4.5cmに揃うことになる。台部の厚さは1.1cmはどで、丸い背の部分から歯先

に向かって次第に厚みを減じる。櫛歯は先端部分が所々欠けるものの、台部近くはほぼ残存している。

樹種同定によれば、木地は散孔材とされる。（この資料は当初、 i黍製品としていたが、その後の詳細

八

ー

胃
鬱

。
15cm 

赤色は朱塗

第64図 出土遺物漆製品② (1 /3) 

な調査の結果、漆が塗られていないことが判明している。）

用途不明の漆塗木板は 2枚（第65図8・9)あり、ほぼ同じ大きさである。長方形を呈し短辺8.3

cm、長辺22.8cm、厚さ 4mmを測る。短辺をなす木口をみると、ともにやや湾曲しており、これは当初

からの状態であったと考えられる。表面に黒漆が途られており、他の部材と組み合わせるための釘穴
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第65図 出土遺物漆製品③ (1 /3) 

などは認められない。したがって、単独で一つの完成品をなし、複数で何らかの機能を果したと考え

られるが、その用途については現在のところ、不詳である。今後の課題としたい。

武器である弓の破片と考えられる漆塗り木製品片は、長さ 4cmから20cmほどまでのものがある。端

部を三角形に仕上げた素材の上から黒漆を塗る。端部に近い部分の断面は幅約2.5cm、厚さ 9mmはど

の長方形で、次第に厚みを増し、厚さ l.5~2cmほどの小判状あるいは角ばった卵状を呈する。また、

すべての資料は反りを持つ。資料端部が観察できる破片（第63図1~4)では、反りを持った内湾部

分の端部から 3cmほどの位置に輻 5mm、深さ 5~ 8mmはどの挟り込みが施されており、ここが弓の弦

を番える部分と想定される。そうであるとすれば、これらの弓は内反り部分を逆に外反りさせて、反

発を強くし、ここに弦を番えていたこととなる。このことは端部に近い部分に施された扶り込みの方

向がやや斜めであることからも首肯される。

弩の部材と考えられる資料も多く出土しているが、ここでは 3点を図面化した。一つはまず断面長

方形の板状素材 1/4はどについて、断面を逆さテルテル坊主状に成形し、漆を塗った破片（第64図

7)である。現存長約34cm、幅逆さテルテル坊主状部分で 6cm、その最大残存部で7.5cm、厚さは逆

さテルテル坊主部分で 3cm、長方形状部分で 4cmほどを測る。この境目の部分は段差をなして広がり、

ここに釘が打たれていることからすれば、別の部材が作り付けられていたものと推測される。逆さテ

ルテル坊主の頭部と裾部を分けて紐で括った部分に当たる位置に、縦幅 1cm、横幅4.5cmの穴が穿た

れ、断面長方形を呈する残存部分の端にも長方形の穴の一部が残る。これと先の釘の存在からすれば、

この部分に弩の発射装置が作り付けられていたことが考えられる。また、断面長方形の短辺となる平

~86~ 
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坦面には、長軸に沿って幅 1cmの雨樋状溝が一直線に施されている。これは矢を番える際の溝と考え

られる。全面に黒漆が塗布されるが、雨樋状溝部分には朱漆が施される。樹種同定によれば、心材は

ニレ科であり、船喰い虫による侵食が激しく、漆膜の剥離も進行しつつある。

他の 2点は同じような破損部分が残る。それぞれ幅3.2cmと4cm、縦幅7.2cmと8cm、現存長はとも

に21.5cmを測る。前述した資料と同じように、途中に厚さを減じる部分があり、前者（第89図2) は

幅3cm、後者（第89図 1) は幅3.2cmとなる。輻が原い部分にそれぞれ縦幅3.5cm、4cmの長方形穴、

薄い部分に縦輻 1cmの長方形穴の一部が残り、そこで両端が折れている。やはり釘を打った痕が見ら

れ、この部分に弩の発射装置が作り付けられていたものと推測される。前者には断面長方形の短辺と

なる上端面に、幅 1cmほどの雨樋状溝が施され、ここが矢を番える部分であると考えられる。また、

この部分に朱漆が残る。その他の部分については、漆膜がほとんど確認できないが、本来は漆が塗布

されていたものと考えられる。

（註） 漆器に記された文字については、概報に諸情報が紹介されているので、これを参考にしていた

だきたい。

6. 木製品（第66図～第90図）

木製品には木像と木印、櫛、曲物の底部、小判状に加工した木製晶などがある。なお、船体の部材

については、船材及び木材として別に一稿を設けている。

木像（第67図19)は自然木のねじれた部分を用いて坊主頭の人物像を刻み込んだものであり、金属

の刃物で切断、あるいは面取りされた部分と、自然な木目が残る部分がある。また、船喰い虫による

ものと思われる穴が各所に求められる。平成18年度に保存処理が終っており、アクリル製台座に据え

られた木像は裔さ16.5cm、最大幅 7cm、奥行き7.8cmを測る。自然木の残存状況を踏まえながら、樹木

の根元に安座する仏僧の姿を意識して掘られたものと考えられるが、仏僧の頭部と肩部から右腕部に

かけてはかなり細かい細工が認められるものの、左腕部と腹部および下半身部分については自然木の

形状をそのまま残している。木造のほぼ中央に位置し、人物像の背中に当たる部分に径 1cmほどの穴

が穿たれており、穴の周辺には紐ズレのような磨耗が見られる。このことからすれば、この穴に紐状

の素材を通して別の部材に固定されていた、あるいは紐で垂下されていたことが想像される。

木印（第67図18) も平成18年度に保存処理を終えている。印面下端の一部を欠くが、半円状の木素

材の左右を分銅形に削ぎ落としたような形状を持つ。印面は平らであるが、背面は船底状の丸味を持

つ。現存長軸長3.7cm、最大幅2.4cm、最短輻1.9cm、厚さ1.8cmほどであるが、概報に記された数値より

1 mmずつほど縮んだ数値となっている。印面には文字があるが解読はできていない。樹種同定ではツ

ゲ属とされている。

櫛は 1/4を欠くものが 2点見られる。櫛には漆途りの製品もあるが、この 2点には漆を塗った痕

跡が認められない。ともに、半円形を呈し、 1点（第66図16) は現存幅7.2cm、高さ4.2cmで、本来は
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9.5cmほどの幅を持つ櫛であったと考えられる。半円弧をなす周縁 1cmほどの台部から、約 2mm間隔

で櫛歯が削り出される。台部の厚みは 9mmほどで、角を丸く仕上げる。台部か ら櫛歯先までは断面二

等辺三角形状をなして、次第に厚みを減じる。櫛歯はかなりよく残っている。樹種同定ではツゲ属と

いう結果が提示されている。もう 1点（第66図17)は半円形というより、断面蒲鉾形に近い。現存幅

7.3cm、高さ4.3cmを測る。本来の櫛幅は8.5cmほどと考えられる。やはり周縁 1cmほと'(/)台部から約 2

mmごとに櫛歯を削り出すが、歯のほとんどは折れて現存しない。台部の厚みは 7mmはどで、ここから

櫛歯先まで逆二等辺三角形状に厚みを減じる。

曲物の底部（第90図6) は円形の底部 1/2ほどが残る。現存部分から推測して、直径17.2cmほど

に復元される。周縁部分が少し斜に削り落とされていることから、やや広めにな った面を内底部と判

断した。底板の厚さは1.3mmほどである。桶状製品の底板と考えられる。樹種は針葉樹とのみ同定さ

れている。

小判状木製品は 2点（第89図3・4)あり、長軸約 1cm、短軸約 7cm、厚さ約 2cmを測る。ともに

平面の中央やや上部に穴が穿たれており、 1点（第89図4) には平面中央下部にもう一つの穴が穿た

れていた痕跡が残る。船舶では多くの紐（縄）が用いられるが、小判状製品はこのような紐の締緩に

関わる部材と推測される。

7. 骨製品（第67図）

第67図20は湾曲する長さ13.5cmほどの鹿角製品である。鹿角の次第に細く尖る角先部分を利用して

作られる。尖った先端部分は丹念に磨かれており、輪状の擦痕状に見える部分もある。角の切断面が

見える根元部分には鹿骨表面のざらつき目が少し残る。切断分から 2cmほどの位置に沈線が切られて

おり、この沈線と切断部分との間に径 5cmほどの孔が穿たれている。沈線と小孔を横から観察すれば、

鯉のぱりの熊と目玉を象徴化したようにも見える。概報では中国において、腰に帯び、紐などの結び

目を解くために用いたケイである可能性を指摘している。第67図21は鹿の角製の柄である。長さ 13.1

cm、重量20.5gを測る。取っ手の部分には加工を施さず、本体に加工をしている。中央には止め釘の

ための細かい径0.5cmの穿孔があり、刀子の刃はこの本体部に差し込むように作られたと思われる。
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8. 船材及び木材（第69図～第88図）

鷹島海底遺跡からは大量の船の部材が出土している。しかし、現在までに船体が完全な状態で検出

された例はない。海底での部材の分布状況とこれまでの調査成果を見る限り、船が沈没する際に船体

が壊れ、部材がばらばらとなって漂流する中で海底に沈み、その時の位置や潮の流れ、さらには海底

地形の条件などによ っ-(さまざまに堆積し、現在に全ったもの と考えられる。とすれば、調査で検出

される船の部材は、複数の船体のいろいろな部位に用いられた部材が寄せ集まった状況にあると考え

られる。釘や木組みによる連結が強固に行なわれていた部材は別として、これまでの調在で得られた

部材をジグソーパズ）レのように組み合わせ、いくつかの船体に組み立てて復元することは、将来的に

もかなり難しいと考えられる。そこで、ここでは調査で引揚げられた部材について、明らかに船材と

考えられる部材を中心に取り上げ、図化した。なお、概報の段階では、船の構造を前提として、出土

した船材の使用部位を想定し、隔壁材、外板材、マストステップなどの固有部位名称を用いていた。

これらの事情に鑑み、図化した船材については、大きく板材、角材、丸太材として例示し、概報段階

での部位名称を踏まえながら、それぞれの部材の位置付けについて検討を加えておく。

板材

まず、板材とした部材は木材を平た＜加工したものを呼ぶ。樹木は基本的に垂直方向へ伸びること

から、細長く作った板材を考える場合、幅が狭い木口部分を横幅および厚さとし、細長い方向を縦と

呼ぶべきであろうが、船舶の場合、横方向に細長い板材を用いることが一般的である。そこで、本稿

では細長い板材を横に据えた状態を前提とし、長軸を横、短軸を縦、板材の厚みを厚さとして標記す

る。なお、このようにして検討してみると、検出された板材は破損や腐蝕によって長さや縦幅は定量

的な観察が難しいものの、その原さについては、 18cm、15cm、12cm、9cm、6cmの前後にまとまりを

持つことが看取される。そ こで、ここでは板の厚さを基にして、実測した板材の例示を行なうことと

する。

もっとも厚みを持つ18cm前後の板材には、 2点（第69図6・ 第73図20)がある。 1例（第69図6)

は現存長331cm、縦最大部で45cmはどを測る。短軸の一方が欠損していることからすれば、本来はも っ

と長い板材であったことが知れる。加工痕が残る一方の木口は上から見るとやや斜に加工されている。

また、横から見ると、 一辺が短く、台形状を呈する。長辺側を上にして見ると、下辺に向かって約80

度の角度で切り落とされている。この下辺の角から25cmほどの位置に台形状の凹みが作られる。凹み

は下端幅25cm、上端幅17cmで、深さ 9cmである。この数値は板材の厚みと板幅のそれぞれ半分に及ぶ。

凹みの近くには釘が2本打たれている。使用にあたっては、凹みのある短辺側を上にして用いた可能

性も考えられる。他の 1例（第73図20) は現存長150cm、縦45cmで、木目の走りによって、表面の一

部が磨耗し、丸みを持つ。長軸両端の一方が直角に切り落とされているのに対して、もう一端は約65

度の角度をもって斜に切り落とされる。また、斜に切り落とされた一端を上からみると、長軸に対し

て40度近い角度を持って加工されている。下辺部や木口部に釘の痕が残る 。15cm前後の厚さをもつ板

材には 4点（第69図1・2・ 第73図17.第86図65) を上げた。このうちの 2例（第69図1・2)は釘
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留された状態で確認され、概報で

は隔壁材として報告している。隔

壁材として用いた場合、上位に位

置する板材 （第69図1) は現存長

567cm、縦幅最大部で70cmを測る。

欠損した端部を復元すれば、上辺

で610cmほどの長さをもつ逆台形

板材となる。逆台形板材の上辺近

くに幅27cmと33cmの長方形凹みが

斬り込まれており、概報ではこれ

を船舶構造用語でいう「川口」と

している。これが板材をくり抜い

た穴状であったか、上辺からの挟

り込みであったかについては、上

辺部が欠損しているため不詳であ

る。板材の上辺から下辺にかけて

は約45度の角度で逆台形状に狭く

なるだけでなく、上部から見ると

約70度の角度で斜に切り落とされ

る。本板材が隔壁材であれば、そ

の外側から打ち付けられる外板材

も斜に打ち付けられていたことと

なる。

この板材の下に釘留めされてい

た板材（第69図2)も逆台形状を

呈していたと考えられるが、下辺

部が斜に欠けており、全形は不詳

である。残存部分で計測すれば、

約35度の角度で切り落とされてお

り、上位の板材より角度が鋭角と

なる。下辺郭の欠けた部分は木目

に沿っており、ここを釘留した痕

跡が残る。このことからすれば、

一枚作りであった板材が木目に沿っ

_-

魯
／
 

第71図 隔壁板出士状況図 (1/30) 
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60cm 

て割れたため、これを数力所で釘留めして、そのまま用いていたものと考えられる。現存上辺長は463

cm、縦最大幅55cmを測る。現存する縦幅を前提として、下辺部での長さを推測すれば、 345cmほどと

なる。本板材も上からみると、長軸に対して約70度の角度で斜に切り落とされている。本板材（第69

図2) と上部板材（第69図 1) の間は、それぞれの接合部分を板材の厚さに対して 2/3程度ずつ、

5 cmはどの深さで削り落として段を設け、互い違いに組み合わせるよう加工されている。その上で、

上板材から釘を打って固定していたことから、接合が強固で沈没の際にも遊離しなかったと考えられ

る。なお、概報では両板材を上部からみた場合、長軸に対して斜に切り落とされた角度が上部材では

30度、下部材では20度であるとし、これを手掛かりとして、両板材が用いられた場所を船首に近い側

の隔壁（梁）材とする。また、上部板材に設けられた「川口」の位置当たりが船底から約 2mの高さ

となると考え、ここに船底から数えて二層目の下層甲板があった船舶の構造を想定している。

厚さ15cmの他の 1例は、三角形状（第73図17) を呈する。三角形板材の角部を下にしてみた場合、

現存長128cm、縦幅68cmである。本来は横長の板材を台形状に加工していたものが、使用材木の木目

に沿って周辺が欠損、磨耗した結果、三角状となったものである。台形状に切り落とされた端部の一

方が三角形の一辺をなす。この部分の上辺から下辺への切り落とし角度は約55度である。また、これ

を上から見ると、長軸に対して約50度の角度をもつ。原況が比較的残っていると考えられる上辺と下

辺の一部は平らに加工されており、ここに釘の痕跡がいくつか見られる。もう 1例（第86図65)は直

角状に加工された痕跡が残る部材で、現存長36cm、縦幅22cmを測る。欠損部が多く、原形は不明であ

る。

厚さ12cm前後の板材は12例（第69図3・5・7・8・ 第73図16・18・19・ 第76図30・34・ 第82図48・

49・ 第83図51) を図示した。この中で、比較的全休が残っている 1例（第69図7) は、現存長400cm、
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現存最大幅54cmである。折れているが、端部が突起状に張り出した部分を上辺とすると、上辺部はか

なり損傷が激しいものの、突起部分を含めて、両端部に段を設けるなどの加工痕跡が観察できる。ま

た、下辺部はほぼ完全に残っており、下辺 1/3はどを 6cmほど切り落として、縦輻を減じている。

現存部材で下辺幅は380cmとなる。上辺に見られた突起は19cm突出しており、幅は先端部分で10cmほ

どである。しかし、上辺が磨耗しているため、本来の上辺の形状は良くわからない。突起部の下方は

切断面が良く残っており、上辺が下辺と平行であったとすれば、ほぼ80度の角度で切り落とされてい

る。なお、この部分の長軸面に対する角度は直角である。上辺にあった突起部が上辺の左右双方にあっ

たかどうかについては、一方が欠損しているために判断が難しい。しかし、残存部分を見る限り、突

起を持たない側の木口部分における上辺からの切り下ろし角度は、直角に近いものであったことが推

測される。このことや下辺部が幅を減じていたことなどを考えあわせると、本板材は左右相似形では

なく、突起は一方にのみ設けられていた可能性が考えられる。なお、上辺と下辺には釘痕が認められ

る。概報では天地を逆にした写真を掲載し、「外板」材とした上で、突起部については「漆喰が遺存

し、横方向の別材との接合のため、段加工がなされている」とした。その他の 1例（第69図8) は、

現存長317cm、残存部最大幅47cmを測る。端部の一方は比較的良好に残存するが、他方は欠損してい

る。残存状況の良い方の端部は台形に仕上げられており、逆台形状に板材を据えた状態で見ると、上

辺から下辺に向けて約45度の角度をなす。また、この面は板材の長軸平面に対しても約60度の角度に

加工されている。上辺には厚さの半分ほどを削り落として段差を付け、ここに組み合わせる部材と互

い違いに糾み合わせた痕跡が一部に残る。下辺部部分は平である。上辺と下辺の周辺に本板材の上下

材を連結させるための釘痕が多数認められるほか、平面中央にも釘留をした痕跡が多く残っている。

概報では構造船の船首部か船尾側の外板としている。横からみるとブーメラン状を呈する板材（第69

図3) もある。固縁が磨耗しているものの、原形を良く残している。長さ25cm、縦輻最大部で32cmで

ある。弧状をなす部分を下辺とすると、上辺側に釘の痕跡が20~30cmおきに認められる。上辺の両端

部から下辺に向かって約30度の角度で斜めに切り落とされており、下辺の一方には斜に削り落とした

部分に接して浅い挟り込み加工と平面の切り込みが見られる。使用の際に調整を加えたものと考えら

れる。周辺が磨耗するが、釘痕が比較的良く残る例（第69図5) は、現存長193cm、縦幅約38cmを測

る。左右両端の一方が比較的よく残る。やはり斜めの切断が見られ、横にして逆台形に据えた場合、

下半部が約45度の角度をなす。平面長軸に対する角度は直角である。また、上辺、下辺とも平坦に仕

上げる。下辺近くに30~40cmの間隔を空けて、本板材から下へ向けて釘が打たれたと思われる痕跡が

残る。この場合、下辺から 6cmはどの位置まで、台形形の挟り込みを施し、その上に別の逆U字の繰

り挟り込みを施して、ここと先の台形上の挟り込みとの間をトンネル状に存ljり貰いて、この部分を釘

留する技法が観察される。直角の挟り込みが施された痕跡が残る 1例（第82図48)は現存長70cm、縦

幅31cmを測る。本来、横長の板材であったと考えられ、一部に上下辺いずれも平らな面が残る。直角

の扶り込みはここから施されており、深さ11cmに及ぶ。しかし、挟り込みの輻については、欠損のた

め、不詳である。現存長146cm、縦幅35cm測る 1例（第73図18) は、周縁がかなり磨耗するが、長軸
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の一辺に原況で輻 6cm、深さ 3cmどの挟り込みが10cmおきに連続して施された状況が観察される。そ

の他の 6例（第83図51・ 第73図19・16・ 第82図49・ 第77図34・ 第76図30)は、それぞれ現存長70cm、

幅33cm、現存長120cm、輻26cm、現存長84cm、幅32cm、現存長74cm、幅27cm、現存長41cm、幅42cm、

現存長78cm、幅22cmを測る。それぞれに板材の四辺の一部が残り、釘留をした痕跡が見られるが、破

損のため、詳細については不詳である。

原さ 9cm前後の板材は 3例（第76図29・ 第79図39・ 第70図10) を図化した。 1例目（第76図29)は

現在長102cm、現存最大幅27cmを測る。台形状に残った板材であるが、台形の上辺に当たる部分に本

来の加工面が認められる。およそ50cmが残り、板材の厚さの半分を 2cmの深さで切り取り、段を設け

る。この部分に10~20cmの間隔で釘が打たれている。また、平らな面にも数本の釘が打たれた痕が観

察される。 2例目（第79図39)は現存長44cm、縦輻17cmを測る。周辺の一辺をやや丸みを持って仕上

げるが、その他の緑辺部分が欠損している。縦幅からすれば、後述する角材に入れた方が良いかもし

れない。やや丸みを持って仕上げた一辺は、縦方向に対して約65度の角度を持って平面が作られてい

る。この面を下に据えた場合、船底に接した部材の可能性が高いと考えられる。 3例目（第70図10)

は現存長141cm、縦幅30cmを測る。両端部の一方に切断された痕跡が残り、もう一方は挟り込みを設

けた部分で折れている。仮に一辺が長い方を上辺としてみると、切断された端部はやや丸みを持ちな

がら65度の角度を示す。また、この部分を上面から見ると約50度の角度を持つ。もう一方の挟り込み

で折れた端部では、端部長21cmであり、そのうちの半分が下辺からの扶り込み部分である。挟り込み

部分で折れているため、どの程度の幅で扶り込まれたものか、また同じ板材に何ケ所の挟り込みがあっ

たのかは不詳である。上辺平面に約20cmおきの釘の痕が見られ、上部の板材と釘留されていたことが

知れる。また、平らな面にも上辺に平行するような 2列の釘痕が見られる他、端部の斜に切り落とさ

れた部分にも釘が残る。また、平らな面に打たれた釘と端部の斜に切り落とされた部分に打たれた釘

の周辺には漆喰らしきものが付着している。

厚さ 6cm前後の板材は 2例（第84図59・ 第72図14)がある。前者（第84図59)は一方の木口部が残

る板材で、現存長23cm、木口部幅15cm余りの小破片である。板を貰通する釘痕が 2本観察される。後

者（第72図14)はいくつかに割れた部材が同じ番号にまとめられている。図示したのはその一部で、

現存長123cm、幅22cmを測る。板材の一端について、緩やかな段を付けながら湾曲気味に仕上げる。

段の施し方からすれば、本部材が隔壁材であり、緩やかな段の単位ごとに外板を打ち付けていた可能

性が高い。平らに仕上げられた下辺部平面に、約20cmおきに打たれた釘の痕が残る。釘は板材の中ほ

どから。下方に向けて打ち込まれている。

厚さ 3cm前後の板材として 8例（第70図9・11・ 第74図22・ 第81図44・ 第80図41・ 第74図21・ 第75

図27・ 第74図23) を図化した。この中で、全体の形状がよく残る（第70図9) は現存長146cm、最大

幅18cm、板材の厚さは 4cmを測る。船を横から見たような形状で、船底と船首、船尾に当たる部分は

本来の加工痕を持ち、甲板に当たる部分は板材の割れ目となる。釘痕が多く残っており、これらは船

に見立てた場合に船首を左に向きに置いた面から打たれたと考えられる。釘痕である釘穴の中には板
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材の側面から船底に例えた下辺に達しており、下部に板材と接合の役割をもっていたと考えられる 9

個所と、側面を貰通して他の部材に打ち付けたと考えられる20個所がある。後者の20個所の釘穴は板

材を横位置においた状態では 3段に並んで残り、一番上の一段目の釘痕に沿って、板が割れている。

同様に船を横からみたような形状を示す（第74図22)は現存長96cm、残存最大幅21cmを測る。現存部

から上下へ釘を打った痕跡と、下からの釘が本材に達した釘痕が残っており、本板材の上下に他の部

材を釘留めしていたことが知れる。同様の形状を持つ（第74図21)は、現存長95cm、縦幅16cmを測る。

四周の加工面がほぼ残り、加工時の原形を留めている板材である。両端部を斜に切り落とし、カッター

ナイフの替刃のような形状を持つ。四周 2cmの範囲に鉄錆が付着するが、錆の範囲はところどころ階

段状の凹凸を持っており、本板材に打ち付けられていた他の部材の形状を示しているものと考えられ

る。横長の板材で、木口部と両側面の切断面の一部が観察される 2例（第70図11・ 第75図27)では、

前者（第70図11)現存長115cm、縦幅20cmを測る。一方の木口部分を直角に切断した状態が観察され、

板の縁から 5~ 6cmの位置に板を貰通する釘を打った痕跡が3個所残る。後者（第75図27) も両側に

対して木口部分を直角に切断した状態が確認できる板材であり、現存長82cm、縦幅18cmほどを測る。

木口に沿って 3本、周縁部に沿って2本の釘痕が見られ、これらはいずれも板材を貰通している。残

りの 2例（第81図44・ 第80図41)は板材としてはやや短めの長方形をなすほぽ同じ大きさの板材であ

る。前者（第81図44)は現存長51cm、縦幅21cmで、板の中央部分に横位置に並んで貫通する 6個所の

釘痕が残る。後者（第80図41)は現存長51cm、縦幅24cmで、前者より少し縦幅が大きい。板の中央部

分から周辺部分にかけて、板を貰通する釘の痕が見られる。

この他、本来は板材であ ったと思われるが、腐蝕が激しく打ち込まれた釘の周辺だけが残った 2例

（第85図62・ 第80図42)がある。それぞれ現存長25cm、21cmを測る。前者には 1本、後者には 3本の

釘痕が残る。

角材

検出された部材の中で、面取りがなされ、厚みと横幅がほぽ同じで柱状をなすものについては角材

とした。しかし、四角部がし つかり残っているものは少なく、腐食して丸みをも っているものがほと

んどである。そこで、角材の場合、横に寝かせた状態の長軸を長さ、横から見た高 さを高さ、上から

見た横幅を輻として採寸する。角材には大小様々なものが見られるが、比較的太く、船の構造材とし

て用いられたことが推測される部材と、やや細長めで、船室上屋の構築に用いられたことが推測され

る部材がある。角材の中で、もっとも幅が大きい部材である（第70図12)は概報で「台座（マストス

テップ）」とされた祁材である。現存長132cm、高さ18cm、最大幅30cmを測る。やや曲がりをもつ原材

を裁断して、平たく加工した面を作り、両端を切断する。端部の一方ははぽ直角、もう 一方は45度の

角度を持って切り落とされる 。また、 45度に切り落とされた端部を上からみると、長軸に対して約75

度の角度で斜に切られている。平らな面のほぼ中央近くに斜めに切り込まれた幅 8~ 10cm、深さ 5cm 

の溝が施され、漆喰が残っている。平らな面の背側には中央近くと直角に切り落とされた端部近くに

直径約10cm、深さ 5cmほどの略方形の角穴が設けられる 。直角に切り落とされた端部近くの角穴には
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側面から貰通する別の角穴が施されている。概報では平面に見られる角穴をほぞ穴、側面から貫通す

る角穴を楔の穴と標記する。平面の二つの角穴の間は39cm離れており、その間に15cmX 10cmの平行四

辺形を呈した平坦面が見られる。概報ではここに帆柱を立て、両脇に位置する二つの角穴にこれを支

えるための支柱が設けられていたと理解している。斜に切り落とされた端部に 2個所、両側面に 1個

所ずつ下方に向けた釘痕が残る。第83図52も4周が腐蝕して、丸みを持つ。現存長72cm、高さ lGcm、

幅18cmを測る。平らに据えた上面の中央部が幅約20cmにわたって、弧状をなして凹んでいる。最深部

までの深さは 4cmである。下辺は両袖部分を約25度の角度で斜に削り上げている。その形状から船底

に据えられた部材であると考えられる。 53は一方の端部が反り上がる部材である。両端部は切り落と

されており、現存長70cm、高さ16cmを測る。上面から見ると、反り上がった端部に向けて幅を減じて

おり、太い方の端部で14cm、細い方でllcmほどであったと考えられる。上面の中ほどからやや片寄っ

た位置に幅10cm、深さ 3cmほどの溝が掘られる。この溝を側面から見ると、その周辺が2cmほど、掘

り凹められている。やはり、その形状から船底に据えられた部材である可能性が高い。第76図31と第

82図47は丸太を半裁した部材であり、年輪の表皮側が腐蝕して丸くな っている。 第76図31には端部を

切断した面が残る。現存長102cm、最大高17cm、最大幅24cmである。切断した端部から約20cmの位置

にlOcmX8 cmほどの貫通する角穴が施される 。第82図47は両端が折れており、現存長42cm、高さ12cm、

最大幅28cmを測る。最大幅が残る部分に上辺から下辺に向けて打たれた釘の痕が残る。第83図54と第

77図33は木口端部が一部観察できる。第83図54は現存長49cm、最大高22cm、幅18cm、第77図33は現存

長60cm、最大高 9cm、最大幅18cmである。後者は厚さ 9cm、幅18cmの板材と考えた方が良いのかもし

れない。第86図68はかなり腐蝕しているが、本来は角材であったものと考えられる。現存長44cmを測

る。第77図32は二つに割れているが、反りを持つ原材を加工した角材である。現在、片側の側面と上

端面の一部に平たく加工した面が残る。現存長104cm、高さ最大部で2.2cm、幅最大部で10cmを測る。

平た＜加工した側面の上端に真横から打ち込んだ釘の痕が約25cmおきに 4個所残っている。第78図36

は切断した木口部が残る角材であり、現存長56cm、高さ 6cm、最大幅 9cmを測る。切断した木口部か

ら22cmの位置に、長軸方向に 4cm、木口方向に 3cmの角穴が設けられる。またその近くには幅 4cm、

奥行 2cmで掘り抜いた側縁部の溝もある。角穴と溝はほぼ同じ方向に設けられている。第79図40と第

85図63は下辺部に反りをもつ角材である。前者は現存長42cm、最大高 9cm、幅 5cmを測る。平らに加

工 された下辺を据えると、反りの角度は約20度となる。また、反りがないもう 一方の端部には深さ 4

cmほどの溝が切られており、ここから折れている。上辺から下辺に向けて打たれた釘の痕跡が数個所

残る。後者は現存長39cm、最大高10cmであり、幅は一方が太く 8cmと4cmほどである。輻の太い側の

側面の上辺から下辺に向けて、幅4cmほどの断面円形の溝が掘られている。第75図28・ 第86図64・ 第

75図26・ 第85図60・ 第75図25・ 第61図6・ 第74図24は細長い角材とした資料である。この中で、第75

図26・ 第75図25・ 第75図24には釘の痕が残る 。第75図26は現存長83cm、高さ 6cm、幅 6cmであり、木

口の一端に切断痕が残る 。20cmおよび25cmの間隔を空けて、釘痕が3個所確認さ れる。第75図25は現

存長90cm、高さ、幅とも約 4cmであり、やはり木Dの一端が切断されている 。ほぽ18cm間隔に釘痕が
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残る。第75図24は二つに折れているが、現存長86cm、幅 6cm、高さ 4cmの角材である。長手の方向に

6本の釘痕が見られる。その他の第70図13・ 第61図6は、それぞれ現存長96cm、74cmを測る。前者は

3 cm角、後者には矢束が付着する。第75図28と第85図60はそれぞれ64cm、43cmが現存する。前者は 6

cmX8cmほどの角材と考えられるが、後者は腐蝕が激しく、良くわからない。第70図13は現存長182

cm、現存最大幅17cm、厚さ最人部13cmの角材である。両端には切断した痕が見られ、 一方は四角 に他

方はやや角を丸めて作られる。ま た、 長辺の一辺には四角く仕上げられた端部か ら、 75cmの位置に段

が付けられ、ここから幅を増した状況が確認される。この段は片方だけに施されていたものではなく、

左右対象に施されていたものと考えられる。この想定に基づいて、復元すると、本資料は幅10cm、厚

さ5cmの端部から次第に幅と厚さを増し、 75cmのところで幅13cm、厚さ10cmとなり、ここで幅を左右

に4cm広げて約20cm幅とするとともに、厚さも 13cmまで増すように加工した部材となる。四角く仕上

げられた端部から58cmの位置には長軸方向 5cm、短軸方向 4cmの角穴が穿たれ、幅約20cm、厚さ13cm

で、角を丸めに仕上げられた端部から10cmの位置にも、長軸方向10cm、短軸方向 8cmほどの隅丸方形

の穴が穿たれていたと推測される。このような形状から見て、舵などに付属する部材の可能性が高い。

丸太材としたものは、第73図15・ 第77図35・ 第69図4の3点である。板材や角材に比べて、数が少

ない。また、このことは原形が角材であ ったものが、年輪に添って腐蝕が進み、現況では丸太材に見

えるようになった可能性も示すものと考えられる。 第69図4は現存長284cmを測る。木口部の一方に

切断した痕跡が残り、他方は欠損によって次第に細くなる。切断痕が残る木D部分の直径は18cm余り

で、ここから28cmほどの位置に長軸方向10cm、短軸方向 8cmの角穴が穿たれる。また、木口から130

cmの位置にも長軸方向10cm、短軸方向 5cmの角穴が施されている。角穴の穿たれた面は同一軸線上に

あるが、穴の方向は前後左右に少しずつずれている。第73図15は現存長171cm、最大径16cmを測る。

両端に加工の痕が見られず、ねじれがあり、断面径も楕円形を呈する。釘を打った痕跡はない。梁材

として用いた可能性が高い。第77図35は現存長80cm、最大直径15cmを測る。やはり、両端に加工痕が

認められず、ねじれている。釘を打った痕跡もない。本材も梁材として用いられていたものと考えら

れる。第88図74・75は自然木と思われるが、端部や途中に切断痕を持つ。第88図75は現存長220cmあ

まりで、最大径は 6cmほどである。根元部分と根元から65cmほどの位置に切断痕がある。第88図74は

現存長200cmあまりで、最大径は 4cmほどである。根元に切断痕が残る。元船に関係するものか良く

わからないが、石碇を固定するための木材や、薪材として使用された可能性があることから例示した。

以上、木材について、板材、角材、丸太材に分けて、例示してきたが、板材、角材に比べて、丸太

材は少なかった。これは大量の出土木材の中から、加工痕のある部材を選択的に実測した結果、丸太

材が少ない傾向を持ったことも考えられる。これについては、実測図の作成を終えていない部材を含

めた検討によ って、その数量が変化する可能性をもつ。また、板材については、厚さに規格が認めら

れることが明らかとなった。すなわち、ほぽ 3cmを目安とする単位にまとまりが見られる。このこと

は船材の調達と使用に関して、 一定の尺度を用いていたことを示している。ただし、 今回例示した部

材は水中で保管されていることから、ミリ単位の尺度まで検討するには無理がある。ここでは 3cm単
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位の尺度が存在したことを指摘するに留めておきたい。なお、角材については、この尺度を前提とし

た記載を行なわなかった。しかし、角材でも同様の尺度が用いられていたことが推測され、これにつ

いては、今後の追加資料を待って検討を加えたい。次いで、各部材の使用部位については、概報での

比定を含めて、ある程度の推定が可能であった。しかし、当時の船舶構造に関する情報が断片的であ

り、推定された音閥位を確定するにはいたっていない。これについても、本報告で掲載した部材に関す

る個別情報と、全体情報を踏まえながら、類例資料を求め、確定して行く作業を進めているところで

ある。これらについては、あらためて報告の機会を持ちたい。
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9. 碍・瓦（第91図～第106図）

碍

床浪地区の調査で出土した遺物に碑がある。碑は粘土を長方形の板枠に入れて整形し、窯で焼いた

ものである。製作にあたっては数種類の型枠があったものと思われる。高野晋司氏により、碑の幅と

厚さから I~皿類まで分類が試みられている。 I類は幅が8cm前後と狭く、厚さが6cm程と方形に近

い厚みがあるもので、推定重量が 1kg。II類は幅が15cm以上で、厚さも 5cmから 6cm程のもので、推

定重量が2kg。III類は幅が10cmから15cmの中間で厚みが3cmから4.5cmの厚みをもつもので、推定重

量が2.5kgである。鷹島海底遺跡において縛の出土に関しては、平成元年度の床浪地区の緊急調査で

8点、神崎地区では平成 9年度の目視調査で 3点、平成10年度の目視調壺で 4点、平成11年度の目視

調査でも 4点、平成12年度の範囲確認調査で21点、平成12年度の緊急調査で 1点、平成13・14年度の

緊急調査で82点（本報告）、平成14年度の確認調査で 1点、平成15年度の確認調在で 3点、平成16年

度の確認調在で 1点、合計128点が現在まで出士している。この碑の用途としては、船底に大量に置

いて船休のバランスを取るためのバラストとして使用されたと考えられていたが、碑の出土状況が集

中しての発見ではなく、また、出土量も大量ではないため現在のところはバラストとして使用したこ

とを証明することは難しいようである。今回の調査で出土した82点の碑を詳細に観察していくと、漆

喰が表面に付着しているもの 5点（口で標記）及び炭化物が付着しているもの20点（斜線で標記）、

そのうち漆喰と炭化物の両方が付着しているものは 3点であった。これらを厚さと幅に関して観てみ

ると大きく幅が6cm以下で厚さが5cm以下の第1グループ、幅が7cm~9.5cmで厚さが 3cm~6.5cmの第
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表2 出土磯計測表

挿図番号 遺物番号 残存率 長さ (cm) 輻(cm) 厚さ (cm) 現存璽最(g) 備 考

第92凶 l 249 完形 26.3 8.5 4.4 1265 漆喰・ 炭化物付着

第92図 2 873-a 完形 26.2 9.4 4.8 1500 漆喰・炭化物付着

第92図 3 518・519 完形 26.3 8.8 4.3 1289 漆喰・炭化物付着

第92図 4 873-b 3/4 19.7 + a 8.5 4.9 1050 漆喰付着

第92図 5 981 3/4 25.2+ a 9.2 5.2 1600 

第93図 6 1603 3/4 18.1 + a 8.2 3.8 725 炭化物付着

第93図 7 1251 3/4 22.7+ a 8.4 5.3 1200 炭化物付着

第93図 8 953 3/4 20.3+ a 7.9 4.5 950 炭化物付着

第93図 9 230 1/2 17.5+ a 7.3 6.0 885 

第93図10 185 1/2 16.9+ a 12.7 4.7 790 

第93図11 1602 1/2 15.0+ a 7.9 6.2 1100 炭化物付着

第93図12 186 1/2 16.0+ a 8.1 4.8 710 

第94図13 1759 1/2 17.6+ a 9.0 4.7 855 

第94固14 1773 1/2 16.5+ a 8.4 4.9 705 炭化物付着

第94図15 302 1/2 14.7+ a 7.7 3.0 469 

第94図16 649 1/2 14.7+ a 7.9 :rn filO 

第94図17 235 1/4 11.8+ a 7.9 3.9 560 

第94図18 1788 1/2 10.5+ a 8.5 4.7 525 炭化物付着

第94図19 1080 1/4 10.8+ a 8.4+ a 4.5 340 漆喰付着

第95図20 H 1-a 完形 21.7 7.0 5.8 1320 炭化物付着

第95図21 H 2-a 完形 22.1 7.1 6.3 1390 

第95図22 H 2-b ほほ完形 24.4 7.8 4.9 1183 炭化物付着

第95図23 H 3-a ほぼ完形 22.3 6.0 4.3 810 

第95図24 H 3-b 完形 24.2 7.5 5.5 1595 

第95図25 H24-a ほぼ完形 25.0 7.9 5.0 1430 沈線あり

第95図26 H 5-d 完形 22.6 6.0 4.2 740 炭化物付着

第95図27 Hl7 はぼ完形 22.2 7.2 5.6 1160 

第96図28 Hl8-a ほほ完形 21.9 7.1 5.8 1208 

第96図29 H 3-d 完形 24.6 7.4 5.8 820+775 接合資料

第96図30 H25 完形 25.8 6.8 7.6 1750 

第96圏31 H29 完形 22.4 5.5 4.7 767 炭化物付着

第96凶32 H30 完形 22.5 7.1 5.7 1332 

第96図33 北トレ一括 a ほぼ完形 24.4 7.7 4.7 1170 

第96固34 北側浚渫② ほぽ完形 24.3 8.4 4.2 1140 

第96図35 H 2-c 3/4 23.1 + a 8.3 4.9 1230 

第97図36 H 1-b 3/4 23.1 + a 7.5 6.2 1675 

第97図37 H 2-g 3/4 22.6+ a 8.0+ a 4.5+ a 750 

第97図38 H 3-c 3/4 22.4+ a 7.0 5.7 1225 

第97図39 H 5-f 3/4 21.5+ a 8.5 3.5 730 炭化物付着

第97図40 Hl3 3/4 25.0+ a 8.4 3.9 1080 胎土に磁器片混入

第97図41 Hl9 3/4 20.5+ a 8.2 4.7 1025 
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挿図番号 遺物番号 残存率 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 現存重位(g) 備 考

第97図42 H20 3/4 18.3+ a 7.4 5.7 930 

第97図43 H23 3/4 21.9+ a 8.8 5.7 1430 炭化物付着

第98図44 H28 3/4 18.9+ a 8.0 4.9 939 

第98図45 H 2-e 1/2 16.9+ a 8.4 5.0 901 赤みあり

第98図46 H 3-e 1/2 12.3+ a 7.2 5.8 775 

第98図47 H 3-f 1/2 16.7+ a 7.7 4.9 680 炭化物付浩

第98図48 H4 1/2 13.0+ a 7.8 5.0 730 炭化物付着

第98図49 H7 1/2 11.7+ a 8.3 4.8 629 

第98図50 H 5-g 1/4 8.2+ a 5.1 + a 3.3 135 

第98図51 H 5-h 1/4 11.1 + a 5.8+ a 3.1 232 

第99図52 H 5-i 1/4 9.0+ a 8.8+ a 3.0 240 

第99図53 H 8-b 1/4 8.2+ a 8.6 5.4 430 

第99図54 北側浚渫① 1/4 9.5+ a 6.8 4.8 432 

第99図55 北側浚渫⑤ 1/4 8.7+ a 8.1 3.9 350 

第99図56 北トレ一括 c 1/4 14.6+ a 8.9 5.6 940 

第99図57 北トレー括 e 1/4 8.4+ a 8.5 4.2 350 

第99図58 北トレー括 f 1/4 8.8+ a 7.7 3.5 280 

第99図59 北トレー括 g 1/4 9.5+ a 8.4 3.7 410 炭化物付恙

第99図60 北トレ一括 h 1/4 5.8+ a 8.5 4.4 258 

第100図61 Hl6 1/2 10.9+ a 5.6 4.2 320 

第100図62 北側浚渫③ 1/2 14.8+ a 8.3 5.0 801 炭化物付着

第100図63 北側浚渫④ 1/2 12.4+ a 8.0 4.1 501 

第100図64 北トレ一括 b 1/2 17.7+ a 6.8+ a 4.0 644 

第100図65 北トレー括 d 1/2 13.0+ a 7.6+ a 4.0 490 

第100図66 トレンチ表採 1/2 17.4+ a 8.3 4.9 941 炭化物付着

第100図67 H 1-d 1/4 11.1 + a 8.0 4.5 559 

第100図68 H 1-f 1/4 9.0+ a 8.4 3.2 251 

第101図69 H 1-h 1/4 10.8+ a 9.0 5.6 572 

第101図70 H 3-g 1/4 12.7+ a 8.6 3.1 379 

第101図71 H 3-r 1/4 11.6+ a 8.3 5.1 410 

第101図72 H 3-k 1/4 7.2+ a 5.8 3.4 122 

第102図73 Hl8-b ほぼ完形 15.2 13.7 3.3 875 

第102図74 H 2-f ほぼ完形 12.1 + a 13.3 3.0 700 

第102図75 H 1-e 3/4 26.8 15.0+ a 3.5 1713 

第102図76 H 1-g 3/4 17.1 + a 13.6 3.0 740 

第102図77 H 5-e 3/4 24.1 + a 13.7 3.1 1250 

第102図78 H 1-c 1/2 18.1 + a 13.7 3.3 771 

第103図79 H 2-d 1/2 25.0 13.9 3.9 1762 

第103図80 H 2-h 1/2 14.0 13.6 3.0 665 

第103図81 H 2-i 1/2 13.7 12.6 3.2 550 

第102固82 H 2-j 1/2 18.2 14.8 3.2 610 
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2グループ、幅が12.5cm~l4cmのグループの 3グループに分かれる傾向がある。なお、第102図73~

第103図82は方碑である。高野氏の I類が第 1. 第2グループにあたり、 III類が第 3グループにあたっ

ている。高野氏の第 2グループは 1点のみであった。全体的には高野氏の I類に集中する傾向がある。

そのなかでも第 2グループは 4グループに細分が可能で、特に幅 7cm~9.5cmで厚さが4cm~5.5cmの

グループに集中している。このことは製作上程において規格に基づいて製作され、焼成段階での収縮

の差によりグループ分けができたと考えられないだろうか。グループ分けは当然製作地の違いも考慮

する必要がある。

現在のところこの碑は漆喰及び煤の付着状況及び出土状況等から竃の用材として用いられたものと

考えられている。

瓦

瓦は、全て平成13年度の調査で出土している。その内19点を図示している。第104図 1~3は出土

地点を記録して取り上げた資料である。その他は海底面表採資料である。瓦全体に劣化（摩滅）が進

んでいるため調整痕の確認は難しい。かろうじて凹面に布目等の痕跡が確認できる (2・4・9・11・

13) もの、凸面は横方向のナデ調整が確認でぎる (1・3・6・7・10・12・18) もの、凸面に縦方

向のナデ調整が確認できる (13) ものがある。 4の凹面に布のとじ合わせ痕がある。 5は炭斗瓦であ

ろうか。 9と13の凹面には紐圧痕が確認できる。 11には模骨痕も確認できる。 13は凹面に擦過状の沈

線も認められる。胎土は全体的に灰色から灰白色を主休としている。

10. 綱・ 縄 （第108図• 第109図）

綱は、高級アルコール法により保存処理を終えた資料で、処理後の実測である。 1は長さ84.7cm、

幅3.4cm~4.lcmを測る。 2は2個体で長さ64.0cm、輻3.6cm~4.0cmと、長さ26cm、幅 4cm~5cmを測る。

3は長さ60.1cm、幅3.5cm~4.5cmを測る。 4は長さ51.5cm、幅2.9cm~ 5.5cmと、長さ34.1cm、輻3.2cm~

3.9cmを測る。

縄の5・6は、シュロを束ねて時計回転に撚っている。高級アルコール法により保存処理を終えて

いる。処理後の実測である。

11. その他の遺物（第110図•第111 図）

縄文土器・土師器・須恵器・瓦器

第110図 1は縄文土器で後期初頭の阿高系の深鉢底部で胎土に雲母片を含んでいる。太い凹線で胴

部から底部まで区画されている。底部には鯨底ではないかと思われるが破片のため断定はできない。

第110図2・5・6は土師器である。第110図6は京都周辺のへそ皿に対応するもので、焼成はやや硬

質である。橋本久和氏の意見では硬質な点で京都産とは言い難く、年代は14世紀前半頃が妥当である

とされる。口縁部内外に池煤が付着し、灯明皿として使用されたものである。第110図5は坪 aでD

縁部が 1/5ほど残存する。口径12.6cm、器高2.2cmに復元され、筑前の型式に照合すると大宰府XVII
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~XIX期 (13世紀後半~14世紀初頭前後）の可能性がある。第110図2は8世紀後半~9世紀前半頃

の甕 aである。外面はハケ目、内面は手持ちヘラケズリ調整である。第110図7は和泉産の瓦器椀で、

橋本久和氏によれば和泉N-1型式に相当し、年代は13世紀中頃～後半が妥当とされる。口径15.2cm、

器病3.6cm、底径5.0cmを測る。器面は燻しによる黒色で低平な貼付高台を有している。第110図3も土

師器で、口縁部外面は横位のナデ調整、頸部内面から胴部にかけては削り痕が認められる。第110図

4は須恵器壷の頸部で、壷 dとして推定復元したが他の類の可能性も考えられる。下限は 9世紀代と

思われる。第110図8は漆喰であろうか。全体に貝が付着しており、縦10.8cm、横17.4cm、高さ5.3cm、

重鼠425gを測る。第111図1~6は肥前系の磁器である。 1は白磁碗で、口径10.9cm、器高5.25cm、

底径4.2cmを測る。 2は口径1.9cmの徳利で、蛸唐草文が描かれている。 3は染付碗（広東碗）で口径

11.0cm、器高6.8cm、底径6.1cmを測る。 18世紀末から19世紀前莱の資料である。 4は染付杯で口径8.8

cm、器高5.6cm、底径3.4cmを測る。 20世紀代の資料。 5は染付型紙播碗で、 1920年代以降の資料であ

る。 6は染付皿で、口径13.2cm、器高3.1cm、底径8.4cmを測る。内面に菊文様が施されている。 7は

銅製の煙管である。雁首の火lII1を受ける部分が細かくならず棒状を呈しているところから18世紀代の

製品と思われる。
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KZKOI/11土逍物一覧J、

I●物 H同 rtl±I姐'.fil
Ii番 は別 遺物 れ A介区 1'.<¥i 保1{処J!.}Jil: 接合関~' 樹 憧 1111 定 情考

昏サ 昏サ N IV 

1 困磁甜 褐釉困器四耳五 ,-r 2390 27,10 10 t5 lio444 a 

2 肉磁苦 褐釉淘甜四耳壺 9 C: 2500 27 80 -1020 

3 33L467 肉紐器 褐釉陶括匹斗忍 9 C 2035 28.05 -1020 No30 a 83 • ,105 a 4 JO・トレンチ a

ヽ 凶磁柑 褐釉困器四H壼 9-C 2603 27 59 .1010 

5 印磁袢 褐釉凶器匹耳壺 9-C 2605 26 49 -980 

6 困磁" 掲袖淘樅匹耳益 9-C 2780 27.49 -998 

7 • 因磁" 褐柚凶答匹耳点 9 -C 28'5 "-'' -976 

7 b 凶屈器 褐柚凶舒四耳合 9-C 2&00 27.66 -976 

7 ’ヽ 防紐料 褐袖凶若門H西 9-C 28.45 27,6B -976 K Z K02 2 3-D 区斜面 •括

8 • 約紐器 糾釉肉僻四耳ix 9-C 2860 27.87 -976 

8 b 掏紐器 杞袖陶i,四耳壺 ,-c 2860 27 87 -916 No58 H22~ 

8 ぐ 凶磁" 褐柚囚器四If壺 9-C 2860 27.87 -916 

， 掏磁荏 褐柚囚器岡.lf-/.:,: 9 C 29 15 27.02 -970 

IO "図 7 鉄製品 鉄刀 B -C 30 43 27.37 -9S5 舷爵虻処理のため分折•t•

II 鉄製品釘 B・C 30.87 '7.34 -9.77 X線駄彰予定

12 3,1図77 淘砥，， 褐釉困註短jfj_l<胴小11瓶 8 C 33 72 27,70 -927 No166a 

13 22図24 困磁器 1¥磁？碗 s-c 33 67 27.60 -9.27 

II ● 35図/lB 困磁甜 f!jj也由粘四耳fl鉢 8 -c 30 25 25.78 -924 No51 • 135 b • l~O 

14 b 31凶:i8 囚磁註 褐釉"'"全 8 C 30 25 25.78 -921 KCo5区9"• K餌;ZK,i,OO渇 3'2 KZK02-8-

14 • 陶磁器 褐釉陶紆四耳叙 8-C JO 25 2578 -9 2~ 

14 d 困磁謀 出釉肉器四且立 8-C 30 25 2~78 .9 24 

II • 困磁" 褐釉"''苫四耳壺 8-C 30 25 2.'78 -024 

14 I 困磁活 褐柚凶器四耳ぷ 8-C JO 25 25.78 -9 21 

14 , 向磁岩 化釉困苔同斗ぷ 8 C JO 25 25.78 -9 2~ 

14 h 凶磁器 褐釉肉特四耳五 8-C 30 25 2~78 -924 

15• 2B図32 附磁" 褐釉困袢匹耳五 a-c 3092 '"° -886 

15 b 25図lO 困伍器 民袖凶器匹耳壺 8 C 3092 2,160 -686 ~·0161 

15 < 28図31 肉舷辟 褐袖困若阿1l忍 8-C 3092 2460 -886 蜘26a • JJ員・55b • 60・401 

16 38同 9 土製品 :-1梨炸裂1-'(てつはう） 9-C 2975 24 46 -907 

17 皐 掏紐器 民柚陶器四耳壺 g C 2470 25 98 -9,74 

17 b 30凶16 紺磁,; 褐釉.,,,,Jヽ点 9 C 2•170 25,9B -9,71 応31 • nJ C • 1111● 

17 ヽ 陶磁器 樹釉t:AJ器四H姦 I C 2'70 2598 -9,74 

18 鉄梨品釘 9-C 2480 2520 -9.61 X線此影予定

19 • 鉄製品釘 9 C 2538 2529 -9.60 X線州影予定

19 b ”梨品釘 9-C 2538 2529 -960 X線揖彬予定

19 < 鉄穀品 板状製品 9-C 2538 2529 -9,60 x稼擾影予定

19 d 鉄製品 板状梨品 9-C 25 .18 2529 -960 X線出影予定

19 • 鉄製，＂’ 板状製晶 9-C 25 38 2029 -9,60 

IO I 欽製品 板状梨品 9-C 25 38 25 29 -9.60 

20 • 困磁" 掲釉淘邪四耳壺 9-C 25 55 2573 -969 

20 b 閑磁若 褐釉淘器困耳壺 9-C 25.05 25 73 -9.69 

21 • 悶磁器 褐釉肉器四耳姦 9-C 25 80 2812 ~1 0 I? No797 

21 b 附磁" 褐釉防拶四耳壺 9-C 2580 2812 IO,l7 No33b 

22 鉄製品 角釘、その他 9-C 2W  23 60 -9.51 x祝紺彩 f定

23'  鉄梨品 角釘 9-C ms 2342 -9 35 x稼様影予定

23 b 鉄裂品釘 9-C 2375 23 42 -935 X線楳影予定

23 < 鉄 糾 品 多I 9-C 23.75 23~2 -935 x祝殿影 r•定

23 d 鉄梨品 曲がIJ釘 9-C 23.75 23 42 -935 X線搬影予定

23 • 55図12 鉄製品 鉄刀 9-C 2375 23 42 -9.35 X線は影子定

23 [ ~it! 品 if 9-C 2375 2H2 -~35 x稼凪影予定

23 o 鉄製品 釘片 9-C 2375 2'-42 -9.35 x租様彰予定

24 ヽ 困磁器 褐釉内岱壺 9-C 2260 2233 -9-H 

24 b 鉄射品 jf 9-C 2260 2233 ふ14 X線揖影予定

"' 鉄製品 不明V字形 9-C 22 60 2233 -9L4 X線揖影予定

25• 27図23 悶紐紆 褐釉内器四耳壺 9-C 2~.90 24.02 -9AO Na12 · BO · 2~3 b・HU■ 

25 b 肉磁器 昆釉肉膀四耳壺 9-C 2'90 24.02 -940 

26 • 28図31 陶紐器 掲袖店器四耳姦 9-C 25 65 2301 -906 Nol5c • 3Ja •55b • 60 • 401 

26 b 肉磁群 N.l柚佑器四耳姦 9-C 25 65 2301 -9.06 

27 • 30図43 掏磁勝 褐釉陶荏壺 9-C 2608 2458 -934 

27 b 約磁器 褐釉陶器匹耳壺 9-C 26 OB 2458 -9-31 N必II

27 C 鉄製品釘 9-C 2608 24.58 -9 34 X線投影予定

27 d 鉄穀品 不明 9-C 2608 24 !iB -9 34 X線撮影予定

28 • 24図5 陶磁器 褐釉淘器団耳壺 9-C 2C35 25.90 -964 油55a 79 a • 443 

28 b 困磁器 掲釉困器四耳壺 9-C 2635 25 90 -96< ~0498 • 1335 

29 33図70 均磁岩 褐釉均器致 9-C 2810 25 46 -929 Na526 a • 1658 

30 ● 33図67 陶磁i, 褐釉困器四耳壺 9-C 2840 2496 -9.18 Na 3 • 83• 405 a • 4 IO • トレンチ a

30 b 肉磁器 褐釉淘器四耳壺 9-C 28<0 24 96 -918 Ko61 b • RC62 

31 ■ 28図Jl 悶磁器 褐釉肉器四耳壺 9-C 2805 2190 -908 Nol 5 c • 26 a• 55 b • 60 • 401 
I 

Jl b 陶磁器 褐袖肉特匹耳壺 9-C 2805 2190 -908 

J2 陶詔蹄 褐柚駒悟四II壺 9-C 28 60 2370 -886 

33 ● 23図33 掏磁践 能泉窯系青磁縞運弁文碗 9-C 28 75 2395 .rn 枷(53・737

33 b 22菌22 陶磁盤 け磁碗 9-C 28 75 2395 -8 86 

33 < 23図35 阻磁器 宵磁碗 ,-c 2875 2395 -886 

33 d 陶屈諾 掲釉肉諾四耳壺 9-C ,rn ms -B86 如2lb 
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遺物 挿図 出土位置

番号
技酋

番号
種別 遺 物 名 讀査区 標嵩 保存処現方法 接合間係 Ill 種同定 償考

N w 

33 < 27図22 祖磁怪 褐釉内器四耳壺 9 C 2875 2395 -BB6 Na70 • 247 b • 805 

33 f 掏磁器 褐釉閑料四耳壺 9-C 28.75 2395 -886 No237 b 

33 • 悶磁器 褐釉陶沿四耳杏• 9-C 2875 2395 ・"' 
34 30図46 陶磁器 鳩釉淘器小壺 9-C 2900 2450 -903 地17b曹 724c • H 14 a 

35 』l 困磁器 褐釉掏器匹耳壺 9-C 29 55 2513 -886 

35 b 困磁諾 褐釉囚皆四耳壺 ,-c 29.55 25lJ -886 

36 • 困磁料 褐釉困器四耳壺 9-C 2960 2580 -923 

" 6 
内姐粒 褐柚阻務l!Y斗壺 9-C mu '580 ．り"

37 ● 淘祖若 褐釉闊器四耳壺 9-C 29,Bll 2478 -8.9L No537 

37 b 29図39 均紐肝 褐釉陶器壺 9-C 29,88 24,78 -B.9L Nal58 c 

37 e 内磁器 褐釉掏昔 9-C 2988 208 -891 No37d 

37 d 淘紐務 褐釉淘器 9-C 29,BB 24 7B -891 悩37c

胡 由磁菩 褐釉淘器四耳壺 8-C 3055 "-"" -B.27 Nol39 b 

39 20001 困磁器 鉤窯澱胄釉紫紅斑文碗 8-C 32,J5 2308 -808 Na257・259 

40 困磁器 褐釉内器四耳壺 8-C 32 30 22 59 -788 No57 b 

4L 27図26 陶磁器 褐釉肉諾四耳壼 9-C 2880 1776 -971 No<GO 

42 27図23 困磁屈 掲釉困牲四耳壺 9-C 28,10 "・'° -9-76 Na25 a • BO • 243 b • H 2 l a 

'3 • 陶磁註 褐釉陶舒 9-C 2J,40 2285 -920 

43 b 鉄製品釘 9-C 23,40 2285 -920 X線様影予定

44 J6図98 ，，，磁桂 韓国産褐釉囚詐鉢 9-C 22.80 20.80 -8.70 

45 鉄製品 不明 9-C 24.10 2155 -880 X線撮影予定

" 鉄製品釘 9-C 25 35 22.05 -892 X線撮彰予定

47 鉄製品 檜？釘？ 9-C 25.70 22 13 -882 x練撮影予定

" 囚磁器 褐釉淘岩四耳壺 9-C 1670 2347 -900 

49 阻磁器 褐釉淘器四耳壺 9-C ms 21.9B -B 43 

50 • 悶磁器 褐釉淘器四耳壺 9-C 28 JO 22 60 -85L 

50 b 悶紐器 鳥釉淘器四耳壺 9-C 2830 22 60 -851 

SL 35図紐 困磁器 褐釉陶荏耳付鉢 9-C "・'° 21.65 -8L4 函14 ~ l35 b • L40 

52 陶磁器 褐釉淘器四耳壺 9-C 28,60 2200 -825 

53 悶磁器 褐釉困器団耳壺 9-C 29L5 2202 -823 N必20 • RC 224 • H l4 c 

54 ヽ 困磁器 褐柚困勝囮耳壺 9-C 29.30 22.L5 -820 

54 b 淘磁諾 褐釉出諾匹耳壺 9-C 2930 2215 -820 No721 • 727 • 536 , 15B i 

54 < 33図7J 困磁器 褐釉阻器壺 9-C 29.30 22 15 -820 泌105b・415a・RC7J

55• 24図 5 陶紐器 褐袖陶器四耳壺 9-C 29.75 2248 -830 Na28 a 79 a■ 4 43 

55 b 28図31 肉紐器 褐袖陶器四耳壺 9-C 2975 22 48 -830 Nal5 c・26 a・31 a 60・401 

55 < 臼磁肘 褐釉閾膀四耳壺 9-C 29.75 22 48 -830 

邸 32図60 洵磁器 褐釉阻器四耳壺 9 C 29.75 22紐 -838 油 169~ • 243 c • 4 62 • 526 b • RC 6B 

57 • 淘磁器 褐釉困活四耳丑 s-c 32 25 2230 -769 油77 159c 16Bb • 2Ha • RC22l 

57 b 阻磁器 褐釉困器四耳壺 s-c 32 25 2230 -7-69 No40 

5B 陶磁辟 褐釉，，，器四耳壺 ,-c 32 40 23 23 -803 油 Bb H22 a 

59 31図58 阻磁器 褐釉陶器壺 8-C 33 15 23 97 -833 泊8-［和C区•直K皿Z表KほOOlfoJ • '-' • KZK1J2-

60 28図31 悶磁器 褐釉淘沿四耳壺 8 -C 31 25 n,5 -8'6 如 LSC ・ 暉• ・3l a・55 b • 40 I 

6L • 28図28 陶磁" 褐釉内器四耳壺 ,-c 2925 23 13 .84[ No73.ll 243 d • L660 

61 b 附磁器 褐釉内器四耳壺 9-C 2925 23 13 -84L No30 b • RC62 

61 C 佑磁器 褐釉内器壺 9 C 29 25 23 l3 -B 41 

62 • 困磁器 褐釉印侶四耳壺 8 C 3085 2363 -847 

62 b 凶磁諾 褐釉肉諾四耳壺 B-C 3085 23 63 -B.47 

62 ' 内磁料 褐袖困諾四耳：令 s-c 30.85 2363 
_,.,, 

63 肉磁器 褐釉糊器匹耳壺 8 C 3085 2334 -8 47 

64 鉄製品 楢先？ S・C 3175 23.44 .s 30 X線撮影予定

65 困屈器 肥前系姐器碗 8-C 3575 2547 -830 

66 均磁器 褐釉困器匹耳壺 a-c 3595 2610 846 

67 l04図］ 瓦籍頬 桶巻作り平瓦 8 C 3725 2490 -8,10 

68 IU図3 囚餡若 肥前系磁岱染1寸碗 s-c 3725 20.6' -6,72 

69 阻紐特 褐釉困器四耳並 8-C 3L70 2233 -793 

70 27図22 困紐勝 褐釉，，，"四耳；； 9 C 29 10 2414 -890 NoJ3 e 247 b • 805 

7L 24図 8 由磁膀 褐釉掬器四耳点 8 C 3000 23.10 -8.40 

72 印磁" 褐釉佑器四耳壺 8-C 30 10 2330 -849 

73 • 2B図28 阻磁苔 褐釉淘君四耳五 8-C JO 65 2373 -8.49 No61 a■ 243 d , 1660 

73 b 26図19 困姐桔 褐釉淘器四耳壺 8-C 30 65 2373 .a., NoB1 D • 252 477 

74 陶磁a;褐釉内器四耳壺 8 C 30 55 2303 -840 

75 21図13 阻磁器 白磁碗 8-C 3887 2~8~ -7 99 

76 31因57 困迅器 褐釉内揖壺 8-C 3720 25 32 -827 泊 l72 • 819• L493 • RC 7 

77 困磁" II!釉淘器必 B・C 3305 23 96 -B 35 No57・159c・168 b 247 3・RC221 

18 49図47 鉗製品 鉗鍋 8-C 33.15 23ぶ1 -B JO 要処理

79 • 24図 5 囚磁器 出釉内器[!!I~ 壺 8-C 3065 2453 -B 7B Na28 a • 55 a・4 4 J 

79 b 肉磁牡 褐釉悶醤囮耳壺 s-c 3065 2453 -878 Nal67 c 

,0 27同23 内磁器 褐釉切器匹耳壺 B C 30.70 2546 -0.03 lio25 • 4 2 • 24 3 b • H 21 a 

61 24図 6 由磁器 褐釉囚諾四耳壺 B、 C 31.~!:i 2163 -373 Na326 

82 困磁諾 褐袖困器四耳壺 9-C 29,00 2420 -B 96 

SJ 33図67 肉磁阻 褐袖内器匹耳壺 9 C 2840 2415 -904 Ka 3 30 a 405 a • 4 I 0 トレンチ a

84 悶磁,1 褐袖困器壺 6 -c 5030 25 35 -7.03 Na7 Ll b 

85 困磁" 褐袖掏勝四耳壺 6-C 5067 2700 -700 

86 23図32 困磁" 龍只守系 h紐縞蓮弁文碗 6-C 51.~0 2763 -6邸

87 • 鉄裂品名r 7 -c ms 25~o -751 x祝伐影予定
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遺物 挿屈l 出土位置

番号
技誉

香号
種別 遺物名 虜査区 憬高 保存処理方法 接合関係 樹 種 同 定 憎考

N w 

87 b 鉄製品 不明 7-C '795 25 4.0 -751 X線撮影予定

88 ● 鉄製品 不明 7-C 47-65 2528 -7.60 X線撮影予定

88 b 鉄製品 不明 7-C 4765 2528 -7.60 X線撮影予定

簡

｀ 

鉄腔品 不明 7-C 4765 2528 -7.60 X線撮影予定

88 d 鉄製品 不明 7-C 4765 2528 -7,60 X絲撮影予定

89 Ill図 5 由磁怪 肥前系紐器染付型紙摺碗 7-C 43.55 2590 -7,02 

90 木製品 8-C 3720 2830 ~9,32 〇光谷OL-1l 〇光谷01・11

91 鉄製品 不明（釘？） 9-C 2520 24B8 -9,55 X線撮影予定

92 鉄製品 不明鉄片 9-C 25.<5 2523 -9,63 X繰撮影予定

93 52図 5 鉄製品 面あて？鉄鍋？ 9-C 2580 2504 -9,55 X繰撮影予定

" 鉄製品 角釘 9-C 25,50 2482 -953 X線撮影予定

95 • 21図 5 悶磁岩 白磁碗 9-C 24.90 2429 -9,47 

95 b 困磁牲 褐釉困器四耳壺 9-C 24.90 2429 -9.47 

96 • 困磁詳 褐釉困器四耳壺 9-C 2590 2437 -930 泌442b 

96 b 陶磁器 褐袖陶器四耳壺 9-C 2590 2437 -9.30 

97 鉄製品 不明 9-C 25B0 2360 ふ17 x絲撮影子定

" . 隕磁醤 掲釉困器四耳壺 9-C 26_35 26.J5 -9.66 

98 b 困磁沿 褐釉淘器四耳壺 9-C 2635 2635 -9,68 Na~35 

98 《 陶紐器 褐釉淘器囮耳壺 9-C 26 35 2635 -9,68 Nol36 b 

98 d 淘磁料 褐釉肉器四耳壺 9-C 2635 2635 ふ68

98 • 淘磁器 褐釉内舒四耳壺 9-C 26'5 2635 -9,68 

98 j 闊紐註 褐釉肉器四耳壺 9-C 2635 26 35 -968 

98 g 淘磁器 褐釉内器四耳壺 9-C 26.35 2635 -9,68 """'' 
98 h 洵磁器 褐釉由特四耳壺 9-C 26.35 26.35 -9.68 

99 • 30図44 洵磁器 褐釉淘器壺 9-C 2670 28 12 -10 25 No24B・929 

99 b 肉磁甜 褐釉内器四耳壺 9-C 26 70 28 12 -LO 25 No474 a・RC 52 

JOO ，，，磁器 渇釉内器四耳壺 9-C 2530 28 17 -ID 31 

101 淘磁器 褐釉淘器四耳壺 9-C 2000 2660 alOJ:t 

102 鉄製品 不明 9-C 21 80 2B-49 -10 8l 

J03 肉磁器 褐釉淘器 9-C 22 55 28 43 -LO 74 

l04 由磁器 褐釉掏器四耳壺 9-C 23 20 2820 -10 59 

105 • 内阻器 褐釉淘器四耳壺 9-C mo  2B 72 -10_69 Na!J7a 4 l58b, RCSJ 

105 b JJ図73 内磁器 褐袖陶器壺 9-C 23 90 2B 72 -1069 Na54c,415a RC7l 

]06 困磁器 褐釉陶辟匹耳壺 9-C 2365 2820 -10 60 

107 鉄製品 矢束 9-C 2UO 27.98 -10~8 要処理

JOB 困磁器 褐袖悶苔四耳壺 9-C 2430 27,87 -10-40 

109 • 由磁器 褐釉困怪匹耳壺 9-C 2475 2B 17 -JO 42 

109 b 33図72 掏磁器 褐釉困特壺 9-C 2475 2B 17 -10 42 

110 店磁器 褐袖悶器四耳壺 9-C 2355 26.57 -9.95 

Ill 55図10 鉄製品 鉄剣？ 9-C 2080 2400 -9.63 最厘要処理のため分析中
I 

'" 55図10 鉄製品 鉄剣 ？ 9-C 2120 23.85 -9.54 最重要処理のため分析中

"' 56図19 鉄製品 鉄製品 9-C 2040 2405 -9.69 要処理

114 57図25 鉄駁品 鉄製品 9-C 2L 65 2430 -9.59 要処理

115 57図w 鉄製品 妖製品 9-C 21 37 25L2 -9_93 要処理

116 57図 " 鉄梨"a" 鉄製品 9-C 2106 23 48 -9.45 安処理

117 57図22 鉄梨品 鉄製品 9-C 21 JO 23.72 -9.46 要処理

118 57図20 鉄製品 鉄製品 9-C 2166 2320 -9.4l 要処理 油120

119 57図21 鉄糾品 鉄製品 9-C 2073 2370 -9 62 要処理

J20 57図20 鉄製品 鉄製品 9-C 2185 2284 -9 36 要処理 Noll8 

121 肉紐器 褐釉淘器四耳壺 9-C 2063 21.16 -9_66 

l22 困磁器 褐釉困器四耳壺 9-C 2Q67 2425 -9 66 
I 

123 困磁Ii 褐釉困器四耳壺 9-C 2404 2520 -9.72 

124 [;6図l5 鉄製品 鉄JJ 9-C 2385 15,15 -973 最重要処理のため分析中 Nol27 

125 57図23 鉄製品 鉄刀 9-C 2350 25 27 -9 84 最重要処理のため分析巾

126 55図14 鉄製品 鉄製品 9-C 2300 2533 -9 84 最重要処理のため分析中

127 56図15 鉄製品 鉄刀 9-C 2283 25 37 -983 最重要処理のため分析巾 '""' 
128 21図 8 困磁悟 白磁碗 9-C 2300 25 54 -9.79 Nal53 a 

L29 佑磁器 掲釉悶器l!!I耳壺 9-C 22 99 15.59 -9.79 

L30 鉄製品釘 9-C 22 90 26 17 -986 可能

"' 困屈器 白磁壺 （波佐見 ？） 9-C 22 10 2600 -980 

L32 41図 3 石梨品 碇石 9-C 2L 55 21.37 ~B97 けt2本（片方のみ実測）

133• 鉄製品釘 9-C 2070 1116 -897 可能

IJJ b 鉄製品釘 ,-c 2070 2126 -897 可能

J33 , 鉄製品釘 ,-c 2070 2126 -897 可能

134 悶磁器 褐釉淘器囮耳壺 10-C J9.75 28.43 -J0,90 No264 b・450 

135 • 内磁器 褐釉肉器短頚尺朋壺 9-C 2625 2878 •10 51 

135 b 35図BS 阻磁持 褐釉淘器耳付鉢 9-C 2625 2878 • I0,51 Nol4 • 5J L40 

136 ■ 内磁器 褐釉凶器四耳壺 9-C 28,]5 2805 -l0,l3 

136 b 困磁器 褐釉困器四耳壺 9-C 28,15 2805 ~l o 13 約98c

137 量 困磁器 褐釉囚器四I壺 9-C 2830 27 90 -I0,04 Nal05・158 b ~ RC BJ 

137 b 31図55 切磁辟 褐釉阻器壺 9-C 2830 27.90 -L0,04 

L3B 2J図14 困磁牲 白磁口禿ll1 9-C 28 60 28 46 10,1 

139 • 20図 2 阻磁器 鉤t紫紅斑文碗 9-C 29.75 25 87 -945 No454・499, RC234, H 10 

139 b 阻磁器 掲釉困器四耳壺 9-C 19.75 25 87 -9.45 No38 

140 35図88 肉屈器 掲釉内器耳付鉢 8-C 30 45 26 67 -959 No14 • 51 • 135b 
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111 ■ 26図19 凶磁荏 褐柚困器匹耳壺 s--c 30,70 26 53 -953 No73 b 252・477 

Ml b 凶磁許 褐袖囚を引fllll-1;Ji 8-C JOJO 26 53 -9.53 油 IG.¥

14↓ ¢ r~磁器 出柚掬料匹耳益： 8-C 30,70 26 .'i3 -953 

I贔I d 内磁荏 褐釉~"'匹耳盗 8-C 3070 26 53 -953 

Ml ,. 凶屈" 褐袖因膀(Jlllj芯 8-C 30.70 26 53 -953 

141 r 肉伍器 掲釉阻謡匹耳壺 8-C 30.70 26 53 -953 

14 l 置 111ri11 銅製品 キ七Jレ雁首 8-C 3090 26 93 -972 

14と＂ “凶LU 肉出曲 "'"米ii出励 ・-し Jりau lbりJ ・'" 
L~2 C 鉄さ牡品 釘 8-C 30.90 26 93 -972 可能

112 d 鉄翡'fl, j「 B-C 30,0 26 93 -972 可能

L42 ic. 鉄 製品 " 8-C 30!!0 2603 -972 "T能

L~2 I 鉄 製 品 釘 8-C 3000 26 93 -972 可能

H2 II' 鉄製品名l― 8-C 30 90 2693 -972 可熊

142 Ii. 欽駁品 不f¥lJ(刃？） 8-C 30.<JO 26.'3 -97と 可能

H2 I 鉄穀品 小明 8-C 30,90 2693 -972 

J43 34図78 囚磁料 褐釉困昔短頚長胆瓶 8-C 31,25 27 68 -98.1 

144 ● 鉄梨品 不明 8-C 3220 27.15 -9.56 

J44 b 鉄製品 不明 8-C 3220 27l5 -956 

145 3J同53 困磁料 褐釉困料並 8-C 31 B2 2823 -9 87 No820 • 903 

116 菖 鉄製品 不明（鉄板状駁品） 8-C 32.02 2813 -9 82 可能

J46 b 鉄"品 不lりJ(鉄板状}1品） 8-C 3202 281.1 .9 82 可能

146 ~ 鉄＂品 ィ消明（鉄板状製品） 8-C 32.02 28]3 -9 82 

147 鉄製品 鉄）） 8-C 3335 2835 -973 

148 28図30 悶磁辟 糾柚淘器四耳壺 8-C 33L5 28.35 -9 71 Ka 161・952 

119 57図2!i 鉄製品 鉄駁品 8-C 33.92 28.35 -9'9 安処理

150 3~ 図80 閲磁器 無釉囚器長服令！ 8-C 33.45 27.44 -9.50 

151 II 欽製品 7J 10-C 17,10 '867 • II Ot X線此影予定

151 b 24回7 肉磁" 褐柚阻器四耳壺 10-C 17.lO 28.67 ,tl.Ot 応167a 

152 JI図59 困阻器 褐釉囚器甕 10-C J685 2685 ,10 51 Xo716 • S09 • 8l0a • 811 • 154 • 211 • 705c 

153 • 21図8 陶姐器 白磁碗 10-C J703 2432 ,10 10 恥128

153 b 閲紐" 褐柚阻膀耳!,cl; 10-C 17.03 "、32 •lO 10 冷柑：器：：器店沿：Ii".・, 認
153 <" 陶磁菩 褐袖困器匹耳壺 10-C 1703 2432 ー1010 

154 31図59 困磁器 褐袖陶器妻• 10-C 16.72 2324 -9'6 No716・809・8l0 a • Bil 152 2H 70j c 

155 鉄梨品 ,, 明 10 -C 18 77 2140 931 

156 困紐囲 褐釉陶器耳付点 !0-C 19 SB 27JO ,11.58 1 号即醤~~,伐：埒温‘ぷ翌ば忌
157 • 困紐謡 閲釉困牲四耳壺 9-C 27.20 27~ 0 -J0.07 tia~51 

157 b 困紐器 褐釉淘器四耳壺 ~C 2720 27 JO -10.07 

157 <" 掏磁器 褐釉淘岩円耳遵 〇皿C 2120 27』0 -10.07 Ka445 723~725 b • 1661 b 

157 d 掬砥器 褐釉淘器凶且生 9-C 2720 27.30 -l0.07 

157 • 固磁益 褐釉陶器四:Q-:2: 9-C 27 20 27 JO -JO 07 

]58 Ill 困磁器 褐釉肉若四耳森 9-C 2750 26 33 -960 

158 b 店磁器 褐釉淘器只胴立 9-C 2750 26 JJ -960 t¥o 105 137 a■ RCB3 

]JS C 災l図39 凶磁" 褐釉閲器全 9-C 2HO 26 33 -960 t¥o37 b 

158 d 肉磁括 褐釉淘岱四lfji 9-C 2750 26 33 -9.60 

158 o 内磁謡 褐釉囚路囮耳益 9-C 2750 26" -960 

158 f 向磁" 掲釉閲器四耳壺 9 C 27 50 26 33 -960 

158 g 内磁器 褐袖困器岡耳壺 9-C 27.50 2633 -9.60 

LSB h 淘磁器 褐釉関恰囮耳壺： 9-C 27 50 2633 -9.60 

158 I 困磁" 柘袖陶荏四耳壺 9 C 2750 2633 -9.60 油5( b · 536 • 721 727 

15B I 困磁膀 褐釉困器 9 C 27 50 26.33 -9.60 

159• 肉磁膀 褐柚悶器罠服在 8-C 32 10 25'l0 -S07 

15'b 26図17 掏磁器 褐釉困許四耳壺 8-C 32 10 2590 -901 No138・533・940 

159 C 困磁詩 褐袖"'i,四斗翌 8 C 32 JO 2590 -9.07 油57 77 168 b • 2~711 RC 221 

159 d 因磁器 褐袖掏器壺 8 -c 32 JO 2590 -007 

160 23団42 陶磁" 店殷青磁碗 8-C 32~5 27 17 
_,,, 

]6] 21図9 困磁若 白阻口禿碗 8-C JJ 05 2860 -9 86 

162 .a 鉄射品 不り」 8 C 3440 2690 .924 

162 b 鉄梨品 イ、明 8 C JHO 2碑 -924 

]63 ,11 25図12 困磁器 掲釉凶器四耳石 8-C 3420 25 99 -8 95 Na327 

J63 b 鉄製品 不●J 8-C 3420 25 99 -895 可能

164 28図30 困磁器 褐袖向器I!!!II-壺 8 C 3530 27.20 -921 恥 l~B • 952 

165 附硲践 褐釉陶岩円耳壺 s-c 3560 27.」8 -9,18 Nal41 

166 亀 34図77 凶磁器 褐釉淘器畏~Iトロ駈 8-C 3630 2650 -913 ,,12 
166 b 掏磁器 褐釉淘岩長胴壺 8 C 36 JO 26 50 -913 

167 ヽ 24図7 凶磁若 褐釉山若四耳壺 8 C 3J.30 26.10 -930 ll'al51 b 

167 b 肉磁牲 褐釉肉,;壺 a-c 31 30 26 10 -930 

167 < 切 磁" 褐釉陶苔四耳壺 8-C 31 30 26 10 -930 Na79b 

168 I 22図26 凶屈器 椙遠系行紐碗 9-C 29.35 27.54 -988 

1邸 b 悶屈器 褐釉囚諾囮耳壺 9 C 29 35 27 54 -988 !io57 77 159 c • N7 <1 RC221 

169• 32図60 肉磁9名 褐釉困沿囮耳壺 9-C 27』5 28 15 -10 25 ll'o沃i • 24 3 c • 4 62・526 b・RC 68 

169 b 向磁器 褐釉切"四耳壺 9・C 27.05 28 15 -10 25 

169 < 鉄駁品釘 9 C 2705 2815 .10 zs 可能

170 囚紐詩 褐袖困器阿耳恣 9-C 2420 26.84 -10.0~ 

171 鉄梨品 不1リl 8-C 38.77 2470 -7 97 

172 31図57 困紐器 褐釉掬怪壺 8-C 3943 2330 -739 No76 819・1493・RC7 
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17J 伏梨品 矢束？ 8-C 33 05 2770 -9.65 X線撮影予定

174 花固店 化商岩（自然石？）屯石 8-C J3 65 28.】9 -9,15 

115 悶磁侶 褐釉困器四耳壺 8-C JO 50 "" -9.41 

176 50図Lヽ1銅製品 捐錢ほ様柑昌 8 • A 35 67 4030 1018 

177 24図2 困紐II渇袖由器凹耳壺 t-u 36 50 3973 ,10.0) 

178 55図JI 鉄製品 鉄~IJ 8-8 3632 3970 -994 履鵞妻処理のため分析(~

179 ~~-~ 人骨 8-D 3670 39 62 -995 

180 由磁若 褐柏囚苔四耳丑 8-8 37.0, 3960 -990 

181 ぶ因13 土N品 ±鮒炸袋惇 （てつはう） a-e 3787 39_15 -9.70 

182 39図IO 土関品 :I: 梨炸宍弾（てつはう） •-• 3789 '873 -967 

183 囚磁若 褐釉困詐四耳壺 •-• "" J802 -970 

]釦 花尚岩 化滋岩 ,-a m, 37'7 -945 

185 93図10 瓦鶏煩繹 8-B 3858 37'2 
_,,, 

186 93図12 瓦隋類鳩 8-B 3788 3636 -935 

187 49図43 鋼製品 捐匙 8-A 35 49 41 46 -10 28 アクリル樹脂含浸

188 23図39 由阻註 屑凩窯系青磁小杯 10-B 18 37 3306 -10.85 

189 73図15 木製品 8-B J670 3006 -977 可能 0光谷01-2 〇允ti-01-2

190 ＊製品 丸太材 B-B JG BB 3316 -9.46 可能 マツ裏阜維管束査属 〇訳11326

191 木製品 B-8 37ぷ〕 3900 -9.78 可能 〇光谷OJ-5 〇尤谷01-5

192 木糾品 丸太材 8-B 36 17 3968 -996 可能 凶 比1gb1p. 0試lf507

193 70図12*II品
マストステップ 8-A 最重要処理のため分折中 クスノキ 〇訳H321

'" 囚磁沿 褐袖闊ぢ四耳壺 8-B 3600 '"' l0,09 

195 75固"*"・"' 8-B 37'7 38•3 -969 可能 〇光~0 1 - 1 ] 〇光谷01JJ 

196 ＊賛品 丸太u 8-8 3758 J~79 -9.72 ＂能
.,..,, 0試＂磯

197 木製品 i'JU片 8-B 37JO "" 
_.,. 

可籠 ニレ属 〇訳f¥509

l98 木製品 船材、板材片 8-B 3105 3889 -982 可能 クスノキ 〇試科510

199 木製品 a-a 3670 381!8 -9.91 可能 〇光谷OL-7 〇光谷01-7

200 木製品 丸太材 ？ 8-8 3693 38 48 -9.!!6 可能 D.albe心書p, 〇訳t}Sll

20l 82図50 木閲品 8-8 3612 3855 .9 66 要処理 〇光谷Q[.( 〇光谷01-4

202 木製品 8-B 3677 3920 -989 可能 〇光谷OL-l2 o: た谷01-12

20, 木駐品 丸太材？ 8-6 3647 3928 -9.99 可能 ニレ属 0試ns12

204 木製品 丸太材？ 8-8 3748 39 40 -980 可能 針莱樹 0試料513

205 木製品 丸太材片 8-B 3128 39~1 .984 可能 ッパキ属 〇訳IIJJJ

206 鉄製品 不明 8-B 37 47 3986 -9.89 

207 木製品 船材、板材 8 -B 3728 39.70 -9閲 可能 クスノキ 0試H5l4

208 木製品 丸太材？ 8-0 3687 3965 -9.91 可能 マツ属9員雄音束亜属 0試HSI~

2-09 木製品 九大M •-• 3685 咲ぶり .,., 可能 ニレ属 0試fl5t6

2IO 鉄製品 不剛 8-B J6A8 3981 -9!!2 

211 炊製品 不明（脩金具？） 8-8 3632 39.84 -9.99 

212 鉄駁晶釘 •-• 3605 祁？〇 •IOtJ 

213 木梨品 船材、板材 8-8 36 37 祁 95 •lO 01 可柁 クスノキ科 〇試H'.!32

2l4 木梨品 8-B 3800 31.45 -9.19 可能 〇光谷01-8 〇光谷Ol-8

215 竹材 8-B .'.17 73 37.73 -9.56 可能

216 竹H 8-B 37 56 37.62 -9.60 可能

217 鉄製品 不明 8-B 36 88 37 77 -9.61 

218 鉄梨品 不明 8-B 3120 3079 -965 

219 鉄梨品 ,r 8 6 3710 3674 -9.65 

220 鉄裂品 釘 8-B 39 1B 37.02 -925 

221 70図9 木糾品 8 -8 38 GS 鴻 20 -9,40 度処頁 〇光谷l-10 〇先谷OJ・10

222 木製品 板材 8-8 J9J9 3696 -•~· 可能 コウヨウザン 〇訳H517

22J 67図21け角製ぶ 慶111加工品 8-B 3632 3070 -9.93 

224 鉄糾品 ii' 8 B 3607 "" 
.. ,, 

225 鉄裂品釘 8-B J602 39.54 -9~9 

226 鉄製品釘 8-B 35J2 3951 -1003 

227 鉄製品 不Ill 8-B J6 •9 39 82 -9,92 

218 鉄製品 不明 8-B 36 44 39,85 ・9.95 

229 鉄梨品釘 8-B J6 •7 J9 69 -9,99 

230 9J因9 瓦鴫領 渭 8-C 34 20 24 90 -B 54 

231 内紐践 タコ壷（現代） 8-C 3<00 24 20 -831 
I 
232 瓦"'傾 桶巻作り平瓦？ 8-C J5.05 2607 -886 

233 ., 32図65 囚紐若 掲釉淘岩壺 8-C 35 45 26 67 -9,04 

233 b 鉄梨品釘 8-C JS~5 2667 .904 

133 c !04図2 瓦鳩ゴ 袖巻作り平瓦 8-C JS 45 2667 ・'・"' 
233 d 困磁若 掲釉凶若四n壼 B-C 35•5 2667 .,.o, 
234 阻磁醤 掲釉陶詳長馴壺 8-C 3790 27.57 -92< 

235 94Ul17 瓦碍頚緯 8-B "95 3005 -1~02 

"' 
木N品 船u.仮U 8-C 3385 2908 -992 ＂屁 コウヨウサン 〇訳科518

m , 困磁祖 褐釉，，，諄壺 9-C 27.20 2803 -10.15 

237 b 囚磁沿 褐釉凶若四I壺 • -c 27 20 2803 .10 15 N叫3f

'" 104同3 瓦縛領 惰壱作り平瓦 7-C 40 15 208 -7,61 

239 店磁器 褐釉店翡四耳壺 7-C ~J.95 2686 -8,70 

240 39凶H 土製品 土製炸製弾（てつはう） 7-C ~2.24 '"" -8,71 

241 悶磁岩 褐釉佑器四耳壺 1-c 4l 25 24 as -S,10 

,.,, 肉磁器 掲釉困牡四耳壺 1-c 42 78 2382 ・"'2 

'"' ，，，磁" 掲袖阻註壷 9-B 1305 30 53 ~11 1 4 
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渭物 挿旧 Ill土位置

香サ
枝香

9り；
fi3'J 旧物も 具介区 樗姦 1~1り3粗hi!i 接合関係 出 I< H 定 漏考

N w 

24.1 b 27図23 囚紐若 褐釉田召四~,, ,-a 2305 3053 11.7』 ~o25 • 42 80• H21 a 

243 < 32図60 肉磁柑 出釉由骰匹耳" 9-8 2305 JO.SJ .1121 ~~ • 1"8 • t(ll・ !iM h R C 68 

243 d 28同28 ，，，磁料 褐釉祖お四汀土 9-8 2305 3053 ー11,24 Na6 l a • 7Ja • 1660 

243 • 凶磁器 褐釉囚臼囮u液（クコ浙？） 9-0 2305 3053 1121 

24' Jl図59 肉阻柑 掲釉凶粒甕 9• 8 22 42 3020 l1J1 I /lRo ln I 5112 a• R• I 1I 54 a• 705 c• 7 J 6 • 809 • 

m 鉄 駁 品 釘 9 B 22 50 3] 12 -II.43 

'" 凶磁若 褐粒凶註四ij;/j 9-0 22 66 31 92 -II約

"'. 山出わ 出袖山な~4:0: •-e UW  J>UU • II :ii. 切a・1 "/'I lhり c• ltill b• Itじ2;!1

241 b 27同22 肉磁お 褐釉凶召四IJ,1, 9-B 23⑳ 3200 II』2 沿3JC • 70 • 805 

'" JO因11 囚甜沼 褐!'10,苔夕 9-C 2615 2930 -10,66 汝'"'929,., 92回） 瓦頃煩闘l ,-c 2690 2918 -I0,55 

250 木＂ ，W， 九太U 9 C 2713 2969 -1069 可能 ニレ｀ 〇拭引519

251 悶磁若 出釉臼店四lfii '-8 21~2 3284 IL58 

252 26同19 内磁,; 褐釉出召四耳が 9 C 23 25 1867 -J0.75 油731> • In・.,n 

253 困磁若 褐釉因註四l/i, 9-C 26 90 27 lS 10,U 

254 鉄駁品 不叩 B C 32.53 28AO -997 

255 人製品 九太材It 8-C 3253 2!l 78 IQ.JI 可能 マッ｀復様廿東否筐 0試11330

256 鉄射品 刀~I? 8-C 3120 29,16 -JOJJ6 

257 20図 9 悶磁" .J .. 沢汗釉常紅斑文婉 8-C JO 46 2583 -927 殴 9 259 

2胡 20図3 凶磁若 約烹席紅斑文院 ,-c JO 12 2593 -937 敲 00

159 20同 l 囚紐笞 釣窯況行袖紫紅1l1文飯 9 C 27_40 2565 -9. 祁 No39・257 

260 23図11 囚磁召 は遠系行屈嗣 9-0 2222 3'63 -ll.11 

"' 28囚J3 凶磁葬 出袖困lle!I耳五 8 C "" 2615 -910 

262• 伐焚品 ir 8-C 3347 2610 91• 
262 b 鉄駁品 " s-c ,,., 2610 "' 
262 C 炊 製 品 釘 8-C J3A7 2610 "' 
262 d 鉄穀，届釘 s-c 3347 2610 91< 

262 r 鉄製品釘 s-c 33 47 2610 914 

263 肉磁柑 褐釉~U<i 8-C 33灰 2625 -9.16 

264• 30図~ 9 陶磁若 昆釉囚呂ん ,-c 32 78 2618 -939 

264 b 凶礁器 出釉内器l!Y耳立 8 -C 3278 2678 -939 No lJ~ ~50 

265 o 27図27 肉磁料 褐釉関 ~l!Y ヰ；； 8 C 32 82 2655 -9.27 ド0790

265 b 凶泊,; 褐柚rill!囮可森• 8-C 32 82 2655 -927 ''"' 
266 凶紐若 出柚~ill~l(ci, s-c 325' 2632 -923 

267 ● 鉄製品 不阿l 8 C 3255 ,,., _,_os 

267 b 鉄礼品 不明 ,-c "お 2595 -908 

,., < 
"'"品 不I~ 8-C 32お 2595 -9, ⑯ 

267 <l 以製品 不明 8-C 3255 2595 -9偲

267 ・ 註""' 不明 8-C 3255 2595 -906 

268 48囚・12 州製品 鑽鍋’ s-c 3170 2'90 8.93 危険•安保存処瑾

269 ● 鉄 製 品 釘 8- 3119 269' -9.58 

269 b 妖製品釘 a-c 31 79 "" -906 

269 ● 鉄製品 不IJJ ,-c 3179 26'8 -958 

270 1- 鉄糾品釘 8-C 3347 2610 .9 14 

270 b 鉄駁，昂釘 B-B 38 12 3523 -917 

271 鉄製品 不OJ 8・B 3752 35、1B -9.59 

272 鉄 製 品 釘 s-n JW  3539 -9.60 

113 鉄製，昂釘 a-a 37 •3 3531 -9 61 

274 鉄駁品 " 8 A 3697 1173 -1002 

275 炊 梨 品 釘 8 A 祁"" 41 78 .JO 15 

,,, 
鉄封品 fr 8-A 箕i60 4184 ー1019

277 只製品 不り1 8-A 3694 '197 畢lo.JO

278• 鉄般品 不明 8-A 3649 "" -1009 

278 b 鉄製品 ~'明 a-c 3034 2667 -962 

279 鉄製品釘 8-C 3066 2682 -961 

280• 鉄関品 不明 8-C 305】 2626 -940 

280 b 鉄 駁 品 釘 8 C 3069 259' -9_29 

'" 鉄製品 不'') 8-C 3059 2571 -9.2L 

JOOまで欠番

301 紙製品 紙製品？ 7-B 4595 3617 -776 

302 9~ 図15 瓦嫡類 縞 8 B 3951 34.% -923 

303 木製品 丸太材？ 8-B 況 19 3398 ・9.22 可能 ヤマモモ8 0試粁520

⑱ 83図区 木製品 8-B 3902 お46 -929 要処巧’ 〇光谷OJ-6 〇尤谷01-6

J05 木射品 板材 •-• 3895 箕;53 -938 可能 マツ属箪雑℃束巫霰 0試平~324

306 ＊製品 丸太材 •-o 31156 3485 936 可熊 マツ属霞撻管束亜ヽ 0試科329

即 70図JJ 木製品 船角材 8-8 3820 31;0 -949 淡処瑾 〇光ti-01-9 〇光谷01-9

瑯 鉄製品 " . " 3812 3523 -947 

JOO 瓦簿類絹 8 8 3763 ]610 -9511 

'" 鉄穀品 イ冴月 8 D 37.52 3548 -959 

311 鉄製品 j:f 8-B 3743 お39 -960 

312 鉄裂品釘 •-• 37 ~3 35 31 -961 

313 29図胡 内磁袢 Ill袖淘荏壷 B -B 3665 34.40 -9,73 

"' 皮関品 皮駁赤ifi:£i:IJ小fL 8-A 35.6] 40 l6 -10 25 要迅理

315 木製品 6-C 5100 2300 -650 可能 0光谷01-14、15 0光谷01-1~, l!i 

316 木製品 ,-c 5100 四85 -6ふ1 可能 0光谷OJ・l 〇光谷01-1
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3L7 ＊製品 6-C 5075 22.15 ・6.11 可蛯 〇光谷01-3 〇光谷013

3l8 381.!l ,-. 1梨品 土N炸裂I'll(てつlょう） 8-A 3505 42 70 -LO 47 

S19 鉄じ品 杖i'I 9-C 27 80 29 93 ・10.62 要処坪

320 ~5凶 10 射射品 鉗製帝金I↓(I'., 沿妍 I)) 9 -C 2792 298,1 -JQ73 

321 47図28 1140,aa 氾製情全jし(7ック） 9-C 2781 2988 10 ;3 

322 46同27 .... 品 mw缶全』↓（伶 •1 ) 9-C 27泣 お邸 -10 i3 

323 』16同26 鮒H品 別製布金具f佑IJ) 9-C 2717 お 87 -1075 

324 15図8 鉗N品 捐製否金JU暦り ） 9-C 27別 "" ・1076 

32.1 45凶 6 鉗梨品 銅忙帝金Jし（パノクル） 9-C 27.79 29 98 -10 79 

326 "囚 6 囚紐" 民釉肉料四耳ぷ 9 H 27,75 30 40 I096 応81

327 25同12 囚姐石 出釉内荏囚耳立 9 B 27 91 30 71 •I I 02 ドol63a

328 2::. 図11 印磁岱 紺釉~~i四汀五 9-D 28.07 3077 •ILOi 悩845

'" 451.!15 射製品 鉗閃否金A-(バ・)クn,) 9 -c 27邸 2990 -1076 

330 0飲嘉h 人it(預~) 9 A 2366 43 77 -12 63 

331• n欣·~ 人竹｛頭祁） 9-A 2166 "邸 ・1230 

331 b 印ぶ引物 人lllsll部） 9-A 2Lふ6 a, 閲 ・1230 

331 ..- g然直物 人4'r(頑部） 9-A 21 66 42 6B 1230 

331 d n伝辺h 人什（如郎） 9-A 21 66 42.68 -12 30 

331~ れ旧 fl~lt1J 人竹{¥ll'lflf',) 9-S 21 66 42.68 ・12.30

332 3M62 田紙じ lliM困石四Mふ―. 8-A 3730 IO糾 -9.96 

"' 囚屈li 褐輪均お四耳お 8-A 37.40 41~ 6 1003 

331 凶磁" 褐釉印お四Ifi, 8-A "邸 4091 拿1022 

3.15 38凶5 土梨品 _[:_製炸裂'i'ii(てつはう） 8-A 36.20 II U ,10 18 

336 Ill凶 I 凶磁,; 肥前系磁1;;染fHt・ R -A 35.67 41.S,t 10 2l 

337 Ill同 1 凶紐召 肥伯系廿磁Ir- 8-A 3"9 41 47 I026 

"' 山紐紆 褐釉俎紆四II;ii 8-S 3017 ~I 46 ・1033 

JJ9 fl良昌h 限仔？ 8-A 37.1] "65 999 

310 O!'-ヽ物 !!111 8-A 3632 4090 -1008 

34L 鉄}.!,IT, JJ S-A 3607 4173 JOO, 

342 鉄製品名／ 8-A 36.88 11,18 10 b 

m i'-Ngun $T S-A 36.60 "" , 10~9 

311 炊製品 小尉］ 8-A 3694 41 97 ,10,10 

345 木糾品 )L太材 8-A 3760 ,,o,s .,』5 可能 ニレは 0試軍1-521

3'6 人虻品 板ll' R A 31.58 ,oso ,.,,, 
"'能 スギ＂ 0試H522

317 木汲品 夜材？ 8-A 3752 4053 992 ,, 舵 7,Hf 〇以f¥523

348 木製~ 九太材 8-A 37~I 4046 -991 可能 スギff:? 〇試1152'

349 人製品 板材 8 A 37 18 ,1).Q7 9.98 可稲 二 り“ 0試H325

350 ""品 九人材小骰!¥ 8 A 36 87 <082 -993 "/能 ニ レ属 0試115,s

35[ 鉄礼店 小肘l 8~A 36 88 40~2 ・1002 可能

352 木製品 船材，板H 8-A 3662 •1115 ・1008 可能 コウヨウサン 0試H526

3'3 ""品 <•'11 8 A 36'9 "" -I009 

351 本R品 船U 枚り 8-A J6.12 40.95 ・I0.06 可箆 コウヨウザン 0試!1527

355 ＊料品 校H 8-A 36,02 .¥0 IG ,10 10 可能 OAlbel也 tp 0試科323

356 89図 l 木製晶 ”弓？ 8 A 3578 40,09 10 16 足正雰処理のため分祈中 ニ レ屈 0試f斗166

357 ＊梨晶 船材、丸太材 8 A 35.80 40 15 ・10.13 可能 マ｀；；屈複維符求亜属 0試fl.528

358 木製品 板材 8-A 35 SB ~o 30 ・10'" 可梢 ニ レ属 0試1¥322

'" 炊製品 回 I-祁釘I B'  35,71 41 37 -JO 28 可能

360 以N,r,'" 8-A J5B5 "65 ・1025 x絨撮影和と

"' ,1-t, 品 丸W ft A 36 72 41記 -1008 ＂／柁 マ ツlti複雄サ束憂“ 0試11327

362 ＊製品 船材，板材 8 A "" <173 -10.08 可徒 ニ レほ 0試朴32'

363 炊"""" 矢束 8-A J5 72 1179 10 27 咲処親

364 提縄 8 A 3550 41 85 lO 31 要処理

365 規縄 8-A "却 41.70 -10.25 長処理

366 縄" •-• 沿，05 41.73 -1023 宴処浮

367 ＊炭 人炭？ 6-A 妬，05 4204 -1026 

3随 栂繕 8-A 西 68 4W3 ・1029

400まで欠香

401 28同31 凶屈衿 杞柚""囚耳立 8-C 3009 27 18 975 Nf!I I A ヽ • 26 a -3 I a 55 b -60 

402 閃磁ii 化釉困跨四耳汚 ,-c 3Q41 21m 977 

,103 り磁註 褐釉困11四耳立 8-C 30'4 2723 9.73 

'°' 悶磁H 届伯囚臼四耳五 8-C 30 27 26閃 062 

105• 331>61 囚迅店 褐綸悶出四耳女 8-C ,020 2686 960 悩 3 • JOa•8J•4IO ・トレン -1 a 

405 b 内磁笞 褐檜囚苔四耳壺 8-C 3020 ,. .. 960 

406 o 囚磁" 褐釉困芦四11'.!Ci. 8-C J024 2677 960 

406 b 店磁召 掲柚阻"匹耳登 8-C 302' 2677 960 

407 32図66 困磁挫 褐釉伐料四耳屯 8-C 3019 2674 960 11・0432 a 

108 代紺括 旧釉掬11四耳五 8-C 30,11 26 71 9.58 

409 切給甘 渇柚囚榜匹耳壺 8-C 30.15 26 68 958 

'10 JJill67 囚岨お 拓抽肉器四Jffi 8-C 3022 2666 958 油 J・JOa• 83・ ~05 a・I-レンチ a

all ● flllil" 昆柚内笞匹耳立 8-C 302S "" 960 

HI b 約は呂 比柚内荏四耳豆 8-C 31125 2673 960 

412 訣駁品 不り1 ,-c JO 34 2667 962 

m 快閲品 釘 急 ~ , JO 66 2682 961 

"' 39同16 土駁""" 土製炸裂i,.ljl.(てつ f~ う） ヽ C 3050 2053 955 

415 • 33図73 切磁E 出袖困甚立 ヽーC 30.10 2602 ,~, /¥'o弘 C l的 b • R C7L 

- 149 -



ift布 1卓因 出t.位置

侶9 "書
醤弓

H別 遺拘名 漏亙区 ほ応 保存姐涅方;! 棧合閏係 "'種同定 憐考
N IV 

~15 b 悶磁臼 B釉出若四耳ぷ 8 C 3070 2652 953 

416 , 囚姐芦 旧袖臼骰四耳壺 8 C 3076 2663 959 No.539 

4 IG b 困磁牡 褐純闊II四耳壺 B C 3016 2663 959 

416 < 困磁器 渇釉囚計 B-C 3076 2663 959 

"' 囚磁臼 渇釉悶蛉四耳壺 8-C JO 91 '"' 957 
"' 由磁註 Ill輸間柑四耳壺 8 C 3096 お62 9お

'" 闊砧呂 褐袖悶召口I壺 8-C 3097 2671 959 

'"' ぼ島'"も , . ., u じ JU !,J ,rn e<o 

"' 由姐!I 褐釉困往l!!I耳壺 8・C 30 /i4 26 28 -9.4< 

111 切紐苔 褐釉内苔匹耳壺 8・C 30.66 26.26 -9,44 

423 由磁詐 111釉内駐JJ. 8→ C 30 78 26 37 -945 H22 b 

"'、 内紐苔 Ill釉内註四耳壺 8 C J099 26 46 ・'-'' N凶Sg

42< b 悶..若 ,i饒，，，臼匹耳壺 8 C 3099 2646 -94' 

425 由紐格 18釉閉lll!!IIT壺 ,-c 3025 2637 -948 

416 内閑料 出釉囚笞四耳壺 B-C 3018 2644 952 

427 31図56 肉磁ii 閲輪困牡蔓 8 -C 30JO 26'5 -951 

418 33図69 淘滋料 旧袖囚若四耳壺 8 C 3000 26-'2 -9.49 Na521 

429 内磁沿 掲輸佑苔四耳壺 ,-c 300, 2635 ~946 

~30 • 店磁牡 褐輪困笞隻 s-c JOO, お" -'45 

4JO b 囚沼若 褐袖悶召壷 g C 3008 お 24
_,_., 

431 鉄N品釘 • -c JOふ9 "" -929 

4J2 .a 32図給 困磁臼 掲釉囚莉四耳壺 a-c 30 63 25 88 -928 No<07 

432 b 囚磁註 鳩釉潟討四耳壺 8 C 3063 2588 -928 

432 C 絹製品 凩訊？ 8 C .'.10 (j.'.) 25 8B -928 

4JJ 困磁器 渇袖閲諾匹耳壺 8-C 30.71 2589 -928 

"' り磁柑 褐釉肉牡墓 8-C JO 68 2584 -926 

435 闊磁H 鳩釉内註四耳点 8-C 3062 2581 -926 伽郎

'" 鉄製品 f明 8-C 3059 2UI ~ .21 

437 1""'怜 渇釉悶註四耳壺 ,-c 3064 25.73 -920 

438 26図17 困磁柑 渇輸由""耳壺 8-C 3072 2576 -9,19 Na l59 b• 533 940 

"' 因磁舒 褐釉囚器四耳壺 8-C 30 82 25BO ふ22

''° 肉磁岩 褐Ii閑荏四耳壺 8-C 3087 25.79 ふ21

~4 1 .a 囚磁II 褐輪阻II四耳壺 8-C 3087 259• -9ね ~,931 

40 b 困磁苔 渇;jf'I苔四¥壺 8-C 30'7 お" -9.22 

441 C: 鉄＂品 不咀 8-C 3087 "" -922 

442 -1 由磁U 褐釉円討匹耳壺 8-C JO 97 25 63 -915 

•42 b 由磁臼 褐釉因苔四耳壺 ,-c JO 97 2563 -915 No96 

442 《 困磁；； 褐釉因骰四耳壺 ,-c 3091 2563 -915 

443 24図5 困磁牡 渇釉四討四耳壺 8-C 3083 25引 -9-17 油28a・55 a 79 a 

444 41 困紐柑 褐釉r,ii;四耳壺 8 C 3085 2563 -9J4 油 9

144 b 囚紺若 出釉臼註 ,-c 3085 2563 -91< 

"' P給苔 旧馳内臼四耳社 8-C 3067 2560 -922 Nol57 c• 723 a 725 b• 1661 b 

"' 鉄製品 不明 8-C '°・" '"" -922 

'17 鉄製品 不明 8-C 30,35 256' .924 

"' 鉄駐品 IJ 8-C 3020 2565 -915 

"' 店磁料 褐軸悶討四耳壺 8-C 3002 25 Bl -925 

ISO 粕磁註 褐釉悶蛉四耳壺 8-C JO 25 25.98 -932 悩134・264b 

451 凶“岱 閲釉関料凶耳甚 8-C 30.26 "°' -932 油157a 

452 22回21 臼磁む 鳩追系青紐飯 8-C 30.14 26o:i -936 

"' 23因33 囚岨呂 情只窯系庁磁縞返打文碗 ,-c 30.IZ 2610 938 tlo.33 a 737 

454 20図2 悶紐柑 約烹訳紅班文碗 8-C 30,11 2凶 -936 Noi39 a• い'>・RC234・HJO

455 20図4 潟磁牡 約宣紫打妊文碗 8-C 30.02 25 90 -937 

"' 囚紐柑 褐柚凶呂内耳益 8 C 30 07 25.96 -9 37 

'57 囚紐沿 褐袖悶11四n壺 8 C J0,00 26.00 -9』8

4鵠 囚ば柑 Ill輪印苔匹IJ社 s-c 30,03 祁 05 -939 

459 , 内磁若 旧釉園芯門耳壺 9 C 29.97 お 10 .... 
459 b 囚磁け 褐粕内料凶耳ざ 9・・C 29.97 26.10 -9AO 

459 t. 困磁U 掲袖内笞四耳壺 9-C 29 97 26 10 -9AO 

4'9 d 囚磁甘 褐袖囚若四耳壺 9-C 29 97 26 JO -9.40 

460 27図26 悶紐指 渇釉内牡匹耳と 9 C 2992 2587 
_,,, 

N叶 l

461 困紐ii 褐釉因註四耳社 9 -C 2975 2600 946 

"' 
32図60 r,,m店 謁釉悶苔四 H点 ,-c 2975 26妬 -046 ~o56• 169 a 243 c・526 b• RC 68 

463 I はほ若 Kil! 系力磁碗 9-C 29絡 2625 -9 •8 

463 b 内磁情 褐輪囚苔四Jl,/j 9 C 2985 2625 .... 
'" 25図10 内磁II 掲釉囚若四H壺 9 C 2981 26 34 -950 怜LSb 

465 囚磁岳 掲釉伐特四耳壺 9 C 29 7l 2640 -953 

466 困磁料 褐釉切符四耳壼 ,-c 29 60 26 42 -952 

467 由磁註 褐釉囚紆匹耳内 9・C 29.56 2630 -9.52 邸⑱

468 阻IA~ 褐袖困沿四耳壺 9 C ""' 2612 -950 

"' 囚紐苔 褐釉因芦四耳壺 9 C 29.50 2'86 -9'1 ""'" 
470 内紐け 褐釉内~"'耳壺 9-C 29,02 2"0 -960 

"' 内紐怜 1!)釉困，，四汀壺 0 C 2925 2629 -rn No"5 

m 肉紐料 褐釉囚苔四耳セ 9-C 2905 26,18 -957 

473 内磁21 褐紬囚苔四耳壺 9-C 29,13 2632 -958 

474 ● 困磁苔 褐袖川若四耳壺 9-C 28 96 26 36 -9'8 Na99 b~C52 
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辺物 1, 打fYl 111-t-.PFl 

舟り~
i, 番 香,; H別 ;. 物'<', ぶ1il!

,,.,., fl! ff. 姐挫）j i.l:: 佐介,~ ~, W It 同定 憎，，
N W 

111 b n,.:,. 比品f!H.i四耳よ 9-C "" 2636 -9岱

•175 a <IJH:.11 flcJf~fl.J 臼 9 -c 2902 "" 
.9'8 

17:i b "'磁は 化柚凶荏 9 -c 29.02 ~6~2 .g;s 

m 汝磁む 褐伯凶肝匹J.16. 9 -c 18'6 26.¥6 -9.62 

m 161419 凶絋粒 捐袖肉~il'1 J.I ~:,( • -c 2822 2629 -9.57 :-:073b・ HI轟 ・ぷ2

"8 • 凶ほ召 褐釉肉1~四lt;:t 9 C 2&10 2636 .'57 

HS b "'位若 杞M~J 岱 9 C 1am 26 36 ・"' N叶83・匁 b

『,rn "mi; 比釉阻召1111ヰ立 9 C i'l.62 26.47 -9.03 Ko92~ • RC60 

・160 凶磁11 出袖約召門rrぷ 9-C 2805 26.'6 .952 

481 鼻 r;,,;, む 出抽肉岱1111J.fふ 9-C 2865 26.91 -96' 

<181 b 困磁お に袖囚石四 11~ 9-C 1865 26.91 ・"' 
•182 "'砧" 褐枯，囚荏凶可;,,_ 9-C 2816 27 27 -9'.i 

183 約紐" ~'. 柚困肝 9-C 2800 27 21 -9", 邸~78 503 b 

I 
'81 囚臼お ~ta困汗門U 名F 9-C 27 87 2659 -966 li"il719 h 冗妬

,., 約はll 褐忙肉""'耳"' 9-C 2758 2662 ・'" ,,』ii

1部 9出紐佳 比袖困苔四n立 9-C と766 2605 .90; 

•187 6り出a; 褐 I叶凶特四 rr~·と 9-C 27 6,1 2GSO -9.61 

<88 I~ 磁枯 褐柚向111Sl/(; 9-C 28.00 2608 ふ58

"' 
., .. 1, 疋柚囚苔111Ii,;.. 9ーし 27!)6 "・°" 

_,,~ 
190 .,1.1沿 出釉凶m~r..;;;. •- 27.88 260) ・'・"' 
491 約ほ苔 Ill袖凶mrqii i., 9-C 2652 25 96 -953 

"' 
凶迅柑 約袖切壮叫aふ 9 C 28.45 ZC..72 .[) 50 

、¥0.1 凶ば紐 褐袖f.>Ji;四汀立 9-C ~!\ 4] 2~17 ・'・" 
・191 ● ., 妃Ii 紺伯困若1'111.f.泣 9-C 2818 25'8 .9,11 

491 b 凶紐お 氾袖内沿l'[IJ.i:..: 11-c 2818 2538 ・'・" 
~95 • 山伍お 児柚[,iJ悩凶II:,i.: 9 -C 2783 25 86 ~-" 
19:i b "''"沿 褐釉f-l-H51~ヰ立 9-C 278.1 2586 ・'" 悔688

・196 囚<ii1i ,1,;f4;~ 若P'llJ.J,・, 9 -c 21邸 2,i78 -951 

497 凶ff<ll 褐紀P.JU EJ.1.lf' 9・C 2799 '"' .949 

4,S 囚姐臼 記袖~)吝四lf立 9 C 279' 2552 -947 油28b l3J5 

•199 20凶2 囚磁粘 鈎：夕 ~~HJ.l1立碗 9-C 2787 ""' -917 沿llil冨 -154 RC23t Ur゚

GOO 20凶3 囚磁翡 iう空槃H!I[文仇 9 -C 27.9-1 25 4~ .,,, 池208

501 "'ltlお 褐釉＂お 9 C 17.9' 25.13 .938 

502 01f<!r. itf:lt囚店匹耳ii 9-C ,;.91 25.15 ., 祁

003• ~Ii!!, 出柚閑？引匹耳土 9-C 279' 25.20 -939 

503 b 均ffi1: 似釉困粘II印兵'; りーC 27.91 2;; 20 .9 39 悩fl8 163 

so,, 凶述臼 褐釉肉む叫汀立 9-C 27.95 25.30 -9.~0 

505• ~, 磁A 記9糾JlJ拐l!!IIfi..i.. 9-C "-'' 25.28 -9J5 

505 b 油足石 比袖凶g('llljふ 9-C 2;6J 

"" 
.93; 

506 欽,rn,小明 9-C '778 25.51 .,.,, 
507 困伍沿 杞！糾淘括匹ヰ五 9-C 21 n 25.45 .,.a, 

SOB 囚伍お 記釉内計l'll!iJ-, 9-C z;6, 2ふ13 -9,'1 悩467

509 約紐H 記砧閃Q~汀立 9-C 2756 '~" 9.40 

510 'ijl<l届 化袖囚臼隈耳上 9-C "" 2510 .938 

511 ；り 6£,.~ 記釉肉粒門.I+・ふ 9-C 27,69 2509 ,9.38 沿27b

512 凶磁柑 褐柚'""四可立 9 C 27.45 2,188 -9.36 

~ I ) 菖 仄射品 jf '" 
27 lど 2478 .935 

513 b i\}i,~ 不り1 9-C 21,22 ,,,,. -935 

"' 以製晶 I↓ 9-C 27.07 2'.91 .'35 

OJ.I 炊糾品 " 9-C 2695 25 00 .9 35 

516 以梨，~, 小明 9-C 26 86 2305 -9 ~l 

'" 
凶紐駐 !Uf糾:I.Jむ四万立 9-C 2683 2491 ・'・" 

518 92Ul3 瓦＂閑 M 9-C '717 2514 -911 """ 
519 Y2同3 几C>,JJI"' 9 C 1712 25 27 .94, 畑>18

520 ~)磁粉 紀釉困膀匹耳立 9 ・C 27~.1 2538 -9.13 応53 囀 RC224• HI~c 

511 33囚69 fljiJl討 褐釉肉 ~i四りそi 9 -・C 27 07 20.37 -9'9 奴 128

522 田磁お 祀社阻甚四耳'ii 9-C "" 25,52 -951 

523 ., 伍祐 ~: 袖洵ii岡J,J;;:; ,-c 2i 01 25.'5 -953 

'" iり磁袷 杞袖関i.;e,耳立 ,-c 26.90 25.43 -9.51 ''"" 
5'5 39図12 土梨品 土船tr裂5T(てつはう） 9-C  26% 25.21 -9A2 

526 ● 33図iO 囚磁む 掲釉tり11;, ,-c 26.63 2・167 -936 /ioW• 1656 

526 b 3'1l!60 悶紐店 出袖囚囲C!llt ii. •-c '6、" 2'.67 -936 Ko56• 169 a• 243 c•162• RC 68 

527 ヽ 囚磁む 出袖肉粒四M愕 ,-c 263; 2'.05 -9.46 

527 b 関磁若 皮釉困昏囚可五 9-C 2'35 25.05 .9.45 

028 鉄梨品 lr 9-C 2620 25,04 -9.~4 

S筏 仕製品多r 9-C 2625 2490 -942 

5鉛 鉄製品 不リI 9-C 26.18 24.76 9J9 

531 炊製忠 1洪り ,-c 

"" 21.71 ~939 

532 約磁好 褐袖困器囚汀五 9-C 26.90 2'62 -9↓ l 

533 26凶17 fij氾む 褐釉tりi卸11ltw. 9-C 26,10 "-" 93' 1"o159b 438 •940 

531 囚紐芦 謁祉内若＂耳屯 9-C 27,71 260S -958 

5'5 内磁臼 褐柚囚沿匹耳五 9-C 27.'4 2577 .954 

536 囚磁沿 出釉困若匹耳土― 9-C 27.3•1 26 01 .9 59 

537 出磁荏 褐柚肉料匹-ll'万 9-C 2720 2620 -9 6~ 池37

538 ""吊， ,、明 9-C 2728 2631 -96' 
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閂litll:: I IUI I 遺 物 名 1讀査区

539 

5<0 

541 

542 

憬高 l 保存処理方法 撲合間係 Ill 憤 1司定 傭考

知
＿
年
一
切
一
幻

..... 

KZK02出土遺物一覧表

遺物 1和図 出土位置

蓄•号
ll薔

香号
撞ill 遺物名 讚全区 憬高 保存処親方法 接合関係 柑種同定 債考

N w 
60) 69図6 木製品 船板材 ,-o '788 3>05 -7 37 冥処覆 クス／＊ 〇訳科6L

602 決化物 炭It米 R-A 3191 "・" -109' 1＇然ア乾ル澳コ ル脱水による目

60) 漆喰 帖士塊？ 8-A 3157 '308 -1097 自然乾矯

604 66図14 i棗製品 朱辻衝 9-A 29 l l 44 25 -JI •3 真空凜結乾燥法 シイ属 0試TI-146

605 濠製品 朱逢椀 8-B JO 22 36 84 ., い2 槽アルコール含浸 スギII 0訳料148

606 漆製品 朱迄甲葉（小札一括I 8-A J66J 42.10 -10 II 要処穫

607 ;; 製品 朱全碗,Jヽ贔片 8-A 3649 4205 1011 最員予処翌 コウヨウザン 〇訳≫tss

6⑱ 令角員品 角または鼈甲製甍 8-A 3635 •2 lJ .,o 21 

609 木較品 木製品 8-A 35~4 4006 .JQ.J l 可統． コウヨウザン？ 0試料56

610 82図48 木製乱 木製品 8-A 35 55 40 75 ・1018 要処覆 クスノキ 0試料314、2分割

6ll 木射品 木船品 8-A 35,72 '°" IOI> 可舵 クスノキ 〇試Jl57

612 ＊駁品 木製品 8~A JS.SO 4050 ,1021 可能 ニレ属 0訳ll278

613 39図II 土帖品 球状土製品（てつIよう） 8-A 3533 10-55 -10 24 

614 木駁品 木製品 8-A 35,41 4020 -10175 可能 マツ属i夏維管束亜属 0試料475

615 木炭 ＊炭 8-A 35,41 4106 10 265 

616 木製品 木製品 8-A 3511 4127 -JO 355 可舵 バラ科A 〇試11399

617 *tl品 木製品 8-A 35.19 "』4 -10385 可縫 コウヨウザン 〇駅!'!392

618 ＊製~. 木糾品 S~A 35,13 41,37 -】039 町能 バゥ科B 0試料406

619 木駐品 木製品 8 A J5 06 4),47 -JO 375 可能 マツ属復維管束亜属 〇訳f128J

620 24国 1 悶紐笞 褐袖悶器四耳〇 8 A J4.98 4 l 36 -10.40 Nol503 

621 囚阻召 嶋蝕悶器四耳壺 8-A "" "" '"" 
622 鉄糾品 鉄釘 8-A 3• 82 4137 -1040 ,,, 

杓磁静 掲釉囚料四耳壺 B -A J4ふ4 ~1.47 -10.43 

"' 快製品 鉄釘 8-A 3482 •157 ,1011 

625 悶磁往 褐釉淘註匹耳壼 8-A 3191 4178 -10 •2 

626 人炭 木炭 8 A "" <193 -1037 

627 木製品 木梨品 8 A 35 23 '203 -JO 35 可能 Ery1hroph¥oeum 5p 〇拭H¥2

628 木炭 木炭 8-A J5,3l 42.05 -10 JO 

629 木製品 ＊製品 B-A 35.28 42.IB -LO JS 要迅穫 クスギ舵 0試料18

釘0 57図28 鉄製品 鉄駁金具 8-A 34,41 4155 -l036 冥迅鰻 V字状の鉄)JI!工製品

631 ＊製品 ＊製品 8-A 31.35 41.33 -1053 クス）キ 0試ft490

032 木射品 木製品 8-A 汎69 '133 -1040 可範 マツ属求槌行束亜属 〇拭f-t98

633 訣製品 鉄釘 8-A J4 37 ~0.35 -1052 

"' P!I品 ば食け 8-A 31』36 '°・" JO 52 

635 78図JS 木穀品 ・木製品 8-A 34,16 40,65 -IO~7 可能 マソ属復蟻行束憂属 〇試打105• 276 

636 木出品 ＊＂品 8-A 3• 00 ,oso -!0605 可能 シイ属 0試11280

637 内沿怜 閲釉肉器四耳L笠 8-A 3369 40,6' -10 70 

638 漆製品 朱改伸状木製品 8-B 31.72 3879 •IL19 棺アルコール含浸 シイは 0試Hl92

639 75同26 ＊匁品 ＊製品 B-B ,~12 J8糾 , I I.J9 賣処覆 スギり 〇拭科312

640 i天＂品 鉄釘 8-8 J0.60 37'6 ,IIヽ o

641 鉄駁品 111! 8-D 30 53 37 77 ,1180 可能 2点

642 ＊以~, 木製品 9-Il 2920 37.JJ -11.92 要処瑾 クスノキ 0試fl-JlB

613 ＊射品 木製品 8-B 30 97 37.42 •1171 マツ属復維甘束亜属 0試f.¥503

"' 木製品 木製品 8-B 3095 3710 II絋 可能 マッ属復樟行束亜属 〇訳1;額

645 *ll品 木製品 9-B 2988 3755 ,11-97 可能 マツ属収維ほ求亜属 OIA!l28 

'" 
23図~o 悶磁Ii 「王百戸j命公愕fiBt碗 8-B 3153 30-39 .]057 函792 濯追石g宵氾碗

647 33図75 困磁註 褐釉淘器壺 8-B 3205 JO 23 -JO 46 

648 凶沿呂 掲柚佑t卸収lJi. a-c 31 79 29 90 -JO 40 

649 ＂区 16 瓦fll繹 尺方匂 8 C JI 28 2984 -JO⑳ 

650 鉄糾品 沃" 6-B 31 67 3010 -1045 

651 鉄じ品 鉄11品 8-B 3072 3CJJ -10 57 

652 鉄製品 仕釘 8-B 31.10 31.13 -10 70 可能

'" 
*駁,,, 木製品 8-B JOSS Jl 13 -IO.Jl9 •r能 スギU 〇訳料235

654 袂製品 tttJ 8-B ,062 31.26 -1070 

655 鉄射品 鉄釘
8 " 3070 JL 20 -10 65 

656 鉄糾品 鉄&! s n 30 61 3107 -LO 67 

657 22[¥1'119 内紐抒 ほn系村紐婉 ~u 30.14 30.26 -10 62 

658 為 炊製品 IJcjf 9 B 祁 71 3061 -10 715 

658 b *"品 木製品
＇＂ 

筏.77 30.61 -JO.715 可能 マッ“ Oi,¥f4JOS 

'59 il-ll品 itil 6-D 29.91 3080 .」074

660 沃製品 箭（久）束 o n 29 82 3092 .JO 80 緊処理 20本

661 由磁II 褐紬関甜耳1寸杜 8-C 30H 29 54 -10 47 

662 鉄製品 以髪，＂’ 9-B 2966 3040 1011 

663 鉄虻品 "" , -a 2960 3051 -1075 

664 鉄製g, 炊" 9-B 29'3 3053 -10 80 

665 炊製品 鉤状鉄梨品 8-B 3168 3757 •II 61 "釘か？

666 木H品 木製品 8-B 30 !2 3720 II 9J 可統 サンプリング焦し（松の出）
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遺物 挿図 出土位置

番号
枝番

酋号
偵,,J 遺物名 潰査区 撓芍 保存処理方法 接 合 間 係 樹種同定 情ぢ

N w 

667 木製品 木製品 9-B 2993 37 LS -u 92 可能 マツ属 0試料没5

6郎 木製品 木製品 9-B 29.50 37.30 I I 90 可能 クスノキ 0試料296

669 木製品 木製品 B-A 34,58 42 20 -10 52 クスノキ 0試料217

670 木製品 木製品 B-A 34,76 4270 -lO 55 可能 イスノキ属 0試料404

67] 閤磁器 褐釉内器四互壺 8-A 34,67 42, 74 -10 56 松ぼっくりが内容物（長さ 5口）

612 木駁晶 木製品 B-A 34,55 42.70 -10 54 要処理 シイ属 0試科 5

673 自伏出物 猷骨 8-A 34,59 42.64 -JO 54 椎骨

674 木製品 木製品 8-A 3'53 4266 -10 575 クヌギ節 0試料488

675 縄縄 B-A 3438 42. 73 -JO 59 要処穫 3本撚り

676 鉄製品 鉄,r 8-A 34.38 42.76 -10 59 

677 木製品 木袋品 8-A 34,12 42 86 -JO 65 可能 サクラ属 0試料270

678 木製品 木製品 8-A 33,78 4307 -10 645 訂能 マツ属単維管束亜属 0試科315

619 ＊製品 木製品 8-A "・" 43.13 -10 61 可能 マツ属柑維管束亜属 0試科264? , 30 l、3l3

680 木製品 木製品 8-A 34,17 43 39 -10_62 可能 ヒノキ科 0試1124

681 木製品 木穀品 8-A 34.21 4'45 -10 565 可能 マツ属複維管束亜属 0試料l14 

682 59図 l 鉄製品 箭（矢）束 8-A 33 51 43.31 -10 735 要処理 35本

683 木製品 木製品 8-A 33 70 42 96 -LO 72 可能 マツ褐複稚管束亜属 0試料37B

684 木製品 木駁品 8-A 33,59 42.B】 -LO 74 可能 マツ属複維管束亜属 0試料395

685 木閲品 木製品 8-A '3.44 42,9• -lO 75 町能 マキ属 0試料◄ 21

686 木駁品 木梨品 8-A 33,32 42 9B -10 755 可能 ニレ属 0試科303

6B7 花蘭岩 花扁岩？ 8-A 33,09 43 10 -I0,79 

688 30図45 困砧膀 褐釉悶器壺 9-B 2L.13 3032 -IL35 No495 b 

669 鉄製品 節（矢）束 9-B 2086 3015 -11 JB 要処理 60本

690 阻磁舒 褐釉困諾四耳壺 9-C 2L,05 2999 -1130 

69L 自然石 自然石砂岩？ 9-B 20.58 31.48 .1157 

692 鉄製品 板状鉄梨品 9-B 20.IB 31,.32 ,11 57 漆製品含む

693 鉄製品 鉄製品 9-B 20.19 31.23 -1153 漆製品含む

694 鉄製品 鉄製品 JO-B 19.90 31.48 • II 6~ 渓処捏 兜敲片 10数点

695 鉄製品 板状鉄製品 J0-8 19 67 31,44 ,IL58 

696 鉄製品 板杖鉄製品 10-B 19.78 31.30 •1151 漆製品含む

697 鉄製品 鉄製品 10-B l9.90 JW  •II 57 小札含む

698 鉄製品 鉄釘 JO-B L9.95 31,36 •ll.56 

699 淘磁器 肉器鉢 9-8 20.54 30.21 ·1~27 K Z K01NoHと同迎式か？

700 鉄製品 鉄製品 9-C 2020 29,58 ,11--11 要処理 杓部に木質，鞘が残る

701 鉄製品 鉄釘 9-C 10.96 2205 -920 5点

702 43図 9 石製品 石硯 ,-c 21.20 22.30 -9.26 

703 • 淘磁器 褐釉淘器壺 9- C 2090 22 70 -9,40 

703 b 淘岨括 褐釉淘器四耳壺 9-C 20.90 22 70 -9,40 

703 C 店磁器 困辟 9-C 20.90 22.70 -940 

703 d 伐製品 鉄釘 9-C 20,0 22 70 -9'0 

703 < 鉄製品 鉄tr 9-C 20.90 22.70 -9 40 

10, r 飲製品 鉄釘 9- C 20.90 22.70 -9 40 

70, ● 陶磁器 褐釉防勝匹耳壺 ,-c 21 35 22 80 -9 39 

704 b 囚磁詩 囚器＆？ 9-C 2L』5 22,80 -939 

705 a 困磁若 長胴小口店 9-C 21 30 2310 -948 

705 b 困磁器 褐釉陶器匹耳壺 ,-c 21 JO 23,lO -918 

705 < 31図59 困砒器 褐釉佑器甕 9 -c 2130 23,JO -948 油152 ~ ] 54 244 716 I 81)9 • 810 8 611 

705 d 肉磁器 褐釉困料 ,-c 21 30 23.JO -948 

705 • 絹梨品 鉗" 9-C 21 30 23 10 -948 塊

706 M 困姐器 届釉肉舘四耳丑 9-C 2240 2250 -920 

700 b 鉄製品 鉄釘 9-C 22.40 2250 -9'0 1. 屯

707 ▲ 因磁器 掲釉困跨四耳壺 9-C 2380 25,30 -9-75 

707 b 淘磁器 褐釉淘器四耳返 9- C 2380 25 30 ,"75 

707 ~ ，，，磁器 褐釉陶器四耳壺 9 C 2380 25 JO -975 

707 d 悶磁荏 褐釉因膀四耳壺 ,-c 2380 25,30 _9_75 

707 , ，，，磁牲 褐釉向器四耳壺 9 C 2360 2~JO -975 

101 r 囚磁許 掲釉佑器匹耳壺 ~ - c 2380 25 30 -9.75 

707 g 防磁辟 褐柚困器匹耳壺 g C 23 60 25.30 -9.75 

707 h J~ 図8l 困磁器 褐釉陶践小壺 9-C 2380 2,so -9,75 

707 , 110図 l 掬伍料 蝿文後朋J・辟 9-C 231!0 2530 -9,75 

101 I 鉄製品 鉄釘 9-C 23.80 2530 -9.75 

708 困硲器 褐釉困器四耳壺 9-C 2070 2555 -9,98 

109 困磁器 褐釉洵甜四耳壺 9-C 22 90 2550 -986 

710 鉄梨晶 鉄製柄？ 9-C 2305 2530 -985 要処理 粕？

I~ > 内磁器 褐釉切荏四耳壼 9-C 2380 25 30 -9.75 

111 b 淘紐器 褐袖淘器四耳，/i_ 9-C 23,80 25.30 ~9.75 No84 

711 t" 鉄製品 飲釘 ,-c: 2380 25 30 -9.15 

711 d 鉄製品 鉄釘 9-C 2380 25 JO -9.70 

712 • 囚紐器 褐袖囚器胆耳澄 9-C 23.15 25,95 -9B6 

712 b 阻紐肝 褐釉困路匹耳壺 9-C 23.75 25 95 -9 86 

712 ,c 困磁牲 褐袖由荏四耳壺 9-C 23 75 25.95 -9 86 

712 d 阻磁器 褐釉困器四耳壺 9-C 23.75 2'95 -9,'6 

712 t' 鉄製品 鉄釘 9-C 23 75 2595 -9 BG 

7J3 21図 6 肉磁詳 白磁「l禿碗 9-C 2350 2615 -993 

714 鉄裟品 鉄含r 9-C 22 50 2680 -10 OB 
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N w 
715 llO~」 6 淘磁店 土師器,1ヽlfb 9 C 21 60 l7 35 -10 39 完形

716 31即59 淘紐臼 彬柚陶膀亮 9-C 21 !i5 26 75 10 16 油 152 • 15~ • 244• 705 C•809• 810 3 • 81] 

7J7 鉄共品 鉄製品 9-C 25 55 23 95 -924 鉄名［か？

7J8 困磁" 褐柚凶'"月耳壺 9 C 25 55 23.40 -9.08 

719 ,i 囚磁料 褐袖凶器岡耳社 9 -C 26・10 2670 -sm 

7 J9 b 因磁侶 褐袖淘器週耳心： 9-C 26 40 2670 -983 lio4糾 736

720 囚磁,; 褐柚阻器咽耳土 9 C 27_50 27 10 -9,96 

"' f'.J姐閉 褐釉l'iJU同耳,:;: 0 C ro 9:; flj J:i -~,GO liu:;~I, I :;I] i :i:Ju 727 

122 M 39同18 l製品 球状 L製品（てつはう） 9-C 28 70 25 95 -053 

722 b 困'"" 褐釉内器匹耳ぷ 9-C 28 70 25 95 -9』3

723 • 困佑粒 褐袖内槌四耳叙 9-C 2915 2725 -9,76 lial 57~44.'i 725 b 1661 b 

723 b 陶磁" 褐釉閲 ,tei~ 益 9-C 29 15 2m  -9.76 

723' 肉紐膀 褐釉困茜門耳壺 9-C 2915 2725 -976 

723 cl 肉磁w褐釉陶料四耳i 9 -C 2915 2725 ふ76

724 ． 凶屈器 褐釉困許四耳士 9 -C zrn 2~70 .,., 
m b 淘紐器 褐釉淘群四H壺 9-C 2935 25.10 -941 

724 < 困磁器 民袖陶9彬lヽ全 9-C 2935 25.70 -941 11・017 b • 31 • 1114 R 

725• 困磁器 褐袖凶器四且七 9-C 2975 25.15 -9.38 

725 b 肉磁i, 掲袖凶料四耳益 9-C 29 75 25 75 -938 Ko157 c • ~-l!i 、 723 a・1661 b 
I 

7l6 • 囚磁若 褐釉陶"門耳社 9-C "・" "" -9.0l 

726 lJ 囚磁骰 lic1 釉肉稲 [lg 耳~ 9-C 2905 2465 -9.0l 

727 困磁,; 掲釉掏荏四耳壺 9-C 29 05 '355 -875 Na!i,I b鴫 ]58i • 536 721 

728 鉄製品 欽梨""" 8-C 3075 2590 -930 3点

729 鼻 困磁柑 褐釉陶i~四耳点 9-C 2965 25 55 -928 ~o808·K Z KOORC32 

729 b 阻磁持 褐釉陶器匹耳点 9-C 29 65 25 55 -9.28 

729 I:' 掬伍器 褐釉困器l!!l且忍 9-C 29 65 25,55 -9.28 

729 d 附紐拶 褐釉陶益匹耳ぷ 9-C 2965 25 55 -928 

7.10 囚紐" 鈎器" 8-C 39 50 2HO -7,9() K Z KOl RC5 

731 絢磁若 似釉肉迷匹lj,ix a-e 32.65 33.55 ,10,11 

732 111図2 ，，，磁" 染f寸j/j店ヰ文尺到瓶 8-B 32 35 36 55 -10 36 

733 30図:;o 困紐" 褐釉阻荏耳付壺 8-R 30 75 JB.15 -10~7 

)3,1 110図 7 fll磁器 瓦器碗（和泉型）且 3 8-B mo  32.AO -10 47 

735 66屈12 漆梨品 1張（花1●)」ii刻古朱生椀 8-B 3300 32月0 、IOU 祖アルコール含没 不詳 0試料149、断片未処理あり

7'5 困磁" 褐柚囚甜四耳壺 9-C 27,0 27 90 IO.J2 No484・719b 

737 23図33 fl;fil註 甜泉窯系 h磁給，即f文碗 9-C 27.65 2650 -969 No33 a • 453 

738 切磁益 褐柚陶器四耳壺 9-C 2905 27.70 -9 95 

139 掏磁器 褐柚約器四耳壺 9-C 29.90 26,90 -9,63 

7'0 • 由磁諾 褐袖凶器四耳壺 9-C 29.65 25,55 -9.28 

740 b 陶磁荏 褐袖困t名囚耳壺 9-C 29,65 2555 -928 

741 ● が出●物 獣竹 7-C ,IJ.30 27,35 -rn 顎の骨(-'-l?~Pl 

741 b n然迅り 獣骨 7-C 4330 2735 842 inの竹（牛 ?NP)

'/41 『 妖製品 1夫" 1ーし mu  ms  -8" 

742 木製品 木製品 7-C mo  27.90 -813 可能 クスノキ 0試料11

7'J 鉄製品 鉄梨品 7-C 4360 27145 834 

744 鉄製品 鉄製品 7-C 4380 27.90 -843 3点。カプトか？

745 鉄祓昴 鉄裂胄破片 7-C 小120 27,29 -835 絞片ーM

7"16 均紐昔 波佐見焼徳利 7-C 4395 29 85 -767 

747 木梨品 木穀品 7-C 49.10 2B.35 
_,_,, 

可能 マッH 0試利27

m 人製品 "'枯,, 6-C 50.15 27 65 -709 可能 ニレ属 0試料3LO

719 木糾品 木製品 6-C 51 25 26.70 -699 可能 ハイノキ腐 0試科427

750 木梨品 木製品 6-C 51 BO 26 25 -088 "/能 マツ属投維管束亜属 0拭科rn

75] 淘磁器 褐釉困器四耳壺 10-C 19,70 20 60 -B96 

702 困ば器 褐柚囚岩四lj必 10-C 19 30 20.40 -903 

753 淘磁器 褐柚困雅四耳壺 10-C 19.liO 2J.fi5 -9" 

754 困磁器 褐柚附器四耳壺 10-C IS 65 21.15 -928 

755 淘砒器 褐伯凶器四lll~ 10-C 1&30 "』5 .[l_ij7 

756 附磁9祖 褐袖防悩四耳生 10-C 16 35 21.40 -9 42 

757• 囚磁器 褐柚陶器＆ 10-C 17 20 2295 -976 者界ぷ界；菰料翌；：百滋迄i
757 b 肉磁肝 褐釉凶若益 10-C 17.20 22~5 -976 洪';!:湿翌；寄：盈n弓•，•温ぶ
757 < 肉磁荏 褐釉肉器五 10-C 1720 22,95 -976 祖印-~•界；醤ば即：浅•.;忠ぷ
757 d 以製品 鉄製捐？ 10-C 17,20 2290 -976 娑処坪

757 < 欽討品 鉄釘 10-C 17.20 22.95 -9,76 

758 鉄製品 鉄製鍋または¥I-,' 10-C 16 45 2300 -996 

759• 凶磁荏 褐釉閲迅も JO-C 1675 2395 ,tOJO 祗阻ぶ代：塁：:: 沿： t.11~ 品むi
759 b 鉄製品 鉄釘 10-C JG 75 2395 .,o JO 

760 鉄製品 榛状鉄梨品 10-C 1805 2480 -JO 25 

761 鉄.,,屈 鉄釘 10-C 15 85 2'70 ・IQ.17

762 淘磁器 褐釉凶器四耳壺 JO-C J5 85 22.75 -988 

763 困磁,i 褐釉困賂l!Y且壺： 10-C 1580 23 05 -986 

764 
·~ 磁"

掲釉防沿引四耳壺 10-C 13 35 21-40 -966 Nom 

765 淘磁諾 褐柚困器四耳壺 10-C 13 30 21 40 、967

766 困硲料 褐柚囚器四耳壺 10-C 13 10 21 60 -969 

767 30図51 田磁器 褐袖掏器耳付壺 LO-C L4 15 22 25 -983 

768 ● 34図83 肉磁器 肉器皿 10-C 14 60 22 75 -9.94 

768 b 困磁器 褐袖困器四耳壺 10-C L4 60 ms  -9~4 
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N w 

769 困磁牲 褐釉淘芦四斗数 10-C 12 85 22 65 -991 
I 

770 困磁" ほ達系汗磁祝 ？ 10-C 14 90 20 70 -9'3 

771 13図8 石梨品 h磁 10-C 18 75 22 90 .963 

772• 鉄製品 鉄製鍋またはW 10-C 16 JS 23.05 .989 

772 b 鉄製品 鉄釘 IOーC 16 35 2305 -989 

772 < 鉄.,,~, 鉄製品 10-C 1635 2305 -989 

773 ● 白砧苔 褐袖伐若四耳tf. 10-C 1760 27.25 -10.75 

773 b 鉄製品 鉄釘 10-C 176-0 2725 -10./S 

774 鉄製品 濱（矢）束 10-C 1650 27.00 -10~4 10本

775 囚は註 褐袖淘荏四耳翌 IO-C 1985 27.35 -10.65 

776 35図" 悶絨呂 杞袖困苫鉢 10-C 1965 27.65 -10.75 

111 28図29 困磁牡 比柚内器四耳壺 10-C ”⑳  28訳l IIJJ5 悩!113• 90[ 

778 鉄製品 鉄釘 IO-C 18 90 27.40 -10.78 3点

779 昌 困岨器 褐柚囚器登 10-C 17 60 27 25 -10.75 !,OllJl>:lb •b:G1• l!,(1••nf?5h • •tl971i1bb••15TKU<· °"'"' 乃••

779 b 困磁料 掲袖囚註壼 10-C 17 60 27 25 -JO 75 沿？．活 r::m:: 摺::沿',i・誤 j

779 ヽ 鉄関品 紋釘 10-C ,rn 27.25 -10.75 

780 仕製品 鉄釘 JO-C 17 10 27 90 -10 98 ,1能 3点・芯炊見えず

781 32lll63 掏研器 褐柚悶計壺 10-C 16 10 2195 -10 96 

782• 困研怜 11!袖内若壺 10-C 16 75 27.35 -10.72 

782 b 困磁苔 褐狛店岩壺 10-C 16 75 2735 -10 72 

783 は製品 鉄裂冑 10-C 1625 2705 -10 6B 要処糧 一綿,J,fし退打 数片1こ敲りi

？氾 ，，，磁若 褐釉囚若四耳壺 10-C 16 10 25切 -10 37 """' 
'" 鉄製品 板状鉄製品 10-C 1640 2575 -l047 要梵” 兜紋片4片に分附

786 内fl!符 褐釉附葬口耳壺 10-C 1695 2570 -JOSI 

787• 掬紐器 旧袖淘笞壺 IO-C 1755 2535 -IOJ8 '°,,.15J,.b,,. •!S.b. •, 7凶57,,.•,.757_,.b・. 757,,.<•......, 75>,• 

181 b 以糾品 lrn品 10-C l7'5 2535 -lQJS 最重賀処J_'f 乳弧状れ品

'" 鉄製品 鉄釘 10-C L77J 2530 1026 2点

789 :a 困紐註 困詳壺 LO-C 1830 2570 -10 37 <7o79l'3a•b779•1"h •• 7l77'7aa ·· 7l77'9bb••7l7KZoK7lOO!邸,•9 

789 b 困屈器 出詐壺 10-C 1830 2510 -JO J7 !i,ffl1!<1•·•r.!l·1'4b ·• 匹nl• ・四)●! り.・;:,,.,.. ,. ・忠，!;

790 27回27 内屈岱 毘釉困稽四耳壼 9 ~ B 20'5 3395 ,lLIO No265 a 

191 鉄袈品 鉄釘 9-B 21.10 ms  -12-17 

792 23図10 肉磁器 憬注系背磁椀 9-B 20.60 37 65 -12 28 臨"

793 鉄製品 鉄クr 9・B 20.70 3B 55 -12 29 可能 3点

791 48図41絹製品 肯凩製擬宝珠 9-B 2025 JS 55 -12お

795 ＊税品 木製品 9-8 2003 38 35 -12 32 可能 モチノキ属 0試科23

795 41005 石税品 石＂種 10-8 J980 3850 J23J 42.7k& 

797 淘磁店 旧柏田lill!llf壺 10-B 1920 3850 12 48 悩21●

798 290037 田砧註 田器耳f寸壺 10-8 18.40 3915 ー 1 2~

799 ""'" 囚磁吝 褐袖囚諾匹JJ壺 10-8 1665 34.JO .,2,10 

姻 用製品 鉗嚢鈴 )0-13 1130 34.75 -12 34 脆弱．取扱い注意

801 阻磁荏 褐柚由店b? 10-13 17 60 J<.JO -12 30 

802 訣製品 鉄製品 10-8 18 55 34 00 -12115 姿処理 No即と閲遅あるか？鉄の塊

803 阻磁料 州袖困践匹耳壺 10-B 19.70 34,00 -1200 

804 鉄製品 鉄豹品 10-B 19 30 33 50 1195 要処理 No802と間遠あるか？鉄の塊

805 27図22 困岨若 褐柚陶器四耳壺 10-B 19.85 33 25 .1180 Na33 e 70• 24 7 b 

806 鉄製品 鉄•r 9-B 2006 3285 -U 80 

807 以製品 鉄翌肖片 9-D 2195 35 35 f195 要処理 a-g、その他

808 囚磁計 円枯由註四耳壺 9-8 22 30 32 30 .u 6S- 如729a • K Z KOORC32 

809 3]図59 困磁仔 褐袖困芦壺 JO-B 17 30 3095 -11 35 Ko7J6• 810 a • 811 152 • 15~705c 

810 』 31図" 田磁苔 褐袖由ぢ甕 10-C 17 15 29,65 -1120 No716• 809• 811• 152• 154• 705 c 

810 b 困紐若 囚器？ 10-C 1715 29.65 • IIユ0

811 311,]59 困磁器 褐袷印呂甕 10-C 1700 2825 -1120 No7 16• 809• 810 a 152• 154 705 c 

812 9天製品 1>7J? 10-C 17. お 29.05 -ILOO 要匁内 精あり

813 祁図29 印磁岩 掲袖悶沿~If壼 10-C 2000 29.14 ・1111 'b1?1~901 

Bl4欠爵

8l5 由磁1; 褐柚困註匹耳壺 9 8 21.87 30.50 , 11.2•1 

816 41図・ 石蚊品 砂岩製,,.., 9-0 2l 80 JO.BO .11.19 
I 
817 231Xl31 店磁苔 龍泉窯系粁磁居文碗 8-B 3044 J268 -LO 76 

＇ 818 困磁柑 褐釉阻器匹耳壺 9-B 29 10 "・" -10 B9 

819 31図57 粕磁若 褐柚阻器歴 9-8 2888 31.60 -L0-99 地76· 1 72• 1493・K Z KOi RC7 

820 310053 陶磁料 掲柚由呂召 9-B 2$ 20 3375 -II &8 Nal45・903 

821 出磁開 褐袖閲註匹耳壺 9-B 25 90 3425 1110 

822欠呑

823 • 38因8 土い品 球状：I:製品（てつはう） 9-B 27.00 35.JO -ll J5 

823 b 39図21 土製品 球状土裂品（てつはう） 9-B 27.00 3510 ,II 35 

825よで欠香

826 11@6 由磁荏 1泥皿荊系 -・・-・--・- 8-A 3'.65 •0.25 -8.85 

827 繕縄
,_, 

況90 ,;20 931 品紐アルコール含決

'" 
89図4 木製品 小判状木梨品 8-A 39 75 4510 

_,., 
妻処穫 マツ属杖憮菅束亜属 〇以料266

829 22図16 囚磁苔 惰n系墨書斉凪統 9-0 2l 26 31,32 -ll 40 外面冗佑邸の竪皆不詐

8JO "図3 悶砧苔 褐釉困践四耳壺 9-B 23 95 3281 ,U,ts 枷832b ~ RC27 • RC28 

831 29004 L 困磁u 褐釉困荏壺 9-□ 2366 3298 .JIJ,JI No832 a 噸 a) • RC26 

832 .1 29図41困磁怪 褐柚向沿＆ 9-B 23 51 34 01 1168 NnSJ I BJJ .. RC 26 

832 b 21図3 困磁料 褐釉由岩四耳壺 9 -B 23 51 '404 •l l.68 t-.a830 • RC 27• RC 28 

833 29図41 困磁呂 民釉肉荏壺 9-B 2388 34.67 -ll,TO No83\ ~832 a • RC 26 
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834 μjJlj詐 民釉内料≪? 9-D 21 63 37~3 1211 ~35 • 946 

835 出砧料 褐釉凶桜iバ 9-B 22 06 am  12J9 NoS.14• 916 

836 木梨品 木糾品 9-R 23 87 37.44 ・1133 可能 コウヨウザン 〇訳料13,1

837 鉄梨品 tり状鉄製品 9-D 2415 3783 1112 娑処理 岱 ？

8胡 • 鉄製品 鉄ii 9-B 25 85 決 8 1160 

8祁 b 木製品 木梨品 ~ u 2585 36.64 .,w 可能 マッaIll穐汀束亘日 0試H161

紐 木製品 ＊梨品 9-0 2752 3806 -II 13 ニレK 〇試H506

以u Nほ沿 褐檜~til!Yll 壺 ~ - II 公'"'
$,0 11.ol 

肌 I 鉄製品 鉄JI ，． 2835 35Jll ,11.10 ,r能 3点Noll09『月属の多「か？ぷふ <tt

""' "目54 人製品 木＂ぶ 9-D 2466 3200 -II 06 姿"'" 拉lll』 〇試Hll7

843 • 鉄飩品 "'" 
9-A 2037 4150 -1228 可能

以3 b 木駁品 H廿l, 9-A 2037 "50 -12 26 可能

"'' 83図51 木製品 船析Ii 9-A 2037 1l00 -12 28 疫処l'I. No843 aと1足合 クスノキ 0試Hl98•iifもん

81-1 • 木穀品 *"品 9-A 21.14 42 27 .,,... 0/能 コウヨウザン 0試~f,168

844 b 人製品 *"'~' 9-A 21 L4 42 27 12JI 可能 ニレ磁 0試料469

"15 25凶11 淘磁仔 褐袖困梢l!YIf it. 9-A 21 9J 41 72 -12 36 No318 

846 .11 鉄駁品 鉄名）一括 9-A 2083 43 37 -12 36 可能 13点

846 b fll:t迅杓 猷骨 9-A 2083 ~3 37 -12 36 椎廿

847 鉄梨品 鉄jJ 9-A 2345 43 39 12 19 可能 3点

848 ． 鉄N品 鉄" 9-A 23 68 4396 12 18 

糾8 b 木製品 船材？ 9-A 23 68 ~3 96 12 18 妻氾旺 ニレほ 0試料13

訳9 炊製品 鉄釘 9-A 2439 "部 -1205 7点

9泊 木製品 木梨品 9-A 

"" 
IJ5) ・12 01 マッ8'iill総貸束葺属 〇試11505

851 81因45 木製品 人製品 9-A "" 4333 ・"" 妻処野． ヒノキn 0試引別

852 汝裂品 註製品 9-A "83 42 37 ~It 9J 度処" 1、,r 〇拭H346

'" ＊糾品 把'f 9-A 2118 4192 11 91 妻処涅 マッ名！夏纏斉束憂｀ 〇試ttl7J

'" 86困67 木製品 木駁,W, 9-A 2449 4164 "" 可能 DJilbctgu會p 0試f-1-9~

855 鉄製品 鉄,1 9-A 2437 4093 ・11,65 可能 2 点 ・ ti.- ん • l 'I こ木 門・鉄 1よ 見 えない

856 ＊梨品 木駐品 ,-a 32 IB 3360 -10.44 可能 ニレ属 0試料141

857 困磁" 褐釉困苔丘 8-B 34 34 32 70 -l 0.29 

858 29図34 囚紐器 褐袖囚粒四且立 8-B 34 55 3306 -10.29 l'ia 1780 

859 木梨品 木製品 S-H JJ 56 35 50 ~10 ,1.9 ＂［能 クスノ キ 0試村480

860 木製品 ＊製品 8-B 34 28 3592 -10 03 可能 クスノキ 0試料 17]

861 木製品 木製品 8-B 35 01 3632 10,0I 可能 クスノキ 0試料474

'" ＊製品 木製品 8-B 3586 祁 " -10,02 可能 マツ属1及棲管東亜“ 0試れ369

'" 
ほ製品 活（矢）束 • - 0 3399 3757 -10.23 駄五姿処閃 れ円形のlj!.j立・70本（必本叫効・）

864• ほ＂ 品 I令V.tt製品 8-B 3209 改" -10 15 文処序 仇状の小製fJ,861aとつながる 以さびの椀

8M b ＊製品 *fl' 8-A 3209 3536 -10.-15 ,r能 エンジュR 〇訳11,02

865 o 木"品 人丸r,, 8-B 3256 31.67 -IOJ9 可徒 ニレ“ 0試11472

9的 b ＊駁，r, *11,r. 8-8 '256 3767 -10 J9 可能 コウヨウザン？ 0試事↓473 

函 ＊製品 木製品 B-B 3325 37 95 -10 50 宴処尺 コウヨウザン？ 0試U18l

867 因図31 は製品 鉄虻ほ， 8-B 32.46 祁 4< -10.~9 可能 スコ＇）プ状駐品? 4 Jヤに分"

868 凶紐臼 樹釉囚駐四lfii 8-B :JJ30 謁 ，17 .10.J9 

869 木札品 木駁品 8-B 32.74 祁 82 -10 60 "r能 マッ属頂様迂束亜属 〇航科2:32

810 附磁註 比釉凶苗匹耳か 8-D 35.74 39'5 •IO 16 

B7J 63図5 漆製品 1名状;M木射品 8-B 3023 3616 -10..79 以空凍枯忙悦i1' +詳 0試村159

872 木駐品 木製品 8-B 3302 363L -10.25 サンプル不可 ()J,,:)

813 ● 92図2 瓦碍ffi l<h罰 8-D 3924 3'36 -92' 

873 b 92図4 瓦灼炊 k方偽 8-B 392•1 "'" -914 

87' ＊関品 木製品 8-B J866 3'05 -9.31 'I雑 クスノキ 〇試n,1

875 77図33 木焚品 ＊製品 8-B 39.38 3376 -919 要処＂ クスノ キ 〇訳1192

876 11因必 木製: ＊射品 8-B 3882 327' 、931 委処理 マツ艮投複呑丸憂g 〇拭fi-138

877 由紐店 船袖凶!.it 7 C 4178 2696 -8.78 !'lo l~49 K 2 KOi RC 143 

878 堪品 は製品 ll.J) 7-C .,., 29.07 ~55 a亘娑処環 1つ折ll

879 困屈苔 11J 釉因苔四~" 7-C 42 71 2960 -871 

SBO *"品 木駁品 7-C ~2 J】 2987 -8.69 ,1能 マッほ伐維沼東亜ほ 0試f-ll99

88] 22図27 関紐召 褐廷系行磁碗 7-C 42 17 29邸 -873 

882 困磁若 出釉勾召ム 1 B 40 29 3353 -9.00 

863 8~ 凶55 木製品 (1 lL板材片 7-B 40 23 3380 -899 可能 コウヨウザン 0試料2L4

88' 木製品 木製品 7 ~" 41 58 3320 -881 可能 ニレ属 0試序1~65

885 II *"品 木梨品 7 B ~us ,rn -8.77 可能 アカガシ亜属 0試引66

邸5 b 木製品 ＊梨品 7 B 41.75 33~2 -8.77 可能 アカガシ亜a 0試料445

SBS c ＊製品 ＊梨品 7-□ 41 75 3J 42 -8.77 可能 アカガシ亜伍 0試科1~6

邸6 ● *ti品 ＊駁品 7 " '11.92 "-" 碑 可耗 スギ届 〇試'f.H57

8'6 b 木沢品 木沢品 7 • 8 4192 "" -R邸 可舵 o,i, 心匹 ., 〇試料458

886 < ""'"' 
小製,r, 7-0 41" "" -868 可佳 ニレ伍 0試料459

886 d *"品 ＊製品 7 B 1192 J122 -868 可/t コウヨウザン 0試U460

邸7 a 11牙i 以製品 鉄梨品 7 " 4264 " 胡 -856 妻氾捏 887 a f寸ふjJ頑

8B7 .11 木駁品 木梨品 7-0 42 64 " 綿 -806 町仕 クスノキ 0試料1~0

邸7 b 木＂計， ＊製品 1-B 42 61 3<38 -8 56 可能 ニレ渇 〇拭料~51

邸8 I 木聞品 木梨R 'B  ~3 13 3395 ・8 49 可能 ニレ属 0試n48l

簡6 b 木較品 木製品 '" ~3 13 33.,95 可能 ニレ属 0試料482

邸B ' 木製品 木梨品 7-B 43 13 33.95 可能 7， ギ8 0試料4!!3

邸8 d 木穀品 木裂品 1-□ 43 13 3395 町能 マッ属以稚管束亜属？ 〇訳H4&1

889 木製品 ＊製昴 7 B 43 6!1 3227 -847 可能 ヒノキ科 0試科461
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直物
J,liヽ＇

~ ti立沿'.

沿サ
枝名

t,'i 
仕i1'J ,[i 1勿名 ,. 査区 t•,; l~1'f姐坪）j法 接 合 関 托 ~1+-. ~'」宛 I● ぢ

N w 
890 ''J磁" 褐柚r.!-Jは四Ii,L 7 -B '538 31 20 SOI 

891 ． 出吋↑ ボrt 7・LI ll.64 3229 -873 匹肢H(手足の件）

891 b n灼Dll 猷竹 7 lJ ma  32 29 -B 73 部位1,t,り

892 曇 29l:,;」35 凶紐括 化釉位J苗四1j壺 7 B 1021 :J5 99 -89」

89l b fiJ 磁~怪 出柚凶岱111!.Lf、ら
7 " 

~o 21 :15 99 -89」

803• it製晶 1茶.,底祁 7-TI 15.!7 35,10 Sll 汝処呼 スギ属 0試利193

893 b 木製品 人栓？ 7-D 45.17 35 40 .. 11 火処沖 マツ屈I!!紐打東亜¥.I( 0試柑177

891 因磁答 褐釉肉,;;; 7 8 '5.53 3608 ,7 95 

89、' 鉤磁括 杞柚[,iJ器lllJ11賃 9 7 " "、"' :J.'i 5J -7 68 

8% 妬"ll, .,.,, 玄 7-B "'°' 3:.i 91 -7 Rl 喜畑 スギ屈 0試札317 • in~J.:(iぷ ,j, {:.ff;. の木11選m

S97 H同34 鉗＂品 鉗梨鈴 T-D '7.98 35 70 -7 61 

898 22区」28 籾追"
濯f.ii迂糸 1'i紐片 1,1」Iiふf;j「文 -;-□ ~S.ll 3--198 -7 63 応900

899 水製品 小怜 7 11 18 IO 3485 .7 57 要処Jl マツ'<".柑維竹束亜―狐 0試tl.1~8

900 22同28 ~; 磁器 "碗'-'系n聞9↑ , ； :rn,: 7-D -18'8 3H8 -7~J ,'10898 

901 28団29 fil磁袢 氏袖 r-1]~品叫M点 10-C 1920 29 51 -11 075 地777 • 813 

902 凶磁" 褐釉fiJ~Jl!Y 耳点 10-C ]9 70 29_99 • I I 』2

叩3 3l l!J53 約磁笞 「)L」'..f=f'咋l似柚掬翡 ，厄 10-R 19.30 ~O 11 11.l!J ~oB20 • 115 

的,, 鉄射品 飲If 10-C 18 33 29 71 .u 86 

的5 鉄製品 以Ir 10-C l8 ]!) 29 76 lt.18 

的6 221: ざ117 凶磁" 糾辻系111'磁玩 10-C 1806 :!9~o 11.11 

即7 飲製品 以" 10-C 17.19 29~~ •ll.31 

的8 欽製品 鉄ir 10-C 17 67 29 95 ,/1』9

⑯9 691~7 ぷ,,品 船材（外版） ~ " 1780 33~3 ,11.01 製処渭 クスノ十 〇汰t 卜.'i~b

OIO 欽}JIJ, 汎" 9 「} 2701 31 9:'i 11 05 "[/だ 的9の関連品

9↓ 9 i文穀品 欽" 9-G 27 77 3160 ¥J.O, 可能 909の1対屯品

912 以製品 以釘 0-8 27 81 34 48 1109 "[能 印9の閲」杢品

913 汎製品 以ii 9 II 27.78 .11 30 •ll .01 off茫 的9の1月」_,i:,¥,',

91' 鉄伏品 欽" 9-D 27 57 33 72 11 01 可能 的9の1如也晶

915 鋲 製品 鉄釘 9-B 27.38 32.86 .IJJ)f. 可能 的9の lij 池，\~

9J6 汎製品 鉄釘 9 ll 27 :l3 32 73 11.01 of能 909の1月連，甘，

917 fJJ位粘 褐袖鉤膀llljばD 9 B :u, .1213 1105 

918 部同65 木梨品 外板(No909) の— 邸 9-G 27.02 J] 67 ,11.Ql 炊翅P クスノキ 0試料62

9J9 鉄製II, 鉄 製品 9 -B 27 46 3] 70 -10 BS 

920 仕製品 銭,r 9 " 27 79 3;, :rn -10 97 of(荏 卿の関歴，晶

"'' 木閲品 木利品 ,-n 27 95 Jl 81 110) 可能 的9のl¥!J1!品

922 且J磁謀 杞袖~iJ~:;.凶r;点 9-C 25 17 29,75 .JO 715 

923 鉄製晶 欽9」 ,-c 25 95 l9 SY -10 65 

924 321月61 肉磁器 担柚囚栢1,q.if心 9-C 25 51 29 73 -10.76 Xo179 • K Z KOi RC60 

925 木閲廿， *"・ 祐
9-B 25 53 30 63 -11 005 マッ ft;J~紐w束面屈 0試引 ~B9

926 ~9凶,16 鉗製品 泊碗？ " II l5 11 .1033 -10.99 

927 36籾96 肉磁若 U'./由肉i:i-;/(i-i-. 9-n 25 06 30 07 -lO 97 K Z KOOi',a 1 • K Z KOO.~o38 

928 鉄梨ii 鉄,r 9 -□ 2497 3063 •11 JJI 

929 joLCll flJ磁膀 記柚似J若鼠唸 9 K 21 85 :me ,l J U:. 応99a ,'~8 

930 附磁料 伯釉内保IIIJ.LJh: 9-TI 2,179 3005 -11.ol' r.."0936 • 1659 

931 約磁粘 ~ r也位Hl,'.l!Y耳壺 9-B 2482 3031 .JO 9~ 1131 C 

932 約磁膀 褐柚fiJ紐岡.ii,:心 0 C "邸 l9 6~ -10 79 

9'1 23図36 約磁梢 乱りIV'. 系11!'磁小駐 9-G 2'32 30.18 -11.oo RC59 

930 贔 約磁器 似釉r:inふ叫耳ぶ 9-C 2418 2959 -10 83 

934 b 防磁膀 褐袖[.,!.J器岡l.j亀げ 9-C 21 ¥8 2959 -10 8:l 

n, 約硲謡 IU釉位］料叫耳五 り-n 2m  30.18 ,,~, 悩265b

9J6 即磁,; 褐釉困諾II]耳立 r) -ti 2.1り3 3015 11的 悩9.10 • I 65Y 

937 flJ紐料 褐釉掬苔岡且壺 9-C 2373 29.98 -10 965 ~·.-1 ', • 
938 2汗司滋9 ~]紐器 椙辻行産，t磁碗 • u 2389 30.78 -11 20 

939 掏磁荏 褐釉Al~卸岡耳，菟 9 H 23 88 :J09.¥ •ll 23 

'40 26[Xl 17 陶伍i; IW釉肉i,f叫耳土 りー し9 2351 3093 -11 32!:i ~·a 159 b • 438 533 

911 鉄伐品 鉄製茄 9-8 2356 3128 1135 

942 25「;iJ9 淘粒袢 樹釉困器四且成 り一U 23 68 38.90 u ~ s 完形 ・内部土サンプ1レH

913 人炭 人炭 ~ - II ma  3~ 70 -11.91 

944 本梨品 ィ、製,0, 0 —r• 23 6•1 385' ll.91 マソ印閲洋行求亜属 0訊fH97

915 自然4」 rl!~{..J-玄武 岩 o-u 22 60 38 15 -1198 

916 re伍" 柘柚囚？かを
9 " 

2,'4,' 38 66 -12 16 lia8.14 • 8~5 • 94 (i 

9H い船器 彬袖印桜11!-l且立 9-U 2404 3522 ー1170 

9•16 • 鉄製品 鉄製品 O-ll 23 17 35.85 -11.775 ■.., II―f& 

9~ 8 b 伏製打， 鉄駐品 • - 11 23 17 35 B5 -11 77J 

9•18 < 鉄毀，怜 鉄"品 ~ - u 2317 35.85 -11.775 

94 B <l 鉄製,0, 鉄裂品
Ill―H 

23 17 35 85 -11 775 

9~8 fl 杖製品 欽製品 ,-o 23 17 35 85 -11 775 

9,18 ヽ 9失製，吊 鉄製品 'u  l3 17 J5 85 -J 1.775 

948 1; 鉄"品 鉄料品 ~-II 23 17 35 85 -1 J 77;:i 

918 ,, 鉄製品 杖穀品 9-B 23 J7 35 85 -JI 775 

918 I 鉄~製品 鉄製品 9 B 2317 35 85 •I I竹5

948 』 鉄};o", 鉄fl品 9-G 2317 35 85 -11 77::i 

948 k 欽製品 飲製品 9-□ 2i17 35 85 -J 1.775 

9,13 1 炊如品 鉄梨，界， 9-B 2.U7 35 85 -1 I 775 

948 印l 凡製品 鉄製,0, 9-R 23 17 35 8~ -11 775 
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遭物 i; 図 出土位置

番サ
枝番

番号
憧り」 遺 物 名 洟が区 悦高 楳存処理方法 接 合関 係 柑 禎 1°1 定 博考

N ¥V 

948• 炊れ品 鉄製品 •-11 23 L7 3585 • I 1.775 

948 .. ,,~ 鉄製品 鉄製品 • • fi 23 L7 3585 -11 775 

9'9 69図8 木裂品 船材（外版） 0 II 23 35 37.05 -11.645 咲処理 クスノキ 0試科60

949 一部 鉄製品 外阪の金属部分 M-11 23 35 3705 -11 645 

950 木製品 木製品 9-B 24 40 3797 •II 69 町能 ニレ属 0試料415

951 木裂品 木製品 9 -8 2424 3833 •I 190 可能 Nol762と接合 マツ属榎維袴束亜属 0試料20

952 2B屈30 淘伍若 褐釉偽器四封壺 9-B 22 51 37 14 ,11,95 陥1484 1桝

903 93図8 瓦侑妬 長）Iii 9-D 27,01 

"" ・1111
951 囚磁荏 褐釉困特四耳壺 9 -B 2678 JI 81 .¥J.15 

955 • 33図7J 店磁粒 困II耳壺 9-B 2662 3230 IIJ5 

955 b 鉄裂品 鉄釘 9 B 2~62 32.30 -ll,25 可能 909の関連品

956 鉄製晶 釘痕 9-B 2102 3280 .11.20 訂能 909の関連品

957 鉄餃品 鉄釘 9-B 27.70 3220 -I0,97 可能 2点籍ふくれ

958 鉄製品 Mf  9 B 27.98 33 32 -ll.07 3点 ・的911)関連品

959 木製品 木製品 9-B 29]6 JJ 01 ーH.D3 可能 ニレ属 0試料311

960 34図79 困磁甚 長限小L1瓶 9-B 2730 34 Jl -Ll 295 

961 鉄闘品 鉄釘 9 B 27.74 34 57 ,UJ7 可能 鉄釘も Lくは鉄板

962 鉄製品 節 （矢）求 9 B 27.43 3429 -11..275 要処理 矢の束;2つに破損

963 仕製品 炊製品 9-B 2756 3424 -L 1,26 可能 909の関連p[Jp

964 木製品 木製品 8-A 3267 4230 -JO 78:i 可能 ニレ属 0試料89

965 鉄虹品 箭 （矢）束 8 A 3285 42.63 -10.80 要処理 25本

966 ＊穀品 木製品 8-A 3263 42 84 ー10,84 マツ属,u維管束亜菰 0試f1499

967 木製品 炭化木 8-A 32 75 '304 -JO 83 要処理

"' ＊製品 木製品 8 A 3275 43 2l -10.85 ..::.レ属 0試料502

969 木糾品 木梨品 8 A 3246 43 07 -10..865 可能 クヌギ節 0試H412

970 木炭 木炭 8-A 32 33 ~3 22 -10.90 戻

971 木製品 木梨品 8-A 3207 42 99 -10 875 可能 マツ属l姜穣管束亜属 0試料265

972 木製品 木梨品 8 A 3160 4326 -11 02 可能 ニレ属 0試料383

973 木製品 木製品 8 A 3175 ,,w -1 LOS 可能 ニレ属 0試料376

970 鉄製品 鉄製" 8-A 31 82 43 7L •'l01 殻丞要処理 目釘nJJ燎

975 木釈品 曲物 9 8-A 31 95 4379 -10.99 要処理 不詳 0試料L72・ク-JIの祁分 2枚直ね

976 困磁u褐釉阻器匹耳壺 8 A 31 96 ~3 9D -10』97

977 木製品 木製品 8-A 31.73 43 97 -11.U ニレ属 0試料49B

978 鉄製品 鉄IT 8-A 31 85 44 01 .1105 

979 鉄駿品 鉄釘 8 A 31 92 44 04 -11.05 

9BO 8900 2 木製品 崎弓？ 8 A 3200 44 12 .11.01 要処理 ニレ属 0試科L90 • 漆殷あ I)

9BJ 92図 5 瓦鳩類 畏方燐 8-A 3209 44 29 -H,01 

982 木炭 木炭 8-A 3220 "26 -]~98 

983 木製品 楔？ 8 -A 32]3 43 60 •H iOO 要処理 コウヨウザン 0試科L79

984 鉄H品 鉄IT 8・A 32 49 43 66 -11.05 

985 木製品 木般品 8-A 32 77 ~3 88 -10_895 可能 マッ属複維管束亜属 0試料rnB

966 65凶60 人製甘， 木製品 8-A 3230 4210 -JO 835 要処理 シイ 属 0試料257

987 鉄料品 鉄" 8 A 31 93 42 4 L -JO 90 

988 70図JI 木製品 船板材 8 A 31 89 '223 -10 B65 炭処陛 スギ属 0試科68

989 鉄製昂 鉄釘 8 A 3175 4210 -JO 89 

990 木射品 木製品 8-A 3L03 42 40 II DI~ 可能 マッほ復維管束亜属 0試fI L2L 

991 木製品 木製品 8 A 3095 "" 11.20 可能 マッ拭複維迂束亜属？ 0試料79

992 23図34 困磁器 柑采V系存磁輪花碗 8 A 3092 44 35 ,11.21 完形

993 ＊製品 木製品 8-A 3090 4442 ・ll21 可能 コウヨウザン 0試科452

994 木炭 木炭 8 A 3057 ~3 18 • II 20 

995 59図 2 鉄製品 箭 （矢）束 8-A JOJB 43 32 -]] 225 要処理 60本前後

996 木製品 木製品 8-A 30.00 4303 -IW  可能 マッ 属複椎管束亜属 0試料73

997 木駁品 木製品 8 A 3029 ~~16 ) 1.31 可能 スギfl- 0試料269

998 木翌品 木製品 9 A 2982 44 SL -11 405 可能 コウヨウザン？ 0試考175

999 木裂品 木製品 9 A 29.79 43 99 -ll,.345 可能 ニレ！、 0試料319

JOO(] 38図 2 ·•· 製品 球状 I:製品（てつ1よう） 9-A 2950 43 61 ,IL39 内容物（＊片など20致点） あ I)

1001 鉄閲品 箭（矢）？ 9 A 2960 ~3 53 -11 34 要X線 矢柄？

]002 *"品 木裂品 9-A 29 54 44 00 -ll.325 可能 クスギ節 0試科424

1003 鉄嬰品 鉄製品 9-A 2939 H 10 ,ll.33 最重笈処理 !C,蹄?

1004 木製品 ＊裂品 9~A 2911 44 OS -11 39 可能 マツ滋複雑皆束亜属 0試料426

IOOO 73図18 木製品 木製品 9-A 2983 41 81 ・H II 要処理 クスノキ 0試料202

1006 木駐品 木鉗品 9 ~A 29 45 12 29 -ll 36 可能 ニ レ属 0拭料247

1007 木関品 人裂品 9-A 2915 4226 -ll...305 可能 クスノキ 0試料 140

1008 木製品 木製品 9-A 285B 4226 -l l 385 可能 スギ加 0試料136

1009 木炭 木炭 9 A 28 49 42 16 ,)I没i

JOlO 鉄穀品 鉄製品 9 A 2672 42 32 -11.39 

1011 ＊製品 木製品 9-B 2957 3560 -l O 805 可能 ニ レ屈 0試料304

1012 86図66 木製品 木科品 9-0 2967 35 12 -10 89 可能 ニレ属 0試料78

1013 73図19 木梨品 木製品 9 " 2932 31 97 -10.90 姿処理 クスノキ 0訣科100

J014 木製品 木製品 9 A 2&57 4263 -ll.385 クスノキ？ 0試*-l-494

1015 鉄製品 鉄,r 9 A 2831 42 75 -lJ,42 

l016 木製品 ＊製品 9-A 27 95 43 40 -11,48 可能 J451と同一 1451と同一

1017 80図13 木製品 木梨品 9・A 2877 4329 11,19 要処理 マツ属複維管束亜属 〇杖科285

1018 潔製品 漆製品 9-A 2'15 4363 -11 57 裂処理 クヌギ節 0試料16!:i

1019 木製品 木製品 9-A 27 99 1379 -11 585 クスノキ 0試科193
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1020 人炭 小炎 9 -A '690 ms  ,11.15 

1021 木製贔 HII物底針',? 9 -A 2690 13.76 ,UIS 可能 スギ1、 〇払jf2:J7 

1022 木炭 木杖 9-A 29, ¥8 1111 111 11 

1023 水製品 木製品 9-,¥ 29.01 II沃 •ti 16 可能 マッ\~複雑l.:東亜屈 0試Hl9

102' 木科晶 木礼＇ふ 9-A 2891 44.73 ILS, 可能 ニレ国 0試科271

1015 人炭 木炭 9-,¥ 2885 44,55 ,,,., 
1026 人炭 人沢 9-A 2882 4U6 .11.ss 

1027 木梨ム ＊製.ll(t.)HI 9 -A 28[,8 1n1 J 152:1 要処理 スギ伍 0試:tli89

1028 木製位， 人製品 9-A 28.16 .¥ l.~9 1105 可能 スギ11 0試ll267

J029 ト製品 *ll,\~ 9-,¥ 2820 uu  -11 625 可能 ニレ屈 0試tl307

1030 ． 木及 ＊炭 9-A 27 55 ~4 32 ・11,71 

lOJO b 79同~o 人製品 木杖品 9-A 27 5~ ~4.,32 • I !,ii 要処門 シイ屈 0試tW9

lOJI 木i及 木杖 3-A 30 26 13J.~ -11~ 8 

1032 83L:l:」52 *''品 木,,,~. J-B 41,05 3327 -7.88 変処" マツ印阻釘・叫＊亜品 0試tf128 

1033 ~l r-:ll 2 t.l-,.;i品 ''" 7 -B 43 39 34.93 -7!l8 漁船11)?

103' 鉄製品 j¥}i品
7 " 

」:,l4 :II.II -801 要処埋 鉄材がHJ,'

1035 畠 7IL:.J22 H ia 人製.,, 7-B 12・12 3::; 17 -8 28'.i ＇火氾 F ソカし」1 0試Hs2

10:l5 b 木製品 木製古,', f-B 42 42 35 17 8285 103S aと1,「]- f035 IとH

IOJG C !,,,411 ,lcl1付， -. " ~2~2 お 17 -828,i "i能 IOJSIとl'i 1035 aとI可一

1035 d 木製品 水製け， 7-R 12~2 3~17 -8 2BS 可能 こI'}ヨウザン？ 0試料52

103G 421il 6 r, 製II 1,u ,., —f-ft 3-S 32.68 39 99 -10 77 

IOll i1'喰 1屯喰？ 8-,¥ 32 50 33的 10 69 

1038 鉄製品 面（矢）火 8 A :lZ:16 108.1 -JO 72 は処JI '° 数↑

1039 以製晶 以没＼＇/ 8-A 32 21 IOIO -10.65 可能

1000 木閲',], ＊う,,サ, 8-S 31.89 40.75 -JO 80 可能 叫団四111Ip, 0試tH62

1011 沖製，げ， 怜 l~I苓 f1'叫I 8-,¥ 31 87 ~O 6 I 10 81 要処理 骰ll材B 0試Hl47 *ま IJ

1012 り、製品 板1人鉄製品 8 A 31.72 ~o~o -10 80 兜の一部か？

JOl3 炊製品 不りl窃食訣（梢？） 8-,¥ 31 27 10.17 -10.78 安X粕 li',1勿m化人？

JO~~ 木＂品 木ド品 8-A 31 2~ ~o 60 -10 85 マソ研桟椎•特束亜属？ 〇汰tfS01

1015 

""'祐
木北甘， R A ::I¥ .17 llOO -10 87 ,,1能 ーレU 0試H24fi

1016 ,lcli品 木製品 8 c¥ 31.fi2 ~1. 15 -10_83 可能 ムクロジ 0祓tf13 

JOH ・ヽd 73lさ116 木製品 木製品 8-A 31 61 41 51 -10.86 ＇及処理 クスノキ 0試HIJO • 298 • H 訥(f;.a-<lに分tl

10」8 木製品 木忙品 • - A 3158 11 2~ .」0815 要処，， クスノキ 0試H29-1

wrn 紋製品 炊装,f,', 8 A JJ 16 11 OR -108.'l 

1050 it喰 iなボ？ 8-A JI 9B 1181 ,10 a, 
1051 炊製品 鉄ブl' 8-A 31-fJ2 ~] 8~ -10 815 咬処理 sgに分柑

1052 鉄製品 鉄釘 8 A 31'3 4190 I0.9l 可能

1053 り、製品 鉄if 8 A 3108 ・1 J~J -10 90 

1051 鉄栽晶 杖釘 8-,¥ 30.90 4].39 -10~5 

1035 4、穀贔 ,tc,i品 8 A 3085 4HO -10 95 a/俺 クスノキ 0試序 f~!i

1056 小梨品 木>i,O』 8~,¥ 29'1 11 26 •1111 可能 シイ慎 0祉料206

1057 人製品 ＊射品 8-,¥ 29'7 41 ,6~ ,11.23 可能 クス）キ 0試料225

1058 木炭 木炭 8 A :11 98 4189 -JO 81 

1059 87凶69 木笈品 沿，］釘)IIT.JL太材 8-A 33 50 11 28 -10 755 . 処刑 マッ 1:r:rli.経活束亜狐 0試f199

J060 Hi品 木製品 8-A 30 44 44 55 -11 285 可能 スギH 0試Hill

1061 木炭 木炭 8 -A 3¥ 74 ~I 3」 .Jo s1 

!062 人製品 人製品 8-;¥ 31 10 ,12,83 —• I OJ 可能 クスノキ 0試fl300

1063 木製品 木裂晶 8-A 30 84 42.74 -11.085 可能 ニレ屈 〇拭H353

10~1 小炭 4、疾 8 A 30 97 ~l 13 -10 99 

1065 以製昴 鉄,1 8 -A 30.70 '2,37 •1105 汝処涅 船多I?

l郎6 木製品 弓先？ 8-A 3060 ~2 31 .u 08 要処理 7， ヤ朴 0試れ178

11167 人製昴 人製品 8 A 30,13 ·1L.•IJ -11 09:i 可能 コウヨウザン 0試料：l5l 

1068 鉄製，店 O;M品（炊釘？） 8-A 37,72 ~l. 71 -9,92 可能 2本あり

IO<i9 部同75 ＊う,,げ 木製品 8 A 30HH 4] 8~ -JO,l5 要処四 マツ属複経管束亜伍 0試利63

1070 88凶71 木製品 イふ,.~、 8-A 3688 1283 -999 必処坪 マツ属桟雄行束革は 0試料127

107] 木製品 木射品 8-A 37.73 4230 -1001 可能 ニレ屈 0試柑411

1072 汝喰 i令喰？ 8--A 37 Bl 4乙06 -9 975 

1073 ＊製品 *11品 8-,¥ 37 53 42.43 -10.00 可能 散LL材「） 0試利391

1074 11然il'llり ,.tit 8-A ~7 42 n53 -9 995 匹肢什

1075 木製品 板状木ll品 8-A 37 39 12 68 -10 015 淡処陪 スギ科 0試HJs,1

1076 肉磁柑 褐釉因牲四可益 8-A 37.17 位.74 -IMO iH,J↓、内容物（漆粒校冷JO致．れ）あり

1077 自然石 自然石砂'if 8-A 37 35 12.96 -10,08 

1078 75図25 木梨品 船角材 8-A 36 52 ~2 62 -1020 娑処理 スギf!- 0試利308

1079 小穀品 人製品 8-A 3639 42 37 l021 可能 ピJキ科 0試H262

1080 9~1ill9 凡練れ 仕方籍 8-A 3622 ~2 22 -10 25 

1081 木製品 木梨品 8 -A '605 4330 -10』0 可能 クスノキ 0試柑76

1082 52凶 6 鉄製品 鉄梨山＇ 8-A 3818 '3.26 10.01 炊処用 一郎破／，1

J083 H杖阻り 人什 8-A 3806 43~o ,10 03 頭頂1'fから 1紀n行にかけて（花い男性）

JOSS SB図3,' 鉄穀品 鉄片？ 8 A 3802 4356 -993 

」085 漆製品 朱屯祝小It 8-A 37 65 ~3 6J -995 f~_f :t: 処還 コウヨウザン 0試料337

1086 杖製品 飲戟II 8-A 37 B9 4305 -J0.04 要処理

10~7 鉄製昇 斧？ S-A 37.81 ~3 ]8 -IO.O, 駐正翌処理 刃先木質残る（只さIBcill)

JOBB ． 50図 7 鉗製品 糾銭元サ通賽 8-A 37.73 ~2 98 ,)001 鉗il1枚が狙なっていた

JOBS b 50囚3 鉗討品 銅；し只徳元研 8-A 37.73 42 98 ,)0,01 銅銭 4枚が1f-なっていた

1088 < 50同］ 鉗製品 鉗銭：~1元通W 8-A 37.73 42 98 10.01 鉗i-l4枚が重なっていた
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N w 

l08B d 50図 4 凧製品 銀践祥符元頂 8-A .17.73 •298 ・10 01 第錢 4枚が重なっていた

I089 木製品 短剣？ 8 A 37.66 <2.98 ・10.01 要処理 匝剣？鞘入り（鞘の金具のみ）

1090 46図20 絹製品 紺製祈金具 8-A 37.60 43 05 -998 

IO<JI 15図 7 銅梨品 絹製帯金凡（絞凡I 8-A 37.42 4312 -10 01 油1100と同一個体

1092 84図56 木駁品 木製品 8-A 37 26 43 29 ,10.10 可能 コウヨウザン 0試科230

1093 51図］ 鉄製品 鉄製冑 8-A 36.86 43 41 -JO 20 要処理

1094 困紐器 褐柚淘器四耳壺
,_, 

3656 43.78 -10.2~ Nol JOOと同一個体

lOゆ "'"品 人製品 ,-A 品Aしl 出↓ jlJ -Jりと 11f A~ ーレ属 0試村4bl

1096 木炭 木炭 8-A 36 38 43 39 -JO 235 

1097 縄縄 8-A 37.36 44 22 10. I~ 要処理 No1094とliil 個体

1098 49図45 鉗製品 伍匙 8-A 37 47 44 53 ,IQ21 

1099 木製品 木製品 8 -A 3692 4445 -10 28 可能 マツ属複稚甘束亜属 0試利277

JIOO 淘磁器 掲釉困器匹耳壺 8-A 36.78 44 22 -10 24 No1094と同一涸体

1101 木製品 木梨品 8-A 3680 44 60 -IO 28 可能 マキ属 0試科258

ll02 39図l5 土梨品 球状土梨品（てつはう） 8-A 36 51 44l7 -10275 

IL03 自然石躾 8-A 36 22 44 60 -10 185 

1104 25図13 困紐詐 掲釉潟器四耳壺 S-A 3660 -14 77 -lO 29 付着貝 ・内容物（木片 ::,:20数点）布

IL05 木製品 木栓 8-A 36,54 4493 -LO 35 要処理 マツ属複維廿東亜属 0試料180

1106 木製品 木製品 8-A 3693 4498 -10 265 可能 マッ属復稚笞束亜漏 0試科10]

1107 酎内引物 獣竹 8-A 3716 ~5 49 -10 26 四肢骨

ll08 木穀品 木製品 8-A 37.35 4598 -10 265 可能 クス Jキ 0試科236

1109 縄規 8-A 36 65 ~!i 82 -10 34 咲処理

1110 困磁器 褐柚佑器四耳壺 8-A 3635 4563 -1040 内容物木の実有（椎の実 ？）

1111 木製品 木製品 8-A 3614 45 83 -10 415 可能 クスノキ 0試料289

1112 木製品 木製品 8-A 3'11 !6-03 .JO 435 可能 コウヨウザン 0試料245

l 113 47国JL 銅梨品 鉗梨飾金具 8-A 3608 46 42 .jQ51 

1114 i企製品 朱塗碗体錦破片 8-A 313 39 45 94 -10 08 娑処理 スギ属 0試料336

IIIG 木炭 木炭 8-A 37,92 46.2L -10.155 

IIJ6 木穀品 木梨品 8-A 37,78 4630 l0,18 可能 マツ 裏阜維管束亜属 0試料259

1117 糾屈5B 木製品 木製品 8-A 3769 46 (i4 -10 275 蛍処理 マツ属複雑管束亜属 0試料248

II 18 木製品 木梨品 B-A 37.41 46 69 -10 32 可能 マツは担維ぜ束亜属 0試料104

1119 木製品 木駁品 8-A 37.09 46 62 -10 365 可能 マツ 属複維管束亜属 0試料25

IL20 Bl 図4•! 木駁品 木製品 8-A 36 BO 46 74 iio II 要処現 マツ属単維管束亜属 0試料479

1121 90図 6 木梨品 木製品 8-A 3292 42.20 -10 75 要処理 スギ科 〇訳科191

1122 木裂品 木製品 8-A 3680 46 74 ,¥0 41 可能 不詳 0試料273

1123 鉄製品 凡製品 8 -A 36-B7 ,~09 -LO 27 安処理 環状取千H金具

1]24 木製品 木製品 8-A 3797 47~ 9 -10 275 クヌギ節 〇訳料49G

Ll25 41図30 捐製品 鉗関帝金R 8-A 378B 4724 -10 265 

1126 瓦団頬 長ガ碩 8-A 3774 ,,,, -LO 43 

1127 木製品 木製品 8-A 37.59 47,S -L0.30 可能 マツ属複維岱求亜属 0試料470

1128 木製品 木製品 8-A 3756 4728 -10 36 可能 マツ属復維管束亜属 0試科260

1129 木製品 木製品 8-A 37.45 '706 -10 35 可能 コウヨウザン 0試料368

1130 H子H品 ヤシ骰容器 8-A 37.22 "ふ2 -10.AO 最重要処理 榔子の実

{131 木製品 木製品 8-A 3708 47 27 -10 43 可能 マッ｀隼維管束亜属 0試料205

l 13~ 木製品 木裂品 8-A 

"" mo -10 58 可能 スギ属 〇拭科225

1133 47屈32 鉗製品 鉗製飾金具 8-A 3B 10 ,as, -lO 335 

J 134 木製品 木裂品 8-A 37 88 '853 -10.36 可能 不詳 0試料275

J 135 鉄裂品 鉄釘 8 -A 37 71 4B 27 -JOJ6 

1136 鉄穀品 鉄" 8-A 37 64 48 64 -10 40 

1137 木製品 木栓 8-A 37 62 4859 叫1015 要処理 マツ属l具稚管束亜属 0試料l75

JL38 鉄製品 鉄釘 8-A 37.37 48.51 -10J35 

¥J39 自然石 自然礫 8-A 37 18 48 79 -10.49 

I L40 木製品 木般品 8-A 36.98 48 9~ -10 495 可能 チーク 0試0299

114 L 縄縄 8 A 36,76 18 G4 -JO~J 可能 3つ切れ

11~2 ,11 76図29 木製品 船材（隔登梁材） 8-A 36,15 48 4L -10 65 可能 クスノキ 0試料213

1142 b 木梨品 船材（隔竺梁材） 1142 aに接('

1142 ， 仕製晶 仕製品

IH2 cl 木梨品 木梨品 114 2 aに接＜ 釘あり

1142 ． 鉄駐品 鉄製品

1142 

＇ 
木製品 木製品 1142 aの上部分

IH2 木製品 船材（隔壁梁材） nぶJC応? をC分了「{11,Zbぷ杯ガ'71 11'2 クスノキ科 0試料212

Ll43 85図62 木製品 木製品 8-A 37)!2 48 88 -1038 可能 クスノキ 0試料2部

L 143 ＊製品 木製品 8-A 37 B2 ~8 BS -10 38 要処理 ~ 鉗製の金共f・J-芯

1111 木料品 木駐品 8-A 38,]8 48 60 -10 27 可能 杭状の木製品86~a とつながる クスノキ科 0試柑407

l」45 木製品 木穀品 8 A 37,94 48 94 -10~0 クス）キ科 0試料!iOO

1146 木製品 木製品 S A 37.72 1902 -10 33 可能 クスノキ 0試f卜295

1117 鉄"品 術（矢） 束 8-A 3833 48B9 -10 26 最正雰処理 70本前後

1J48 ● 50図12 銅製品 銅銭ほ社君岳 8 A 3588 40 16 ,10 11 2枚直なっていた

1148 b 50図1.1 鉗製品 ~n揖駐'l't-~ a-A 35邸 40 16 • ID 12 2枚霞なっていた

』149 漆況品 朱武甲葉（小札）一括 8-A 35,87 1016 -10 62 変処理

1150 -12図7 石製品 斤玉駁雌超廃（象 8 A 37.49 <057 -990 

1151 鉄製品 鉄釘 8-A 37.76 4883 -10 30 

1152 木製品 木裂品 8 A 37 80 4000 -9 815 スギII 0試料211

1153 r-i然i!lt 人什 8-A 37.2!) ~o 37 -991 右祝頭竹の一部竹別不lリl

1154 木裂品 木駁品 8 A 37.11 40 46 -995 可能 クスノキ 0試f¥33
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番号
枝番

香号
種別 遺物名 調査区 標高 保＃処理方法 接合閲依 樹種同定 傭考

N w 

1155 日然il物 猷骨 8-A 3803 41 25 -960 椎骨

1156 木製品 木梨品 8-A 37 7B 4L44 -9.8'5 可能 マツ砿1笈維管束亜属？ 0試科2面

1157 鉄製品 鉄製品 8-A 37 85 41.59 -9,86 

1158 木炭 木炭 8-A 3790 4168 -985 

1159 ＊製品 木裂品 B-A 37 76 41.53 -9.85 可能 クスノキ 0試科356

ll60 木製品 ＊製品 B-A 37.62 41.51 -9,85 可能 クスノキ 0試料286

116T 木製昇 木製品 8-A 37 37 '122 -9 945 可能 マツ属単繰管束亜属 0試料263

1162 39図]7 ±駁品 球状土型品（てつはう） 8-A 3709 "°' -9.99 

1163 目然〗物 獣骨 8-A 3700 41.38 -J003 四肢骨

1164 木製品 木梨品 8-A 36 98 4133 -1002 可能 サクラ属 0試科3B9

l 165 ＊梨晶 木駁品 8-A 36 90 "33 -1003 可能 サビのため不叫l 0試料58a 

JL66 自然辺'i1J 猷骨 8-A 36 93 4139 -J002 惟甘

1167 鉄製品 鉄釘 7-B 41 80 37.94 -887 可能 角i)

Jl68 56図l7 鉄製昂 冷状鉄製品 7-B 40-71 JB J6 -914 要処理

Jl69 66図JS 木製昆 木梨櫛 7- B ~O l3 ,rn -9 215 ア11 ,t,"':1 一兄•キシ t シ・
ナツメ 0試料L45

1170 63図 2 木製品 格状漆塗木穀品 7-B 4007 3W  -924 真空凍結乾燥法 D,I lxlrgl.4-Ip. 0試料163

1171 ＊製品 木製品 8-B 3950 3888 -934 可能 コウヨウザン 0試料210

Jl72 38図3 土製，利 球状土製品（てつはう） 8-B 39 33 3"74 -942 

】L73 39因20 ''製品 球状土製品（てつはう） B-B 39 19 JW  -9,45 

1174 木製品 木製品 8-B 3914 3863 -9 435 可能 マツ属屯槌甘束亜属 0試料2B7

Jl75 鉄製品 不明 8-B 3964 3~.18 -939 要処理 漆喰のー一部？

1176 鉄製昆 鉄釘 8-B 39~B 39 16 -9.H 可能 芯鉄見えず

l 177 鉄製品 鉄製品 B-B 39 4 L 39,25 -9.45 可能 釘穴 2つ

1178 鉄製品 鉄釘？ 8 B 3925 39.09 -9,47 可能 U字型の釘

】179 鉄製品 鉄IJ 8- B 39 26 39 26 -9.45 可能 芯鉄見えず

】180 漆喰 漆喰？ 8-B 39 13 39,ll -9,47 粘土塊？漆喰？

1181 木炭 木炭 8-B 39 16 39.2< -9,45 

]]82 鉄製品 鉄釘 8-B 3903 39 30 -9.46 可能 芯鉄見えず

ll83 木炭 木炭 8-B 39.36 3823 -9,36 

1184 89同 5 木嬰品 柄付板状木製品 8- B 39.30 3788 -9 345 要処涅 コウヨウザン 0試科130

]]85 鉄製品 鉄釘 8 B 39 57 37.'2 -932 可能

1186 I to図 5 肉磁器 土師岩杯 a 8-B 3B 27 37.99 -9_64 

1187 鉄梨品 鉄釘 B-B 39 83 37.70 -9,IB 可能 角jf

11B8 JBOO 7 土製品 球状土製品（てつはう） 8-B 39 60 37,52 -923 

1139 鉄製品 鉄釘 8-B 3950 3W  -9.22 可能 角釘

1190 鉄製品 鉄釘 8-B 39,45 37.42 ~9,13 可能 芯鉄見えず

1191 陶磁雅 褐柚関,i水注 8-B 39 38 37 ,41 -925 

LL92 鉄製品 鉄釘 8-B 39 34 37 JO -926 可能 角IT

LJ93 鉄製品 鉄釘 8ーTI 39 39 37 22 -926 可能 芯鉄見えず

LJ94 66図13 漆位品 朱遼櫛 8- B 39 45 37 32 ,924 捐アルコール含浸

1195 鉄製品 鉄9「 8-8 3960 37.41 -9.19 可能 角釘

I 196 鉄製品 欽製品 8-B 39.68 3W  .9 22 安処理 輪状製品

I 197 鉄駿品 鉄釘 8-B 3973 3740 ,9,23 可能 先沿部残る

119B 鉄製品 鉄釘 8-B 3973 3747 -923 可能 丸釘

I 199 56図18 鉄製品 鉄,,i, 8-il 3974 3724 -9195 安処理 一部漆残存 ・2片に分招

1200 29図36 肉磁牡 褐釉内荏旧耳壺 8 8 3969 3713 -923 No120lと同一瀾体

1201 困磁器 褐釉淘器四耳投 B-B 39.79 37.14 -9.20 /l'al200と同一OO体

1202 欣梨品 鉄梨品 8-0 3980 3707 -9,JS 可能 サンプリング不能 サンプリング,f;能

1203 鉄裂品 釘痕 a B 3996 3742 -9.185 可能 木質残る

1204 鉄製品 鉄ii 7-B <0.05 3757 -9.12 可能 芯伏見えず

1205 35図94 困磁器 褐釉困器壺 1-B 4029 3733 ふ12

1206 鉄製品 鉄釘 7-B ~o 29 37 .~4 -909 可能 角釘

1207 鉄製晶 鉄釘 7-D 4003 3W  -9055 可能 釘らしい複数本あり

1208 鉄製品 鉄釘 7-B aoss ms .903 fff能 角,r

J209 鉄衰品 鉄釘 7-B 4069 3730 -9,03 可能
"'釘

J2JO 鉄製品 伏釘 7- B 40 79 3723 -9,00 可能 水材付着の鉄IJ

m1  鉄製品 鉄,r 7 B '°・" 37 18 -8.9-1 可能 釘釘

1212 鉄製品 鉄釘 7-B 4 l,L4 3709 -8.93 可能 角名T

1213 鉄製品 鉄製品 7-B 11 12 3706 -894 可能

1214 鉄製品 鉄製品 •-a 41 10 3705 -8.96 可能

1215 鉄裟品 鉄釘 7-B 41 28 36 75 -9.02 可能

12[6 木梨品 木製品 7-B 40 61 37.17 -9.()1 可能 クスノキ 0訳料290

1217 木裂品 木穀品 7-B 40 59 37 12 -9 055 可能 マツ属複維管束亜属 0試科38

1218 木製品 ＊製品 7-B ~o~3 37 22 -90S 可能 スギ科 0試H292

1219 87図70 木製品 木製品 7-U 40.15 37.17 -9_145 可能 マツ属複雄笠束亜属 0試科119

1220 木製品 ＊製品 7-B 41 46 3667 -8 925 可能 マツ属単椎管束亜属？ 0試科233

122[ 鉄梨品 鉄釘 7-B 41 57 3665 891 可能 角&r
1222 鉄製品 鉄合） 7-8 41 83 3667 -8-76 可能 角釘

1223 鉄製，m鉄,1 7-B "" 3607 -B70 可能 角釘

1224 鉄製品 鉄釘 7-□ 42 04 3652 -868 可能 角釘

J225 鉄製品 鉄釘 7-B 42 27 3639 -663 可能 板材付きの釘

1226 鉄製品 鉄,1 7-B 12~I 3630 -B 61 可能

]227 鉄製品 炊釘 7-G 4236 3624 -8'5 可能

1228 鉄穀品 鉄jf 7-B 42 49 3624 -'595 •r能

1229 鉄駁品 鉄釘 7-B 42 61 36 16 -657 可能
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岳,; I, 佑
占り

rt別I 刃物ヤ， --~" "'" l>Tf迅llhW 棲合関係 柑仕同" 憎名
N w 

1230 杖，，訂， 炊if 7 D 0286 35 98 -8" 町能

1231 27凶25 凶紐t片 固釉凶沿c;]/;;_ 7 -B 43 LI :1601 -8 50 耳の一祁を稔き完形 ・和勺部上サンプルあり

1232 HIM 1養状木礼¥,', 7 -11 』IJ32 3606 -8 42 要処坦 ヒノキ科 〇瓜料176

1233 以•11,C, 鉄" 7-0 "352 3607 -8 .18 可能

1231 杖，，品 術 （欠ー） ？ 7 -B 43 64 3602 -8 39 

'*" 1235 *"'品 木穀品 7 11 <1111 3603 -8 31 可能 マッ ~ij\.籍廿束西ば 0試t"l-281

1236 木製品 船Iイ（佑~irm i 7-0 "359 JS 87 -8 JD 戻処籾 クスノキ 〇試!/ぬ

11Jl Hl品 ,.,,;; 1-0 ~.-.H .\~ll -6J;) •Ht I'/ .... Jj! 祉¥'¥U!!l!¥i¥ U瓜lt~,

1238 射"・''・ 鉗U金！！ 7-A 1371 3517 "' H I:. 妻氾瑾 滋皮殷f-tさ鉗賛令Jし

lな9 木製品 *}l品 7-0 43.70 35.12 -bJS 可庇 ~t ンブ'}ング不代 サンプリング4寸茫

1210 tt>i品 "'" 
7-H -1446 36-17 -812 可能 n』if

'"' "'"品 ""' 7-0 1376 3700 -846 囀廂 角"

""』 は製品 ltfl 7 -" mo  .1701 -8-13 可能 jfがあるらしい？

121J "'""'' 渚 1矢）米 7・-ij ~3 13 37 Jl -8 55 鈷の塊木nを含む

"" 以"品 鉄" 7 -D .,,, 37 33 -8 575 •H尼 Pllr 

121~ 鉄製品 杖lr 7 -" 42 8~ 37•16 -8 59 可相

"'' i>ll'l< 鉄111'/ 7-B '386 37,48 -8 45 "'能

'"' 鉄共品 炊l.!Iり＇阪 I¥? 7 -B 43.79 37 39 -8.-15 可能

1248 伐製品 鉄,r 7 II '369 37~] -6495 "'"' 3つ祈ll、，芯は見えず

1249 凶磁臼 1怜？ 1-0 4368 37 52 -8 51 

1200 鉄賢品 箭｛欠）東 1 II 』1332 37 39 -8555 変処巧 701'前後

1251 931'7 瓦1l!訊 GJil, 7-D 4291 "~' -858 

"" *"" -t-11品 7-B 4251 "" -870 可能 -1ツ騒LK紐if束歪“ 〇試liJ20

1253 ¥"品 .t-1>? 7 -H •12'1 3760 870 度足月l ごI') ョウ ~r ン 0試H319

"" 
炊;,,r,"'" 7-0 -IOIO 3754 

_,_,. ,, 範 角釘

"" 50UJ2 !SN品 ffil¥ 8-A "・'" 4SOl ・1010

"" 木”祉， Hll,l, 8 -A 3576 ・12 2-1 -10255 

1257 木製品 *"品 8-S 35.St 42 59 -10.195 可能 マツ屈複Ui¥求血屈 0試H360

1258 木"" 木製品 8-A :<5ふ9 42'3 -IOJ9 可能 二．レ屈 01o11.t!-4 I 6 

1259 縄耗 6-A 35 ,17 ・13 02 -10 44 要迅坦

1260 木只品 ＊＂因， 8-,¥ 3520 43 42 -10 525 可能 マツ属投稚行東亜屈 0試中卜361

1261 凶磁器 褐柚困i~四耳立・ R-A 35,79 ~3 23 -10 31 

1262 凶磁店 祀杜因符匹耳立 8-A 3$86 •13Al -10 38 別的体~.,,

12'3 ＊杖 ＊炭 8-A 3595 ~3 72 -10 JJC, 

"" 鉄製品 以mi 8-A 35.1り 4l!i2 -1050 

1265 
,_.,jl 

木,,,~. 8-A 3523 2ヽ91 -10.46 "'熊 コウヨウザン 0試H366

1お6 木髪品 ~"品 8-A 35.77 4U4 -1048 クスノキ 0試引492

1267 ＊射品 木製品 8-A 3592 "" 10 tJS -1'7且単這汁東亜U 〇試JH9l

1268 ,le≫,; も +Ill/, 8-A 3598 -1162 -1042 "f6> マッ ~lil紐行東 ifli:1-fj 〇拭1H25

1269 "'"品 *"·~ 8-A 35.79 4483 -I0.48 司能 マツば駐籍行矩生公 〇試11263

1270 木製品 ＊沢品 8-A 祁 的 ≪65 -10 45 可能 マ・7(t(I姐叢も東巫伍 0試H21

127」 ,.., 贔 4、11,1/, 8-A JSTJ ~~97 -10 535 "Ii荏 マッ姐 Ill経行り直•. \1'1 0杖ト協97

1272 鉄製品 s,;,1 8-A 35.96 45.5] -10.53 

1273 木関品 ＊軽品 8-A .1594 45 58 , IO~'i l 可稲 ク;(.)キ 0試科~.'i

1274 ィ、穀，,, 人製品 8-A 3588 ~o 60 -10.54 マッ ~j.l/_繕甘求平研 0試料195

1275 ~s図33 鉄製品 )A,1金J"¥- 8-A 3582 4500 -10 53 可能

ln6 木利品 ＊製品 8-A 35 75 45 60 -IO 55 可能 コウヨウザン 0試H~IO

1277 fl.Mill 猷竹 8-A 3'.66 、15.77 -10.62 匹!i竹

1278 木製品 船材 ,1,~1 ヤ 8-A 35,72 ~588 -IOG35 ,, 能 クスノキ 〇試料367

127り 22L41S 困出骰 !ill.II系／，・紐娠 8-A 3ふ50 453,1 -l060 完形

1260 木製品 ,1-., 品 6-A 3ふ" <551 I0~7 

1281 木製品 *"品 8-A 3553 ,,,, -1060 "'" クスノキu 〇以11403

"" 木"品 ＊焚品 8-A 35'8 45 48 -105B5 司低 マ・バが単這むり直滋 〇公'142

1283 ""品 木製品 6-A 3513 -15~1 -10~6 "f鮭 マ・ノ憐1ll樺廿東荘伍 〇試r1430

"" 木製品 ォC製品 8-A 35,12 "" -10 70 可能 Te1TT1in富liaCollO[lfll 0試Ul7

"" 鉄＂品 鉄製胄片 8-A 35 17 45 39 -1066 
""理 岐m品

1286 鉄駁，甘， 鉄~\'/絞片 8-A 35 20 ~5.'18 -10.72 •f能

1287 鉄,,,,, "'"~ 8-0 3'63 45 86 -10 796 妥処環 ひぴ莉れ

l:!BS 鉄利品 欠束 8-A 35.05 450C -10,66 妥処理 No1290(欠束・25本前後）付,<, マッ磁復複も凍亜U 0試ti]35 

1289 木,,,,, 木製品 8-A 35 12 ~,1 86 -10,58 "I能 コウヨウザン 0試科3:i7

1290 61図6 鉄製品 矢束 8-A 34S6 4502 -10 67 姿処料 t.012881こf.lf, サンプル不可 サンプル不可

lが1 I 09L~l 6 悶提 8-A 3494 44 98 -10.65 莉級7ルコ ール含a 3つに切れる

1292 木裂品 ＊穀品 8-A 3170 4506 .10 71 "i熊 マッ“複維廿東茄況 〇試朴393

1293 ＊製品 *"品 8-A 3457 ~515 -10 70 ，，能 ニレほ 〇サ'.H271

'"' ' • b 木製品 木梨品 6-A 3412 '10.10 -1074 ＂能 コウヨウけ・ン 〇試Jl』44、*U片 2分割

1294 t 人製品 木.,,r,, 8-A 31.12 40.10 -1074 •m 

1295 木X品 ＊製品 8-A "83 .. 83 -I06J~ 可能 マッ属復樟ii:*亜属 0試H41

1296 木製品 *"品 8-A 3489 4476 -1062 可能 マッ｀桟蘊5束巫ほ 〇試fl32

1297 木穀品 ""品 6 ~A ,,., ≪.73 -10675 震処旺 マッ払社羅廿東亜U 〇試!1193・111!あり

1298 褐 H 8-A J1 JS ~4 .90 -10 70 宴処程

lお9 木製品 オ'"品 8-A 34 19 ~4 83 •IOTI 可能 マツ属複縫u床亜伝 0試11432

1300 109図7 椛縄 B-A 3432 4H9 -10 70 点級71レコ ール含没 3つに切れる

llOI 木製品 木製品 8-A "00 4476 -10 80 可能 マツ属複複甘束亜祇 0試1)39

1302 樋褐 8・・A '394 a,59 -10 735 度処理 2つに切れる

1303 木製品 木裂，~, 8-A JS烈20 H 23 -10 62 hf能 莉孔材A 0試n即
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杏サ
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番サ
1●別 』1l 物名 汎充区 l~I!; 保＂迅,. ;,;, 1負合閲仔 ~r• 同定 I● ど

N w 

1301 ＊鼻1品 木射品 8-A 3'84 44 21 -JO 62 可能 コウョウザン 0試t1rn

1305 木製品 木じ品 8-A 3Hl ~433 .10 625 可能 ニレ属 0試H26

1306 木穀品 木射品 8-A .'.l4A6 H.44 -JO 66 ニレ困 〇訳1-¥501

1307 木製品 木製品 8 A 34 50 44 57 -10 65 可能 マツ属Iii籍活東亜H 0訳i,40]

1308 木駿品 木製品 8-A J4 24 U.51 -lO 66 可能 H皮 〇訳n,10

1309 本製品 木裂品 8-A Jし19 HJJ -10 70 可能 不" 0試1:J.272

lJlO ＊閃晶 ＊製品 8-A 34 23 H 18 -1067 可能 シイ属 〇訳H476

lJll *Ii品 木製品 8-A 3"39 '366 -1061 可能 マツ属R維甘束亜賢 〇試f.i心3

1312 木製品 木製品 8-A 34,10 4363 -10に5 可迂 マツ属Ii縄汀束亜属 0試!1382

1313 木製品 木製品 8-A 33,79 4367 -1068 可能 マツ属Ill:繕管束亜属 〇試11371

1311 ,1<,i品 ＊製品 8-A JJ.70 44.21 -10.705 可能 マツ誡庫籟管太亜属 〇試1169

1315 ＊製品 ＊製品 8-A 33,55 44 42 -1080 可能 マツ属楼蘊召束亜属 〇試1167

1316 木駐品 木射品 8-A 3398 4532 -1079 可能 マッ惧9夏維管束亜属 0試tl~42

1317 ． 木穀品 木製品 B-A 3376 45 45 -1083 可能 クス Jキ科 0試f.t~U

1317 b d 木製品 木製品 8-A 33,76 45.<5 -I0'3 可能 }317 aと同一 JJJ? aと同一

1318 木製品 木11品 8-A 3,110 45 86 .10邸 可能 クス）キ科 〇訳料Jl

1319 ． 木製品 鉗製金具付椿状木製品 8-A 3388 45 B6 .JQ 95 要処珂 1319-bとfl!]一 1319-bと同一

1319 b 木製品 鉗裂金具付I>状木製品 8-A JJBB 15.86 -10.95 要処理 ツゲ属 ov.: や1B6

1319 《 木製品 銅製金具1寸作状木製品 8-A 3388 45 BG -10,95 妻処理 1319-bと同一 1319-bと同一

1320 36凶95 囚伍料 褐釉困路水if. 8-A 3350 46 01 •II OJ 

1321 鉄製品 伐jf 8-A 35.57 ~599 -10.65 

1322 木製品 木以ij, 8-A 3551 4601 -1069 可能 クスノキ 〇試0381

1323 鉄製品 n" 8-A 3563 46. I~ -1067 

1324 鉄射品 鉄釘 3-A 3532 "" -1069 要x稼

13'5 木以品 木製品 8 -A 3513 '632 -1069 可に マ・J属fl1繕音束亜冨 0試fl7 

1326 ＊孔e,木製畠 8 A "・" "" -10.75 可能 ニレ属 〇訳11388

1327 *~ 品 木梨品 a-A 3482 46 21 -1076 可能 ニレ属 〇訳tiS~

1328 木糾品 木製品 8-A "邸 4626 -1080 可能 ニレ属 〇訳科~l

1329 木製品 木製昂 8-A 3467 ・16 39 -10 82 可能 マッ伍復稚管束壷褐 0試H3Bi

1330 亀 ＊製打」 木製品 8-A "" 46,16 -10.665 可能 アカガシ亜属？ 0試HI06

1330 b 縄縄 8-A '"' 
46,16 -10 865 店級アルコール含没

1331 印~.ift物 猷什 8-A 3532 16 57 -10 7~ Na28 b 491! 四肱竹

1332 鉄製品 筋（矢）束 8 A 35 19 46.66 -JO 78 要処理 60本前険

1333 木製品 木射品 8-A 3516 46 8:l -10 78 可能 マソ科 0試rm

"弘 木駁品 木梨品 8-A '''" ~6 71 -1081 可柁 マンサク科 0試f!J5B

1335 26図18 囚伍註 褐柚困笞四IJ壺 S-A ,..,, "" -in 70 

1336 ＊製品 木製品 8-A 34 62 4695 ・1068 ,1耗 樹皮 〇拭f1386

1337 ． ＊射品 木製品 8-A 34 52 "" .10 Tl 可紅 ニレ属 〇訳料428

1337 b *"'"' 木裂品 B A 3152 4669 1071 o[(> 款<UtF 〇試1↓429 

1338 ＊製品 木製品 8 A 3448 4691 -1073 ,, 誰 Temlinmli富 c.a1ap113 0試1170

'"' *"品 木製品 8・A "" 4".98 -10.715 可能 T~rmill.llia,; 直（叩" 0試1172

1340 鉄虹品 活（欠）束 8・A 3520 17.09 -10,68 安処,. 金具付さ •30本

IJ41 ＊製品 木製品 8-A 35.00 47;10 -I0,67 可能 マツ属 lj1_維背束亜属？ 0試H~86

IJ42 木製品 木製品 8-A 34,07 47.74 -10.67 可能 マツ属且維管束亜属 0試f-¥251

1343 鉄製品 鉄製品 8-A am  H82 .JO 73 妥処埋 1柑状加工品で輪状になる

134-i ＊製品 木製品 8-A 34 50 47 86 -10.775 可能 シイ属 〇訳料 1~4

'"' 108凶 l 縄縄 8-A 3439 47.44 -10.77 伐級アルコール含浸

1346 8」1'1159 木梨品 木裂品 8-A 3<62 mo  -10 735 可能 コウヨウザン 〇訳f!.7l 

JJ47 86図64 ＊製品 ＊製品 8-A 3548 "°' -10~7 妻込理 C渭メt:l+,bf,如 ,p 〇訳fl]l8

l348 撓遺 8-A 3547 <S20 -1063 妥処用 2つ折れ

1349 木製品 木製品 8-A 3532 4837 1065 可能 コウョウザン 〇試U29t

13$0 木製，？ 木製品 8-A 3514 48.41 -10.65 可能 t!IL!IE 〇拭1139/l

1351 木製品 木髪品 8-A 35的 .. ,, -10.66 可能 サンブリング,f;柁 サンプリング不鉦 ●柑皮

1352 57017 鉄製品 只裂会具 8-A 3502 48 16 -10絲 •f能 輪1,

JJOJ 108ば 2 縄縄 8-A 3498 4833 -10685 凸級アルコール含浸 3つ1斤れ

1354 亀 遠縄 B-A 3513 48 55 -10 665 店給アルコール含浸

13::i! b 構樋 8-A 35 13 ~8 55 -l O 665 

1355 木製品 木製届 8-A 35 12 1888 -10 705 可能 ，，，スノキ 0試料137

]356 8D図12 *"'~' ＊製店 8-A 3453 48 91 -10 82 宴処理 クスノキ利 0試1+249

1357 i茶製品 木梨品 8-A 3436 4892 .¥Q 815 i名皮牒あり

1358 鉄悦届 鉄釘 8-A 3444 

"" 
-10 83 

13G9 ＊製品 木製品 8-A 3441 48 76 1081 可能 マツ属悽悽竹束巫は 0試!436

1360 鉄梨品 仕釘 8-A 34.:JO ・1&19 -I碑

1361 縄縄 8-A 34.97 48 58 -107お 要兄穫

1361 縄闘 8-A $05 "" -1066!:I 汝処涅 3つりJれる

1363 本製品 ＊製品 8 A "~' 49.10 -10.795 司能 マツ属複維迂東亜翼 〇訳11279

136' *"~' 木製品 8-A 3517 <938 ・1091 可佳 コウヨウザン？ 〇試科20;

1365 ＊製品 木製品 8-A 3197 •976 -10955 可能 サンプリング娯L(松の皮） サンプリング愚し（松の皮）

1366 木＂計， 木製品 8-A 3494 4970 -1095 可能 マツ属悽維符束亜属？ 〇訳H~o2

1367 ＊製品 木製品 8-A 3495 4952 -10 955 可能 クスノキ OM"44 

1368 木製品 木裂品 8-A 3186 ~9 60 -10 98 可能 マツ諷1!.I籟管束亜属 〇拭rH20

1369 Jos図3 褐縄 8-A 3487 49 33 -1084 庄級アルコール含茂 大綱

1370 1 108図 4 綱縄 8 • A '"' 
500l ,1106 店級アルコール含浸

1310 b 108図 5 縄規 8-A 34 73 50.04 ・11.06 高級アルコール含浸

137」 木梨品 木製品 8 A 31 93 50.02 -10 975 可能 コウヨウザン 0試り231
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1372 木製品 ＊梨品 8 A 3175 50 17 ・I l.01 可能 Dl,.lbc1g" pヽ 0試fHlJ

L3B 店磁益 褐釉洵謀凶耳ム 8-A 3406 50 Iヽ •1 l,23 

137' 困磁諾 褐釉向諾四耳益 8 A 3382 49.45 -11 455 

1375 鉄製品 鉄梨晶 8 A 3304 4455 -10.89 要処理 "'"'取手1寸金几

]37fi 木穀品 木製品 8・A 3293 4,139 -10 SB 可能 ニレ屈 0試f¥390
I 
1377 人製品 悧駁全具付lを状木梨舟 8-A 32 95 45 15 -10 945 阻ア｝い1ール含没 ツゲ屈 0試料185

J378 *''品 ＊製品 8 A 32 91 '537 ll 00 可能 1317と同一 1317と同一

1379 鉄製品 鉄if 8-A 32 71 45 27 -10 925 可能 角"

1380 鉄製品 鉄釘 8-A 3260 45 17 -IIIJ3 可能 角釘

138] 60図 4 鉄梨品 節（矢）東 8-A 3"'1 .JHB 1103 呆:;f[娑処理 漆製胡鉗1寸"

l沿2 ~6岡 19 鉗穀試， 鉗製師金具 8-A 32 70 4494 ll.ol 油1381囚辺Iii」

13'3 15図 ↓ 鉗製品 捌製約金具 8ー・A 32 56 45 00 ・1 l.05 No1381 II.]辺出土

1384 ① 4G図15 鉗梨品 鉗製倍金具 8-A 32 45 44.99 •l1 01 ~01381 因辺rn 土

¥381 ② ~6図 16 鉗製品 捐製餅金具 8-A 32 4.'i 44 99 l I 01 No I 381/, 術辺出土

)385 45図4 鉗駐品 鉗製節金具． 8-A 3238 H Bl 11'3 油1381周辺Ill土

1386 46図21 鉗製品 捐製飾金具 8-A 32,]9 4'.89 1103 恥 1381屈辺,YU

1387 47凶29 絹製品 悧製店金具 8-A 32 46 4467 -10 97 f/01381 /!J辺ll¥土

1388 45図 2 絹製品' 捐製飾金兵 8-A 32 39 44.64 -10,98 Nol3Bl因辺/P,」

1389 46凶22 鉗梨，mjJ:IN_節金具． 8 -A 32 44 4458 -10 97 ll'ol361//J辺出土

1390 漆製品 未生甲第（小{L) ・t;i; 8-A 32 47 4H4 .10 91 妥処理 多g

1391 自然石礫 8-A 32 62 4461 -10 935 

1392 87[図71 木伐品 木梨品 8-A 32,11 4ヽl沃 -10.96 可能 ンイ屈 0試料123

130.1 鉄般品 鉄製品 8-A 31,8] 44 61 • II.OS 可能

1391 水製品 木別品 8-A ::!I 95 4480 II OI 翌処理 マッ紅稚竹束亜屈 0試村77

]395 炊製品 以lr 8-A 31 aJ ~5 OB II IO 可能 1/2本1寸,;

l.196 人閲品 木梨品 8-A 4302 45 49 II 11 可能 マッ慎隼経竹束亜は 0試料97

1397 ＊製品 H↓,m 8 A 3180 4603 -l 1.265 可能 マツ属屯維管求亜屈 0試料~3

J39B 木製品 木梨品 8-A Jl 6B ,15 32 11151 可能 マッ固複桂稔束亜屈 0試科391

1399 人糾品 人穀品 8-A 3l SL 45 39 .] 1.205 可能 クスノキ 0試H74

1100 ＊製品 木製品 8-A 31 27 ~5 5,1 11.3' 可能 クスノキ 0試tl48

1401 木製品 木開品 8-A 31 02 4582 .114ヽ 可能 クスノキ 0試fl95

1102 木製品 人穀甘， 8-A 3」15 '608 -J 1,485 ,r能 マッ ~iu雑管束亜伍 0試H268

1103 鉄製品 飲製品 8 A 31 20 '424 11.%¥ 品五安処理 環状金只

1404 飲袋品 鉄IT 8-A 31 22 44 15 ~11.u 可能 ~01676 角釘

1405 ＂吋閲 ＂竹 8-A 31 15 44 19 -11ユt 椎竹

1406 鉄..品 鉄I/ 8 A 3l,11 44 22 -112J 可能 角釘

1407 漆製品 .. "いl・」冗未和委全木ぶ「 7-A 42JJO 43.15 -9.38 最れ安処坪 PM1ahl.a tp. 0試科J67

1406 67図19 人製品 木1ほ 8-A 39.90 4120 -9.49 要処理 Alli叩.tp 〇資手/-0

1109 9岳梨''" 朱冷＇由店（小 tLJ-j』 J-A ~] 70 4070 -9.18 娑処理 数十枚/fWjJI」取 IIf 

1410 49「刈44 紺穀品 紺匙 8-A 3835 ~2 JO -9,Bl 

Ill I 漆裂品 鉗入漆校小破片 7-A 4180 43,98 -9"7 飯五委処理 サンプル~;nf サンプル不可 ・文字打 ・漆殷のみ

1~12 45凶9 鉗閣晶 紺製節金具 8 A 32.74 ~~ -77 -10 91 ~·ol3Rl 周辺出土．

L4L3 45同13 鉗製晶 捐開節金具 8-A 32 71 44 85 ・11 01 ~'alJBI 周辺 Ill土

14¥1 16屈18 鉗製荷， 捐礼飾金月 8-A 32 49 ~4.75 -1090 ~al381 周辺出 1

HJS 46図17 鉗製品 絹製飾金具 8-A am  ~~.77 .JI Ol No1381周辺出土

]416 45同Ll 鉗製品 銅製防金具 8-,¥ 32 57 44,96 ,HOI NalJS I Ml辺出土

1417 15図12 鉗駁品 鉗製油金只 8-A 32.43 44 82 .no, N, 1 ~81周辺ltt I 

HIS 鉄閲品 鉄,i 8 A 32.49 '4.60 -10 98 可能 丸釘？

1419 461;t!J4 絹製品 鉗梨節金jし 8-A 3262 "523 -11 08 ;'¥0]381周辺出土

14W ,15図 3 絹製品 鉗梨伯金fl- 8-A 3263 44 95 .l] 05 ~~ 1381周辺a1 」

11::i:1 67図20 竹角R品 廃角装似品 8-A 32 67 44 83 -¥0 87 

1422 H見叩物 猷什 8-A 33 57 H56 -JO 76 四肢竹

1423 人炭 人炭 8-A 33 06 45.15 11.00 

U21 鉄製昂 鉄,r 8 A 32 99 46 26 -10 66 可能 社釘 L字型

!425 鉄梨品 板状鉄杖品 8-A 33 10 43 81 ,1081 安処肝 10片ほど鉗か？

1426 鉄穀品 鉄製品 8-A 3321 ~6 21 -10.74 3破J;

H27 90凶8 木が9品 木製柄部 8-A 3217 ~5 75 ,11 rs 要処理 ナツメ 〇訳料IB2

1428 ． 木製品 木製品 7-B 43 36 3523 -834 可能 クスノキ 0試寺斗129

1426 b 79図39 木製品 船底板材 7-B 43.36 3523 -834 要処理 クスノキ 0試f-1-142

HZII ＊製品 木製晶 7-R -13,11 3505 .... 可能 マツ餌出維荘束亜属 0試t,1371

1430 鉄製品 鉄IT 7-□ 43.01 JS 04 -8 47 

1431 鉄製品 鉄合r 了ー B 42.96 35」4 -8 4!i 

1~32 ＊製品 ＊製品 7-B ~2 B5 35 22 -S !ii 可能 D.iftx1p~p 0試料453

L433 90同7 木梨品 木製品 7-B 42~0 35 30 .s 515 安・処理 コウヨウザン 0試料228

＂＂ 
76凶J] ＊製品 丸太材片 7-B 42 22 3553 -8 665 要処理 マツ屈千籍廿束亜慎？ 0試料218

1435 *"'品 木関品 7-B 11 5B 3671 -8 285 可能 スギ屈 0試料;,53

1436 人裂品 木製品 1-n ~3 21 37.43 .s 565 可能 スギ科 0試科261

1437 液製品 漆製品底椛？ 7-B 40 32 3732 -91' 政正要処理 ヒノキ科 0試科156

II汲 鉄製品 鉄if 7・・H ~3 53 "" -B 31 

J439 69図 2 木関品 船材（陥堕依材） 7-B 11 5!:i 37 lO -681 ≫JF妥処理 クスノキ 〇汰科208

1440 69同］ 木製品 船材(~堅沿材） 7-S 4195 3W  ふ79 U見安 ~JI クスノキ 0試料196

1441 鉄製品 鉄裂品 9-A 2830 4216 •It IO 要X線 矢柄？

14~2 人製品 JJ柄 9-A 28 16 42 IB -11405 最瓜翌処理 ナツメ 0試料350

1~13 ＊駁品 ＊梨品 9-A 2770 42,47 ,11,19 可能 コウヨウザン？ 0試t-165

11H El.~ill物 猷令 9-A 27 .50 42.2B U 515 牛？四肢什
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心1り J,t,1 aj lo I"~ 

むり
仕爵 佑,; 1, 別 i!'c 物ャ， ぶ kl'- "杓 保u処)J.)fit Ii 合 I'll~ 樹 I< H li: I● そ

N w 

11b 71![1]36 木j'i品 約材 9 -,¥ 28 I;, 11 S~ ,11..≫ J::処哩 ニレぶ 〇弘t¥215

↓ I IG ~-II贔 木孔岱 9-,¥ 2"0 11.91 •IW 可椛 0.,bclglot Ip 〇払n、166

1117 木N品 木"品 9 ~ A 26.96 ・12 !iS ,II 51 咲処別 スギrト 〇.1AH20l

I~18 ,11贔 木製品 0 A 26.-12 42.16 -IJ 735 可能 マツ閲llif#i字束亜托 〇試H231

14 ~9 JU~ Fり磁" 謁柚,ll1,;、', 0 A 2672 ~3 2~ -11 55 Xn877 KZKOIRCH3 

1'50 63凶 J ぽ製品 tm, をi:,1-llJI 9 A :!i.5-t ~3 OJ •l I 56 j'{ 字，人結；•2.H:iE D遍,,... , 〇汰fl-162

lf:,I 821;(1-17 人製品 人製と 9-A 27 JS .,.rn -11 565 要処坪 クスノキ 〇ぶ什'll6

"" 
SW1~9 I- ti~ 人製"'' 9 ,¥ 2i,11 ""' 

,1 lllfi 裟処円 1451と同一 HC.Iと同

,m R:J.lil~9 人・製品 *製品 9 ., 26'5 mo  ,IL63 娑処珂 1151とn 1151とH

'"' 821~19 ,!.O, 品 ＊製品 ~A 267' 43 91 .JI'j65 ・'"削 1151とli・I- 1151とH

1455 6il-Oi3 木製ょ H,,._ 9 A 27訟 HH  1202 ,, 能 マッk 〇浜JH樟

14!i6 77Dl34 ＊製，？， 9叶>it; 9-A "" 
』30:, ・1176 要処捏 クスノキ 0試tilll

'"" RHil46 人製品 +ll~ 9-,¥ 16.DJ t2 81 I l i2 汝迎瑾 クスノキ 〇払mo

1458 *"品 木製品 9-A 2'.98 02.12 ・11,7、可能 D,Jbctgw tp 0試Hl25

14~9 以れと 鉄lr 9 A 1,;74 ~2 55 ・11,77 

l 160 "'"贔 n,r 9-A 2561 12 9i I¥ 8R 

]~6 1 木炭 ,tc;, 9-,¥ 25,63 ~3 01 l l S3 

l」62 り製品 杖,r 0 A :l:\~l ~2 u~ -l l B35 n,,,i 

'"" 只製△ 鉄g」 9-,¥ わ,:;, ・12 57 1188 要X紺

1161 炊牝品 炊,r 0-A 25 25 ,:., -11 86:i 

""' 氏凶品 杖" 9 A ,SA) ~267 •H.9l 

1』66 ""'" 水駿，11,1 fり材 9 A "・" mo  II総 安包門 クスノキ 〇次fH22

,、(,I l);¥i! ふ 以製品 9-A 20.1; IJ73 -1200 

IC68 ltiii'i; M,111 9-A 2"12 4191 .1uo 人欠/;l

1469 'b  iil~l32 人製ぷ・ 人況：t 9・A '537 4182 -11.765 安丸刑 9人ノキ 〇吠moo

lfiO みt 褐 9 A 2'91 .¥JW '"' 炭姓理

1171 ,t 柑 ,-,¥ 
"・ 飩

1111 "'''' 忙迅門 パラパラにな')ている

I I 
l-!7Z 滉が9 "―,¥ 26 09 "" 

.,w パラバラにな~.>ている

t~i3 j,> 楼 9 -A 祁 Ii ~1 19 •11160 咲処即 バうパラになっていら

"" 代辺品 鉄製ム 9-,¥ 2673 1 l l9 .Jl li6 

↓ !7.j l1.1'/品 鉄"払 9-,¥ 2060 1111 11』66

1476 691tl 3 +uA 船板材 <I -A 26 85 .OAO -1 l.~25 炊処閃 シイ属 0試11223

1477 小製贔 +JI~ D-A ぬ/;!¥ ~o 6S -11 6~ クスノキ 0試119

l-178 杖，，品 沃'H 9-,¥ 2618 '°" "'"" ,m 木X品 lli,C. 9-A 2625 I0.10 ＂胡 可能 Dillt,c1g_. 印 〇以fl!05 

＂約 以穀△ 杖fr 9・A 2629 <0J5 ・11.68 

UXI は製品 鉄,r 9-A 2616 ,10 37 II t,O 

1182 鉄"'・『'
~(矢） A 9-A 2611 IQ?! •II ;,9 汲"ll' 2つに分所杓](),f,::

1483 <・ り］ ..,.-;1リJ(アスファル~?) 9-A 2630 40.14 ,11.5) 安処到 池M721ll];き出， Niiよの一祁か？

1481 以製贔 双製け 9-A ""' 4012 "油
HSI lt"M "'""' 9-A 2631 1019 '"~ 
1486 只貨品 杖杖品 9 A 26 44 4021 -11 59~ 咲廷股 以の｛や

1~87 60凶 3 鉄製』 而（久）束 9-A 2B. 1~ ~I :!.'i -11 305 度・処序 サンプル不可 20ト・ 148Bがf,J:{,

1181 • 炊製紬 矢柄 9-,¥ 2823 1116 -11 JO 翌X棟 .k処門 池1-1871こIJ沿 クケ亜廿 Oi.,¥0351 小中Lf寸,(j• iな・ 2つ祈れ

1~89 f'l!tiTilt 木皮{!i?) g A 28 83 40 4B -11 235 公処肉 サ ンプル不可 サンプル不可

l~YO 木＂況 ， 人松 9. A 28•I~ ,0.1, -1 l 255 咲処坪 ヒノキ朴 0試II 17~ 

1~9\ *"品 木製品 9-,¥ 2829 『1006 .,,.n 可能 広兌廿 〇訊118

1492 ． 以れ計， ttlr 0 A 28 53 ~o 12 •tiぶ

1~92 " 杖X品 作状鉄製品 9 ,¥ "" 1011 -lJ.20 型X線 欠柄？

14'3 31肉57 凶伍料 褐釉fJl2公't 9 ,¥ 2871 1001 ,ll 18 ゞ076• J72• 619• K 7. KOi RC7 

1491 111, 姑 氏熙品 9 II 2668 3930 11 465 

1,0, 応ms iM"れ 枚W.!1t,'it, 9 D 26.63 3963 -l 1 49:i t, 空H¥lZ",U、 I:'.. Iキ＂ 〇汰fl169

J.196 ""'' ""品 板状I<~贔 9 B ,.,, 3901 -11 50:. ;, 空H ¥虻,.il, ヒノキH Qr,J..f1600 

1497 ● , b HiJ.l 小9枯も 9 " 
'61』 3989 +1163 可能 マッ因桟桂；わ束亜ia 〇試n1J1

'"' 
木閃品 水製品 9 -0 '"' 3'10 -11.705 '，1能 入ギピ 〇汰 rl4~4

'"" 木梨品 木X品 '" 24'2 "" .] t 735 可能 ニレ屈 〇~f185

1.100 2~l~1 凶磁,; 杞柚 ~1J 答四 1「立 9 D 21 83 J[) 65 "I!? 
l!iOI 木製晶 木,, ,~. 0 -D "函 39 10 -11~1 可能 ,_山 •p 〇lill.tf209 

1502 ● 木祓晶 木製品 9 H l~77 3960 ,IL8' 可韮 1501とr.,1― 1¥01とH

1302 b *"品 木製品 , a 23 77 3960 '"' "i能 P鼻....叶入 0試!flD7

1503 2~ 図］ 出足ii 褐柚凶t柑四H拉
9 " 

2'52 38 81 ,ll.'18 f:n620 

150 I 扶製品 小明茄1ft鉄 9-0 2282 :!9 10 1219 要x祖 M物I¥i仕入

IOOO 木製品 木製晶 ,-0 21,72 39 31 -121% 可能 ニレ伍 OV..11224 

1506 仕製品 鉄毀，げ， 9 B 1J. 郎 "'』 -1207 変処評 ltlh•l:B· 1'1tli"il 

1600まで欠香

1601 ＂然{ 、 Ht!,f.i-? 7 " .1931 3392 .72; 

1602 "'"" 凡位n l<h陪 1-D 19i7 35.48 -1偲

1603 "'"'" 瓦M飢 !'1; 綺 7 -0 49.50 Jin -72? 

l即 鉄"品 怜杖鉄製品 7 " 4920 3565 -7J5 ~11 :t: 処理 柄Zf,か?1605とM か？

''°' 鉄.,品 仲状鉄梨，~. r-o 、1876

"" 
.744 最王要処円 ＂心と同一か？

1606 s~ 同57 ＊梨品 木製品 '□ 48 2~ ,~,, '1,51 按処迎 散叫/A 0訳f渇8

1607 71囚21 木梨品 船板材 （届虹板） '" 47.36 37 88 -7.36 ズ処坪 マツ閲Ill.稚i火亜渭 〇公lf210

1608 Mi品 鉄共品 7-B ~5 9~ ぷ74 l .798 要処ll 糾杜金Hf,J,(,・Iな状梨品 2本付,l','

IGD9 HI品 木製品 7-D OヽIJ 37『19 -800 Cf能 マ ッ ~ IU梅 iテ東亜囚 〇汰じ477

1610 "'"'保 褐釉l'..ijB向耳丙 7 D 45.92 38.11 .798 
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渭物 挿図 出土位置

香号
伎酋

爵り
偵割 還杓名 潟介区 ＂高 保芥だ理方iよ 帷合閲休 樹 l● l"i 定 t● 蒼

N w 

16U 以製品 鉄製品 7-D ~553 38,S ~09 可能 2. 屯勾ふくれ

1612 fl.PJ;IUJ 猷竹 7-B 4566 3860 ~ 01 -~? り）断痕あり郎f,r_不明

1613 25図16 困磁指 屈釉囚苔四耳返 7 8 45 43 38 71 -8.0J 

16]4 73図20 木製品 船角材 7 B "-'' 36.63 ーし】0 要迅理 マツ虞複絋h項束亜属 0試H220

1615 57図30 鉄製品 鉄礼金凡 7-" 45 06 3800 -818 汝処環

1616 由は苔 1!l釉囚苔四l[t, 7-8 4524 3810 -&19 

1617 囚旧若 NI袷田柑匹耳笠 7 B H.02 37.70 ..... 
1618 ◄ I 図］ 石梨品 分離駐錠石9 7-8 4335 38 13 -862 祁欠損か？

1619 51図 2 鉄製品 はい" 7 B 4372 3B 27 -856 要処旺

1620 木糾品 木駁品 7 B 44.45 3B 98 -85] 町能 クスノキ 0試!¥87

1621 26図20 困磁苔 Ill袖内甘e,J(a; 7 B 4458 Jg JJ -851 

16'2 gら直柑 人付 7-B 、11" 3965 .&54 片．ケイ'ii"(~V のm tt別出注

1623 肉磁柑 褐釉悶笞四ll~ 7~0 4950 3517 -7JJ 

1624 囚滋苔 褐柚囚計互 7 B 1950 3123 -733 

162' ． 鉄糾品 鉄糾品 7-8 49.80 3'58 -728 要X繰 環知lki);駐品

1625 b 木蚊品 加:r木材 7-8 49 80 3458 -728 可能 チーク 0試t-1107

1626 鉄製品 鉄糾昂
7 " 18 53 3390 -752 

1627 木駁品 木駁品 7ー [I <BAO 34.44 -7_51 マッffiIJ.! 撻笞束亜属 0試f/-242

1628 快製品 炊製品 7 II ~8 18 3530 -760 

1629 木駁品 木製品 r-11 ., " 3390 -1邸 可熊 サクラa 〇訳科126

1630 ＊＂品 木射品 7-D 47,42 "., -787 可能 マッRfll様音束平属 〇試fl-463

1631 木...~ ＊製品 7-8 '636 35 54 -786 'f熊 o-,~ .. 〇試HHS

1632 25~ 14 悶砧U 褐檜佑は四耳壼 7-0 46.90 35.49 -780 

1633 木戻 木杖 7-B 4G84 35 25 -111 

1634 木製品 ＊駐品 7-B '656 35 00 -7 79 マツ虞i夏綽t符束亜a 0試料21l 

JG35 鉄製品 序!k鉄"•"" 7-B 4Gふ5 34 82 -7.77 炭X籍． 矢柄？

1636 78"137 ＊駁品 人製品 1-り 4652 3477 -7_80 可能 スギ11 〇試11239

1637 *"品 ,!<I! 品 1 n <667 双 SJ -7,73 •r龍 スギ柑 Ql'fl2'1 

"" 75因27 ＊糾品 木製品 7-0 46 JJ "・" -7JJ2 要処預 マッa以様音束壷は O!AfHIJ 

)639 鉄梨品 n 裂，~. > II 46 66 33.92 -780 戻匁n

1640 木駁品 木札 7-B 1715 33.60 -7 71 要迅遅 ヒノキn 0試粁170

1641 木糾品 木駁品 7-D 45 37 35.60 -SH 可能 マツ虞 i夏縫愴束亜柑 0試科IJS

1642 50同6 俎製品 捐託元駐通費 7-8 4.') 34 "'° -8_08 

l643 木製品 ＊製品 7-8 4528 35.92 -8.06 可能 ニレ属 〇試f.11邸
,..,, 

＊製品 木製品 7-B .. 96 ,,., 8船 可能 マツ属阜様晉束亜賢 0試1-1252

16'5 *"'r" *"昴 7-B 4489 36 17 -805 可餡 マツ嵐慎絨甘束亜属 〇駅1¥282

1646 木炭 木炭 7-B '506 35 3~ -8郎

IG47 鉄製品 不明ば食鉄(Iii?) 7-B 45 18 36 39 -8.06 姿X舷 塊

1648 85図6L 木駁品 本片 1-B H.20 36 .. 1.1 -ROZ 可能 :-t.., ,, ,, If'●、 0只料n~

1619 木製品 木製品 7-B H 60 37 4 l -803 •r舵 ニレ曇 〇訳!f306

16印 *"品 木製品 7-0 4453 3755 -801 可能 マソ裏,,雑せ束巫｀ 〇拭Jl-456

1651 臼図8 鉄製品 只刀 7-B 4754 '674 781 最重愕処覆 3つ-Ifill

1652 llO回 2 田屈討 土..ll甕 7-8 40 ]'j 3373 -9J4 

]653 l lO図 8 ;~ 喰 漆べ塊 8-8 3856 32 12 -943 

1654 肉迅抒 褐柚渇討四耳丑 8-B 3863 31 50 -9'7 Na29 526 a 

1655 110同3 困磁柑 土師若甕？ 9-C 2'.02 2963 -JOふ3

l656 内磁吊 Ill釉偽U四耳よ 9-C 2&05 2993 ー1077 ~ · 重• 73 a 243 d 

1657 内磁牡 褐給駒Ul!!IJJ社 8-A 27.81 3030 -10 95 

1658 33図70 ＇り磁苔 旧械囚u~ 8 -A 祁 27 3056 ~ti .06 ド029• 526 ll 

1659 囚磁苔 渇輪悶料四耳必 8 A "20 3027 ~IJS 闊 JO 936 

1660 28図28 困磁じ 出輸切註四耳五 8 A 22.00 30】5 1119 N,611・n 冨 243d 

1661 ． 悶磁蒻 旧帖J:i.laflll耳壺 B -A 20.JS 30.20 -I 1.27 恥1665

1661 b 囚は笞 褐袖囚柑匹耳と 8 A 20.15 3020 1121 Nol664 

1662 沃製品 滑（久）束 8-A 27,35 29.42 1061 姿迅" JO本

1663 困磁沿 艮胴小OM 8 A 29.75 2981 -IQ50 

16&1 切“召 褐袖肉苔四耳壺 8 A 36 70 3995 -958 

}665 田給惰 褐釉囚符旧＂壺 8-A 3835 40 IS -970 

1666 33図68 由磁捐 恩袖凶若門耳壺 8 A 3965 4005 -947 

1667 鉄製品 R製品 B A 3955 40 20 -9 45 4立

1668 月炊愚り 猷付 8-A 39ぶ） 40 27 -9'6 四肢件（足音、 T・汁？）

l邸9 澳喰 i●喰 9 8 A 3955 ~0~5 .9 50 

1670 凶磁お 18fi悶苔匹耳立 8 A 3950 ,os, -951 

1671 0映逼＂ 猷骨 8-A 39,17 <0.40 -950 尾てい竹？

1672 *"品 木製品 8-A 3920 4050 -95< 可罷 コウヨウザン 〇試HJ79

1673 困岨呂 比柚O,!$四耳必 8 A 3907 <070 -9鵡

J67" 39図19 土，，乱 球~k.l製品（てつはう） 8 -A 39,15 40.11 -954 

167S 木炭 木灰 8-A 39.94 40 89 "' 167fj欠 爵

}677 89日3 木製盆 水製,r,, 8 A 3950 ,120 .957 要処円 クス I~ 〇試料6

1678 木製品 ＊糾品 8-A 3952 4128 -957 可代 コウョウザン？ 〇以利15

1679 L嶋飢 尺力国 8-A 3955 41.40 -957 

1680 内磁ii 褐袖囚む壺 8-A 39~o '130 -9 56 

1681 店磁討 屯袖阻丑匹耳社 8-A 3035 11 37 -958 

1682 木製品 木穀，＂’ 8-A J9 40 41'15 、,,, h/能 マッ" 0試t:)417

1683 木製品 木駁品 S-A 39 ¥5 ,1.so -9.Jl9 'flt マツ貨t!J:柑甘束亜属 0試r.l-120
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悶i11~ 『I';りI四
,. 物ャ， l<lr処,.,11>, 佑“7 ヘ＂・レ― 樹 l< H 定 r' 

は

1681 

1665 

1686 工 麟 7 ツw,,拉；:・ 束亜屈 〇次11317

コウヨウザン 0試11<

16871 IJS!<I I 」沿~- 1 球札 l 如I, Iてつはう II 8 - • I 3&42 I 11.10 I・9.78 ""・必形.,勺化」・・サンプルあ I)

1688 凡,,,.,,,1欽製" 小笠1ヤIO故立

,r.s, 約磁i: 1 氾枷叩，氾llf~ '"'"' 
1690 

1691 三烏 攣虞
マッ l<ll<碩 rゃU.CI~

::::1 I"同』'I::::I:::;;;:,、, I:-:: I:::: I::: I ::: 
〇~""'
・必彬，内届 9・サンプ9しあ,,

I勺rm<+i,tt,,あり）

'"』 木"141-t-'1,", ヒノキII 〇!,¥112

"" 
"" 

"'"~ I "- う,•,; :J ::::I:::: I :: I ~ 三野 こ,.,ヨウザン 9

'"' 
琴 ,_,, I JS,15 I 120! I ·"' I •Tl径 コウヨウザン

2つに分州

Q;,tt)l,S 

0バtt:<

16981 1, 叫11, 1 1c>1~ I Lrn,文仕悧庇,,: IS A I 38距 Ims I .,ss IJ'沼..澤炊ii, 蜻ンプ~,.. , サンプルa:n/

1699欠佑

noo こ9ウヨウザン 0試11359

J;QJ 

1;o, 

1;o3 冒 - 111'り1 0公!1227

11•1 木"I木炭

110; ＂製a.I鉄,,,,, 31, に分11

I瑯 I 1 361•16 1 上製.,I'哀""娼：，1てつはう） 18-AI mo I』sssI .970 

no; 木製贔 IPlふ 7 バ,m,出がH.Oi O;,¥IIJOS 

1708 

1109 ~ ,.,,11, If!)、4、，，品 スギ"

1710 w,.a1,w 

"" 

OJ-!13'2 

e;1<不lリ1

h!J,; のfill

直
＿
叩

,;;, 

'"' 
1715 

1716 冒 コウョウ•~ > 〇公1卜151

1717 

,ns コウョウザノ

J719 

1;20 冒

ー
祓化のた，，不 lりl

〇公113,;

mしIIJH,lti収9ょ，た化のため不可能

In! lt>!Jl.)1-'を甲先（小Ill I.¥ I 8 > I :19応 I""I ~., I"処" シル トごと取Lげ 1泊あり

1122 I, l<I> 

1723 I I 61lll7 Iぬ"品,,1弓 9 :=::i ::~: I::;: I :~; 1::: 処月 ニレ駈 〇ぶlf¥68

1ml I l iUrn,ll• 人lな阪lヽ／： ; Al I040 I 4260 Iふs,I i.i心処" サンブル不可 サンプル不可

::::1 I 1:~:t:: こ9ウヨウザン

ニレ"

0:,¥tfi6 

0.AtHOO 

7
 

9
,
a
 -'
 

小戻 l小炭
;]:>:I !::: I三さ1:::

1126欠を

~:I 1,,,,:i12:I: 三Iミ：三=・ ;-: I::・: I::・:: I :::: 
1732 い l猷行 ,, 只か?I~ 什

1ml 152凶 II""" I杖,,,,,

:::: I I 63因9圧I::こ

7-A 1210 、1090 -909 

I-A 4015 11.30 -9.13 

1 A <uGS ,1.,0 -9.<2 f.c処料

7-,¥ 1090 II JO -934 可粍

7 A 4060 41.SJ -9.IJ 只空凍,11,r:.. 1 

1-A・IOGS 4150 -940 ;>処R

7-A <OSJ 1160 ~II 要処荏

, A ,010 ,1s, .,.,o 杖処＂

7・,¥ 0018 '1 SG·'-''•I能

,-• ;cos " ~'.91~wr,t 

7 -A •010 4205 ,9'9 可能

7 ,¥ 4023 -1220 -9.¥"j 1, 空凍結iし'le.!、

' A <040 42.40 -901 可能

r-A 1215 mo .910 

7 A'215 -1230 -910 

1 A ms mo .rn 可能

7 ,¥ "15 ¥2JO -9.IO "fl> 

1 A 』os, ,i,o ・'・" 可能

7 -A 10,1' '248 -951 

7・A 405'4250 -9.08 

7 A 4060 42記 -9.51 可祐

↑ -A 1120 -1180 -9'2 

1 A 4120 4195 -9" 

6 A J"5 4245 -9.87 女処肘

r-A 1011 "" .rn 

7 A 40'7 01 IJ ふ" 可能

7 A 4100 4188 -930 

7 A "60 40JO -860 

マッ!,!;~樟羽~'""'

D綱m星`”
コウヨウザン

〇公""'

O.Afll9S 

0:)..f1183 

::::1 I :;:~,I::~I:: 全具

サンブル不＂ サンプル不可

9ソ"lt!J.

1739 

mo 芦
マツ屈rn禎i和j(虎屈 0:.¥H5S 

3片に分射 ・ii肌の鈷

,,., マ・ノ屈柑紐芍未屯狐 〇払1卜31$

1"2 杖製III !~j叫、 H、製品 サンプル不可 サンプル不可

"" 
マソ屈柑揺芍冴9亜1,

主
0試¥122

僅介

""I' No1693 

17441' 

ms 

三戸 ニレ,,;

ニレ仕

マッ¥Iii酎篠n東亜伍

〇以!119

0試1130

OlAfl396 

"" 木炭 I*炭

"" 
困紀,; 1 1じ袖凶淫門~·«

1748 ＊製品 1.Jcu,甘， コウヨウザン 〇以n,o,

1719 

) 750 ら碩，nけの一品 は別 ：男竹

)1.11 数llHC 〇払11330

1702 1 • 言 1Hlll-l./1 •3 点

J152I b ニレ“ 〇吠I卜38'

17531 130図181籾滋"IR他肉群立

11.1, 叩直杓 l阪竹 祁は不lリJ
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ii物 情図 り1 ナJ~濯

蜃号
枝霞

番号
種別 還物名 綱査区 環潟 1鼠II処珪1;i! 接 8 閏係 Ill Ii 同全： 憎甚

N w 

1755 瓦蹟駈 長方碩 F-A <1430 4160 -872 

nぉ 漆蚊訂， ,, 椀 7-A 1377 4170 -8 87 要虹覆 コウョウザン？ 〇試引154

1757 漆製品 朱控甲紫 1小!Ll-I舌 7-A 43 90 <190 ・885 

1758 悶紐詐 褐釉阻荘耳付；； 7-A "" 42 27 -BBS 

1759 糾図13 瓦嶋類 長方偽 7-A 11 05 43 15 -897 

1760 34図8 由紐召 渇袖悶臼杯 7-A "記 4235 -908 完形

1761 ． g色週W Aft 7-A <275 •230 -9-10 釘頑廿の一郎 ・左右頭lllウ・後)Alt(射性）

1761 l> 6300 4 it製品 IJ状i塁塗*II品 7-A 4275 42 JO -9 IO 真空濃II軋ほ法 DAJbet心ヽp Olil.flJts 

1762 木11品 ＊射品 7-,¥ 42 45 42 !i7 -916 可舵 ニレ属 0試料19

1763 瓦潟閣漏 7-A 42m H 75 .914 

1764 g伏I~ 猷件 7-A 42 35 4l50 -913 

l765 印広•り I(什 7-A ~2 53 41 40 -90B 

[766 鉄製品 IUI 7-A '295 4065 8引 2点

1767 
瓦嶋頬 “ 7-A 4320 4057 -887 

1768 木沢品 ＊以品 7-A ,tJ,tO 4078 -885 ,, 能 ク:,,..Iキn 〇駅料so
1769 *ti品 ＊糾品 7-A 4328 4050 _g,s 可能 マツ属1員繕管束亜属 〇訳f}-122

1770 木製品 木裂品 7-A 43 25 4043 -888 可能 マツ属復棋醤束亜属？ 〇訳料51

177[ 木蚊品 ＊製昂 7-A 43.52 4Q_QS -879 可能 コウヨウザン 0試科35

1172 87図72 木梨品 木糾品 7-A 4~10 '3.55 -878 可範 マッ損惰追管束亜属 0試料Ll6

1113 94図M 瓦m傾 ~); 鼠 7-A 417' 4260 -926 

1174欠香

1775 ＊製品 木製品 7-A 』1ふ5 431!:i -9J9 可栓 クスノキ 〇試＇ぶ 316

J776 ＊製品 木い品 7-A 11.10 4300 -9.46 可籠 マツ属復籠甘束亜属 OM! 籾6

1777 鉄糾品 金属駁品 7-A 40.90 43 28 -956 

1778 均磁お 均切遅 7-A 41 25 1J 60 -9.50 

1779 鉄製品 炊釘 7-A 4 l,LO 43 62 -952 

1780 祁図31 は磁け 褐袖由II四耳壺 7-A 4) [7 43 90 -9応 枷856

1761 ＊次 木萩 7-A <065 <390 -9.67 

1782 i贄R品 洟箕晶 7 A 40,50 4.J 97 -9.70 要処覆 サンプル不可 サンプル不可

1783 ＊戻 木炭 7-A 40,25 '430 -976 

178< 木糾品 木糾昂 7 A "'「l
<.170 -G4S 可飩 ク....,I キ• 0試料380

1785欠香

178G 囚凪柑 IU釉困ii壺 7 A 4200 43H -936 

1181 ． 木梨品 鳩状木製品 7-A '2.15 4400 -932 妻処翌 スギ鼠 0試打188

1787 b ＊＂品 自然＊＇ 7 -A .,,, 4400 -932 妻,.,. マツ虞Ill.纏晋束亜裏 〇試fll87

J78S 91~18 瓦鶏凩 罠方Ill 7 -A 4260 4430 -932 

'"' 0然〗竹 猷勺 7 A 4280 HJS -92B 様竹

J790 0然辺物 猷分 7-A 4288 43 57 -917 帷骨

1791 内磁粉 応柚困益囚耳壺 7・A 43 40 43 43 -907 

1792 
-~ 丑物

猷竹 7 A 43.63 4428 _,_10 社廿

1793 33図76 淘沿吊 褐袖r,,;;;; 7 A 4390 4425 -904 

1794 g● I~ 猷骨 7 A 4360 4'95 -914 訊位不明

1795 内磁II R嗣,JヽII歎 7 A 4295 "・" -921 
1796 碑 5 鉄，，岳， 箭（矢）束 7 A <JOO •<95 -920 11.li戻迅覆 30本以上

1797 悶沼註 出袖困怜凶耳壺 7-A '390 45 50 -917 

1798 切磁ii 渇袖約討匹耳翌 7 A 4375 <5'7 -913 

1799 瓦蜻煩 Rガ碍 l A '285 46 45 -943 

1800 67図17 木製品 木製櫛 7-A 4'20 46.15 -915 
ア鱈、ffla コ_ ,, . ..  ..., ・

四"''"''' 〇試Hl57

1腑 I 以射品 鉄IT 6 A 3875 H 75 •10 19 

1802 木製品 木栓9 A A 3835 4500 -1021 妻氾瑾 コウョウザン 〇試IJJSJ

1803 鉄i,£, 鉄い品 8-A 38.28 4480 -10.25 

1804 木れ品 ＊位？ 8-A 37. 75 45 13 -1000 要処巴 コウヨウザン 0試科354

1805 木製品 ＊製品 8-A 3770 ~5 45 -10 35 可能 マツ属,,.維行束亜伐 0試HJJ2

1806 鉄製品 飲製品（メクル布？） 8-A 3B、60 4550 -I0.23 

1807 ● ・16位23 銅駐品 111製金只 8-A 3870 4575 -JO 14 尖影

1807 b(D 46図,. 銅沢品 11111金具 8-A 39;o 1575 ,fO 14 緩'"
1807 b② """ ,.製~. 鑽｀合具 8-A 3870 45 75 10 II 岐/fi

1807 C 66囚16 ＊糾品 ＊駁櫛 8-A 3&70 ~5 75 IOJl マ1.1711!1.レ~：：と一凡 キシレシ ッゲ麟 〇杖tH閲

1608 鉄駁品 箭 1矢）束 8-A 3850 46.72 .JO 40 宴処坦 60本

1809 35図89 囚姐舒 樹紬囚骰甕 8-A JS.70 46 90 -10 30 

1810 携湯 8-A 3900 H95 -10 23 要処巴

lalt ． 炭化物 炭化物 7-A 1050 44 15 -9.78 決ft穀物

1811 b 木製品 船IP 7-A 40,50 44 15 -978 可錠 クスノキ 〇訊り370

1811 ヽ ＊射品 樟工木M 7-A 4050 Hl::i -978 可能 マツ狐頂籠U≫-.亜a 0試0361

1812 SB国16 木駁品 人関'，、 B-A 3955 '405 -9.75 要処覆 マッ属1夏櫨斉束亜拭 〇拭nm
1813 木製品 木N品 8-A 39,60 44,15 -988 可舵 シィa 0試!1243

1814 ． 悶磁岱 褐柚切柑凶耳壺 7-A 4010 45 50 -98' 

1814 b 湛駁品 未心椀 7-A 40 10 45 50 .984 要迅衷 コウ ヨウサ’ン 0試HISJ

1814 ヽ 汝い品 米公椀 7-A 10 lO 4550 .,s, ~ji 妥処程 コウヨウザン？ 〇試H60l

1614 d o~•~ 人行 7-A 40 10 45>0 -98• 右.f.lrpffの一品 11別不l,IJ

1815 
"'"'苔 昆綸臼臼四nぷ J-,¥ 39紛 4550 -990 

J8l6 化出柑 褐袖切往四耳"!:i 8-A 3030 4580 0¥00B 

J8]7 伏製品 lHT 1-A 40お 1580 -985 

1-1818 鉄製品 炊""'' f A "°' 16.03 -9.98 町能 矢状の鉄閲品がJO片

]819 鉄製品 ；；； （矢）束 f~A 10110 {6.40 -9]0 妻処糧 20本
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逍物 IJGO 出±位置

昌号
It杏

畠9
憧り'I 遺物も 虞査区 ＂利 1i11処界力il. l島合間 ff 樹 It 同 元 f● .,. 

N w 

1820 , 鉄閃品 鉄 '-1.~' l 1 8-A 3900 46 90 10 23 天処尺

1820 b 11'1品 鉄製品 3900 46 90 -JO ZJ 

1820 ヽ 鉄製晶 鉄製品 3900 ~6 90 .JO 23 不明

1821 *""~' 木製品 7-A 10 10 ,rn 9.95 可能 コウョウザン 0試n~oo

1822 B仕直内 獣骨 8 A 3995 4160 997 四肢什

1823 50図9 侶糾品 銅桟 「ぷ本五賣J 8-A 3965 4'70 •10,19 

1824 <18閃38 拓製品 鉗翌金R 7-A 4005 '855 I0.08 沿州8閉

IB2S "閉15 田磁" 旧袖店若四耳壺 7-A 40 25 '795 996 

1826 囚磁芹 比釉山甘四耳豆 7-A "°' 
,,,os .979 No 1848 

1827 木製品 木梨品 7-A 4495 44 so -976 妻処理 マツ属復維竹束亜虞 0試料1~

1828 a妖!l勺 獣骨 7-A 4505 4490 -957 島の腹

1829 木炭 小炭 7-A 4400 4~47 -912 

1830 ． *W"', 木製品 T-A m, '380 -992 •T能 コウョウザン 0試0372

,e:ro b ＊糾品 木製品 ニレA 0試flJ7J

】831 ＊駁品 木栓？ 7-A 4080 '635 -981 妥処程 シイ属 0試ttJ55

}832 木炭 ＊決 7-A 40 75 4595 g;s 炭化

1833 仕製品 仕梨品 7 -A ~O JO 45,10 .9 77 2点

1831 321:&J64 "'"" 褐釉内社囮耳社 7-A ~I 40 '620 -96.1 

1835 ． iぶ製品 'i-<l: 椀 7-A 41 35 '520 -960 製迅頂 コウョウザン 0試fi-152334 

1835 b 液＂苛， 1、文椀 7-A 4135 1510 -960 変処” コウヨウザン？ 〇拭U152,JJJ

1836 炊~-'lo n釘 7-A '145 45 10 -96' 5が．

18J7 561l116 炊梨品 鉄~1 , 7-,¥ "'° 4520 -961 長処瑾

1838 目炊11物 人竹 7-A 41 78 4510 -958 枇令 tてい什

1639 鉄梨，昂 炊" 7-A ~I 70 11 85 -960 

JBIO ． 鉄梨品 炊梨金R 7 A ~I 85 4495 -9.56 宴処翌 U字及の合兵 ，トヤlk仕を曲げる

1840 b 鉄製品 鉄釘 7-,¥ ~I 85 '405 -9 56 要処理 10点

1841 狐f'lto .. 製品 鈷人 lj~阪成祁 1-,¥ 42 JO 、1860
_,_,, 

罠アルコー ル含t1

"" 炊製品 鉄釘 I-A 

'"' 4810 -9.49 

18<3 *"品 ＊駐品 7 A 42.15 48 45 -951 ,, 能 コ,._,ョウザン？ 〇訳tl53

1844 炊梨品 前 （矢）求 7 A 4200 ~6 90 -9.57 双処月 50から60木

1845 ＊製品 木製品 7-A 41 85 16 25 -955 可能 クスノキ朴 0試tf3G5

1815 36凶97 店磁i; 掲釉陶il甕 7 ~ A 1205 4S7S -951 

1847 印磁註 閲釉fll1'水注 7 A 41.60 4580 -9~8 

J似8 凶磁註 記柚出苔四J4/,_ 7 A 41ふ5 15.70 -948 、,1826
1819 炊駐品 n釘 7 A "°' 45.30 -941 

1850 木次 木炭 7 -A 410, "'° -972 

1851 73閃17 木製品 木製品 7 B '364 "" 8635 度処環 クスノキ科 〇拭ft96

1852 7,1図23 ＊製品 木養9品 7-B 13 30 38 60 8665 要処旺 ヒノキ11- 〇公nm
1853 72凶H ＊梨品 木製品 7-B 4202 JS.40 8 sos 妻処Jl' クスノキ 0試n221
1854 木虻品 人如品

7 " 41 94 .1100 8 895 可能 クス .1キ 0試fl59

1&'5 76図JO 木製品 木製，？ 7 B '°" 祁 70 918 可佳 クス Jキ 〇試H222

18'6 木代品 木製品 f-8 1101 39.50 .9.115 "能 ニレ拭 〇以l¥<55

18'7 木製品 ＊製品 7-D 4°'47 3948 -921 可能 スギH 〇JJ;!f256

1858 木製品 木製品 7-B 40 01 "" 931 可能 マツ属桟維竹東亜属 0公fH09

1859 80凶・!I 木製品 木製品 7-A 4100 40.20 -0,325 要処珂 マツ属捏稚行束亜屈 0試m,
1860 ＊穀品 人製品 7-A 4I05 40 5~ -9.22G 可能 コウヨウザン？ 〇汰H61

1801 69図ヽ＼ 木父品 船角材 7-A 40 67 11 56 -9.685 ご処涅 0~ 山 Ip 〇拭11207

1邸2 ,.,, 品 木製品 7-A 39.92 44.65 98'5 ,'能 マッ祇内紬竹求憂g 0試f'¥124

1部3 69同5 木製，", 人礼品 7-,¥ 40,42 4862 9.9'5 ンイ裏 〇試H211

"'』 ． 囚給若 褐伯内沿四耳五 7-A 4060 '876 -996 

l661 b 74 凶 2~ 木製品 木製品 7-A 40郎 •8 76 -996 要丸涅 コウョウザン 〇試H~47

1865 S6fl'IGB ＊穀，屈 小製品 不閉 イ"" 不明 不lリ」 ぼ処涅 ニレ屈 0試粁102

1866 iO凶JO 木製品 木閃品 I-A 13.19 44.31 -9,175 要処門 マッ ~Ip 維宕束亜名 0試H2l9

1867 木製品 木梨品 7-A 43.47 4'59 -9085 可能 アカガシ亜囚 0試HIJ9

1邸8 固磁" 応袖凶苔四M五 7-A 41岱 4150 -955 

1胎9 悶紐,i 褐祉約岱占 7-A 41.70 “応 -9.54 

1870 木製品 輪状;f;:.}J_品 7-B 4l6S J81S -891 安処理 Ery旧Wtlloc匹り 〇試H171

1871 木梨品 ＊梨品 7." ~2AS 38 20 -B RI 要児理 マッは複雑昏求生日 0試Hl

1872 ＊炭 人炭 7-G 42必 m, -B.77 

]87;j , ... ~ 人竹
7 " 1119 37.96 -8.19 肋什

187~ 鉄製品 鉄jJ 7-D 4183 30.90 -9.DJ 

1875 木1,1,r., 木製品 了 B 4231 39ふl -8.92 可椎 マ";/~桟様廿束亜ほ 〇公HlO

1876 30凶52 内mii Ill桟困溢五
1 " 4306 39,31 名80

1877 内磁召 詑M"'お門lf<i 7-A 4295 "°' "'" 
]878 !ill& J 炊"品 杖M'J 7 A '290 <JJO .9 10 宴処埋 煩n郎布R2つ

1879 木駁品 4、裟品 8 A 38 32 40 52 -9665 可能 マッ兵複雑れ吋宋亜属 0試科IOJ

18部 木製，？， 木製.~. 8 A JB.10 ,10.59 .971 可能 スギll 0試れ」~3

1861 木梨品 木製品 8 A 38,09 4065 -969 

1898まで欠否

1899 ,., 沼活 杞袖囚沼四ltii

1900 木製品 *"品 マッ只復維む求亜召 〇汰flSI
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』0物 ,,1図 111±1妬n

爵り 番サ
｛● jlj ;n i, 名 .~Jt閃 柁 耗 t'f:1f. 処坪}Ji去 iと合 I~ 係 柑H同冗 I費ぢ

NS軸 WE軸

RC I 関磁益 褐釉淘器fj,,'alrf立 8-C NJ8 W26 

RC 2 阻位" 出柚淘柑四If益桁闇 8-C N.18 W26 

RC3 防紐袢 褐釉囚Wit邸 8-C N38 W25 

RC4 凶磁器 褐柚困器岡ir-Q体部下位 8 B N38 W:l3 息90

RC5 困磁" 杞柚困枯匹耳ii.Id部 s-□ N37 W38 -9.90 

RC 6 悶 磁?i i>ll益j.p口柑部 8 B N37 was -9,90 No7.10 

RC7 3 ll::l.157 困紙器 褐釉凶,.,<ii,部 8 C N'8 W24 -8,20 No76 172 819 • 1493 

RC 8 困伍岱 褐釉淘器頚況 8-C N36 W25 -&JS 

RC 9 約紐謡 褐釉淘膀ft,~品 8 C NJ6 W25 -815 

R CJO 囚磁跨 褐柚fl/a11柘祁 8-C N36 W25 -813 

RC II 伯磁器 褐柚困溢囮耳全Id部 9-C N22 W21 ~10.21 

!~C 12 内磁w 褐釉山器匹.ljやえ柑部 9-C N22 W27 IO :!I 

RC 13 困紺器 褐釉囚岱四耳ぷ1り部 g C N'3 W27 -10 25 

RCU 出伍益 褐釉困器壺口柑部 8 C N30 W21 -9,07 

RCl5 '"紐協 褐釉陶骰i,J心部 8 C NJO W27 -907 

RCJ6 凶紐" 褐釉陶括胴祁 8-C N30 W27 -9,07 

RC 17 囚磁" ，，，器休部 8-C N305 ¥V27 -905 

R C18 肉磁t各 褐釉柑群四1l. 叔朋部 8-C N30 W26 -9'0 

RC 19 閲屈" 記柚阻粒四耳点i析路 8-C N30 W28 -920 

R C20 ~, 磁" 褐袖困憐匹耳ふ；柑部 9-C N29 W28 -9 26 

KC21 凶磁註 比釉紺器四斗ぷLI殺蔀 9-C N29 W28 .965 

R C22 困品器 褐釉囚荏四且五口柑況 9-C N沿 W28 -9 65 

R C23 防紐器 謁釉肉桔四lj 窃~M吊 9-C N29 W2S -965 

R C24 凶磁器 似釉淘践四lf・iii,部 9-C N1' W28 -9.65 

R C25 士" 上りlj/lてつはう」 ri部 9-C N29 W28 -968 

ft C 26 肉紙膀 褐袖田料同斗女胴部下位 9-C N29 IVlB -9G8 

RC27 困紐" 杞柚関器匹耳-Ei:i_f本部 9-C N29 W28 -968 

RC28 囚磁益 褐釉阻料四ij·h:~7 部 9-C N29 W26 -9.70 

RC29 因磁料 褐釉困許1本部 9-C N'9 IV28 -980 

R C30 l2同30 困磁i, #磁地弁文碗口縁祁 9-C N29 W28 -982 

RC3L r~ 磁器 出釉阻括四斗3も胴晶 9 C N27 W28 -9.70 

R CJ2 凶磁器 化袖閲益幽耳五服郎 9-C N27 W28 -9.68 

K C33 困磁甜 A磁碗flc祁

RC3,! 囚紐" 糾袖困"四耳立阻部

RC35 困紐益 附器休邪 9-C N25 W27 -982 

R C36 悶姐料 褐釉凶荏四耳-,/:,:胴部下位 9 C N25 W27 -9.B2 

R C37 凶磁" 褐釉淘"四耳年甜郎 9-C N25 W21 -982 

R C38 肉磁,i 貼釉淘指四.l-1•zy 体閲 9 C N27 W17 -lOOO 

R CJ9 困磁器 褐釉困註四耳ii.~邸 9 C N27 W27 -JO.DO 

R C41 困磁謀 褐袖困料1位 ' 9 C N27 5 W270 -996 

R C42 困紐器 褐袖囚料匹耳壺租部下位 9 C N 27 5 W275 -996 

RC,IJ 印伍" 褐釉防"匹耳"''''部 9-C N27 5 W27 5 -996 

R C44 困砒僻 m釉困牲休預； 9 -c N28 '"' 
_!).45 

R c~s 因磁器 褐釉i:.J?和位「l樟部 9-C N29 W28 -9 68 

I~C413 34同85 陪磁閤 褐釉均粒立口柑部 s-c N31 W27 

R C47 閑磁器 出柚淘若岡耳壺月片綿 8 C N32 W28 

R C1S 関磁器 褐柚困岱匹耳益胴部 8-C N33 W28 

R C49 困屈舘 比袖山路J~口iぷ祁 B-C NJ3 W28 

RC50 囚紐器 掲柚阻器1本部 8-C N33 W28 

RC51 困磁料 掬僻立材郎 8-C N31 ¥V25 -842 

KC関 困紐i, 褐釉凶器四耳土朋部下位 9-C N2G W25 5 -908 池99・rn.a、RC52 

R C53 防磁" 褐釉陶楼fjc部 9-C N26 W255 -9~0 

R C54 凶磁器 化釉淘荏体部 9-C N26 W255 -9.55 

R C55 ~, 磁器 比柚困益囚耳l:,:~郎 ff立 9-C N27 W25 -915 

R C56 困屈器 樹釉囚器杜休部 8-C NJO W26 -8,70 

RC57 即磁" 褐釉困料r本部 8-C N3l W26 -895 

RC58 囚磁践 褐釉凶器f本部 8-C N31 W26 -895 

R C59 23図36 掬紐器 牝泉ヤ系粁紐小盤 9-C N28 IV'5 -000 No933 (十数．点の破片になっている）

R C60 J2図61 ，，，磁荏 褐釉肉器四耳五服部 FF立 9-C N26 ¥V28 -9 lO No179-a• 924 
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憧 ,,J 遺物名 潤査区 樗高 保存処＂力法 接 合 間 係 出禎同定 9● 考

NS紬 WE輪

RC61 向磁若 民袖由N-~ 祁 9-C N26 W28 -910 

''"" 
RC62 困ば若 褐柚困許l!!l耳姓胴郎 9-C N26 ¥V28 -9.10 !'la30 b• 61-b 

RC6J 囚磁括 褐釉阻岩四耳壺朋邪下位 8 C N26 W28 -9」0

RCol 由磁" 褐釉均註四耳壺胴祁 9-C N26 W2B -910 

RC65 切磁1, 褐釉困註四耳壺体部 9-C N25 ¥V27 -914 

RC'6 悶磁符 褐釉由呂四耳壺閃郎 9-C N25 ¥V27 -914 

RC67 悶磁格 褐袖内と四耳透8鈴 9-C "" IV27 -9.14 

RC68 32図60 内紐若 浸釉内笞四耳壺胴豹下位 N IV,S 8随 ぬ56 • 1 69- a • 243 - c ・ '162 526 b 

RC69 内は社 褐飴内註四耳壺体胚 9-C N28 W24 .,., 
RC70 内磁と 褐帖悶詳四耳壺関紐下位 9-C N28 W24 -847 

R C7l 33図73 肉磁註 褐釉店荏且屈部 9-C N18 W25 -891 ぬ54-C・105b・ &Iふ畠

RC72 土" 土弾「てつはう」(+.祁 9-C N28 W25 -895 

R C73 由磁器 褐釉阻荏体部 9-C N28 W25 -895 

R C74 困磁" 青磁碗IJtt部 8-C NJO W24 -864 

RC75 内磁器 褐柚田器匹耳壺体郎 8-C NJO W2' -86' RC76 

RC76 困磁若 lil柚凶註匹耳壺体祁 8-C N30 '"' -87' RC15 

Ren ±苔 土惰「てつほう」体祁下位 8-C N3J ＼り" -84' 

RC78 U,f/l召 褐袖内註四JJ布体祁 8-C NJJ IV24 ... .. 
RC79 囚紐粒 渇帖内芦四nも体船 8-C NJI ¥V24 -8.44 

RC60 困滋若 迅釉"'ぢ 8-C NJI W2' ふ44

RC8l 囚磁註 閏祐由若四耳壺体祁 8-C NJI W24 .85J 

R C82 由磁五 褐袖掏若四g壺 8-B N305 WJ05 .876 

R C83 囚磁苔 褐袖困岩胴祁 9-C N27 W26 -891 ぬ 1 05 • 137- a • 158-b 

R C84 囚磁器 褐釉"'l;!ij祁 9-C N27 W26 -891 

R CBS 悶紐柑 褐釉困特四耳壺朋親 9-C N27 W26 -891 

RC86 困磁括 比釉悶怪匹耳壺肘邸 ,-c N27 W26 .89[ 

R C87 肉磁粒 111釉困召肌郭 9 C N27 W26 ~89L 

RC槌 悶磁怜 掲釉肉岳四耳壺朋郎 ,-c N25 W25 ~907 

RC89 困紐牡 掲釉均器四耳壺嗣邸 9 C 

"'" 
IV2S -909 

RC90 内磁己 褐検白器四耳安胴純 9 C ""・' IV2S 
_9_09 

R C9l 土荘 土器小片 9 C "" IV24 -915 

RC92 21図12 困磁註 n磁碗底部 N26 30 W301-レ

R C93 泊磁苔 旧柚困若四耳壺屈訊 9-C N22 W25 -955 

R C94 内磁沿 褐袖囚計布体部 9-C N22 W2S -938 

• C90 囚紐務 褐釉出註同耳壺休祁 9 -C N22 ¥V25 ・'" 
RC96 因紐若 褐柚由器四H壺口iゑ郭 9-C N25 Wa< -937 

RC97 凶砥器 褐釉淘器四耳壼同部 ,-c N25 IV2' -937 

RC98 悶磁器 褐釉偽器四耳社胴部 9 C N25 1'255 -932 

RC99 駒磁益 褐liJll荏胴部 9-C N22 W24 -9JB 

RCIOO 凶磁苔 "'"体部 9 C N23 W24 -9.22 

RCIOl "'紐器 褐f,li~器四耳五附お 9-C "" W24 9.22 

RC102 因磁若 旧袖囚芦四lf~胴紐 9-C N23 Wね .9.06 

RCI03 21は 7 (<I磁沼 白磁口禿碗？ 9-C N2J Wれ .9,05 

R Cl04 肉磁召 褐釉肉器四耳遅村祁 9-C "" W2l -880 

R Cl05 印磁凸 褐釉困荏クコ＆？ 9-C N27 W21 ,.】7

RC 106 困磁沿 旧袖囚器体部 9-C N29 W23 -850 

RC 107 出磁岩 褐釉困器四耳西阻部 9-C N20 w,a -850 

RC 108 内磁器 褐釉阻器四耳壺H郭 9-C N29 IV2J -850 

RC 109 困紐格 褐釉肉器匹耳壺胴部 9-C N29 W23 -850 

RC J 10 囚紐1; 掲袖内，，四耳ぢ朋船 9-C N29 wね -850 

RC lll 肉比註 褐柚困器四耳;l,lflll 9-C N29 Wね .,so 

RC!l2 因磁醤 褐釉肉苔四耳S.Ti:f部 9-C N29 W23 ~850 

RCIIJ 困屈笞 民輪"'nl$鵠 9-C N29 W23 -850 

R Ct14 印磁荏 記袖困荏r糾謁 9-C N29 IV23 ,8.50 

RC 115 内磁器 褐袖隕器体祁 9-C N29 W23 -850 

RC ll6 肉姑荏 褐釉内註四n壺円祁 8-C NJO Wね -827 

RC J 17 閑磁註 褐釉内ぢ四耳壺脱部 8-C NJO W24 ., .. o 

RC 118 附磁器 祀袖凶荏四耳壺捐謡 8-C N30 W24 -8.40 

RCl19 囚磁器 褐袖困笞体郎 8-C N30 W2' -840 

R Cl20 囚磁菩 褐袖困器体祁 8-C N30 W'4 -840 
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香サ 番')
H 別 遺物名 ..登区 ／累店 保If処理）Ji」、 接合関係 柑fヽ屈l定 偏考

NS軸 WE射l

RC 121 凶磁器 褐釉凶膀四斗-./:i_胴部下位 8-C N30 W2' "'° 
RC 122 困磁器 糾釉淘器四.1fbJtl祁 8-C N31 W23 -832 

RC 123 肉磁舘 褐釉肉器[I.Y耳心朋祁 8-C N31 W24 -7 95 

RC 124 肉磁器 褐釉困謡囮1.f姦彬部 8-C N30 W24 -810 

RC ll5 内磁謀 褐釉位m叫耳・ぷ桐も-,'1 8-C N30 W24 -8 10 

RC ¥26 関阻益 褐釉肉器咆耳壺口楼邸 8-C N30 W245 -7 90 

R Cl27 肉紹恭 褐柚附岱匹耳屯桐部 8 -c NJO w,,, -8 12 

R Cl28 渕磁器 褐袖囚料四.If.お胴部 8-C N32 W21 5 -735 

R CJ29 肉紐料 肥前系？染付皿 8-C N33ふ W23 -7,92 

RC 130 HI —u, 8-C N33.5 W23 -792 

RC 13l 陶磁" 褐釉陶岱四耳ii.r;:I部 a-c Nao W25 -rn 

RC 132 掏磁器 旧釉凶料四且―:b:胴部 8-C N375 W25 -810 

RC 133 附磁器 褐釉凶若休想 8 C N37 5 W25 -810 

RC 134 凶磁群 阻器1位9 8 C N39 W25 -BOO 

RC 135 切磁料 褐釉山w四耳""祁 s-c N385 W25 -782 

RC 136 閲磁器 褐釉困註益屑部 B-C NSS W24 -7 68 

RC 137 閲紐器 褐釉困註岡恥絃捐部 8 C N36 W23 -7.~5 

R CJ38 困屈器 掲柚囚器.,,,・,部 8 C N35 W21 -7.19 

I 

R CJ39 29同40 困磁保 紺柚囚器壺□tぷ-Iii部 8 -C N37 W22 -6 60 

R Cl40 掏紐器 樹袖困僻四耳'.d::柑祁 6-C N50 W29 -6 25 

RC 141 胆磁" 杞袖附荏匹耳:,;':i.阻部 7-C N4B ¥V,g -6 79 

R C1'12 附磁器 掲袖困器四耳土服部下位 l C N42 IV22 5 -740 

RCIO 困磁器 褐柚約,;1,祁 7 C N49 W2L5 -560 K Z K02No877 • IH9 

RC 144 悶磁甜 困諾体部 6 C N52 W23 -602 

RC 145 因磁若 褐釉凶粒休祁 6 C N50 W25 -517 

RC L46 肉磁器 褐釉肉ぜ~11:Y 且,::;_~~況 6-C N54 W215 -5.24 

R Cl47 関磁甜 褐釉陶i品四耳'.!:i'1J邸 6-C N54 W215 -52< 

R Cl4fi 淘磁料 褐釉向器囮耳壺!H部 9-C N2l W27 -J0,40 

RCH9 陶磁器 褐釉閲諾壺f本部 9 C N21 W27 -10 40 

R Cl50 淘磁" 褐柚困益四耳壺咀部 9 -C N21 W26 -995 

R Cl~l 囚磁器 掲釉困註四耳必用部 9 C N21 W26 -9,95 

RC 152 因磁器 褐柚困器1本部 9 -c N21 W26 -995 

RC 153 凶磁器 行磁？袋物？ 9-C N21 W26 -9 95 

RC I汎 凶磁器 固袖伯器匹11: 西胆部 9 C N20 W23 -9.70 

RC 155 防磁器 旧袖陶器l!Y耳盆附蹄 9 C N20 W23 -9.70 

RC 156 肉磁器 比袖陶料匹耳土胴部 9・C N20 W23 -9.70 

RC 157 肉磁t品 褐釉困牲四耳:,;;;.l1J部 9 • C N22 W25 -10 JO 2点

RC 158 肉磁iふ 褐釉肉器四耳立村部 9-C N22 W25 -10 JO 

~C 159 囚磁" 糾柚，，，店益体昂 9 C N225 W15 -lO,IO 

RC160 凶紐" 褐袖淘器古柑部 10-C N17 W27 -IO 82 

R Cl61 佑紐器 褐釉淘器四耳ぷ原部 10-C Nl7 W26 -JO 52 

R Cl62 JO凶H 俯磁，， 比釉困註令口令釦祁 IO-C Nl7 W26 -JO [;2 

R CJ63 掬磁程 樹釉洵践阿1j.壺門部 10-C Nl75 ¥V255 -JO JO 

R Cl64 掏屈器 糾釉阻器r粁祁 10-C NJ7 5 W25 -10 30 

R CJ65 陶磁器 褐柚関器匹耳立胴部 10-C Nl7.5 W25 -10.40 

RC 166 陶磁株 褐袖f>il荏匹耳五胴部 10-C NJ7 W25 -10.GO 

RC 167 困磁" 記柚約,;四耳壺胴郎 10-C N17 W25 -I0.48 

RC 168 肉磁器 白紐？碗休祁 JO-C N17 IV25 -10 48 

RC 169 位磁膀 褐釉駒器四且i枝胆部 10-C N 17 W25 -IOAS 

RCl70 凶磁器 樹釉陶器四斗＆胴部 10-C N 18 W25 -IO 30 

RCl7J 困磁器 /,iii! 系I,磁碗体祁 10-C NIB ¥V25 -IO 30 

RC L72 淘紐器 ？ 10-C NIB W25 -10 30 

R Cl73 陶紐沿 困料""祁 IO-C NIS W25 -JO 30 

R Cl74 困磁器 約路(j.郎 10-C Nl7 W25 -l029 

R Cl75 困紙僻 褐釉陶悩四耳壺ft,;部 10-C Nl7 W25 -JO 29 

R Cl76 困磁器 褐釉陶器叫耳壺桐部 10-C Nl8 IV24 -J0.27 

R Cl77 掏紐ll 肉袢体部 10-C Nl8 IV24 -J027 RC 182 

R Cl78 凶磁器 比袖掬辟四耳壺打祁 10-C N 11 W23 -9.75 

RC 179 凶磁器 出柚駒器lり耳衣胴祁 JO-C N 17 W23 .975 

RC ISO 因磁笞 褐袖松岩四斗:&胴部 l0-C Nl7 W23 -990 
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番サ 番I/
l● 別 迅物名 占た区 "麻 保flー処理)iiJ, 接 介 関 係 出性河定 ,. ~ 

NS袖 we帖

RC 181 凶磁勝 褐柚阻膀土屯祁下位 10 C N 17 W2S -990 

~CII> 困磁器 ~Jl;f+部 10-C N 17 W23 -9.00 RC 177 

RC 163 困磁辟 褐柚はN各匹耳土耳祁 10-C NIJ WU  -9,98 

RC lR~ 凶磁器 褐釉iJ-H科lro,llf立!H祁 JO-C N 17 W24 -9~8 

RC lB:1 凶磁悩 出釉困牲1本郊 10-C N 17 W21 -9~6 

.ltCHII 固磁器 褐釉 r,i.J~i~~点放部 10-C N 17 ¥V24 -9.98 

RC 187 約磁料 比釉i;.IJ~~~ 耳ぷ船部ト―i立 JO-C NII W24 -9,18 

R. C I Bk 21図10 困妃岱 白磁口禿碗口iふ狐 JO-C N 17 W22 -921 

It C 189 困磁料 褐釉山器如:~-I 部 10-C N 17 ¥V22 -9.20 

•cl'>l 約佑器 褐釉flJ!II木部 10-C N 17 ¥V22 -9.2』

RC 191 防磁硲 に柚囚荏l円 .L.f·~:柑，';t 10-C N 17 W22 •9,21 

11. C 192 21図ll 因磁器 白磁nf~碗n縁祁 JO-C N 16 W23 -10.02 

RClm 約磁荏 化釉rJ.H各匹耳土氾祁ドi立 10-C N16 W23 -1002 

RC191 23図38 凶 磁 " 1i[ Ii:'.~ ヤ系h磁1勺面池弁文llll JO-C N16 W23 -9.78 

RC 195 21同15 '"磁" 白磁「7禿聞 10-C N16 W23 -9,78 

RC1% 駒磁社 似釉凶邪匹I'1_,;;_狙部卜・r立 JO-C N16 W23 -9.78 

RC 197 閑磁岱 化釉閲？若四lf;'.;,.H祁 10-C N16 W23 -9.78 

~c 脳 凶磁膝 褐柚閲芥ぷ朋部 9-C N20 11'29 -10 65 

RC 199 困砧器 褐柚閲？昔匹lf立柑祁 9-C N20 W29 -10 65 

R C200 凶磁粒 褐柚陶閤今,~1 品 9-C N15 ＼り" -96、:

R C201 凶磁" 褐釉 f,ij~卸111.fふ服拙 9-C N25 Ci W2~;i -909 

RC202 掏 紐 " 肥,;:,系生1寸婉 9-C N2C W29 -IQ50 

RC203 凶 屈 " 虻柚淘器四iri:;服部下 f~. 9-C N25 IV25 -9SO 

R C204 淘 紐 " 似柚™l卸岡りふ謁祁 9-C N25 IV20 -,~, 
R C205 凶fjli,_; 杞釉困翌岡4-/::服部 9-C N25 ¥V25 -995 

R C206 困紐群 胆l'.系r'i"磁碗ff;.部 8-C N30 W27 -10 0・1 

R C207 陶紐保 11:-釉硲辟ll!Jllふ：口柑部 8-C NJO IV27 -10 01 

RC208 ~, 紐辟 褐釉淘甜四川点射茄 8-C N30 W21 10 01 

R C209 困は岱 褐釉肉器 I引M 壺脱，•，H 位 9-C N28 W27 -951 

R C210 園紐益 掲釉凶 ~l!Ylt壺服部 9-C N28 W27 -9.S-1 

r~C211 屈J伍" 比釉肉器囚耳五脱祁 9-C N28 W27 -904 

R C212 "'伍" 褐袖切料叫1旦祠H祁 9-C N28 W27 -9る4

11 C213 陶紐店 褐袖凶荏叫耳立服部 9-C N2' W27 -9ふ4 2涸体接合せず

R C2l I 淘 絃 " 褐柚凶翡囚Mふ朋部下位 9-C N18 W27 5 -9.75 

R C215 渕紺" 杞釉附註四且―ふ：H部 9-C N2B W27 5 -9.75 

R C216 内餡肝 ft] f証り註四且―百覗部下位； 9-C N2B W27 5 -9,75 1121, b 

R C2J7 内給紆 褐袖凶悶四耳壼りi祁 9-C N26 W27~ -9,75 

R C218 困紐袢 出袖掏器llll耳心.!tl部 9-C N28 W27 5 -9,75 

R C219 山磁沿 糾袖凶粒四lj.d;,:/」i部 9-C N27 W27 ~986 

I{ C220 閲伍器 褐袖防~;;四耳五肘部下位 9-C N27 W2l -986 

RC221 困紐荏 褐袖困届囚且盆耐部下位 9-C N'9 w:rn -Y,'5 ~·a57 • 77• J 59-c• 168-b • 2~7- a 

R C222 山 愁 " 掲柚切l:i-四耳ぷ月和部下位 8-C N31 W265 -9,15 

R C223 凶伍器 褐釉囚答匹斗も;;~祁 8-C N31 W265 -915 3Jt 

Rem 困磁i: 街釉困粘l'Y耳~~部 8-C N39 W25 -7,67 歯53 ~ 520 ll 14-c 

It C 225 '"磁" f~v? ~~(い部 IJv: 8-C N39 W25 -7.67 

R C226 防磁荏 ~J芥ぷ 11'部 8-C N39 W25 -767 

R C227 因磁" 杞f祁岨器匹耳ぷ胴祁 8-A N36 W40 -1005 

R C228 陪磁器 染付迎紙は皿 8-A N39 WII -980 

R C22!) 防磁器 褐釉内将四耳ぷ柑部 8-A N325 W36 -10 18 

R Cl30 因磁符 近代？ 9-A N23 W43 •I 1 80 

R C2Jl 約磁器 褐釉"''"杓部 7 C N'2 w,s -7,80 

R C232 凶磁器 U磁碗f村部下位 8-C N33 W26 5 

R C233 34同82 洵磁粘 褐釉合1:la. 9-C N29 W26 2個体投合せず

R C234 20同2 困磁益 釣ヤ鉢口iぶ蔀 9-C N28 W25 5 Ko139-a 雫 454・499 H I 0 

RC235 困 伍 " 褐釉肉器只胴'.§./iJ部～胆郎 l-C N40 W25 -7 84 

RBJ A~ 置物 8-A N39 W42 5 -9,1' 

RH2 w遺h 9-A N2' W42 -12 62 
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消物 沖図
出七位置

番サ 番号
種別 遺物名 具査区 憬嵩 保打処理）j法 接合関係 樹穐同定 憎考

NS軸 WE袖

RC! 肉磁俗 褐釉陶荏匹且点 8-C N380 W23 O -8 14 

RC2 肉磁器 掲釉困9若四耳壺 8 C N380 wno -8 14 

RC3 肉磁" 褐釉陶"碗？ 8 C N380 W23 0 -8.11 

RC4 9月磁" 褐柚防諾四耳点 8-C N34 O 1'124 0 w 

RC5 困磁器 褐釉印器壺 8-C N350 W21 0 -930 

RC6 阻紐苦 長明小口版 8-C N350 W250 -905 

RC7 肉紐践 比釉囚菩四耳壺 8 -C N340 W250 -9.06 

RCS 阻磁器 柑且系付磁碗 s-c N34 5 W350 ., 胡

RC9 困磁器 釣な碗 10-C Nl7.0 W200 -889 

RC 10 阻磁註 白磁口禿碗 10-C N 17 0 W2l 0 -9_00 

RCIJ 23図37 困磁諾 龍泉窯系n迅[」1卯 1l 10-C N 18 0 W230 -925 

RC 12 困磁荏 褐釉困器四耳壺 10-C N 17 5 W225 -943 

R Cl3 悶磁荏 褐釉困器壺 JO-C N 17 5 W225 -9.43 

RCL4 困磁楼 褐釉肉器四耳壺 10-C N 17.5 W225 -9.'3 

RCL5 肉磁器 褐釉陶ii壺 10-C N 17 0 W240 -974 

RCL6 肉磁" 龍哀守系計磁沿連弁文椀 10-C N 17 0 W240 -974 

RCl7 淘磁器 閲釉関許壺 10-C NIB 0 W2'0 -975 

RCl8 肉磁器 褐柚囚器壺 10-C NIBO W2'0 、9.75

RC19 山珀昔 褐釉掏器憑 10-C NISO W140 -9,75 

RC20 悶磁器 喝袖困器f11l耳壺 10-C NISS W245 -9.77 

RC21 均紐岩 渇釉凶若四耳姦 10-C NL85 W245 -9.77 

R C22 均給器 褐釉附荏壺 10-C N L85 W245 -9,77 

R C23 陶磁器 龍泉立系 ?Ii磁碗 10-C NL5.0 W230 -9.48 

RC'4 闊糾器 鉗 ,;iY. 系祈祐P/ifrす仕 10-r. Nl:l.'i W~? n -ll 4~ 

R C25 肉磁沿 掲柚肉器四耳壺 10-C Nil 0 W230 -977 

R C26 29図4I 内磁" 褐釉陶器壺 9-B N24 0 W32 5 1135 /l'a83 I • 832-a " 833 

R C27 "図 3 肉磁器 掲釉凶"四耳壺 9 " N23.0 W33 0 11.52 悩830 632-b RC 28 

RC28 24図 3 困舷器 褐釉凶昔四I¥丘 9 B N230 WJ15 •1151 悩830 832-b RC 27 

R C29 囚磁器 褐釉困器四耳社 8-A N380 W450 -9 12 

R CJO 悶紐器 褐釉囚岩抄 8-A N380 W47 0 -10 05 

R LI 漆闇品 'rO'碗 0-A N:15,0 W16,0 "・" 情ア !I 、 -,_•I 、含戌処．理 ー／ツ属復維管双亜屈 〇拭HI01

RL2 iM製品 1令状i茶製品 8-A N37.4 W45 7 -9 92 棺アルコール含没：処理 No871 · l170·1450·1735• 1742と同泣品 IJ>l bc•gLI ヽ p 0試ffL61 
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第N章 出土遺物の理化学的分析について

1 . 出土金属製遺物の保存処理（平成17年度実施）

I. 破損などの状態

鉄製品

株式会社京都科学今西寿光越野恵子

鉄製冑 1点のみ。海底から引き揚げられたのち脱塩処理が実施されていた都合上、水漬けの状態

が保たれていた（写真 1)。長期間海底に埋没していたため表面が原い錆や土砂で覆われているが、

冑であることは窺い知ることができる。 X線による構造調査では、本体が腐食して内部の空洞化が

進んでおり、形状は表面の錆で形状が維持されていると推測されること。および頂部の突起の表面

と側面の帯状部分（ベルトか）には非常に薄い厚みでX線の吸収の大きい領域が存在することが確

認された。また、内外面ともに錆を介して水分を過剰に含んだ小さい木片が付着していた。

非鉄製品

総点数34点。遺物はすでに乾燥状態にあった。鉄製品同様、長期間海底に埋没していたため腐食

によって表面がカサブタ状の錆や土砂、貝類などで覆われている。また、本体が錆化し表層の錆と

同化して本来の形状が認識し難い遺物もみられる。しかしながら、表面のカサブタ状の錆が剥落し

た個所には原表面と推定される平滑な面の露出も 一部に認められる（写真 2)。処理番号25(飾金

具）は折損が見られた（写真 3)。処理番号33・34の匙では表層の錆の剥落が目立ち、取り扱いが

困難な状態にあった。なお非鉄製品は蛍光X線分析による事前の材質確認の結果などから

A: 亜鉛、銅が主要元素とみられる遺物

B: 錫、鉛、銅が主要元素とみられる遺物

c: 銅と銀が主要元素とみられる遺物

D: 錫、鉛が主要元素とみられる遺物

に分類した。

鉄製品、非鉄製品とも保存処理中は保存処理検討会より提供を受けた遺物リストを利用して各遺

物に処理番号をつけて管理することとした（リスト別添）。

II. 保存処理方針

学識経験者および鷹島町教育委員会からなる鷹島海底遺物保存処理検討会からの指導に基づき、

特定非営利法人文化財保存支援機構 (NPOJCP) の指示ならびに協議により保存処理方針を決定

した。今回の保存処理においては遺物が海底遺跡からの出土品であることを考慮し保存処理方針を

検討した。
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①クリーニングの程度について

遺物はすべて海底遺跡よりの引き揚げ品であり表面の付着物（土砂や貝類など）や錯はいわば

「海底から出土した証し」であると言える。そのため付着物も遺物が持つ情報と捉えることがで

きる。また、 Iで述べたとおり鉄製品については本体の大部分がすでに失われていると推測され

ること、非鉄製品においては本体と余分な錆の識別が容易ではない遺物もみられる。以上のこと

から、積極的なクリーニングは行わない方針を採ることとした。

②脱塩処理について

海底からの出土遺物であることから鉄製品、非鉄製品ともその内部に腐食促進物質を多鼠に含

んでいると推測された。そのため、保存上の配慮から鉄製品のみならず比鉄製品に対しても脱塩

処理を実施することとした。

III. 保存処理工程

①第一次クリーニング

鉄製品

空洞化した遺物の状況と外観の保存のため、遺物表面をルーペで拡大観察し、凹みに溜まって

いたヘドロ状の土を筆や竹串で除去、洗浄にとどめた（写真 3)。なお内外面に付着する小さい

木片は協議の結果、脱塩終了後本体より分離し別に水漬けで保存することとした。

非鉄製品

基本的には外観の変化を生じる程度のクリーニングは実施せず、毛足の短い筆で除去可能な錆

や土を除去するにとどめた。保存処理検討会の指導を受け、形状の把握が困難な程度に土砂や錆

が付着している遺物については、本体を損傷させない範囲でクリーニングを実施した（写真 5)。

②資料の洗浄

状況変化の監視への便宜を図るためテトロンネットを貼りつけた金属製網籠に非鉄製品を収納

し、エタノール：キシレン：酢酸エチルの混合溶剤中に浸漬し洗浄した。鉄製品は水漬けであっ

たため洗浄は行っていない。

③脱塩処理

鉄製品

海底よりの引き揚げ後、現地にて水道水のみを使用した脱塩処理が継続されていた。鉄製品の

脱塩を実施する場合、防食の目的からpHlO程度に調整した処理液を使用することが一般的であ

る。しかしながら本遺物の場合、水道水を使用した脱塩処理の最中にあきらかに腐食の進行を伺

わせる事象（新しい錆の発生、発達やそれに伴う処理液の着色）は認められない様子であった。

また有機質材料断片の付着が認められたこともあり、 pHの調整は行わず水道水をイオン交換水

に換え、そのまま脱塩処理を継続した。脱塩処理の進捗状況は塩化物イオン濃度をイオンメータ

で計測することで監視した。脱塩処理終了の時期判定は処理液への塩化物イオンの溶出鼠が2mg 
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/Lを下匝った時点とした。なお、遺物の形状によっては遺物と処理液の比率が変動する。その

ため、今回は処理液の標準量を遺物重量の10倍とし、この比率から外れているものは塩化物イオ

ンの数値を補正することとしている。

以下に述べる非鉄製品においても同様の方法と基準で脱塩処理の進捗状況の監視と終了判定を

行った。

非鉄製品

グループA

アルカリ性の処理液を使用した場合、脱塩処理中に亜鉛の溶出が想定されたため、ベンゾトリ

アゾール（以下、 BTAと記す） 0.1%水溶液に遺物を浸漬し脱塩処理を行った。イオンメータ

による塩化物イオン濃度の測定の際にBTAが妨害因子となるため、 BTA水溶液中の塩化物イ

オン濃度はイオンクロマトグラフィーにて測定した。材質確認の結果では匙 2点はグループAに

分類されるが、遺存状態が極めて悪く脱塩処理中の破損が懸念されたため匙 2点に対しては脱塩

処理を省略した。

グループB・C

セスキ炭酸ナトリウム 1%水溶液中に遺物を浸漬し脱塩処理を行った。なお、平成18年10月16

日からの九州国立博物館の展示の都合上、遺物番号29の最終の塩化物イオン濃度が規定値を下回っ

ていない。

グループD

グループAと同様にアルカリ性の処理液を使用した場合、脱塩処理中に主要成分の溶出の恐れ

が想定されたため、亜鉛が主要元素であると認められた遺物群とともにBTA1%水溶液に遺物

を浸漬し脱塩処理を行った。

なお、材質の確認を実施していない資料もあるが、それらは基本的にグループAに分類し脱塩

処理を実施した。

＊非鉄金属の分類は別添参照。

④ BTA処理

非鉄製品に対してベンゾトリアゾール 3%エタノール溶液の減圧含浸を行った。薬液には24時

間浸漬した後取り 上げてエタノールで洗浄した。処理番号33・34は処理中の破損が予想されたた

め常圧下で含浸処理を行った。また短時間の含浸を繰り返し、合計の浸漬時間が24時間となるよ

うにした。

⑤樹脂含浸

遺物の補強ならびに防錯の目的から、アクリル樹脂の減圧含浸を実施した。鉄製品に対しては

エマルジョンタイプのアクリル樹脂（パラロイドNAD -10/Rohm and hass社製）ソルベント

ナフサ30%懸濁液を使用した。

非鉄製品に対しては防鋳剤 (BTA)を含むアクリル樹脂（インクララック／（株）トウペ製）をキ
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シレンとトルエンの同璽量で混合した溶剤で樹脂濃度15%に調整したものを使用することを基本

とした。ただし、表層の錆の浮き上がりが目立つ資料（処理番号29・33・34)に対しては補強効呆

を考慮し、鉄製品と同様の樹脂を使用した。なお、匙 2点については常圧下での含浸にとどめた

（写真 6)。

鉄製品に対しては 3回、非鉄製品については 2回樹脂含浸および乾燥を繰り返した。

⑥整形．接合・樹脂補填

折損が認められた遺物はエポキシ系接着剤（クイック 5/コニシ株式会社製）で接合した。匙

先端に生じた隙間にはアクリル樹脂（パラロイドB-72) にフェノールマイクロバルーンを混入

しパテ状に調整したものを充填し、外観を整えた。また、破損部分の補強の目的から典具貼紙を

アクリル樹脂（パラロイドB-72、40%キシレン溶液）で貼り付けた（写真 7)。

非鉄製品の表層に形成される緑青錆の層で今後剥落の恐れが高い個所にはパラロイドB-72

40%キシレン溶液10に対して増粘材（エロジール／日本アエロジル（株）製）を0.6の重星比で混合

し増粘させたものを面相筆で注入し固定を図った。

⑦樹脂塗布

資料の表面にアクリル樹脂（パラロイドNAD-10 樹脂濃度20%) を3回塗布した。非鉄製

品の表面には削り痕など有用な情報が認められたため、アクリル樹脂（インクララック）を樹脂

濃度 5%に調整したものを 1回塗布するにとどめた。

⑧補彩・樹脂光沢の調整

保存処理工程⑥で補填した樹脂にはアクリル塗料（アクリラ／ホルベイン工業株式会社）にて

補彩した。鉄製品に対しては保存処理工程⑦で使用したものと同様のアクリル樹脂にポリエチレ

ン製微粉末を混入したものを吹き付けて樹脂光沢を調整した。

⑨展示台製作

展示活用への便宜を図るため遺物の状況に応じて展示台を製作した。

冑には遺物自身を展示面より若干浮かせた状態で展示できる支持具を設けたアクリル製展示台を

製作した（写真 8)。

擬宝珠には転倒防止の演示具を備えた透明アクリル製展示台を製作した。

匙には展示用の透明アクリル製展示板を用意した。転倒防止のためシリコーン樹脂製演示具も

製作した（写真 9)。

非鉄製品（処理番号1・17・18・19・20・27)裏面に突起がみられた。そのため突起の高さよ

りも若干原く成型したシリコーン樹脂製の演示具を製作し突起への負荷を避けた（写真10)。

鈴には転がり防止のためにドーナツ型のシリコーン製演示具を製作した。また、その他の遺物で

展示の際に下敷きが必要と判断され、指示のあったものには、 0.5mm厚のシリコーン樹脂製シー

トを遺物の形状に加工して下敷きを製作した（写真11)。
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写真 9 写真10

゜゚
写真11

鷹島海底遺跡出土遺物リストおよび材質確認表

処J!ll俳号 資 科 名

1 帝金具

2 罰こ全1し
J 而金J.l.
~ 帯金且

5 術金具

6 <i; ll 

7 罰金其

8 銅飩飾金具（ 録の企具l， 
罰卿量励紐）

ID 鐸の金具1
11 rJ.Q)金)!1<)

ti 以のく!>-1!,l
13 i録の金具）

1~ 団録の金具l
l:i (N Slの金m
16 (NfJの金,fl,)

17 凋録の金具）

lS CNIUの金具）

19 （・り鎌の命）l-J 
20 銅軽 前金具（胡録の金具］

21 銅製 姐金具（却録の金具I
22 IN製 臼金ri(NJ aの金具）

四 銅製飾金其 （胡諜の金具）

24 飾金具

妬 紺金↓！．

26 鈴
27 

い戴悶． ：丹天悶距岱， ―クJ

28 ？） 

m 
30 1太平酒宅］］

31 伐)l!t)f{宝」）

32 恨寧1ft宜JJ

” :J4 匙

祁 111&:11'1 

A: 亜鉛、銅力吐．要元累
B: 録、鉛、銅がi'.投加素
c: 銅と銀の合金（？）
D: 錫と鉛の合金(?)

還物爵号
KZKOO-RM< 
KZK00-RM3 
KZK00-RM4 
KZK00-RM5 
KZK00-RM28 
KZK00-RM29 
KZK00-RM3U 
KZK02-1382 
KZK02-1387 
KZK02-141S 
KZKU2-は.Sb
KZKOZ-1389 
KZK02-f.383 
KZK.02-1385 
KZK02-l388 
KZK02-1120 
KZK伍— t:J84

KZK02-1419 
KZK02-1412 
k卒 02-11[6 
k匹 1413
KZKOZ-1417 
KZK02-14l4 
KZK.OZ-RM4 
KZK02-1113 
KZK02-897 
KZK02-1125 
KZK02-lll24 
KZK02-79l 
TKS1"-1 
KZ、K02-1823
KZK02-RM9 
k乙K02-14111
)(7)(11?-1.87 
K7...K訟 8'/4

九州国立t専物館での分析結果を改変 1,/2、人字か氾IJII分州分1

＊ーは未iJ!II定を示す
※（ ）は錆を測定

り 数 蛮"Jt.X様分1斤
1点 Cu礼[, Zn Fe 
I •.'1 c叫:r, Zn硲、 Fo
l点 Cui¥'6 Zn~ ふ Fe
1点

4ギCu ,1亨,,~、z,ぶ,, F'FFo e e 

Cu z,, 
l(占,:•i 
If, Cut.I Zn品、氏

1点 Cu、ムl、Pb,511 
1点 !Cu硲.Ft. Pl.I, Zn) 
] ,.'! c .. i・r, Zn 
11.'.¥ (('. 叫舟）

l息

l点 C11f/i, Zn、Fe
] ,'r ... Cu. I市、SuI'ffn]l;l?n!D, 出これず）

I''-'・ C,1. Sn 、 Pb ' 7.11tl1•少I
l ,,'j Cu. l'h, ¥u /JI少ないi

］組(;;点） l •'. りのみ測定 作 らし1 Zn、Ph.Sn少なし＼
l立
l ., ,', .. Cu高、 Zn ru.'/.JJ, 11,. s,, 
l屯 い,.乙n.Pbや Su
L.~: 
1点

1点

'"' Culぶ、 ZJ,

1点 [Cu/,'/j ,lo、氏l
1点 Cu硲 l'b (11. ll、.s .. 
L~l [Cu/,"(,. Z.1. I叫
l •. り lsuiふ Pb淑 Cu杭、Fe)Sn、I'll
1点 {Cui~ 、 i\ u Ph) 盆l1I

I l'l'88枚
1枚
1枚

I,.~ に:u,!ふ Zill
I !!.i !Cu高． 知 ）
I山
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BTA水溶液を使用した脱塩処理液に溶出した陰イオン濃度

CI―濃度 (ppm) SO, げ農度 (ppm)

日付 サンプルNo. Cl―i農度 (ppm) ーブランク SO,'一濃度 (ppm) ーブランク

（実値） （実値）

ブランク 0.308 0.340 

8/1 12-1 2.710 2.402 3.200 2.860 

8/2 12-2 0.306 0.000 0.574 0.234 

8/3 12-3 0.316 0.008 0.473 0.133 

8/4 12-4 0.236 0.000 0.436 0.096 

8/5 0.286 0.000 0.674 0.334 

8/8 1.210 0.902 〇.959 0.619 

8/9 0.362 0.054 0.554 〇.214

8 /10 0.228 0.000 0.637 0.297 

8 /11 0.207 0.000 0.431 0.091 

8 /12 0.180 0.000 0.418 0.078 

8/13 0.248 0.000 0.422 0.082 

8/14 0.181 0.000 0.408 0.068 

8/15 0.175 0.000 0.402 0.062 

8 /16 0.166 0.000 0.517 0.177 

8 /17 0.223 0.000 0.508 0.168 

8 /18 0.213 0.000 0.471 0.131 

8 /19 0.206 0.000 〇.534 0.194 

8 /22 12-18 0.287 0.000 0.423 0.083 

8/23 12-19 0.198 0.000 0.366 0.026 

8/24 12-20 0.302 0.000 11.600 11.260 

8/25 0.273 0.000 0.541 0.201 

8/26 0.176 0.000 0.462 0.122 

8/29 0.358 0.050 1.270 0.930 

8/30 0.178 0.000 0.530 0.190 

8 /31 0.167 0.000 0.540 0.200 

9/1 0.148 0.000 0.397 0.057 

9/2 0.140 0.000 0.524 0.184 

9/5 28 0.303 0.000 0.471 0.131 

9/6 0.168 0.000 0.609 0.269 

9 /14 0.311 0.003 0.781 0.441 

9 /15 0.161 0.000 0.670 0.330 

9 /16 0.193 0.000 0.693 0.353 

9/20 0.282 0.000 0.900 0.560 
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セスキカーボネイトを使用した脱塩処理液に溶出した塩化物イオン濃度

B付 処理番号30 処理番号14・25・26

7 /28 6 

7 /29 66.3 

8/1 48.4 149.9 

8/2 49 67 

8/3 3.5 17.1 

8/4 1.1 5.9 

8/5 0.2 0.2 

8/8 2 24.8 

8/9 5.2 20.8 

8/10 10.2 38.4 

8/11 1.5 2.2 

8/12 7.6 6 

8 /13 1 6.1 

8/14 1.2 8.8 

8/15 2 8.3 

8/16 1.6 10.9 

8/17 〇.4 1.2 

8/18 

8/19 

イオン交換水を使用した脱塩処理液に溶出した塩化物イオン濃度

単位mg

日付 処理番号35

7/7 10.1 

7 /12 0.9 

7 /13 0.6 

7 /15 1.1 

7 /19 4.3 

7 /20 〇.9

7 /22 〇.7

7 /25 0.4 

7 /28 1.4 
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2. 出土有機質遺物の保存処理（平成17年度実施）

株式会社京都科学西口裕泰平井孝憲

I . 破損などの状態

処理番号 1胡録＋矢束【KZK02-1381】

長期間海底に埋没していたため表面が岸い錆や土砂で覆われていた。矢が一部分折損している、

胡録の漆膜が部分的に脱落している等、残存率は高くないが、それぞれの遺物の雰囲気は窺い知る

ことができる。 X線による構造調査では、止め金具の存在は確認されたが、矢の向きや本数などは

判然としない。奈良文化財研究所でのX線CT透過撮影により、その構造などは大まかに確認する

ことができた。

①鏃は腐食して内部の空洞化が進んでおり、形状は表面の錆で形状が維持されていると推測され

ること

②矢柄は部分的に錆の浸入が認められる

処理番号2漆塗木製品【TKS02-10】

口縁部、底部に淡灰色の金属膜が残存しており、装飾が施されていたことが窺がわれた。しかし

ながら、内部には本体より剥落した金属膜が堆積、その量からほとんどの金属膜が本体から剥落し

ていることが予見された。また、口縁部が一箇所破断、外側へ大きく脹らんでいた。

処理番号3漆塗木製品【KZK02-1407】

木胎はほとんど残存せず、ほぽ漆膜のみとなっていた。また、本1本と大小多数の膜片および金属

の部材から構成されていた。漆膜のみとなった遺物は水浸保管中に形状変形をきたし易く、本遺物

も発掘時に比べると形状変形をきたしていることが予見された。

処理番号4漆塗木製品【KZK02-1841】

本体と小片 1片より構成される漆途木製品。形状と大きさからおそらく椀底部と推測される。

「辛酉四明諸二郎造」と銘があるが、その銘の中心部の漆膜が大きく剥離していた。

処理番号5朱漆塗櫛【KZK02-1194】

一箇所大きく破損し、木胎が露出しており、縁部もところどころ漆膜が欠失しているが、概ね良

好な遺存状態にある。歯の部分の加工が特徴的なものと思われた。

処理番号6漆塗木製品【KZK02-735】

漆塗の椀と推測される。底部と口縁部が残存し、底部に「張Jと銘が刻まれている。 一部に腐朽

度の高い箇所があるが、概ね良好な状態であった。

処理番号7木製彫刻（人物） 【KZK02-1408】

節の多い、堅木を用いて作られている。表面は依存しているが、その下層が失われている箇所が

散見された。使用されている木材の物性から、処理の困難さが予想された。

保存処理中は保存処理検討会より提供を受けた遺物リストを利用して各遺物に処理番号をつけて
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管理することとした（リスト別添）。

II. 保存処理方針

保存処理検討会からの指導に基づき、特定非覚利法人文化財保存支援機構 (NPOJCP) の指示

ならびに協議により保存処理方針を決定した。今回の保存処理においては遺物が海底遺跡からの出

土品であることを考慮し保存処理方針を検討した。

①クリーニングの程度について

遺物はすべて海底遺跡よりの引き揚げ品であり表面の付着物（土砂や貝類など）や錆はいわば

「海底から出土した証し」であると言える。そのため付着物も遺物が持つ情報と捉えることがで

きる。また、 Iで述べたとおり「胡録＋矢束Jについては矢本体の大部分がすでに失われている

と推測されることから、積極的なクリーニングは行わない方針を採ることとした。

②脱塩処理について

湘底からの出土遺物であることからその内部に腐食促進物質、乾燥時に遺物を破損させるおそ

れのある物質を多羅に含んでいると推測された。そのため、保存上の配慮から脱塩処理を実施す

ることとした。

m. 保存処理工程

①クリーニング

外観の保存を優先させるため、軟らかい筆などで、表面をなでる程度の作業に止めおいた（写

真 1)。

②脱塩処理

海底よりの引き揚げ後、現地にて水道水のみを使用した脱塩処理が継続されていた。すべて有

機質製あるいは有機質が付着している遺物のため、 pHの調整は行わず水道水をイオン交換水に

換え、そのまま脱塩処理を継続した。脱塩処理の進捗状況は塩化物イオン濃度をイオンメータで

計測することで監視した。脱塩処理終了の時期判定は処理液への塩化物イオンの溶出鼠が設定し

た基準値（処理番号 1・2は2mg/L、その他の者は10mg/Lとした。）を下回った時点とした。な

お、遺物の形状によっては遺物と処理液の比率が変動する。そのため、今回は処理液の標準量を

それぞれの遺物重鼠に対して設定し処理を行った（写真 2)。

③脱色処理

EDTA・2Naの1%水溶液に24時間浸漬し、処理を行った ff処理番号 7木製彫刻Jについての

み実施）。その後、換水を繰り返し、遺物中に残存している薬剤を除去した。

④糖アルコール含浸処理

処理薬剤として糖アルコール（ラクチトール（ミルヘン／東和化成工業製）とトレハロース

（トレハ／林原製）、混合比10:1) を使用した。糖度20%より開始し、少しずつ濃度を上昇させ
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て、含浸処理を終了した。終了時最終糖度は75%とした（写真 3)。

⑤結晶化処理

遺物表面にラクチトールの微粉末を散布し（写真 4)、室温にて結晶化処理を行う。一定期間

経過後、温水にて洗浄（写真 5)、短時間50℃で加温し水分を乾燥させた。

⑥整形・接合・樹脂補填

接合が必要な箇所はエポキシ系接着剤（クイック 5/コニシ株式会社製）で接合した。

⑦展示台製作

展示活用への便宜を図るため遺物の状況に応じて展示台を製作した。

処理番号 6・7には支持具を設けたアクリル製展示台を製作した（写真 6)。

また、その他の遺物で展示の際に下敷きが必要と判断され、指示のあったものには、 0.5mm厚

のシリコーン樹脂製シートを遣物の形状に加工して下敷きを製作した。

写真 l

写真 3

し

写真 5

.--;#・ 

写真 2

写真4

m
 

写真 6
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鷹鳥海底遺跡出土遺物（有機質遺物）リスト

処理
資料名 遺物番号 員数

処理の
蛍光X線分析

透過X線 目視・顕微鏡

釆田てロア 緊急性 撮 影 観 然,---ホ

1 胡録＋矢束 KZK02-1381 1件 B 
内部に止め

金具あり

2 
漆塗木製品（みこみ、口縁部、

TKS12-10 1点 A (Sn高、 Pb島、 Fe) 曲げ物
底部に金属製飾り）

3 
漆塗木製品

KZK02-1407 1点 A 
（「元年殿司修、検視屹官」銘）

4 
漆塗木製品

KZK02-1841 1点 A Hg高、 Fe高、 Ca 曲げ物
（「辛酉四明諸二郎造」銘）

5 朱漆塗櫛 KZK02-1194 l点 B Hg緑． 

6 漆塗木製品（「張■J銘） KZK02-735 1点 A Hg高、 Fe、Ca 曲げ物、布着せ

7 木製彫刻（人物） KZK02-1408 1点 B 

イオン交換水を使用した脱塩処理液に溶出した塩化物イオン濃度

単位mg/L

日付 処理番号 l 処理番号 2 処理番号 3 処理番号 4 処理番号 5 処理番号 6 処理番号 7

7/8 0.8 0.9 0.4 0.5 

7/11 3 1.5 0.9 0.8 

7 /12 0.6 1.5 0.4 4.8 2.2 0.6 0.7 

7 /13 〇.9 1.4 0.4 3 1.5 0.8 0.6 

7 /14 1.3 2.2 1.2 1.6 1 0.6 0.6 

7 /15 3.2 3.6 3.7 1.4 0.9 0.5 0.5 

7 /19 11.9 0.5 6.9 0.5 0.4 0.3 0.4 

7 /20 1.8 1.2 0.8 

7 /21 6.3 3.7 

7 /22 5.8 6.4 

7 /25 13.6 14.7 

7 /26 4.6 2.9 

8/1 7.3 8.1 

8/2 11.6 

8/3 393 

8/5 55.9 

8/8 112 

8 /12 1.3 

8 /17 〇.9

8 /18 〇.6
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3. 出土遺物の保存処理（平成18年度実施）

株式会社京都科学西口裕泰平井孝憲

I . 破損などの状態

処理番号 1椰子の実【KZK02-1130]

椀のような形状をしており、小片 1点が付随する。材質が木ではないため、指触による腐朽度の

判定は難しい。

処理番号2漆椀【KZK02-605】

3つの部材からなる。内面、外面ともに赤漆の塗膜が遺存している。漆の膜厚は比較的厚く、木

胎の腐朽度は低い。底部に赤漆を用いて銘が施されるも、判読はできない。平成17年度処理品漆塗

木製品【KZK02-735】に類似の資料。

処理番号3木印【KZK02-RW1】

堅く比重の大きな材を用いている。印面には黒色物質が付着している。

処理番号4つるべ [KZK02-896】

材質は付着している錆の色から、恐らく銅を含む合金と考えられ、端部に木部が遺存している。

木部は針葉樹と推察され、黒漆の塗膜が遺存している。

処理番号5弩【KZK02-1723】

平成17年度処理品「漆塗木製品【KZK02-1407】Jに類似資料。大きく 3つの部材からなる。黒

漆の塗膜がほぼ全体に遺存しており、側面には赤漆も認められる。端部は炭化している。平成17年

度分との大きな違いは木胎が残存していることであるが、虫蝕孔が散見されるなど、一音財木胎は欠

失している。また、銘は認められない。

処理番号6飾金貝付木製品【KZK02-1319】

5点の部材からなり、内 3点には端部に謄と思われる加工が施されている。飾金具が数箇所遺存

しており、材質は付着している錆の色から、恐らく銅を含む合金と考えられる。木胎が遺存してい

るが、その腐朽度は中程度。

処理番号7漆塗木製品【TKS15-03】

木胎は堅牢で、腐朽度が小さい。黒色の漆膜が遺存している。端部には金具が遺存しており、錆

の色から、恐らく銅を含む合金と考えられる。

II. 保存処理方針

保存処理検討会からの指導に基づき、特定非営利法人文化財保存支援機構 (NPOJCP) の指示

ならびに協議により保存処理方針を決定した。今回の保存処理においては遺物が海底遺跡からの出

土品であることを考慮し保存処理方針を検討した。
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①クリーニングの程度について

遺物はすべて海底遺跡よりの引き揚げ品であり表面の付着物（士砂や貝類など）や錆はいわば

海底から出土した証しであると言える。そのため付着物も遺物が持つ情報と捉えることができる。

②脱塩処理について

海底からの出土遺物であることからその内部に腐食促進物質、乾燥時に遣物を破損させるおそ

れのある物質を多贔に含んでいると推測された。そのため、保存上の配慮から脱塩処理を実施す

ることとした。

III. 保存処理工程

①クリーニング

外観の保存を優先させるため、軟らかい筆などで、表面をなでる程度の作業に止めおいた（写

真 1)。

②脱塩処理

海底よりの引き揚げ後、現地にて水道水のみを使用した脱塩処理が継続されていた。すべて有

機質製あるいは有機質が付着している遺物のため、 pHの調整は行わず水道水をイオン交換水に

換え、そのまま脱塩処理を継続した。脱塩処理の進捗状況は塩化物イオン濃度をイオンメータで

計測することで監視した。脱塩処理終了の時期判定は処理液への塩化物イオンの溶出量が設定し

た基準値（処理番号 4・6・7は2mg/L、その他のものは10mg/Lとした）を下回った時点と

した。なお、遺物の形状によっては遣物と処理液の比率が変動する。そのため、今回は処理液の

標準量をそれぞれの遺物重量に対して設定し処理を行った（写真 2)。

③脱色処理

EDTA・2Naの1%水溶液に24時間浸漬し、処理を行った（「処理番号 1椰子の実」についての

み実施）。その後、換水を繰り返し、遺物中に残存している薬剤を除去した。

④糖アルコール含浸処理

処理薬剤として糖アルコール（ラクチトール（ミルヘン／東和化成工業製）とトレハロース（ト

レハ／林原製）、混合比10: 1) を使用した。糖度20%より開始し、少しずつ濃度を上昇させて、

含浸処理を終了した。終了時最終糖度は75%とした（写真 3)。

⑤結晶化処理

遺物表面にラクチトールの微粉末を散布し（写真 4)、室温にて結晶化処理を行う。一定期間経

過後、温水にて洗浄（写真 5)、短時間50℃で加温し水分を乾燥させた。

⑥整形・接合・樹脂補填

接合が必要な箇所はエポキシ系接着剤（ハイスピードエポ／コニシ株式会社製）で接合した。

保存処理番号 6のみ、飾金具の木胎の空隙部分にアクリル樹脂（パラロイドB-72/ロームアンド

ハス社製）にガラスマイクロバルーンを混合したものを充填した。（写真 6) 充填部はアクリル
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絵の具（アクリラ／ホルベイン工業株式会社製）で補彩を施した（写真 7)。

⑦樹脂コート

保存処理番号 4・6・7の金属部分にのみ、補強と防錆の目的から、防錆剤入アクリル樹脂

（インクララック／（株）トウペ製）を塗布した。

⑧展示台製作

展示活用への便宜を図るため遺物の状況に応じて展示台を製作した。

保存処理番号 1・2・3にはシリコーン樹脂の支持具を設けたアクリル製展示台を製作した。

また、全てのアクリル製展示台には、滑り止めとクッション材として、 0.5mm厚のシリコーン樹

脂製シートを敷いた（写真 8)。

写真 l

!II'" . .  溢一

写真 2

写真 3 写真 4

.
1
 -

写貞 5 写真 6
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写真 7 写真 8

イオン交換水を使用した脱塩処理液に溶出した塩化物イオン濃度

単位mg/L

日付 処理番号 1 処理番号 2 処理番号 3 処理番号 4 処理番号 5 処理番号 6 処理番号 7

7 /11 〇.3 0.5 0.4 0.5 1 0.9 0.5 

7 /12 0.5 0.8 0.7 0.7 1.3 1.5 0.9 

7 /13 0.9 1.1 1 0.8 1.7 2.6 1.2 

7 /14 1.5 1.6 1.2 1.1 2.4 3.8 1.7 

7 /18 3.8 4 2.6 1.8 12.1 9.6 3.1 

7 /19 0.5 0.6 0.5 0.5 1.2 1.2 0.4 

7 /20 0.8 1 0.8 0.8 6.3 3.3 0.7 

7 /21 1.1 1.8 1.4 1.2 7.8 4.5 0.9 

7 /24 2 3.5 1.8 1.7 9.8 6.1 1.9 

7 /25 0.3 0.4 0.5 0.4 2.2 0.8 0.3 

7 /26 0.5 0.9 0.8 0.5 4.5 1.2 0.4 

7 /27 0.6 1.1 〇.9 0.7 6.4 1.6 0.6 

7 /28 0.9 1.5 1.1 0.8 6.9 2.5 0.9 

7 /31 1.5 2.5 1.3 1.1 8.2 3.8 1.5 

8/1 0.4 1.8 0.8 

8/2 0.8 3.1 1.3 

8/3 0.9 4.2 1.6 

8/4 1.3 5.5 2.1 

8/7 2.3 6.8 3.6 

8/8 0.5 

8/9 0.7 

8/10 1.3 

8/11 1.8 

8 /17 2.5 

8 /18 0.3 

8 /21 1.9 

8/22 0.3 

8/23 0.6 

8 /24 0.8 

8/25 1.1 

8/28 1.5 

8/29 0.3 

8/30 0.5 
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4. 出土木製品の樹種同定

京 都 大 学 名 誉 教 授 伊 東 隆 夫

南京林業大学 Mechtild Mertz 

南京林業大学 PanBiao 

南京林業大学 LuoJiayan 

長崎県松浦市鷹島町の南側に隣接する海底にある應島海底遣跡から蒙古襲来（最初の侵攻は1274年、

二度目の侵攻は1281年）で知られる、元軍の木造船（いわゆる元寇船）のものと思われる部材が多数

引き上げられている。松浦市教育委員会の依頼により、これら木材試料のうち、 606点につき樹種の

同定をおこなったので、その結果を報告する。

I . 研究の背景

そもそもの始まりは独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所からの依頓による。 2004年の秋

だったかと思うが、わからない樹種があるので見てくれないかとの依頼であった。詳しく聞いてみる

と沈没した元寇船の部材で、中国産あるいは韓国産の樹種の可能性があるとのことであった。同時に、

その時点で、すでに、 「鷹島海底遺跡III』 I) と「鷹島海底遺跡V』2) に元寇船にかかわる樹種同定

の結果が予報的に報告されているのを知った。それによれば、元寇船のものと思われる大小の碇およ

びその他の木製品の一部の樹種が同定されており、大型碇がアカガシ亜属、その他の木製品にはクス

ノキやその他の樹種が利用されているとのことであった。鷹島固辺の海上から引き上げられた元寇船

であるならば、弘安の役において鷹島周辺で“神風”によって沈没したとされる江南軍や東路軍の主

力艦船である可能性3';)が高いので、中国や韓国に生育する樹種が検出されることが予想された。蒙

古襲来は日本の歴史上大変重要な事件であるので、その史実の一端に関わる発見ができればという思

いで、さらに多くの残された元寇船の木片試料の樹種同定をおこなう必要性を感じた。

早速、翌年 (2005年）の 3月8日から10日まで鷹島町を訪問し、元寇船の試料の採取をおこなった。

同年 7月20日から22日まで、再度、應島町を訪れ、 2回目の試料の採取をおこなった。 2006年に人っ

て、 2月1日から 3日と 3月28日から30日の 2度にわたって鷹島町を訪間し、残りの試料の採取に努

めた。 2007年 1月19日から21日まで試料の採取および確認作業をおこなった。

これらの訪間により、これまでに鷹島町海底遺跡調壺で引き上げられた木質遺物のほとんどから木

片試料の提供を受けることができたと考えている。

2. 樹種圃定法

定法にしたがい、安全カミソリで木口面、柾目面、板目面の三断面の薄い切片を作り、これらをス

ライドガラスに並べ、ガムクロラール（封人剤）を用いてマウントし、カバーガラスをかけて顕微鏡

用プレパラートを作製した。樹種の解剖学的特徴を光学顕微鏡（オリンパス杜製、 BH-2型）で観察
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し、以下の識別拠点にしたがって樹種を同定した。その後、顕微鏡用デジタル写真撮影装置（オリン

パス社製、 DP-70型）により、写真撮影をおこない記録した。

3. 検出樹種の識別拠点

樹種同定には日本産の木材については、林昭三氏の書籍5I および筆者の報告書い10) を用い、中国

産の木材については「中国木材志』 11) および筆者のコレクションである中国産木材プレパラートを用

いた。日本ではみかけないような一部のプレパラートについては共同研究者である南京林業大学のPan

Biao氏およびLuoJiayan氏の協力の下に樹種を同定した。

マツ属単維管束亜属 (Pinussp. Haploxylon) : 垂直および水平樹脂道が存在する。樹脂細胞を欠

く。放射仮道管が存在するが水平壁に鋸歯状突起は見られず平滑。分野壁孔は窓状。

マツ属複維管束亜属 (Pinussp. Diploxylon) : 垂直および水平樹脂道が存在する。樹脂細胞を欠

く。放射仮道管が存在し、水平壁に顕著な鋸俯状突起が見られる。分野壁孔は窓状。

ツガ属 (Tsugasp.) : 作製したプレパラートには樹脂道は存在しなかった。早材から晩材への移行

はきわめて急である。放射仮道管が存在し、分野壁孔は小型。

コウヨウザン (Cunninghamialanceolata Hook) : 垂直および水平樹脂道を欠く。晩材輻は広い。

樹脂細胞が存在する。分野壁孔はスギ型で、孔口は上下方向からやや斜めに傾斜して開く傾向がある。

放射組織は単列。中国の特産種であり中国にのみ分布する。

スギ属 (Cryptomeriasp.) : 樹脂道を欠く。樹脂細胞は晩材部にまばらにかつ接線状にならぶ。分

野壁孔は典型的なスギ型。日本産の樹種であればスギと断定できるが、中国にも解剖学的にスギとほ

とんど区別がつかない柳杉と呼ばれる種が分布するので、いずれか判定できず、スギ属とした。中国

と日本にそれぞれ 1種ずつ分布する。

スギ科 (Taxodiaceae) : 樹脂道が無く、樹脂細胞が存在する。晩材輻が広く、分野壁孔の型が不

鮮明でスギ型に近いものをすべてスギ科とした。

ヒノキ科 (Cuppresaceae) : 樹脂道が無く、樹脂細胞が存在する。晩材幅が狭く、分野壁孔の型

がヒノキ型に近いものをすべてヒノキ科とした。

マキ属 (Podocarpussp.) : 樹脂道を欠くが、樹脂細胞が年輪内に一様に分布する。

針葉樹 (conifer) : 仮道管からなる組織を有するが、試料の状態がきわめて悪いために詳細が不明

なものを針葉樹と分類した。

ヤマモモ属 (Myricasp.) : 散孔材。直径50μm以下の道管が多数分布する。階段穿孔。階段の間隔

は広く、階段数は少ない。軸方向柔組織は散在状から短接線状。放射組織は異性 Iないし II型で 1-

3列。

クヌギ節 (QuercusL. Sect Cerris) : 環孔材。孔圏道管は大きく、単穿孔。孔圏外道管は小さく、

壁が厚く、単独で放射状に並ぶ。単列放射組織と広放射組織が存在する。

アカガシ亜属 (QuercusL. Cyclobalanopsis) : 放射孔材。やや大型の道管がほぼ単独で放射状に配
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列する。単穿孔。単列放射組織と広放射組織がみられる。

シイ属 (Castanopsissp.) : 環孔材。孔圏道管は大きく、接線方向に不連続となる。孔園外道管は小

さく放射方向に分布する。単穿孔。放射組織は単列。

ニレ属 (Ulmussp.) : 環孔材。きわめて大きい道管が孔圏を 1-3列で並ぶ。孔圏外道管は多数が

集合し、帯状にやや蛇行しながら接線方向に並ぶ。道管にらせん肥厚がみられる。単穿孔。放射組織

は同性で、 1 -8細胞輻となる。木口面における道管の配列から 2種類は含まれると考えられた。

クスノキ (Cinnamomumcamphora Presl) : 散孔材。大きさが中庸の道管がほぽ均ーに分布するが

早材部の道管はやや大きい。単穿孔。油細胞が多数分布する。道管放射組織間壁孔の大きさ・形が不

規則となる。放射組織は異性II、III型で 1-3列。

クスノキ科 (Lauraceae) : 散孔材。大きさが中庸の道管が均ーに分布。単穿孔。湘細胞。道管放

射組織間壁孔の大ぎさ・形が不鮮明。放射組織は異性II、III型で 1-3列。

イスノキ属 (Distyliumsp.) : 散孔材。直径50μm以下の道管が均ーに分布する。階段穿孔。段数は

少なく、バーは太い。道管にらせん肥厚を欠く。道管内腔に樹脂性物質が詰まる。厚壁のチロースが

発達。軸方向柔組織に多室結晶細胞がみられる。道管放射組織間に階段壁孔。放射組織は異性II型で

1 -2列。試料 (No.564、 TKS-14 40f) は道管径が50μmよりもやや大きく穿孔版が確認できなかっ

たのでイスノキ属？とした。

マンサク科 (Hamamelidaceae) : 散孔材。きわめて小さい道管が均ーにならぶ。道管相互壁孔に

階段壁孔。道管にチロースが詰まる。階段穿孔。放射組織は異性II型で 1-2列。

サクラ属 (Prunussp.) : 散孔材。やや小さい道管が斜線状にならぶ傾向がある。単穿孔。道管に

らせん肥厚がみられ、着色物質が詰まる。放射組織は同性ないし異性で 1-5列。 No.270には傷害垂

直細胞間道がみられるのでウメ (P.mume) と判定される。

バラ科A (Rosaceae A) : 散孔材。道管ははぱ単独。直径のきわめて小さい道管が均ーに分布する。

単穿孔。放射組織は異性で、 1-3細胞幅。

バラ科B (Rosaceae B) : 環孔材。孔圏道管は直径120μm前後で一層に並ぶ。孔圏外道管は直径5

Oμm以下でほば単独で散在する。単穿孔。放射組織は同性ないし異性III型で 1-6列となる。傷害

細胞間道が出現する。

ツバキ属 (Camelliasp.) : 散孔材。小さい道管が一年輪内に多数散在する。道管は階段穿孔。階段

数は少ない。放射組織は異性で、 1 -2列で直立細胞が異常に大きくなって内部に大形の結晶を含む。

エンジュ属 (Sophorasp.) : 孔圏道管は大きく 200μmに達し、 3層となる。孔薗外道管は漸次小さ

くなる。単穿孔。軸方向柔組織は局囲状、汎状から連合拠状となる。隔壁木繊維がみられる。放射組

織は同性ないし異性III型で、 1-4列となる。

Dalbergia sp. : 散孔材。単穿孔。軸方向柔細胞は 2-3列の帯状となる。放射組織は同性で、 2-

3列となり、層階状構造を示す。中国を含め東南アジアに広く分布する。

Pometia sp. : 散孔材。放射径が150μmを超える道管がはば単独ないし、 2-4個主に放射方向に複
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合して分布。道管の壁はやや厚い。道管は単穿孔。道管壁孔は流れてピッチの狭いらせん肥原のよう

に見える。軸方向柔細胞の分布は柔細胞内腔に着色物質が密に詰まるために識別不能。隔壁木繊維が

多くみられる。放射組織はほぽ同性で単列、ときに 2列となる。放射組織に結晶がみられる。中国お

よび東南アジアに分布する。

ムクロジ (Sapindusmukorossi Gaertn.) : 環孔材。孔圏道管は中庸からやや大形。 単穿孔。道管に

ゴム質が詰まる。小道管にらせん肥厚。軸方向柔組織は帯状ないし連合翼状。放射絹織は同性。多室

結品細胞および隔壁木繊維が存在する。

ツゲ属 (Buxussp.) : 散孔材。極めて小さい道管が一様に分布する。階段穿孔。階段数は少ない。

木繊維の壁は厚く、隔壁がみられる。放射組織は異性で、 1-2列。

モチノキ属 (Ilexsp.) : 散孔材。極めて小 さい道管が単独ないし 2-5個複合して分布する 。道管

にらせん肥厚。階段穿孔。放射組織は異性で 1-7列。

ナツメ (Zizyph匹 jujubaMill.) ・．散孔材。直径50-70μmの道管がほぼ単独ないし 2個複合する。

道管の壁は厚く 、多くの道管内腔に着色物質が詰まる。単穿孔。放射組織はほぽ同性で 1-2列。

ハイノキ属 (Symplocossp.) : 散孔材。 直径50μ m以下の道管が単独ないし 2個複合して均ーに分

布する。階段穿孔。階段数は多い。放射組織はおおむね異性II、ときに Iで、 1 -2列。 (No.117

KZK02-842) は本種に近似するが道管の大きさおよび分布が少し異なるので散孔材とした。

チーク (Tectonagrandis Linn.) : 半環孔材。年輪界に沿って、孔圏部に300μmを超える大きくか

つ厚墜の道管がはほ単独で、 疎に並ぶ。孔圏外道管は壁が厚 く、 洋独ないし 2-4個が不規則に複合

して分布する。単穿孔。チロースが存在する。孔圏道管を軸方向柔細胞が幅広く囲み、帯状とな って

年輪界に沿って広がる。周囲柔組織がみられる。隔壁木繊維が多数みられる。放射組織は同性で、 1-

3細胞輻となる。イン ド、マレーシア、タイ、 ミャンマー、フィリピンに分布する。

Terminalia sp. : 散孔材。大きさが中庸の道管が単独ないし放射方向に 2個複合して均ーに分布する。

道管壁は厚い。単穿孔。軸方向柔組織は連合翼状となる。放射組織は異性で 1-7列。このグルー プ

の樹木は中国、フィ ノア、インドネシア、インドに分布する。リヒン マレーミ

Cotylelobium sp. : 散孔材。直径150μm以下の道管がほぱ単独で分布する。道管の壁は厚く、内部に

チロースが詰まる。単穿孔。軸方向細胞間道が散在する。軸方向柔組織は散在状ないし短接線状とな

る。放射組織は異性rn型で 1-5列。マレー シア、 インドネシア、タイ、 スリランカに分布するが中

国には分布しない。

Erythrophloeum sp. : 散孔材。道管は中庸からやや大型で、単独ないし 2-3個複合し、壁は厚い。

単穿孔。軸方向柔組織は周囲状から翼状ないし連合翼状となる。放射紐織はほぼ同性で 1-2列。中

国、フィリピ ン、ボルネオ、南アフリカに分布する。

中国にはErythrophloeumfordii Oliv. 1種が生育するのみであり、 本種の可能性が高い。

Ormosia sp. : 散孔材。道管は中庸からやや大型で、単独ないし 2-3個複合し、壁は厚い。単穿孔。

軸方向柔組織は翼状ないし連合猟状となる。放射組織はほば同性ないし異性m型で 1-5列。このグ
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ループは中国、インド、インドネシア、マレーシア、フィリピン、ボルネオ、南アメリカに分布する。

Pistachia sp. : 環孔材。孔圏外道管は2-10個、しばしば10個以上が不規則に複合する。単穿孔。道

管内壁にらせん肥厚。放射組織は異性III型で 1-5列。放射組織の縁辺細胞にしばしば大型の結品が

みられる。放射組織に水平細胞間道が存在する。中国およびアジア、アメリカに分布する。

Altingia sp. : 散孔材。直径50μm以下の道管が均ーに分布する。階段穿孔。階段数は少ない。道管

にらせん肥厚。道管内腔に樹脂様物質が密に詰まる。軸方向柔組織に多室結晶細胞がみられる。軸方

向柔細胞および放射柔細胞にも樹脂様物質が密に詰まる。放射組織は異性Il型で 1-3列。中国、イ

ンド、 インドネシア、マレーシアに分布する。

Alstonia sp. : 道管は単独ないし複数個放射方側に複合する 。軸方向柔組織は 1-2列の帯状に分布

する。放射組織は異性で、 1-3列となり、多数結晶を含む。水平細胞間道がみられる。

広葉樹：道管を有する組織であることのみ確認できた。

環孔材A (No.80、KZK02-1303) : 孔圏道管は大きく 200μmに達し、 1層となる。孔圏外道管は極め

て小さく単独ないし数個が複合する。単穿孔。軸方向柔組織は多数であるが木口面での分布は不明。

放射組織は同性で 1-5列。

環孔材B (No.434、TKS12-3) : 孔圏道管は200μm以上となる。周囲状柔組織。単穿孔。直立細胞に

結晶が多数。放射組織は異性Il型で 1-6列。

散孔材A (No.88, KZK02-1606) : 直径80μ m前後の道管が単独ないし 2、 3個複合して一様に分布

する。単穿孔。放射組織は同性で 1-4列となる。

散孔材B (No.147、KZK02-1041) : 直径60-80μmの道管が単独ないし、2-3個放射方向に複合す

る。道管の壁はやや厚い。軸方向柔組織は帯状とな ってみられる。 単穿孔。隔壁木繊維。放射組織は

異性Il型で、 1-5列。さ や細胞あ り。結晶を含む放射柔細胞が多数みられる 。

散孔材C (No.335、KZK02-l751) : 極めて小さい道管がほぼ単独ないし、放射方向に 2-3個複合

して分布する。単穿孔。放射組織は単列異性。ヤナギ属に近似するが道管の直径が小さすぎる。

散孔材D (No.394、KZK02-l 073) : 直径80μm前後の道管が単独ないし 2-3個複合して一様に分布

する。単穿孔。放射組織は同性で、 8-10列あるいはそれ以上。

散孔材E (No.398、KZK02-1350) : 道管はほぼ単独、ないし 2-3個複合する。単穿孔。道管にチ

ロースおよびらせん肥厚。周囲柔組織。放射組織は異性で 1-6列。放射組織は高い。

散孔材F (No.429、KZK02-1337-b) : 道管は単独ないし 1ー数個放射方向および接線方向に複合する。

単穿孔。道管にチロース。軸方向柔組織は局囲状および翼状となる。放射組織は異性で 1-4列。

タケ亜科：タケ特有の形状の繊維の塊りが柔組織の間に散在する。

シュロ属 (Trachycarpus sp.) : 単子葉類。直径10μmほどの繊維が多数密に集合して、大きさ0.1

~0.5rnmの繊維束となり、これが他の細胞群を介して独立して多数分布する。
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4. 樹種同定の結果

樹種同定の結果は表 lに示す通りである 。同表から樹種ごとに集計し、件数の多い順に以下にまと

めた。括弧内の数字は、例えば、コウヨウザン全体 (71点）に占めるコウヨウザン？と断定できてい

ない種類の数18を表す。

マツ属複維管束亜属： 134 (5)点 ツゲ属： 4点

クスノキ： 79(4)点

コウヨウザン： 71 (18)点

ニレ属： 67(1)点

マツ属単維管束亜属： 33 (6)点

スギ科： 28点

Dalbergia sp. : 22点

クスノキ科:19点

スギ属： 18 (1)点

シイ属： 15点

ヒノキ科： 15点

マツ属： 9点

樹皮： 8点

アカガシ亜属： 7 (1)点

散孔材： 7点

クヌギ節： 6 (1)点

製品別の樹種傾向

ナツメ :4点

針葉樹： 4点

Terminalia catappa : 3点

Altingia sp. : 2点

サクラ属： 3点

環孔材： 2点

マキ属:2点

タケ亜科： 2点

チーク： 2点

イスノキ属： 2 (1)点

マツ科： 2点

バラ科： 2点

Pometia sp. : 2点

Erythrophloeum sp. : 2点

シュロ属： 1点

ハイノキ属： 1点

ムクロジ： 1点

Cotylelobium sp. : 1点

Ormosia sp. : 1点

ヤマモモ属： 1点

Pistachia sp. : 1点

ツガ属： 1点

コナラ属： 1点

ツバキ属： 1点

キリ属 ： 1点

モチノキ属： 1点

マンサク科： 1点

イネ科： 1点

Alstonia sp. : 1点

エンジュ属： 1点

表 1につき、製品別に樹種の利用頻度を検索してみると以下のような結果であった。ここでも括弧

内の数字は同定樹種全体のうち？がついたものの数を表す。

・船材（外板） ：クスノキ 2点

・船材（隔壁梁材） ：クスノキ 3点、クスノキ科 1点、ニレ属 (1)点

・船材（隔壁材） ：クスノキ、ツガ属、マツ属単維管束亜属各 l点

・船材（板材） (164点）：クスノキ48(4)点、コウヨウザン26(9)点、マツ属複維管束亜属24(1)点、

クスノキ科12点、マツ属単維管束亜属10(1)点、ニレ属11点、スギ科 9点、スギ属 5点、ヒノキ科、

Terminalia catappa、マツ属各 3点、シイ属 2点、 Dalbergiasp.、Pameliasp.、クヌギ節、マツ科、

針葉樹、広葉樹、散孔材各 l点。

・船材（板材） ? (8点） ：クスノキ 4点、スギ科 2点、クスノキ科、コウヨウザン？各 1点。

・船材（角材） (20点） ：コウヨウザン 9点、スギ科 5点、マツ属複維管束亜属 3点、ニレ属 2点、

スギ属 1点。

- 198 -



・船材（角材） ? (3点） ：マツ属複維管束亜属、マツ属単維管束亜属、コウヨウザン各 1点。

・船材（柱材） (4点） ： Ormosia sp.、Pometiasp.、シイ属、マツ属複維管束亜属各 1点。

・船材（船の飾り?) (1点） ：シイ属 l点。

・船材（丸太材） (12点） ：マツ属複維管束亜属 3点、コウヨウザン 2(1)点、クスノキ 2点、シイ

属、ニレ属、スギ科、モチノキ属、マツ属単維管束亜属各 1点。

・船材（丸太材?) (3点） ：マツ属複維管束亜属、コウヨウザン、アカガシ亜属各 1点。

・船材 (9点） ：ニレ属 2点、マツ属複維管束亜属、コウヨウザン、クスノキ、ムクロジ、シイ属、

マンサク科、散孔材各 1点。

・マストステップ：クスノキ 1点

・板状漆製品：ヒノキ科 1点

・板状木製品 (2点） ：スギ科、マツ属複維管束亜属各 1点

．漆製品 (2点） ：クヌギ節、散孔材各 1点。

．漆塗板状木製品：ヒノキ科 1点。

・漆塗棒状木製品 (2点） ： Dalbergia sp. 1点、散孔材 l点。

・八角柱状漆塗棒状木製品：シイ属 1点。

．棒状漆製品柄：スギ科 1点。

．棒状木製品 (2点） ：ビノキ科、スギ属各 1点。

．漆塗弓： Dalbergia sp. 6点。

．漆塗弓の先：ヒノキ科 1点。

．弩弓？：ニレ属 3点。

・弓? (2点） ：スギ科、環孔材B 各 l点。

・矢柄：タケ亜科 l点。

．刀の鞘：コウヨウザン 2点。

・漆椀底部 (2点） ：スギ属、ヒノキ科各 l点

・朱塗椀 (16点） ：コウヨウザン 9(3)点、スギ属 3点、スギ科 3点、クスノキ 1点。

・朱塗椀底部 (2点） ：キリ属、スギ属各 l点。

・朱塗椀胴部：マツ属複維管束亜属 1点。

・朱塗櫛：シイ属 l点

・容器底部：スギ科 l点。

．椀底部：スギ属 1点。

．刀の柄：ナツメ 2点。

・元年・・銘の漆塗木製品： Pistachia sp. 1点。

・木栓 (lo点） ：コウヨウザン 4点、マツ属複維管束亜属 4点、シイ属、ヒノキ科各 1点。

・木彫像： Altingia sp. 1点。
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・木札：ヒノキ科 1点。

・楔？：コウヨウザン 1点

・櫛 (3点） ：ツゲ属、ナツメ、 Dalbergiasp. 各 1点

・銅製金具付棒状木製品：ツゲ属 2点。

・銅製つる：スギ属 l点。

・縄：シュロ属 1点。

．把手：マツ属複維管束亜属 1点。

・木製印：ツゲ属 1点

・輪状木製品： Eかthrophloeumsp. 1点。

・丸太材 (139点） ：マツ属複維管束亜属66(3)点、ニレ属24(1)点、マツ属単維管束亜属12(2)点、

Dalbergia sp. 8点、コウヨウザン 4(1)点、スギ属 2(1)点、アカガシ亜属、針葉樹各 2点、スギ

科、ヒノキ科、マキ属、マツ科、マツ属、 Cotylelobiumsp.、クスノキ、クスノキ科、クヌギ節、ツ

バキ属、チーク、サクラ属、シイ属、ナツメ、バラ科、ハイノキ属、エンジュ属、広葉樹、環孔材、

樹皮各 l点。

・丸太材?(22点）：マツ属複維管束亜属 7点、ニレ属 5点、コウヨウザン 2点、マツ属、ヤマモモ属、

イスノキ属， Dalbergiasp.、クスノキ科、ニレ属、針葉樹、散孔材各 1点。

• まき材 (6点） ：クヌギ節？、シイ属、マツ属複維管束亜属、マツ属、サクラ属、ニレ属各 1点。

・板材 (59点） ：クスノキ10点、ニレ属 8点、マツ属複維管束亜属 7点、マツ属単維管束亜属 5点、

コウヨウザン 5(1)点、シイ属 3点、アカガシ亜属 3(1)点、 Dalbergiasp.、マツ属、スギ科、ヒ

ノキ科各 2点、 Altingiasp.、イスノキ属？、クスノキ科、コナラ属、サクラ属、スギ属、チーク、

バラ科、スギ属、 Alstoniasp各 l点。

・板材?(21点）：マツ属複維管束亜属 6点、ニレ属 5点、クスノキ 3点、クスノキ科2点、 Eかthrophloeum

sp.、アカガシ亜属、クヌギ節、スギ科、ヒノキ科各 1点。

・角材 (lo点） ：コウヨウザン 3(2)点、マツ属複維管束亜属 3点、ニレ属 2点、シイ属、ヒノキ科

各1点。

・自然木：ニレ属 l点。

・自然木? (5点） ：マツ属複維管束亜属 3点、ニレ属、マツ属単維管束亜属各 l点

・木皮：樹皮 4点。

5. 考察

検出された樹種のうち、特に多いものを列挙すると、マツ属複維管束亜属： 134点、クスノキ： 79 

点、コウヨウザン： 71点、ニレ属： 67点、マツ属単維管束亜属： 33点となる。マツ属複維管束亜属お

よび単維管束亜属、ニ レ属はいずれも中国、韓国、日本に分布が見られ、クスノキは韓半島には分布

しないが済洲島、中国、日本にみられるので、これらの検出結果から産地を特定することはできない。
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これに対して、コウヨウザンが船の構造材その他に多用されていることは、この樹種が中国にのみ分

布がみられることから、中国で造船されたことを窺わせる。さらに、検出量は少ないものの、 Terminalia

属、 Pometia属、 Ormosia属、 Dalbergia属が検出されたが、これらはすべて日本に分布せず、中国なら

びに東南アジア諸国に分布する種類であるので、これらが船の部材として用いられていたことは、や

はり元寇船が中国で製造されたことの可能性を示すものである。

以下に詳細に検討する。船の部材のうち大型の木材を拾いだすと、試料番号58b,60-62、96、121、

196、201-203、207、208、211-213、218-220、222、223、318、580の23点であった。そのうち、

柱材、角材、丸太材、マストステップを除く外板、隔壁梁材、隔壁材、船材としての板材はすべてク

スノキあるいはクスノキ科の樹種であった。したがって船材の主要部材はクスノキ製であったといえ

る。船の板材全体ではクスノキ48(4)点、クスノキ科12点、コウヨウザン26(9)点、マツ属複維管束

亜属24(1)点、ニレ属11点、マツ属単維管束亜属10(1)点、スギ科 9点、その他であり、やはりクス

ノキが特に多用されている傾向がみられる。しかしながら、同時にコウヨウザンを中心とするスギ科

や二葉マツや五葉マツなどのマツ類も多量に検出されており、船の用材として使用されたことを窺わ

せる結果も得られた。以上から、元寇船の主要な構造材にはクスノキが用いられていたことが判明し

た。これと同時に船の構追材やその他にコウヨウザンおよびマツ屈の樹種が利用されたと考えられる。

わが国では古来船の用材にはクスノキやスギが用いられてきた12, 13)。クスノキは中国にも豊富に生育

しており、実際に船の用材として過去に利用されてきている。スギが豊富に生育しない中国ではスギ

に代わってコウヨウザンが船の用材として多用されてきたことが知られている 14)。さらに、マツ属の

樹種も古来中国では木造船に用いられている。韓国の木浦沖で引き上げられたいわゆる「新安沈船J

の調査報告書によれば、船体にはPinusmassonianaとコウヨウザンが主に用いられ、クスノキやイス

ノキも使用されたとされる 15)。同時に引き上げられた木質遺物にはDalbergia属やCastanopsis属も同

定されている。同報告書によれば、 P.massonianaがもっぱら中国でのみ分布がみられることや船の

デザインおよび構造が中国の船に類似することから1300年初頭に活躍したと考えられる「新安沈船J

は福建省付近で造船されたと推定している。一方、 15懺紀初頭に活躍した鄭和船の造船跡が近年に中

国南原市の長江近くで発見されている。その報告書によれば、樹種同定総数234点のうちコウヨウザ

ン186点、チーク26点、 Erythrophloeumfordii 13点、シイ属 4点、マツ属 2点、 Cotylelobium属 l点、

Shorea属 l点、カキ属 l点であった14)。これら 2例の報告内容を元寇船の樹種同定結果と比較すると、

同定された樹種が極めてよく一致していることがわかる。特に鄭和船との関係で言えば、偶然の一致

として片付けるよりも、何か船の用材としての共通性が伺われるように思われる。元寇船は最初の侵

攻が1274年で、二度目の侵攻が1281年であり、鄭和船は1400-1410年頃であるので、時代的にも近接

しており、造船所も中国南部であれば、船の用材として共通していても不思議ではない。本研究では

Terminalia属、 Pometia属、 Ormosia属、 Dalbergia属などの船用材のみならず、日本には生育せず、中

国および東南アジアに分布が見られるErythrophloeum属、 Altingia属、 Cotylelobium属、それにチーク

などの数多くの樹種が検出されており、しかもこれらの種はすべて潜在的に船用材として貴重な材料
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を提供することが知られている ll, 16)。以上の考察から、これほど多様な用材を用いて造船する立地的

環境は中国の南部地域であったであろうと推察される。

その他の木製品の用材傾向について述べる。朱塗椀が22点引き上げられているが、内訳はコウヨウ

ザン 9(3)点、スギ属 5点、スギ科3点、キリ属、シイ属、クスノキ各 l点であった。弓では漆塗弓

7点がDalbergiasp.、弩弓 3点がニレ属、漆塗弓先？にヒノキ科が 1点、弓先にスギ科が 1点、弓に

環孔材 1点が検出された。櫛では朱塗櫛にはシイ属 l点、その他の櫛にはツゲ属、 Dalbergiasp.、ナ

ツメが各l点みられた。刀の柄にナツメ 2点、刀の漆塗鞘にコウヨウザン 2点、木製印にツゲ属 1点、

元年・・銘漆塗木製品にはPistachiasp. が用いられた。わが国の遺跡出土木製品の用材傾向]3) と比べ

るとツゲの櫛のように一部では同一樹種が用いられているが椀や弓の用材などにかなりの違いがみら

れる。

ニレ属がマツ属やクスノキについで 3番目に検出鼠が多いのは興味深い。わが国の遺跡出土木製品

ではニレ属はあまり多く検出されていない。ニレ属に代わって圧倒的にケヤキが幅広く利用されてき

ていることが遺跡出土木製品に関するデータベースで明らかである ]3)。贋島海底遺跡から引き上げら

れた木材の中で、ケヤキの利用例がまったく無く、ニレ属の利用が非常に多いという傾向は元寇船の

用材利用のもうひとつの特徴といえよう。

6. 結論

本研究において、 19世紀以降に開発されたと考えられるベニア板（試料番号433) の破片が検出さ

れるなど、必ずしも元寇船に関わる木片ばかりとは考えられないが、以下の諸点により引き上げられ

た船は日本や韓国ではなく、中国南部で追船された可能性が高いと判断される。

1 . 日本や韓国には分布せず、中国に多量に分布がみられるコウヨウザンが多く検出された。

2. 日本には分布せず、中国および南方の国に分布がみられるTerminalia属、 Pameliasp.、Ormosia属、

Dalbergia属、 Erythrophloeum属、 Altingia属、 Cotylelobium属それにチークが検出された。

3. マソニア松（マツ属複維管束亜属の一種）、クスノキ、コウヨウザンが中国南部で造船されたと

される新安沈船に用いられた。

4. コウヨウザン、マツ属、 Erythrophloeum属、チークは郵和の宝船にも用いられた。

5. わが国の遺跡から多くは検出されないニレ属が多く検出された。これに反して、ケヤキの利用例

がみられなかった。

日本国外の樹種が多く含まれている関係で、筆者の経験を超えて樹種の不明なものも数多く残され

ている。今後、さらに調査をすすめ、元寇船と鄭和船その他同時代の船との間で船の用材に関し、よ

り具体的な共通性が見出せることを期待したい。
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1 . 木彫像 (NoO KZK02-1408) 

Altingia sp. 

), \電贔111 1血•

4. 船材（船の飾り?) (No 5 

KZK02-672) シイ属

500μm 

（
l

_ー

2 . 糾介（ホ反）オオ (No.2 KZK02-1694) 

ヒノキ科

ヽ

5. 船（板）材 (No9 KZK02-l 4 77) 

クスノキ

船（板）材 (No.10KZK02-1875) 

マツ属複維管束亜属

7. 板材?(No.12 KZK02-627) 

Erythrophloeum sp. 

図版 1

- --- -・ ふ

8. 舟介（オ反）木オ (No.13KZK02-848-b) 9 . 舟介（オ反）材(No.17 KZK02-1284) 

ニレ属 Terminalia catappa 

鷹島海底遺跡出土木材の顕微鏡写真 1-9
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10. 船（板）材?(No.18 KZK02-629) 11. 丸太材 (No.25KZK02-ll l 9) 

クヌギ節 マツ属複維管束亜属

. . . . 

00 

13. 船（角）材 (No.35KZK02-l 77 l) 14. 角材片 (No.38KZK02-1217) 

コウヨウザン マツ属複維管束亜属

I~ 

12. 舟介材 (No.29 KZK02-l 744-c) 

ニレ属

15. 舟介材 (No43 KZK02-1046) 

ムクロジ

16. 舟介 （オ反） 本す (No45 KZK02-1273) 17. 舟介オオ （夕H反） (No60 KZK02-949) 18. 糾合 （オ反） 木オ(No61KZK02-601) 

クスノキ クスノキ クスノキ

図版2 鷹島海底遺跡出土木材の顕微鏡写頁10-18
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細

、がr ·.~珂l.
19. 船（丸太）材? (No66 

KZKOZ-885-a) アカガシ亜属

22. 丸太材 (No.SOKZK02-1303) 

環孔材A

図版3

,,,.L 

20. 船（板）材 (No.68KZK02-988) 

スギ属

23. 船（隔壁）材 (No82
KZK02-1035-a) ツガ属

が

．
 

止ヽ 唱皿函ー
21. 船（板）材 (No70KZK02-1338) 

Terminalia catappa 

24. 丸太材 (No.85
ニレ属
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28. 船（板）材 (No96KZK02-1851) 29. 船（丸太）材 (Nol02 30. 丸太材 (Nol03KZK02-1879) 

クスノキ科 KZK02-1865) ニレ属 マツ属複維管束亜属

,, ・1位・¥噌.'u

31. 丸太材 (Nol05KZK02-635) 32. 丸太材 (N叫07KZK02-1625-b) 33. 船（板）材 (Noll3KZK02-1638) 

マツ属複維管束亜属 チーク マツ属単維管束亜属

34. 丸太材 (Noll7 KZK02-842) 35. 丸太材 (Noll8KZKOZ-134 7) 36. 船（板） 材 (Nol21KZK02-990) 

散孔材 Cotylelobium sp. マツ属複維管束亜属

図版4 鷹島海底遺跡出士木材の顕微鏡写頁28-36
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ー.:騒幽懺，よ
37. 舟介（オ反）木オ (Nol25KZKOZ-1458) 

Dalbergia sp. 

40. 船（角）材 (Nol34KZK02-836) 

コウヨウザン

町` 、
38. 丸太材 (Nol26KZK02-1629) 

サクラ属

41. オ反彬才 (Nol39 KZKOZ-1867) 

アカガシ亜属

39. 船（角）材(Nol30KZK02-1184) 

コウヨウザン

42. 糾介（オ反）オオ(Nol42KZK02-1428-b) 

クスノキ

43. 船（丸太）材 (No.144 44. 櫛 (No.145KZK02-1169) 45. 棒状漆塗木製品 (No.147

KZK02-1344) シイ属 ナツメ KZK02-104 l)散孔材B

図版5 鷹島海底遺跡出土木材の顕微鏡写真37-45
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52. 輪状木製品(Nol71 KZK02-1870) 

Erythrophloeum sp. 

図版6

500 jlm 

50. 漆製品 (Nal65KZK02-1018) 

クヌギ節

-209 -

48. 漆塗弓 (Nol62KZKOZ-1450) 

Da/bergia sp. 



500μm 

55. 柄 (Nol82KZK02-1427) 56. 鋼製金具付棒状木製品 (N叫85 57. 銅製金具付棒状木製品 (Nol86

ナツメ KZK02-1377)ツゲ属 KZK02-13 l 9-b) ツゲ属

58. 八角柱状漆塗棒状製品 59. 朱襟椀胴部破片 (Nol94 60. 黒漆塗弓の一部 (No.195

(NoJ92 KZK02-638) シイ属 KZK02-RL-l)マツ属複維管束亜属 KZK02-l 735) Dalbergia sp. 

61. 糾介 (1, 反） 本オ (Nol97 62. 舟合木オ (Nol98 KZKOZ-843) 63. オ反本オ (Nol99 KZKOZ-880) 

KZKOZ-1502-b) Pometia sp. クスノキ マツ属複維管束亜属

図版7 鷹島海底遺跡出土木材の顕微鏡写真55-63
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64. 舟合（オ反）本オ(Na204KZKOZ-1748) 

コウヨウザン

1-、

67. 船（柱）材(No.209KZK02-1501) 

Pometia sp. 

凶

冒冒し, ..... 

70. 船（板）材 (No214KZK02-883) 
コウヨウザン

500 #m 

65. 舟合（オ主）木オ(No207KZK02-1861) 

Ormosia sp. 

渭内
66. 船（隔壁梁）材 (No208

KZK02-1439) クスノキ

• ↓ I l 

69. 船（隔壁梁）材 (No213
KZK02-l l 42) クスノキ

71. 船（隔壁）材? (Na219 72. 船（板）材(Na223KZKOZ-1476) 
KZKOZ-1866)マツ属単維管束亜属 シイ属

図版8 鷹島海底遺跡出土木材の顕微鏡写真64-72
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76. 板材 (No248KZK02-ll l 7) 

マツ属複絋管束而属

74. 船（板）*J (No.237 KZK02-1021) 75. 船（板）材(No.240KZK02-ll 71) 

スギ属 コウヨウザン

77. 糾合(+反）材(No253 KZK02-1435) 

スギ属

叫仮材 (No258KZK02-1101) 81. 板材 (No260KZK02-l 128) 

マキ属 マツ屈複維管束而属

図版9 鷹島海底遺跡出土木材の顕微鏡写真73-81
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82. 丸太材 (No265KZK02-971) 

マツ属複維管束亜属

83. 丸太（薪）材? (No268 84. 板材 (No270KZKOZ-677) 

KZKOZ-1402)マツ属複維管束亜属 サクラ属

I 

87. 丸太材 (Na282KZKOZ-1645) 

マツ属複維管束亜属

‘

、
v
．
ら
遠

“-
i
r

t

o

:
9
.
5
鯰
〗

,9,‘

ぷ
:
名
U
-l

.`
 

．． 
ト
｀
．
ー
が
·
)
＂

'`
ク
'

•

呵
●
-i

”
‘
.
9
.
 

9
.＂` 

・

r
7
‘‘ 

。

•
J,． ,．．

 

：
9
ロ・／ヽ
．
ぷ

．
雫
乞

••

. 

＂ 

．．．． 

く？．．.`
 

4
0
 

・り・., ． 

．
 

.

、
-
.
{
．

4S`̀ ‘•‘ 

.•

. 

•.•. 

À
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88. 糾合（木反）布す(No.287KZK02-l l 7 4) 89. 舟合(t反）木オ(No.290KZK02-1216) 90. オ反木才 (No.299 KZK02-ll 40) 

マツ属単維管束亜属 クスノキ チーク

図版10 鷹島海底遺跡出土木材の顕微鏡写真82-90
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500μm 

、．
91. 丸太材 (No302KZK02-864-b) 92. 板材 (No303KZK02-686) 

エンジュ属 ニレ属

94. マストステップ (Na321 95. 板材 (Na323KZKOl-355) 

KZKOl-193) クスノキ Dalbergia sp. 

100 Um 

93. 丸太材 (Na319KZK02-999) 

ニレ属

96. 丸太材 (No326KZKO 1-190) 

マツ属単維管束亜属

97. 船（板）材 (No.328KZKOl-362) 98. 丸太材 (No.329KZKOl-306) 99. 丸太材片 (No.331KZKOl-205) 

ニレ属 マツ属複維管束亜属 ツバキ属

図版11 鷹島海底遺跡出土木材の顕微鏡写真91-99
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100. 朱塗椀体部破片 (No336

KZK02-1114) スギ属

103. 柄 (No350KZK02-1442) 

ナツメ

a'""コ

咀

I
`
 ．
 

200μm 

104. 矢柄 (Na351KZKOZ-1488) 

タケ亜科

i
 

E-l 
ぬ

101. 朱漆椀小片 (No343 102. 黒漆塗弓 (No345

KZK02-2A -3A一括⑥―f)スギ属 KZK02-l 761-b) Dalbergia sp. 

500 jlm 

105. 船材 (No358KZK02-1334) 

マンサク科

106. 丸太材 (No.363KZK02-1063) 107. 船材 (No.377KZK02-l 718) 108. 薪材？自然木? (No.389 

ニレ属 コウヨウザン KZK02-1164)サクラ属

図版12 鷹島海底遺跡出土木材の顕微鏡写真100-108
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109. 板材 (No399KZK02-616) llO. 板材? (No403 KZK02-1281) 111. 丸太材?(No.404 KZK02-670) 

バラ科A クスノキ科 イスノキ属

遠lt:竺鬱喝,,
... ;~ ヽぶ倍:似..''-~',.·:< ,t) 

~\ 

... 心:¥d『
·• i • . ~e .... 
’ 
． 

, ... 

{, . .' 

.'.. ,,,,.. 
. -~t , •• : 

・ー・ニ ー

I
-̀500μm .. 

..' 

且

置：

112. 丸太材 (No.405KZK02-l 4 79) 113. 丸太材 (No.412KZKOZ-969) 114. 丸太材 (No..421KZK02-685) 

Dalbergia sp. クヌギ節 マキ属

500 um 

115. 船（板）材 (N叫24 116. 丸太材 (Na427KZK02-749) 117. 丸太材? (Na429 

KZK02-1002) クヌギ節 ハイノキ属 KZK02-1337-b)散孔材F

図版13 鷹島海底遺跡出土木材の顕微鏡写真109-117
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118. ベニヤ板 (No.433TKS12-7) 

Alstonia sp. 

．
 

"
,
9
.
1
f
i
e
 

•1 

．．
 ヤ
〗玉

9”r.-
>

.1

.
 

¢
 

.
，

・・,.f・・・E.
t
 

J
 

’
・
・
9
、
9
}

f・,;`J
.
 

幽
-
'鳥

.'̀ ~ 

て
・
・

『

99 

•• 
,・ヽ・・

..
 
t
 

•• ••. 

＂,し..’

、
．
詞
・

、

・
心•

-
d

.
9
`
/
＿
`
•
,
．

瓜
•

i心
．
彎
ヽ

•.• 

‘, 

．灼
名
ぷ
’
を
、
3
• 

.

.
 
~
,'
.’ 

i

,
J
9

、
却ーはG§
ぃ
い
]
,
．

•
9

、
狩
二
倍§
`
f•• 

[

．

9

、9
.
r

ィ
J
,
g
'イ
わ

,ぃ
t

ダ・，＇

と

‘J↓
U.̂
• 
9
 

121. 黒漆塗弓 (No.437TKS12-6) 

Dalbergia sp. 

119. 弓?(N叫34TKS12-3) 

環孔材B
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120. 刀の漆塗鞘 (Na435

TKS12-14) コウヨウザン

500μm 500μm 

122. 朱塗椀底部 (No.438TKS12-5) 123. 漆塗弓の先?(No.440 TKS15-3) 

キリ属 ピノキ科

124. 椀底部 (No441TKS14-14) 125. 丸太材 (No449 126. 丸太材 (No466KZK02-1446) 

スギ属 KZK02-1030-b) シイ属 Dalbergia sp. 

図版14 鷹島海底遺跡出土木材の顕微鏡写真118-126
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127. 舟介（オ反）木オ (No480KZKOZ-859) 128. 札反木オ (No483 KZKOZ-888-c) 

クスノキ スギ属
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130. 丸太材?(No.520 KZKOl-303) 131. 丸太材 (No.521KZKOl-345) 

ヤマモモ属 ニレ属

129. 丸太材 (No.508KZKOl-196) 

ナツメ

132. 船（板）材 (No.527KZKOl-354) 

コウヨウザン

133. オ反材 (No.553 TKS13-38) 134. 板材 (No597 TKS12-l 7-b) 135. 縄 (No599 TKS14-31) 

アカガシ亜属 Altingia sp. シュロ属

図版15 鷹島海底遺跡出土木材の顕微鏡写真127-135
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表 1 鷹島海底遺跡出土木材の樹種同定一覧＊

試料
調査年

番号
遺物番号 保管場所 種 別 樹 種 備 考

゜
KZK02 1408 九国博貸出 木彫像（神像？） Altingia sp. 

I KZK02 1871 水槽 6 船材、板材 マツ屈複維管束亜属 ほぞ穴有、釘穴、多］痕

2 KZK02 1694 水槽 6 船材、板材 ヒノキ科 釘穴 4

3 KZK02 1697 水槽 6 船材、角材 コウヨウザン 釘穴 l

4 KZK02 1686 水槽6 船材、板材 コウヨウザン 釘穴2

5 KZK02 672 水槽 6 船材、船の飾り？ シイ属 板材、表面が炭化長さ298cm、幅!Ocm

6 KZK02 1677 水槽6 船材、板材 クス ノキ 釘穴 1、長さ 16cm、幅 7cm 

7 KZK02 1325 水槽 6 船材、板材 マツ属複維管束亜属 釘穴 2

8 KZK02 1491 水槽 6 船材、板材 広菓樹 釘穴 2

， KZK02 1477 水槽 6 船材、板材 クスノキ 釘穴 3、釘痕あり

10 KZK02 1875 水槽 6 船材、板材 マツ属複維管束亜属 釘穴 2

11 KZK02 742 水槽 6 船材、板材 クスノキ 釘穴有

12 KZK02 627 水槽 6 板材？ Erythrophloe11111 sp. 表面一部炭化長さ27cm、幅11.5cm

13 KZK02 848-b 水槽 6 船材、板材 ニレ属 くり込み有、釘穴 5

14 KZK02 1827 水槽 6 船材、板材 マツ属複維管束亜属 表面炭化、釘痕あり

15 KZK02 1678 水槽 6 船材、板材 コウヨ ウザン？ 扶り有、釘穴有、長さ13.3cm、幅6.7cm

16 KZK02 1725 水槽6 船材、板材 コウヨ ウザン 釘穴2

17 KZK02 1284 水槽 6 船材、板材 Terminalia carappa 釘穴 3、一部加工した表面部分が残る 長さ24cm、幅8cm 

18 KZKOZ 629 水槽6 船材？板材 クヌギ節 表面炭化、中は領」り貰いたような虫害 長さ40cm、幅 9cm 

19 KZK02 1762 水槽 6 船材、板材 ニレ属 板材片、釘穴 3

20 KZK02 951 水槽 6 船材、板材 マツ属複維管束亜厖 板材、釘穴有 2

21 KZK02 1270 水槽 7 船材、角材 マツ属複維管束亜属 釘痕有

22 KZK02 1743 水槽 7 船材、角材 マツ属複維管束亜属 加工痕、コンクリーシ ョン有

23 KZK02 795 水楢 7 船材、丸太材 モチノキ属 釘穴有長さ26.5cm、幅6,5cm

24 KZK02 680 水槽7 角材片 ヒノキ科 角材片

25 KZK02 1119 水槽 7 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材

26 KZK02 1305 水槽 7 船材、板材 ニレ属 板材、釘穴有

27 KZK02 747 水槽 7 丸太材 マツ科 丸太材片

28 KZK02 645 水槽 7 丸太材片 マツ属複維管束亜属 丸太材、両端に切断痕

29 KZK02 1744-c 水槽 7 船材 ニレ属 釘付着（釘の錆により、釘の周囲の材が残る）

30 KZK02 1744-d 水槽 7 船材 ニレ属 釘付着（釘の錆により、釘の周囲の材が残る）

31 KZK02 1318 水槽 7 船材、板材 クスノキ科 釘付着

32 KZK02 1296 水槽 7 板材？ マツ属複維管束亜属 焼け板、紐合せ

33 KZK02 1154 水槽 7 船材、板材 クスノキ 焼け板

34 KZK02 1719 水槽7 炭化材 炭化

35 KZK02 1771 水槽 7 船材、角材 コウヨウザン 釘穴有

36 KZK02 1359 水槽 7 船材、丸太材 マツ属複維管束亜属 釘痕有

37 KZKOZ 1333 水槽 7 船材、板材 マツ科 釘痕あり、一部炭化

38 KZK02 1217 水槽 7 角材片 マツ属複維管束亜属 木材片

39 KZK02 1301 水槽 7 板材？ マツ属複維管束亜属 焼け痕あり

40 KZK02 1308 水槽 7 木皮 樹皮

41 KZK02 1328 水槽 7 丸太材？ ニレ属

42 KZK02 1282 水槽 7 丸太材？ マツ属単維管束亜屈 一部炭化

43 KZK02 1046 水槽 7 船材 ムクロジ 釘痕あり、幅 9cm 

44 KZK02 1367 水楢7 船材 ？ クスノキ 木材片

45 KZK02 1273 水槽 7 船材、板材 クスノキ 釘あり

46 KZK02 1055 水槽 7 船材、板材？ クスノキ 釘穴 l

47 KZK02 1295 水槽 7 板材？ マツ属複維管束亜属 焼け板、組合せ

48 KZK02 1400 水槽 7 板材？ クスノキ 長さ20.5cm、幅10.5cm

49 KZK02 1023 水槽 7 船材、板材 マツ属複維管束亜属 板材片、中央に釘穴有、 表而炭化

50 KZK02 1768 水槽 7 船材、板材 クスノキ科 釘痕あり
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試料

番号
調杢年 遺物番号 保管場所 種 別 樹 種 備 考

51 KZK02 1770 水楕 7 船材、板材 マツ属複維管束亜属？ 一部加工痕、 コンクリ ーションあ り

52 KZK02 1035-d 水梢 7 船材、板材？ コウヨウザン？ 釘穴有、 一部炭化長さ8.2cm 幅3.4cm

53 KZK02 1843 水柏 7 船材、板材 コウヨウザン？ 加工痕、 コンクリ ーション有

54 KZK02 1327 水槽 7 丸太材？ ニレ屈 中央に穴有

55 KZK02 1739 水槽 7 船材、板材 マツ属複維管束亜屈 釘穴有、コンクリ ーション有

56 KZK02 609 水栖 7 船材、板材 コウヨウザン？ 釘痕あり

57 KZK02 611 水楢 7 船材、板材 クスノキ 釘痕あり

58a KZK02 1165 水梢 7 船材、板材 釘付着

58b KZK02 909 水椿 2 船材（外板） クスノキ 板材船の外板？釘、釘穴多数、コンクリーション有

59 KZK02 1854 水槽 2 船材、板材 クスノキ 板材片

60 KZK02 949 水槽 2 船材（外板） クスノキ 外板、小口端部を斜めに加工、釘痕多数、コンクリーシ ョン有

61 KZK02 601 水槽 2 船材、板材 クスノキ 板材、端部に20X20cmのくり込みあり

62 KZK02 918 水槽 2 船材、外板(909)の一部 クスノキ 角穴あり、外板

63 KZK02 1069 水槽 2 丸太材、まき材？ マツ属複維管束亜属 丸太材、端部に切り込みあり

64 KZK02 1860 水槽 2 船材、板材 コウヨウザン？ 板材片、端部に鉄

65 KZK02 1443 水槽 2 船材、 丸太材 コウヨウザン？ 釘痕 2つ

66 KZK02 885-a 水槽 2 船材？、丸太材？ アカガシ亜属 板材

67 KZK02 1315 水栖 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材、 一部皮残存

68 KZK02 988 水槽 2 船材、板材 スギ属 板材、釘穴 2つ

69 KZK02 1314 水槽 2 丸太材 マツ属単維管束亜属 丸太材、 二股に分かれている

70 KZK02 1338 水梢 2 船材、板材 Tenninalia catappa 板材片、釘痕 1つ、Nol339と同 ，か？

71 KZK02 1346 水槽 2 船材、板材 コウヨウザン 板材片、釘穴 3つ

72 KZK02 1339 水槽 2 船材、板材 Terminalia catappa 板材片、 釘痕 2つ、 Nal338と同一か？コンクリーション有

73 KZK02 996 水槽 2 船材、板材 マツ属複維管束亜属 釘穴 1つ

74 KZK02 1399 水槽 2 船材、板材 クスノキ 板材片、釘 1本あり

75 KZK02 998 水槽 2 船材、板材 コウヨウザン？ 板材片、釘痕有

7G KZK02 1081 水槽 2 板材 クスノキ 板材

77 KZK02 1394 水槽 2 加工材、角材 マツ属複維管束亜属 加工材、片方が反り鋭利に削ぎ落とされる

78 KZK02 1012 水栖 2 船材、 角材 ニレ属 板材

79 KZK02 991 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 ？ 扶り有

80 KZK02 1303 水槽 2 丸太材 環孔材A 丸太材、太さがほぽ均等でカ ーブしている

81 KZK02 1900 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 台形状板材、 釘穴 2つ

82 KZK02 1035-a 水槽 2 船材（隔壁材） ツガ属 隔壁、 2つの板材の租合せ

83 KZK02 1859 水栖 2 船材、板材 マツ属複維管束亜属 板材片、釘穴 1つ

84 KZK02 851 水槽 2 板材 ヒノキ科 丸太加工の板材

85 KZKOZ 1499 水楕 2 丸太材 ニレ属 丸太片

86 KZK02 1776 水柑 2 丸太材 マツ属複維管束亜屈 丸太片

87 KZK02 1620 水柏 2 板材 クスノキ 板材片

88 KZK02 1606 水楢 2 船材、板材 散孔材A 角材片、 釘 1本

89 KZK02 964 水棺 2 丸太材、板材 ニレ属 丸太材

90 KZKOZ 1457 水槽 2 船材、板材 クスノキ 板材、 2ヶ所にほぞ穴、 加工痕

91 KZK02 874 水槽 2 板材 クスノキ 板材片

92 KZK02 875 水槽 2 船材、板材 クスノキ 板材片、 釘穴 1つ

93 KZK02 1397 水槽 2 丸太材 マツ属単維管束亜属 柱片か？

94 KZK02 854 水槽 2 丸太材 Dalbergia sp, 丸太材、枝部有、二股にな っている

95 KZK02 1401 水槽 2 船材、板材 クスノキ 板材片

96 KZK02 1851 水槽 2 船材、板材 クスノキ科 台形状板材、釘痕 2つ、船底部横板？

97 KZK02 1396 水槽 2 丸太材 マツ属単維管束亜属 丸太材片

98 KZK02 632 水槽 2 丸太材 マ‘ノ屈単維管束亜属 丸太材

99 KZK02 1059 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材、根元に加工あり、わずかに反る

100 KZK02 1013 水槽 2 船材、板材 クスノキ 板材片、釘穴複数あり

101 KZK02 1106 水棺 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材片
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102 KZK02 1865 水槽 2 船材、丸太材 ニレ属 表面炭化

103 KZK02 1879 水槽 2 丸太材 マツ厩複維管束亜属 丸太材

104 KZK02 1118 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材、根元加工痕

105 KZK02 635 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜屎 丸太材片

106 KZK02 1330-a 水槽 2 板材 アカガシ亜属？ 表面炭化、長さ65cm、幅15cm

107 KZK02 1625-b 水槽 2 丸太材 チーク 丸太材、ほぼ太さが均一、反っている

108 KZK02 1707 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材片

109 KZK02 1858 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材片

110 KZK02 1047-a 水槽 2 船材、板材 クスノキ 板材片、釘付着、コンクリーション有

111 KZK02 1060 水槽 2 船材、板材 スギ科 板材片

112 KZK02 1456 水槽 2 船材、板材 クスノキ 板材

113 KZK02 1638 水槽 2 船材、板材 マツ属単維管束亜属 板材、釘痕あり、棚板？

114 KZK02 681 水槽 2 丸太材 マツ屈複維管束亜属 丸太材

115 KZK02 1641 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材片

116 KZK02 1772 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材片、小口切断痕あり

117 KZK02 842 水槽 2 丸太材 散孔材 木材片、加工痕あり

118 KZKOZ 1347 水槽 2 丸太材 Cotylelobium sp. 丸太材

119 KZK02 1219 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太片

120 KZK02 1368 水槽 2 丸太材 マツ屈複維管束亜属 丸太片

121 KZKOZ 990 水槽 2 船材、板材 マツ属複維管束亜属 丸太材片

122 KZKOZ 1466 水槽 2 船材、板材 クスノキ 板材片、 3ヶ所の扶り、加工痕

123 KZK02 1392 水槽 2 角材 シイ屈 丸太材片

124 KZK02 1862 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材片、両端に切断痕あり

125 KZK02 1458 水槽 2 船材、板材 Dalbergia sp. 木材片

126 KZK02 1629 水槽 2 丸太材 サクラ属 木材片

127 KZK02 1070 水槽 2 船材、丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材、基部に切り込みあり

128 KZK02 1032 水槽 2 丸太材 マツ属単維管束亜属 丸太加工品、側面が半月状

129 KZK02 1428-a 水槽 2 船材、板材 クスノキ 板材、釘痕あり

130 KZK02 1184 水槽 2 船材、角材 コウヨウザン ほぞ穴あり

131 KZK02 1497-a 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜屈 丸太材

132 KZK02 1805 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材、基部に切断痕あり

133 KZK02 1812 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材、基部に切断痕あり

134 KZK02 836 水槽 2 船材、角材 コウヨウザン 釘穴 1つ

135 KZK02 1288 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 Nal290(矢束25本前後）付着丸太材

136 KZK02 1008 水槽 2 船材、角材 スギ属 角材

137 KZK02 1355 水槽 2 船材、丸太材 クスノキ 板材、釘痕あり

138 KZK02 876 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太加工材

139 KZK02 1867 水槽 2 板材 アカガシ亜属 焼け痕あり

140 KZK02 1007 水槽 2 船材、板材 クスノキ 釘穴 2つ

141 KZK02 856 水槽 2 角材 ニレ属 柱材？

142 KZK02 1428-b 水槽 2 船材、板材 クスノキ 6 cm角ほぞあり

143 KZK02 1880 水槽 2 船材、角材 スギ科 板材、釘穴 9つ

144 KZK02 1344 水槽 2 船材、丸太材 シイ属 板材、釘穴数ヶ所あり

145 KZK02 1169 資料館展示 櫛 ナツメ

146 KZK02 604 資料館展示 朱途櫛 シイ属

147 KZK02 1041 元輿寺処理中 淡途棒状木製品 散孔材B 朱塗

148 KZK02 605 資料館展示 朱塗椀 スギ科

149 KZK02 735 資料館展示 「張（花押）」銘刻書朱塗椀 断片未処理あり

150 KZK02 2A~3B一括 整理室 朱漆椀片

151 KZK02 1714 元興寺処理中 朱漆椀片 コウヨウザン

152 KZK02 1835-aかb元典寺処理中 朱漆椀片

153 KZK02 1814-b 元典寺処理中 朱漆椀片 コウヨウザン
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154 KZK02 1756 元興寺処理中 朱漆椀 コウヨウザン？

155 KZK02 607 元興寺処理中 朱塗椀小片 コウヨウザン

156 KZK02 1437 元典寺処理中 漆椀底部 ヒノキ科

157 KZKOZ 1800 資料館展示 櫛 Da/bergia sp. 

158 KZK02 1807-c 資料館展示 櫛 ツゲ属

159 KZKOZ 871 元典寺処理 漆塗弓

160 KZK02 RW-1 資料館展示 木製印 ツゲ属

161 KZK02 RL-2 元興寺処理中 漆塗弓 Dalbergia sp. 

162 KZK02 1450 元興寺処理 漆途弓 Dalbergia sp. 

163 KZK02 1170 元典寺処理 漆塗弓 Da/bergia sp. 

164 KZK02 Na不明 整理室 朱漆椀片

165 KZK02 1018 元興寺処理中 漆製品 クヌギ節

166 KZK02 356 元興寺処理中 弩弓？ ニレ属

167 KZKOZ 1407 京都科学処理 元年…銘漆塗木製品 Pistachia sp. 

168 KZK02 1723 京都科学処理 弩弓？ ニレ属 漆塗の加工品

169 KZK02 1495 元興寺処理 漆塗板状木製品 ヒノキ科 経典折本の板表紙

170 KZK02 1640 整理室 木札 ヒノキ科 紐通し穴、十刻字

171 KZKOZ 1870 整理室 輪状木製品 Erythroph/oeum sp. 1/2残存

172 KZK02 975 整理室 曲物？ タガの部分、 2枚菫ね

173 KZK02 853 整理室 把手 マツ属複維管束亜属 ほぞ穴あり

174 KZK02 1490 整理室 木栓 ヒノキ科 釘穴 2、長さ14cm、幅5.5cm

175 KZK02 1137 整理室 木栓？ マツ属複維管束亜属 長さ24.5cm、幅 3cm 

176 KZK02 1232 整理室 棒状木製品 ヒノキ科 柄先？槍先？円錐形の薄い金属の板がはめられる

177 KZK02 893-b 整理室 木栓？ マツ属複維管束亜属 釘穴 2

178 KZK02 1066 整理室 弓先？ スギ科 一方にほぞのような加工有

179 KZK02 983 整理室 楔？板材 コウヨウザン 楔状の形

180 KZK02 1105 整理室 木栓 マ'.'I属複維管束亜属 釘穴

181 KZK02 866 整理室 板材 コウヨウザン？ 約10cm四方の四角い板、コンクリーション、釘痕あり

182 KZK02 1427 整理室 柄 ナツメ 刀の柄か？

183 KZK02 1736 整理室 木栓 コウヨウザン 釘穴 2

184 KZK02 1075 整理室 船材？板材 スギ科 釘穴 2

185 KZK02 1377 資料館展示 銅製金具付棒状木製品 ツゲ属 槍の柄か？一部漆が残存

186 KZK02 1319-b 資料館展示 銅製金具付棒状木製品 ツゲ属 槍の柄か？ほぞあり、漆が残る

187 KZK02 1787-b破片 整理室 自然木？丸太材 マツ属複維管束亜属 枝がなくわずかに反っている

188 KZKOZ 1787-a 整理室 棒状木製品 スギ属 柄先？、槍先？一方が円錐状に加工

189 KZK02 1027 整理室 船材、板材 スギ属 釘 2本、コンクリーション有

190 KZK02 980 元典寺処理中 弩弓？ ニレ属 漆膜あり

191 KZK02 1121 整理室 容器底部 スギ科 曲物の底板か？

192 KZKOZ 638 京都科学処理 八角柱状漆塗棒状製品 シイ属 一方に金属が残る、両端が細く中ほどが太い

193 KZKOZ 893-a 元興寺処理中 朱漆椀底部 スギ属

194 KZK02 RL-1 元典寺処理中 朱漆椀厠部破片 マツ属複維管束亜属

195 KZK02 1735 元輿寺処理 黒漆塗弓の一部 Dalbergia sp. 漆塗弓部分

196 KZK02 1440 水槽 l 船材（隔壁板） クスノキ

197 KZK02 1502-b 水槽 1 船材、板材 Pamelia sp. 1501の同一体

198 KZK02 843 水槽 l 船材 クスノキ 釘付着、 843a,bと接合

199 KZK02 880 水槽 1 板材 マツ属複維管束亜属 釘痕あり

200 KZK02 1469-a 水槽 1 船材、丸太材 クスノキ 釘穴複数あり

201 KZK02 1447 水槽 l 船材、丸太材 スギ科 柱材、 20前後の釘穴有、コンクリーション有

202 KZK02 1005 水槽 l 船材？、板材 クスノキ 板材

203 KZK02 1236 水槽 l 船材（隔壁梁材） クスノキ 隔壁の船底部分

204 KZK02 1748 水槽 l 船材、板材 コウヨウザン 釘穴 5つ

205 KZK02 1364 水槽 l 船材、板材 コウヨウザン？ 板材片、釘穴あり
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206 KZK02 1056 水槽 1 船材、板材 シイ属 板材片、釘穴あり、コンクリーションあり

207 KZK02 1861 水槽 l 船材、柱材 Ormosia sp. 柱材、 9cm角及び9X4.5cmほぞ穴あり、皮？炭化？

208 KZK02 1439 水槽 1 船材（隔壁梁材） クスノキ 釘多数

209 KZK02 1501 水槽 l 船材、柱材 Pamelia sp. 板材

210 KZK02 1607 水槽 1 船材、柱材 マツ属複維管束亜属 釘穴多数、コンクリーション有

211 KZK02 1863 水槽 l 船材、柱材 シイ属 釘痕あり、コンクリーション有

212 KZK02 1142-x 水槽 1 船材（隔壁梁材） クスノキ科 釘痕あり、コンクリーション有

213 KZK02 1142 水槽 1 船材（隔壁梁材） クスノキ 釘痕あり、コンクリーション有

214 KZK02 883 水槽 l 船材、板材 コウヨウザン 板材、釘穴 1つ、コンクリーション有

215 KZK02 1445 水槽 1 船材（隔壁梁材？） ニレ屈 梁材？ほぞあり、扶りあり

216 KZK02 1451 水槽 1 船材、板材 クスノキ 1016と同一、釘穴 2つ、隔壁材

217 KZKOZ 669 水槽 l 船材、板材 クスノキ 板材片

218 KZK02 1434 水槽 1 船材、角材？ マツ屈単維管束亜属？ 9 cmの角穴あり

219 KZK02 1866 水槽 1 船材（隔壁材？） マツ属単維管束亜属 小口部斜めにカット

220 KZKOZ 1614 水槽 l 船材 マツ属複維管束亜属 板材、船尾？隔壁？片面に斜めの切断痕、マストステップ？

221 KZK02 1853 水槽 1 丸太材 クスノキ 板材、端部が大きく反る

222 KZK02 1855 水槽 1 船材？、板材 クスノキ 一部炭化

223 KZK02 1476 水槽 l 船材、板材 シイ属 隔壁船底？釘痕多数、コンクリーション有、 2m62cm、幅35cm

224 KZK02 1505 水槽 1 船材、板材 ニレ属 釘穴 4、コンクリーション有

225 KZK02 1057 水槽 1 船材、板材 クスノキ 釘穴 4つ

226 KZK02 1132 水槽 1 船材、板材 スギ属 釘穴 2つ

227 KZK02 1703 水槽 l 船材、板材 針菓樹 釘穴 5つ

228 KZK02 1433 水槽 l 船材、板材 コウヨウザン 隔壁？

229 KZK02 1648 水槽 1 船材、角材 コウヨウザン 角材片、釘穴 2つ

230 KZK02 1092 水槽 l 船材、板材 コウヨウザン 板材片、釘穴 2つ

231 KZK02 1371 水槽 l 船材、板材 コウヨウザン 板材片、釘穴 1つ

232 KZK02 869 水槽 l 船材、板材 マツ属複維管束亜屈 外板？釘穴 2つ

233 KZK02 1220 水槽 l 船材、板材 マツ属単維管束亜属？ 釘穴あり

234 KZK02 1448 水槽 l 船材、板材 マツ属複維管束亜属 板材片、横方向に打った釘穴あり

235 KZK02 653 水槽 l 船材、板材 スギ科 釘穴 5つ

236 KZK02 1108 水槽 l 船材、板材 クスノキ 釘穴、釘痕あり

237 KZK02 1021 水槽 1 船材、板材 スギ属 釘穴 2、コンクリーションあり

238 KZK02 1696 水槽 l 船材、板材 コウヨウザン？ 板材片、ほぞ穴 2つ、斜めにカットされている

239 KZK02 1636 水槽 l 船材、角材 スギ科 釘痕、コンクリーション有

240 KZK02 1171 水槽 l 船材、板材 コウヨウザン 釘痕あり

241 KZK02 1634 水槽 1 丸太材 マツ属複維管束亜属 ややカーブしている

242 KZK02 1627 水槽 l 板材 マツ属複維管束亜屈 挟り有

243 KZK02 1813 水槽 28 板材 シイ属 板材片

244 KZK02 1152 水槽 28 板材 スギ科 板材片

245 KZKOZ 1112 水槽 28 船材、角材 コウヨウザン 一部加工痕、釘痕あり

246 KZKOZ 1045 水槽 28 板材？ ニレ属

247 KZKOZ 1006 水槽 28 板材 ニレ属 板材

248 KZK02 1117 水槽 28 板材 マツ属複維管束亜属 板状製品、表面炭化

249 KZK02 1356 水槽 28 船材、板材 クスノキ科 丸太削りだし板材、 Nol355に接合、釘痕有

250 KZK02 1156 水槽 28 丸太材 マツ属複維管束亜属？ 丸太材、片端部に切断痕

251 KZK02 1342 水槽 28 板材 マツ属単維管束亜属

252 KZK02 1644 水槽 28 船材、板材 マツ属単維管束亜属 板材片、釘穴 2つ

253 KZK02 1435 水槽 28 船材、板材 スギ属 釘痕 1つ

254 KZK02 1637 水槽 28 船材、板材 スギ科 釘痕 2つ

255 KZK02 1131 水槽 28 船材、板材 マツ属単維管束亜属 板材片、釘穴 1つ

256 KZK02 1857 水槽 28 船材、板材 スギ科 一端に切断痕、釘痕あり

257 KZK02 986 水槽 28 船材 シイ属 加工痕、釘痕あり
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258 KZK02 1101 水柑 28 板材 マキ属 木材片

259 KZK02 lll6 水槽 28 丸太材 マツ属単維管束亜属 丸太材片

260 KZK02 1128 水槽 28 板材 マツ属複維管束亜属 板材片

261 KZK02 1436 水槽 28 角材 スギ科 針莱樹、角材片

262 KZKOZ 1079 水槽 28 丸太材 ヒノキ科 丸太材

263 KZK02 1161 水槽 28 丸太材 マツ属単維管束亜属 丸太材、端部に加工痕

264 KZK02 679? 水槽 27 板材 マツ属 図と遺物が違う？樹桂同定の結果でNo679の一部である可能性あり

265 KZK02 971 水槽 28 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材片

266 KZK02 828 水槽 28 板材 マツ属複維管束亜属

267 KZK02 1028 水槽 28 丸太材 スギ科 丸太材、 一端に切断痕

268 KZK02 1402 水梢 28 丸太材？まき材？ マツ属複維管束亜属 丸太材片

269 KZK02 997 水槽 28 船材、板材 スギ科 釘痕 2つ

270 KZK02 677 水槽 28 板材 サクラ属 表面焼け痕

271 KZK02 1293 水槽 28 板材？ ニレ属 表面が焼けている

272 KZK02 1309 水柑 28 板材？ 表面に焼けあと

273 KZK02 1122 水楢 28 丸太材？ 表面焼けあと

274 KZK02 1024 水栖 28 板材 ニレ属 表面焼けあと

275 KZK02 1134 水楢 28 丸太材？ 焼け残り木材

276 KZK02 635 水椿 2 板材？、木皮？ マツ属複維管束亜属 樹皮（松か？）、板材

277 KZK02 1099 水栖 28 丸太材 マツ属複維管束亜属 焼けあとあり

278 KZK02 612 水楢 28 丸太材 ニレ属 釘穴 lつ、表面炭化

279 KZK02 1363 水栖 28 丸太材、まき材？ マツ属複維管束亜属 丸太材、両端に切断痕

280 KZK02 636 水槽 28 まき材？ シイ屈 自然木片

281 KZK02 619 水楕 28 船材、角材？ マツ属複維管束亜属 釘痕あり

282 KZKOZ 1645 水椿 28 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材、 一端に切断痕

283 KZK02 1269 水柑 28 船材、板材 マツ属単維管束亜属 釘痕あり

284 KZK02 1235 水楢 28 船材、板材 マツ属単維管束亜属 切断痕、釘痕あり

285 KZK02 1017 水槽 28 船材、板材 マツ厖複維管束亜属 釘穴あり

286 KZK02 1160 水楕 28 船材、板材 クスノキ 釘穴 lつ

287 KZK02 1174 水槽 28 船材、板材 マツ属単維管束亜属 釘痕 3つ

288 KZK02 1143 水槽 28 船材、板材 クスノキ 破片、釘痕あり

289 KZKOZ 1111 水梢 28 船材、板材 クスノキ 破片、釘穴 1つ

290 KZKOZ 1216 水楕 28 船材、板材 クスノキ 破片、釘穴 1つ

291 KZKOZ 1349 水梢 28 船材、板材 コウヨウザン 一端に切断痕

292 KZKOZ 1218 水椿 27 船材、板材 スギ科 釘穴 1つ、コンクリー ショ ンあり

293 KZK02 1297 水梢 28 船材、丸太材？ マツ属複維管束亜属 破片サンプル、釘あり

294 KZK02 1048 水楕 28 船材、板材 クスノキ 破片サンプル、板材、釘付着

295 KZK02 1146 水楕 28 板材 クスノキ 板材片

296 KZK02 668 水栖 28 船材、板材 クスノキ 板材、釘痕あり

297 KZK02 1237 水栖 28 船材、板材 マツ属単維管束亜属 釘穴 1つ

298 KZK02 1047-c 水糟 28 船材、板材 クスノキ 釘痕あり

299 KZKOZ 1140 水梢 27 板材 チーク 破片サンプル、板材、 長さ52cm、幅13.5cm

300 KZKOZ 1062 水楕 28 板材 クスノキ 破片サンプル、板材

301 KZKOZ 679破片 水栖 27 船材、板材 マツ底複維管束亜属 板材片

302 KZKOZ 864-b 水槽 27 丸太材 エンジュ属 破片サンプル、丸太材、両端に切断痕

303 KZK02 686 水梢 27 板材 ニレ属 両端に切断痕

304 KZK02 1011 水楕 27 丸太材 ニレ屈 板材

305 KZK02 658-b 水梢 27 船材、板材 マツ属
針菓樹、釘痕有、海底状況写真と違っている？

遺物が入れ替っている可能性があるが判別不可

306 KZK02 1649 水楕 27 丸太材 ニレ属 丸太材、両端に切断痕

307 KZK02 1029 水楕 27 船材、板材 ニレ属 破片サンプル、板材片、釘穴 lつ

308 KZK02 1078 水楢 27 船材、角材 スギ科 棒状、釘痕あり

309 KZK02 644 水梢 27 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材、両端に切断痕
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310 KZK02 748 水槽 27 船材、丸太材 マツ属複維管束亜属 表面炭化

311 KZK02 959 水槽 27 船材、角材 ニレ属 釘痕あり

312 KZK02 639 水槽 27 船材、角材 スギ科 針葉樹、角材、釘穴 3、コンクリーション有

313 KZK02 679 水槽 27 船材、板材 マツ属 板状、釘痕、隔壁？

314 KZK02 610 水槽 27 船材、板材 クスノキ 端部に切り込み、釘痕 4つ

315 KZK02 678 水槽 27 丸太材 マツ属単維管束亜属 丸太材

316 KZK02 1775 水槽 27 船材、板材 クスノキ 板材、釘付着

317 KZK02 1684 水槽 27 板材 マツ属単維管束亜属 板材片

318 KZK02 642 水槽 27 船材、板材 クスノキ 中央に9X 12cmのほぞ穴、両端に 4つずつ釘

319 KZK02 999 水槽 27 丸太材 ニレ属 丸太材

320 KZK02 1252 水槽 27 丸太材 マツ属複維管束亜属 破片サンプル、丸太材片

321 KZKOl 193 水槽 4 マストステップ クスノキ

322 KZKOl 358 水槽 4 板材 ニレ属 破片サンプル、丸太材

323 KZKOl 355 水槽 4 板材 Dalbergia sp. 板材、長さ57cm、幅10cm

324 KZKOl 305 水椿 4 板材 マツ属単維管束亜属 破片サンプル、板材片

325 KZKOl 349 水槽 4 板材 ニレ属 破片サンプル

326 KZKOl 190 水槽 4 丸太材 マツ属単維管束亜属 丸太材

327 KZKOl 361 水槽 4 丸太材 マツ属複維管束亜厩 丸太材、両端に切断痕

328 KZKOl 362 水槽 4 船材、板材 ニレ属 板材、釘痕 4つ

329 KZKOl 306 水槽 4 丸太材 マツ属複維管束亜屈 丸太材片

330 KZKOl 255 水槽 5 丸太材片 マツ属複維管束亜属 丸太材片

331 KZKOl 205 水槽 5 丸太材片 ツバキ属 丸太材片長さ32.5cm、幅9.5cm

332 KZKOl 213 水槽 5 船材、板材 クスノキ科 板材片、釘痕 1つ

333 KZK02 1835-b 元輿寺処理中 朱塗椀片（橙色） コウヨウザン？

334 KZK02 1835-a 元興寺処理中 朱塗椀片（赤色） コウヨウザン

335 KZK02 1751 元興寺処理中 漆製品 散孔材C 中央に鋲の痕あり

336 KZK02 1114 元興寺処理中 朱塗椀体部破片 スギ属

337 KZK02 1085 元典寺処理中 朱塗椀小片 コウヨウザン

338 KZK02 2A-3A―揺釦 元典寺処理中 朱塗椀小片 コウヨウザン

339 KZK02 2A~3A一括鉛 元典寺処理中 朱塗椀小片 スギ科

340 KZK02 2A-3A一括R-c元興寺処理中 朱塗椀小片

341 KZK02 2A-3A~l紛d元典寺処理中 朱塗椀小片 スギ科

342 KZK02 2A~3A-! 総c元興寺処理中 朱塗椀小片 スギ属

343 KZK02 2A-3A-l総f元興寺処理中 朱塗椀小片 スギ属

344 1994 1994神俯 資料館展示 漆塗弓 Da/bergia sp. 

345 KZK02 1761-b 元典寺処理 黒漆塗弓 Dalbergia sp. 

346 KZK02 852 整理室 矢柄 葦？竹？漆途

347 KZK02 896 資料館展示 銅製つる スギ属 漆塗本体の一部を採取

348 KZK02 899 整理室 木栓 マツ属複維管束亜属 釘穴 2

349 KZK02 1253 整理室 木栓 コウヨウザン 釘穴 2

350 KZK02 1442 整理室 柄 ナツメ 刀の柄か？

351 KZK02 1488 整理室 矢柄 タケ亜科 漆塗

352 KZK02 1709 整理室 棒状i黍製品柄先？ スギ科 楢先？

353 KZK02 1802 整理室 木栓 コウヨウザン 釘穴 2

354 KZK02 1804 整理室 木栓 コウヨウザン 釘穴 2

355 KZK02 1831 整理室 木栓 シイ属 釘穴 2、部分

356 KZK02 1159 水槽 8 船材、板材？ クスノキ 釘穴 1つ

357 KZK02 1289 水槽 8 船材、丸太材？ コウヨウザン 釘穴あり

358 KZK02 1334 水槽 8 船材 マンサク科 長さ9.8cm、幅6.8cm、釘付着（釘の周りにわずかに木質が残る）

359 KZK02 1700 水槽 8 船材、板材 コウヨウザン 針葉樹、釘穴平行に 2つ

360 KZK02 1257 水槽 8 丸太材？ マツ属複維管束亜属 一部炭化

361 KZK02 1260 水槽 8 船材、板材 マツ属複維管束亜属 釘穴あり
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362 KZK02 1067 水槽8 角材 コウヨウザン 釘穴あり

363 KZK02 1063 水槽8 丸太材 ニレ属

364 KZK02 1811-c 水槽8 まき材？ マツ属複維管束亜属 両端部に切断痕あり

365 KZK02 1845 水槽8 船材、板材？ クスノキ科~ 釘穴、釘痕複数あり

366 KZK02 1265 水槽8 船材、板材 コウヨウザン 釘穴あり

367 KZK02 1278 水槽8 船材、板材 クスノキ 釘 2本付着

368 KZK02 1129 水槽 8 板材 コウヨウザン 一部炭化

369 KZK02 862 水槽8 船材、板材 マツ属複維管束亜属 釘付着、釘穴あり

370 KZK02 1811-b 水槽8 船材、板材 クスノキ 釘付着

371 KZK02 1429 水槽 8 船材、板材 マツ属単維管束亜属 二つの材が釘によって合わさっている

372 KZK02 1830-a 水槽 8 船材、角材 コウヨウザン 角材、釘穴あり

373 KZK02 1830-b 水槽 8 板材？ ニレ属 炭化

374 KZK02 1313 水槽8 船材、板材 マツ属複維管束亜屈 釘穴 2つ

375 KZK02 1741 水槽 8 船材、板材 マツ属複維管束亜屈 釘痕、釘穴有り

376 KZK02 973 水槽 8 丸太材、自然木 ニレ属 節目あり

377 KZK02 1718 水槽8 船材 コウヨウザン 釘付着

378 KZK02 683 水槽8 板材？ マツ属複維管束亜属 一部炭化

379 KZK02 1672 水槽8 船材、角材？ コウヨウザン 釘穴 4つ

380 KZK02 1784 水槽8 船材、板材片 クスノキ 釘痕あり（釘付着）

381 KZK02 1322 水槽8 船材、板材片 クスノキ 板材、釘穴あり

382 KZK02 1312 水槽8 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材片、片端に切断痕あり

383 KZK02 972 水槽8 船材、板材 ニレ属 板材、釘穴あり

384 KZK02 1752-b 水槽8 船材、板材 ニレ属 針葉樹、釘穴、釘痕あり

385 KZK02 667 水槽 9 まき材？自然木？ マツ属 小枝、一方の端部切断面あり

386 KZK02 1336 水槽 9 木皮 樹皮 木皮

387 KZK02 1329 水槽 9 丸太材 マツ属複維管束亜脱 節部有、切断面有（枝を切った跡か？）

388 KZK02 1326 水槽 9 まき材？自然木？ ニレ展 枝部あり、切断面あり

389 KZK02 1164 水槽9 まき材？自然木？ サクラ属 燃料か？皮付き

390 KZK02 1376 水槽 9 板材？ ニレ属 虫害が著しく形状がわかりにくい、板材か？

391 KZKOZ 1398 水槽9 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材長さ28.5cm、幅 6cm 

392 KZK02 617 水槽9 船材、角材 コウヨウザン 角材、釘痕、横方向に溝あり

393 KZK02 1292 水槽9 丸太材 マツ属複維管束亜属 木材片

394 KZK02 1073 水槽 9 板材 散孔材D 虫害が著しく形状がわかりにくい、丸太材か？

395 KZK02 684 水槽 9 丸太材？ マツ属複維管束亜属 木材の節目部分

396 KZK02 1745 水槽 9 丸太材 マツ属複維管束亜属 一部表面炭化、木の節目部分

397 KZK02 1271 水槽 9 板材 マツ属複維管束亜屈 板材

398 KZK02 1350 水槽 9 船材 散孔材E ほぞ穴の一部長さ 10cm幅， 8cm 

399 KZK02 616 水槽 9 板材 バラ科A 皮付き長さ18.5cm、幅5.5cm

400 KZK02 1821 水槽 9 丸太材 コウヨウザン 丸太材片長さ 18.5cm、幅5.5cm

401 KZK02 1307 水槽 9 丸太材？ マツ属複維管束亜属 木の股の部分、虫害が激しく脆く崩れ易い

402 KZK02 1366 水槽 9 丸太材 マツ属複維管束亜属？ 丸太材片、釘痕あり、縦に半切長さ32.5cm、幅5.5cm

403 KZK02 1281 水槽9 板材？ クスノキ科 虫害が著しく形状がわかりにくい、板材か？

404 KZKOZ 670 水槽 9 丸太材？ イスノキ属 焼け材長さ14.8cm、輻7,5cm

405 KZK02 1479 水槽9 丸太材 Dalbergia sp. 丸太材片、長さ42cm、幅5.5cm

406 KZK02 618 水槽9 丸太材 バラ科B 丸太材片長さ 19.5cm、幅5.5cm

407 KZK02 1144 水槽9 丸太材？ クスノキ科 Noll42-x隔壁板の直上から出土

408 KZK02 985 水槽 9 板材？ マツ属複維管束亜属 表面炭化

409 KZK02 1726 水槽 9 丸太材？ ニレ属 船材ではなく、燃料用か？

410 KZK02 1276 水槽 9 丸太材 コウヨウザン 丸太材

411 KZK02 1071 水槽 9 板材 ニレ属 板材片、虫害が著しく脆い

412 KZK02 969 水槽 9 丸太材 クヌギ節 一部炭化、皮付ぎ

413 KZK02 1372 水槽 9 丸太材 Dalbergia sp. 丸太材片、長さ35cm、幅7.5cm
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414 KZK02 1304 水槽 9 丸太材 ？ コウヨ ウザン 傷みが激しく脆く壊れやすい、丸太材か ？

415 KZK02 950 水槽 10 丸太材 ニレ属 両端に切断痕有、燃料材か？長さ50cm、幅10cm

416 KZK02 1258 水槽 10 丸太材 ニレ属 長さ19.5cm、幅5.5cm両端に切断痕有、燃料材か？

417 KZK02 1682 水槽 10 丸太材？ マツ属 表面炭化、杭状、 燃料か？長さ32.5cm、幅 6cm 

418 KZK02 1734 水槽 l0 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材片、長 さ57cm、幅 5cm 

419 KZK02 1691 水槽 10 丸太材 マツ属複維管束亜属 一方に切断痕有、長さ54.5cm、幅3.5cm

420 KZK02 1683 水槽 10 丸太材 マツ属複維管束亜属 一方に切断痕有、長さ55cm、幅4.5cm

421 KZK02 685 水槽 10 丸太材 マキ属 片方に切断痕有、 長さ41.5cm、幅4.5cm

422 KZK02 1769 水槽 10 丸太材 マツ属複維管束亜属 節あり、 長さ36cm、幅 5cm 

423 KZK02 1311 水槽 10 丸太材 マツ屈複維管束亜属 両端に切断痕有、 燃科材か？長さ43cm、幅4.5cm節が数箇所有

424 KZK02 1002 水槽 l0 船材、板材 クヌギ節 表面が炭化、釘痕あり 、長さ 18.5cm、幅10cm

425 KZK02 1268 水槽 10 丸太材 マツ属複維管束亜属 長さ33cm、幅5.5cm わずかにカ ープしている

426 KZK02 1004 水槽 10 丸太材 マツ属複維管束亜辰 長さ62cm、幅 4cm 

427 KZK02 749 水槽 10 丸太材 ハイノキ属 虫害が著し く脆弱、長さ46.5cm、幅14cm

428 KZK02 1337-a 水槽 10 丸太材？ ニレ属 大きく曲がっている、燃科材か？

429 KZK02 1337-b 水槽 10 九太材？ 骸孔材 F 表面の虫害がひどく元形不明、長さ 14cm、幅3.3cm

430 KZK02 1283 水槽 10 丸太材 マツ属複維管束亜属 枝・蹄あり燃科の可能性あり、 一方に切斯痕あり、長さ40cm、幅7cm

431 KZK02 750 水槽 10 丸太材 マツ属複維管束亜属 長さ49cm、幅10cm 少しカ ープしている

432 KZK02 1299 水槽 l0 丸太材 マツ属複維管束亜属 長さ58cm、幅 5cm傷みが激しく脆い、節が数箇所有

433 TKS12 7 整理室 ペニヤ板 A/stonia sp. 現代のものか？

434 TKS12 3 整理室 弓 ？ 環孔材B

435 TKS12 14 資料館展示 刀の液塗鞘 コウ ヨウザン

436 TKS12 18 資料館展示 刀の漆塗鞘 コウヨウザン

437 TKS12 6 元興寺処理 黒漆塗弓 Dalbergia sp 弓の一部

438 TKS12 5 整理室 朱漆椀底部 キリ属

439 TKS15 6 整理室 角材 コウヨウザン？

440 TKSIS 3 資科館展示 漆塗弓の先？ l::'.ノキ科

441 TKS14 14 元典寺処理中 椀底部 スギ属 針葉樹？杉？

442 KZK02 1316 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜屈 板材

443 KZKOZ 1317-a 水槽 2 船材、板材 クス ノキ科 板材片、 a-d同一、釘痕、コンクリ ーション有

444 KZKOZ 1294-a 水槽 2 船材、板材 コウヨウザン 木材片

445 KZK02 885-b 水槽 2 丸太材 アカ ガシ亜属 板材

446 KZK02 885-c 水槽 2 丸太材 アカガシ亜屈 板材片

447 KZK02 1864-b 水槽 2 船材、丸太材 コウヨウザン 丸太材、釘痕数ヶ所

448 KZK02 1455 水槽 2 船材、板材 マツ属 丸太材

449 KZK02 1030-b 水槽 2 丸太材 シイ属 板材片、銃のかたち 少し粘りのある木

450 KZK02 887-a 水槽 2 板材 クスノキ 木材片

451 KZK02 887-b 水槽 2 板材 ニレ属 丸太材

452 KZK02 993 水槽 2 船材、角材 コウヨウザン 釘穴 lつ

453 KZK02 1432 水槽 2 丸太材 Dalbergia sp. 丸太材

454 KZK02 1498 水槽 2 角材？ スギ属 板材片

455 KZK02 1856 水槽 2 丸太材 ニレ属 板材片

456 KZK02 1650 水槽 2 船材、板材 マツ属複維管束亜属 丸太材片

457 KZK02 886-a 水槽 2 丸太材 スギ属 丸太材片a-eと破片に分ける。 うちa-dをサンプリング

458 KZK02 886-b 水槽 2 丸太材 Dalbergia sp. 丸太材片

459 KZK02 886-c 水槽 2 丸太材 ニレ属 丸太材片

460 KZK02 886-d 水槽 2 丸太材 コウヨウザン 丸太材片

461 KZK02 889 水槽 2 船材、板材 ヒノキ科 角材、ほぞ穴 1つ

462 KZK02 1040 水槽 2 板材 Da/bergia sp. 板材片

463 KZK02 1630 水槽 2 板材 マツ属複維管束亜属 板材片

464 KZK02 838-b 水槽 2 船材、板材 マツ属複維管束亜屈 板材片

465 KZK02 884 水槽 2 丸太材 ニレ属 丸太材
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466 KZKOZ 1446 水槽 2 丸太材 Dalbergia sp. 丸太材片

467 KZKOZ 1095 水槽 2 丸太材 ニレ属 丸太材

468 KZK02 844-a 水槽 2 板材 コウヨウザン 板材片

469 KZK02 844-b 水槽 2 板材 ニレ属 丸太材

470 KZK02 1127 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材

471 KZK02 860 水槽 2 板材 クスノキ 丸太材

472 KZK02 865-a 水槽 2 丸太材 ニレ属 丸太材、 a, bに分けた

473 KZK02 865-b 水槽 2 丸太材 コウヨウザン？ 丸太材、 a, bに分けた

474 KZK02 861 水槽 2 船材、板材 クスノキ 角材、 17点に分割

475 KZK02 614 水槽 27 丸太材 マツ属複維管束亜属 板材

476 KZK02 1310 水槽 2 板材 シイ属 丸太材片

477 KZK02 1609 水槽 2 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材片

478 KZK02 1631 水槽 2 丸太材 Da/bergia sp. 加工材

479 KZK02 1120 水槽 2 船材、板材 マツ属単維管束亜属 板材片、釘穴数ヶ所

480 KZK02 859 水槽 2 船材、板材 クスノキ 金属 l点，加工材 2点

481 KZK02 888-a 水槽 2 自然木 ニレ属 でこぼこした木

482 KZK02 888-b 水槽 2 丸太材 ニレ属

483 KZK02 888-c 水槽 2 板材 スギ属

484 KZK02 888-d 水槽 2 板材 マツ属単維管束亜属？

485 KZK02 1643 水槽 2 丸太材 ニレ属 板材片

486 KZK02 1341 水槽 2 板材 マツ属単維管束亜属？ 板材片

487 KZKOZ 1852 水槽 2 船材、板材 ヒノキ科 板材片、釘穴多数

488 KZKOZ 674 水槽 11 板材？ クヌギ節 表面炭化、長さ25cm,幅15cm

489 KZK02 925 水槽 11 自然木？丸太材？ マツ属単維管束亜屈 非常に脆弱

490 KZK02 631 水槽 11 板材 クスノキ 長さ25cm, 幅12.5cm虫害が著しく小さく割れている

491 KZKOZ 1267 水槽 11 丸太材 マツ属単維管束亜属

402 KZK02 1266 水槽 11 板材？ クスノキ

493 KZK02 1019 水槽 11 板材？ クスノキ

494 KZK02 1014 水槽 11 船材、板材 クスノキ？ 釘穴有、他の板材との接合面あり

495 KZK02 1274 水槽 11 板材？ マツ属複維管束亜属 虫害が著しく形状がわかりにくい

496 KZK02 1124 水槽 11 まき材？ クヌギ節？ 小枝、長さ65cm、幅 7cm虫害がひどく皮と中心部が残存

497 KZK02 944 水槽 11 自然木？板材？ マツ属単維管束亜属 枝あり

498 KZK02 977 水椿 11 自然木？ ニレ属 枝の股部分あり

499 KZK02 966 水槽 11 丸太材？燃料材？ マツ属複維管束亜属 表面炭化

500 KZK02 1145 水槽 11 船材、板材 クスノキ科 Noll42-x隔壁板の直上から出土

501 KZK02 1306 水槽 11 板材？ ニレ属 虫害が著しく形状がわかりにくい

502 KZKOZ 968 水槽 11 船材、板材 ニレ属 釘穴、釘痕あり

503 KZK02 643 水槽 11 自然木？ マツ属複維管束亜属 枝付ぎ、切断面に線状痕あり

504 KZKO?, 1044 水槽 ll 丸太材？ マツ属複維管束而属？

505 KZK02 850 水槽 11 船材、板材 マツ属複維管束亜属 杉木（シャンムー）？年輪幅が広い、釘痕有、一部炭化

506 KZK02 839 水槽 11 船材、板材 ニレ属 釘穴有、釘痕有

507 KZKOl 192 水槽 5 丸太材 Dalbergia sp. 丸太材片、長さ31cm、幅 8cm 

508 KZKOl 196 水槽 5 丸太材 ナツメ 丸太材片、長さ33cm、幅 7cm 

509 KZKOl 197 水槽 5 角材片 ニレ属 破片、長さ 16.5cm、幅3.5cm

510 KZKOl 198 水槽 5 船材、板材片 クスノキ 釘穴あり

511 KZKOl 200 水槽 5 丸太材？ Dalbergia sp. 長さ 16.5cm、幅4.5cm

512 KZKOl 203 水槽 5 丸太材？ ニレ属 丸太材片

513 KZKOl 204 水槽 5 丸太材？ 針莱樹

514 KZKOl 207 水槽 5 船材、板材 クスノキ 釘痕、コンクリーション有

515 KZKOl 208 水槽 5 丸太材？ マツ属複維管束亜属 一部炭化

516 KZKOl 209 水槽 5 丸太材 ニレ属

517 KZKOl 222 水槽 5 板材 コウヨウザン
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518 KZKOl 236 水槽 5 船材、板材 コウ ヨウザン 破片採取、釘痕あり

519 KZKOl 250 水槽 5 丸太材 ニレ属

520 KZKOl 303 水槽 5 丸太材？ ヤマモモ属 長さ49cm、幅15cm、虫害が著しい

521 KZKOl 345 水槽 5 丸太材 ニレ属 一部炭化、長さ37.5cm、幅10.5cm

522 KZKOI 346 水槽 5 板材？ スギ科

523 KZKOl 347 水槽 5 船材、板材？ スギ科 釘痕あり

524 KZKOl 348 水槽 5 九太材 スギ属？

525 KZKOl 350 水槽 5 九太材 ニレ屈

526 KZKOl 352 水槽 5 船材、板材 コウヨウザン 釘痕、コン クリーション有

527 KZKOl 354 水槽 5 船材、板材 コウヨウザン 丸太半裁、釘穴 6、コンクリーションあり

528 KZKOl 357 水槽 5 船材、丸太材 マツ属複維管束亜属

529 TKS13 1 TKS水槽① 船材、角材 マツ属複維管束亜属 角材、かんぬきか？

530 TKS13 3 TKS水槽① 船材、板材 マツ属複維管束亜属 釘痕、コンクリー ション有

531 TKS13 41 TKS水槽② 丸太材 マツ属複維管束亜屈

532 TKS13 18 TKS水槽② 松の皮 樹皮

533 TKS13 19 TKS水槽② 丸太材 マツ属複維管束亜屁

534 TKS13 21 TKS水槽② 板材 スギ科

535 TKS13 20 TKS水楕② 角材 マツ属複維管束亜屈

536 TKS13 44 TKS水楢② 板材？ アカガシ亜属 表面炭化

537 TKS13 49 TKS水槽③ 丸太材 マツ属

538 TKS13 27 TKS水槽③ 丸太材 ニレ屈？ 丸太材片

539 TKS13 35 TKS水槽③ 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材片

540 TKS13 46 TKS水槽③ 丸太材 マツ属複維管束亜属 丸太材片

541 TKS13 6 TKS水槽③ 板材？ ヒノキ科

542 TKS13 39 TKS水椿③ 木皮 樹皮

543 TKS13 47 TKS水楢③ 船材、板材 スギ科 板材片、 釘痕、 コンクリーション有

544 TKS13 40 TKS水槽④ 船材、板材 コウヨウザン？ 板材片、釘痕あり

545 TKS13 4 TKS水槽④ 板材 ヒノキ科 板材片

546 TKS13 45 TKS水槽④ 丸太材 クスノキ科

547 TKS13 22 TKS水槽④ 船材、板材 スギ科 板材片、コンクリー ション、釘痕あり

548 TKS13 30 TKS水槽④ 板材 コナラ属 表面炭化

549 TKS13 23 TKS水槽① 船材、板材 ニレ属 釘痕あ り

550 TKS13 29 TKS水槽④ 丸太材 マツ属複維管束亜屈 丸太材片

55] TKS13 7 TKS水情⑤ 丸太材 マツ属単維管束亜属？ 丸太材片

552 TKS13 12 TKS水槽⑤ 丸太材 Dalbergia sp. 丸太材片、表面炭化

553 TKS13 38 TKS水槽⑤ 板材 アカガシ亜属 板材片

554 TKSl3 16 TKS水槽⑥ 船材、板材 スギ科 釘痕あり、針葉樹松？

555 TKS13 17 TKS水槽⑥ 船材、板材 マツ属複維管束亜屈 板材片、釘痕あり

556 TKS14 27 TKS水槽⑦ 船材、板材 クスノキ科 板材片、釘付着

557 TKSl4 34-a TKS水槽⑦ 角材片 コウ ヨウザン？ 針葉樹

558 TKS14 34-b TKS水槽⑦ 木皮 樹皮

559 TKS14 30 TKS水槽⑧ 船材、板材 クス ノキ 板材片、釘痕あり

560 TKS14 22 TKS水槽⑨ 丸太材 樹皮

56] TKS14 40-b TKS水槽⑨ 丸太材 針葉樹 直径4-5 cm、長 さ35cm

562 TKS14 40-c TKS水槽⑨ 竹 タケ亜科 直径約 2cm 

563 TKSl4 40-e TKS水槽⑨ 板材 クスノキ 板材片

564 TKS14 40-f TKS水槽⑨ 板材 イスノキ屈？ 板材片

565 TKS14 40-g TKS水槽⑨ 丸太材 マツ属複維管束亜属 わずかに反っている

566 TKS14 40-h TKS水槽⑨ 丸太材 マツ属単維管束亜属？

567 TKS14 40-i TKS水槽⑨ 丸太材 マツ屈複維管束亜属 丸太材片

568 TKS14 10-b TKS水楢⑨ 板材 クスノ キ科 板材片

569 TKSl4 38-a TKS水槽⑨ 船材、板材 クスノ キ？ 板材片、釘痕あり
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570 TKS14 38-b TKS水槽⑨ 丸太材

571 TKS14 38-c TKS水槽⑨ 丸太材

572 TKS14 38-d TKS水槽⑨ 松の皮

573 TKS14 6 TKS水槽⑨ 板材

574 TKS14 24-a TKS水槽⑨ 板材

575 TKS14 24-b TKS水槽⑨ 船材、板材

576 TKSl4 24-c TKS水槽⑨ 板材

577 TKS14 19 TKS水槽⑨ 丸太材

578 TKS14 13-b TKS水槽⑨ 板材

579 TKS14 41 TKS水槽⑨ 松の皮か？

580 TKS14 26 水槽 2 船材、板材

581 TKS14 25 水梢 2 丸太材？柱材？

582 TKS15 1 水梢 3 船材、板材

583 TKS15 2 水椿 3 丸太材

584 TKS15 4 水槽 3 船材、板材

585 TKS15 5 水柑 3 船材、板材

586 TKS15 8 水槽 3 船材、板材

587 TKS15 7 水栖 3 船材、板材

588 TKS15 9 水栖 3 船材、角材

589 TKS13 34 水楕 3 船材、丸太材

590 TKS13 8 水梢 3 船材、板材

591 TKS13 14 水梢 3 板材？、丸太材？

592 TKS13 2 水槽 3 丸太材

593 TKS13 43 TKS水槽⑥ 丸太材

594 TKS12 13 整理室 丸太材

595 TKS12 9 TKS水槽⑩ 丸太材

5% TKS12 17-a TKS水槽⑩ 船材、板材

597 TKS12 17-b TKS水槽⑩ 板材

598 TKS12 12 TKS水椿⑩ 船材、板材

599 TKS14 31 水梢 3 縄

600 KZK02 1496 元典寺処理 漆途板状木製品

601 KZK02 1814-c 元典寺処理中 朱抱椀破片

602 KZK02 RLl 元典寺処理中 朱塗椀小破片

603 KZK02 RL2 元興寺処理中 襟塗棒状木製品

604 TKS14 14 元興寺処理中 漆椀底部

試科番号529-599と604は確認調査で出土した遺物である。

TKS12は神崎地区第12次調査

TKS13は神椅地区第13次調査

TKS14は神椅地区第14次調査

TKS15は神崎地区第15次調査

樹 種 備 考

広葉樹 丸太材片

マツ属 丸太材片

樹皮

コウヨウザン 針葉樹

マツ屈 焼け残り材、松の木か？

クスノキ科 板材片、釘痕あり

クスノキ 板材片

マツ属複維管束亜属

シイ属 板材片、 一方を斜めに切断

樹皮

クスノキ科 板材、釘痕あり、隔壁板か？

コウヨウザン 柱材か？

クスノキ科 釘痕有

マツ屈複維管束亜屈 表面炭化

クスノキ？ 板材片、釘痕あり

クスノキ科 板材片、釘痕あり

クスノキ 板材片、コンクリーション、釘痕あり

クスノキ？ 板材片、釘痕あり

スギ科 釘痕有

マッ属単維管束亜屈 均等な幅で枝が出ている

クスノキ 扶り込みあり

クスノキ科 虫害が著しい

マツ属複維管束亜属 丸太材

針菜樹 丸太材片

ニレ属 半裁丸太材片

ニレ屈 丸太材片

コウコウザン 板材片、釘穴 2つ

Altingia sp. 板材片

コウヨウザン？ 針葉樹、釘痕あり、ほぞあり

シュロ属 シュロ縄

ヒノキ科

コウヨウザン？

クスノキ

Da/bergia sp. 

スギ屈

＊表 lの中の、試料番号0、338-343、433-441、529-599、602-604を除くすべての試料の樹種同定の結果は出土逍物一覧表 (143-176

頁）にも掲載した。

-230-



5. 遺物のX線撮影

松浦市教育委員会では、鷹島海底遺跡から出土した遺物の保存処理の方法を検討する機関として

「松浦市鷹島海底遺跡調査指導委員会保存処理専門部会Jを設置して専門家から指導助言を得ている。

その中で九州国立博物館・奈良文化財研究所・元興寺文化財研究所等のご協力により遣物の保存処理

方法を検討していく一つの手法として、 X線撮影をお願いしている。第65図8の漆途木板は元興寺文

化財研究所にて赤外線撮影した際、漆膜の下より「大乗妙法蓮華経」の文字が銘記されていることが

確認できたとの報告を受けている。鉄製冑（図版30-6)は、九州国立博物館にて展示公開している。

通常のX線透過圃像では得られない詳細な情報がX線CT撮影によって得られることができた。三次

元立休断面画像では冑本来の鉄は銹化が進んでおり、金属は残っていないが、突起部分には 4箇所に

鋲留めにしている状況が、また、庇の部分にはベルトと有機質の顎あてがあることも確認された。第

60図4は現在、九州国立t専物館にて展示公開中の矢束の資料である。奈良文化財研究所にてX線CT

撮影を行っていただき次のページにその撮影画像を掲載している。撮影は矢束を 5面にスライスして

いる状況で、 1~3は遺物を平置して右側と中央と左側の 3箇所で切った断面画像である。これを見

ると矢は約60本あり、木製を使用しているのが確認されている。 4は矢束の中央部を切ったところの

圃像である。この画像からは鏃の長さは 6cm程度あり、日本の鏃より長い傾向を示している。 5は矢

束を横の方向からカットした断面両像である。また、この矢束に関してはあらためて九州国立博物館

でも X線CT撮影を行っていただいている。 6は漆皮袋（胡禄）に付随する金具である。九州国立博

物館では「てつはう」のX線CT撮影も行っている。分析した「てつはうJは表採資料であるが、陶

製の球体で孔を含む上半分が残存しており、破断面まで内容物が遺存しているものである。分析の結

果、火薬充填孔を上とすると、内部に短冊状に割った鉄片と陶器片様のものが詰められていた。鉄片

には気泡と思われる小さな丸い穴がいくつも見られることから「てつはう」に入れられた鉄は鋳鉄を

使用していることが確認される。火薬充填孔付近には繊維質の痕跡が見られ、導火線あるいは有機物

の内蓋があったと考えられる。鋳鉄片や陶器片は脆いことから火薬の爆裂とともに破砕して強い殺傷

能力を発揮したと思われる。

鉄製品では、研究代表者元興寺文化財研究所の植田直見氏の平成19年度科学研究費補助金基盤研究

(B) 「海底遺跡出土遺物の調査・研究・保

存に関する基礎的研究一鷹島海底遺跡出土武

具類を中心としてー」の分析がある。第53図

7と第55図10をX線ラジオグラフィ及びX線

CT画像で構造の復元を行い、その結果、第

53図7は刀身が外側に反りかえり柄部が刃側

に湾由し、全体として緩やかな S字を呈する

刀であった。また、第55図10は反りをほとん

どもたない素環頭太刀であることが確認され
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ている。第53図7に類似する資料は中国内蒙古白治区・モンゴル共和国内をはじめとするモンゴル帝

国期における中心的な地域で確認されている。第55図10に類似する資料は南宋領域から出士している

事例に類例が認められる。いずれの資料についても、同時代の日本の刀奥ljとは異なる特徴をそなえて

いるという研究結果をいただいている。

参考・引川文献

鳥越俊1」・..今津節生 『東風西声』 九什1国立博物館紀要第 2号 文化財の健康診浙装置

梢田直見・橋本英将他 脳島海底遺跡出土大刀の構造復元ー「蒙古襲来」の考古学的検討へむけて一

X線CT画像 l X線CT両像 2

X線CT圃像 3 X線CT圃像 4

X線CT画像 5 X線CT画像 6
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第V章 出土陶磁器について

今同の引き揚げ資料は元の沈没船が 1艘分なのか複数なのかという点も残るが、 1艘分の積載品と

仮定してみた場合には以下の点が把握される。

陶磁器内容については、まず青磁・白磁などの碗．皿類食器が少数であり、大多数は陶器の壷類で

占められる事が注意されよう。さらに壷は耳壷x皿類が最多で、大小の壷が次に多く、少数の大型甕、

鉢、水注などがあり、全体から見ても各種の貯蔵容器が中心となっている点は容易に把握される。

耳壷XIII類はこの特定器種に数量集中がある点でかなり偏向的であり、二、三の仮説も可能であろ

う。その形やサイズからみて個々人の携帯水筒など運搬容器の用途としても手ごろな器種かもしれな

い。長期海上遠征に際して保存食、水などを上の貯蔵器が担っていた点は確かであろう。

軍事船としても平時ではなく日本側との交戦を目的とした船舶機材の投人が明確であるから、武器

以外の軍事用備晶内容を見るにも実に興味深い点があろう。

青磁・白磁などの一般食器については一部鉤窯系碗などの日本出士例で稀少なものを除き、当時の

中図・軍人使用品のランクを知る格好の資料となる。この点では積載陶磁の一部の良質青磁を除き、

日本国内に大量に流通している一般質中国食器との落差は少ない事が判る。

現在すべての器種分類と数鼠さらに性質といった点について分析中で、かつ他の沈船についても検

討中であり、後日別稿で正確な集計を行うことにしたい。

上記したように鷹島沖元船積載品の性格の一点は貯蔵具が中心であり、ここに商船とは異なる軍用

船の現実的性格も表れているとみてよいだろう。

出土陶磁淵などからみた年代推定

図示した陶磁器・土器の年代は歴史時代に限るものであるが、 8~9憔紀の須恵器・土師器、 12批

紀中頃～後半（陶磁編年D期）に上限のある龍泉窯青磁碗 I-1類、陶器甕N類、下って14世紀初頭

前後～前半（陶磁編年G期）に位置する龍泉窯系青磁杯N類、白磁森田碗c類、 B'系皿、陶器壷V'

類、さらにこれ以降の朝鮮系陶器、近世の肥前系陶磁など幅広い時期に及ぶものである。しかしこれ

らの点数はきわめて限られており、残る青磁碗・ 1III..杯・盤や白磁碗の大半は13軋紀中頃～後半（陶

磁編年E~F期のうち F期中心）、陶器の大多数の資料はほぽ13冊紀に位置するもので「弘安の役」

1281年に推定されうる元船の時代に一致するものである。とくに陶器の年代輻は青磁・白磁と同レベ

ルに短縮する事は内外の出土傾向からして難しい。しかし各器種の特徴からみると 12戦紀中頃・後半

～前半に出土する同種の陶器に比べて多少鈍化する傾向が見え、 14軋紀中頃以降にば消滅する器種が

殆どである。また時代的に後出の韓国新安沖元代沈没船 (1323年）に積載された青磁、白磁、陶器の

ごく一部には鷹島出土と同型のものが含まれている点も注意される。総じて今回の陶磁器の多くは13

世紀中頃～後半に位置し、 13軋紀前半 (E期）と 14世紀初頭前後～前半 (G期占段階）の中間的位置

を示すことが明らかで、貴重な成果と把握されよう。
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第VI章 調査の成果と今後の課題

平成13・14年度の 2年間にわたった鷹島海底遺跡の緊急発掘調査では、各種の遺物が多量に出土し

ている。まず船体の部材と思われる大型の木製品が挙げられ、長さ 3mを越える船の外板や隔壁材、

マストの臼座や他にも加工痕を有する木製品もあるが、船体そのものの検出はできていない。しかし、

海外での沈船との比較により、鷹島出土の木製品から「弘安の役」における元軍使用の船の復元には

重要な資料となるものである。陶磁器では、破片点数で500点を越え、破片単位の大きなものが多く、

分布範囲がほぼ10m以内と限定されることから接合及び復元が可能なものが多かった。陶器では中国

江蘇省宜興窯の褐釉陶器壷が多く、口縁部・底部・胴部の圧痕と溶着痕より、窯の中で隙間無く詰込

まれた状態で焼成されたものか口縁部が楕円形に変形したものまで見受けられる。陶器ではこの他に

も各種の壷や鉢があるが、日本国内の消費地遺跡では、宋人が居住していた博多遣跡群を除いて、出

土例は少ない。この点、鷹島海底遺跡出土の陶器の器種と型式は、今後の編年の基準となると思われ

る。供膳具では碗が圧倒的に多いのが特徴で、製品の質としては大きく精粗に分けられる。比較的質

の良いものでは、河南省鈎窯の碗をはじめ、浙江省龍泉窯系青磁碗等が数点あるのに対して、当時の

日本国内においては、商品として多く輸入された形跡が無く、製品の質的には劣る福建省産と思われ

る青磁碗や、焼成不良により胎土が磁化していない不良品と思われる碗が大半を占め、龍泉窯系の鏑

蓮弁文碗でも、蓮弁の削出しは丁寧であるが、釉の発色が非常に悪いものなどが見受けられる。これ

は船団を構成する指揮官や将校クラスと兵卒との使用供膳具の違いが反映されているものと思われる

が、窯の特定と中国国内での流通圏を検討すれば、船員の徴用地や出港地に結び付く手掛かりとなる

ものと思われる。高麗青磁等朝鮮半島産は東路軍に関する遺物であるが、これは極端に少ない。

次に「軍Jの存在を裏付ける遺物として武具類の鉄製冑・ 刀剣類．帯金具・矢束・ 「てつはうJ. 

弩等の出土がある。球状土製品は直径14-15cm前後で、理化学的分析の結果からこれは『蒙古襲来絵

詞』に見られる所謂「てつはう」であると結論をだしている。また、「管軍総把印」同様「王百戸J

銘の墨書青磁碗もあり、軍隊の編成を知る大ぎな手がかりとなっている。

その他の遺物では日常生活品である漆椀．漆塗櫛・鋼鍋・銅匙・銅銭・碑等の各種の遺物が出土し

ている。これらの遺物を含めて 2ヶ年の調壺で約1,500点が出土しているが、一番遅れているのが保

存処理作業である。遺物自体が海底からの出土品であるため脱塩処理を兼ねて仮保存中の木製品もあ

り、 PEG処理中のものもある。今後も国庫補助事業の一環として保存処理を行っていくが、問題点

として自前による保存処理が進んでいない点である。保存処理専門部会の指導を得て早急に進めて行

かなければならない。

これらの出土遺物は「元寇」という世界史上重要な出来事を解明していく上で大きな手がかりを与

えている。鷹島海底遺跡は、考古学のみならず、東アジア史・美術史・追船史・軍事史といった多方

面の研究としても様々な情報を提供できる日本国内の遺跡としては稀有な存在であり、貴重な遺跡で

ある。そのため国の史跡指定及び出士遺物の重要文化財の指定に向けて進んでいくことが重要である。
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図版





図版 1 鷹島海底遺跡・遠景調査風景①
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調査区設定状況風景 調査用筏の設置風景

調査風景 砂層の調査状況

-237 -



図版2 調査風景②

調査風景
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遺物の検出状況

砂層（右側）と砂質シルト層（左側）の状況
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 実測用調査枠の組立て風景

遺物へのナンバーリング風景 調査枠と遺物出土状況
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図版3 調査風景③

遺物出土状況の写真撮影風景 遺物出土状況のピテオ撮影風景

遺物出土状況の実測風景 遺物出土状況の実測風景
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出土遺物の標高測定風景 出土遺物の標高測定風景
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図版4 調査風景④

遺物の取り上げ風景 遺物の取リ上げ風景

遺物の取リ上げ風景 遺物の取リ上げ風景
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遺物の取リ上げ風景 遺物の陸揚げ風景
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図版5 出土遺物陶磁器①
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第20図 1 陶磁碗 (Na39内面）

第20図1 陶磁碗 (Na257内面）

第20図2 陶磁碗 (Na139a) 
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第20図1 陶磁碗 (Na39外面）

第20図 1 陶磁碗 (Na257外面）

第20図3 陶磁碗 (No500内面）
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図版6 出土遺物陶磁器②

第20図3 陶磁碗 (No500外面） 第20図4 陶磁碗 (Na455内面）

第20図4 陶磁碗 (No455外面） 第21図6 白磁碗 (Na713) 

第21図8 白磁碗 (Nn153a) 第21図9 白磁碗 (Na161) 
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図版7 出土遺物陶磁器③
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~ 

鬱ウ

第22図17 青磁碗 (No906) 

第22図19 青磁碗 (Na657) 

第22図16 青磁碗 (No829) 
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第22図18 青磁碗 (No1279) 

第22図20 青磁碗 (Na 142b) 
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図版8 出土遺物陶磁器④

第22図21 青磁碗 (No452) 第22図23 青磁碗 (Na1730) 

第22図27 青磁碗 (Na881) 第22図28 青磁碗 (Na898・900) 

第22図28 青磁碗 (No898・900) 第22図29 青磁碗 (No938) 
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鷹島海底遺跡 包蔵地 中世 ・船材 標高ー 5m~-14m 

・てつはう 発掘調査

• 鉄刀

・竿目IJ

・銅銭

・碇石

・陶磁器

・木製品

．碑

• 青銅製品

・縄

・鉄製品
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付図 鷹島海底遺跡遺物出土状況図 (1/100) 








